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序文

熊本県教育委員会では、日本道路公団の九州縦貫自動車道（八代～人吉

間）の建設に伴い､建設予定地内の埋蔵文化財調査を進めてまいりました。

ここに報告する熊本県球磨郡山江村大字山田字城・本城所在の中世城跡

「高城跡」は、昭和59年度に発掘調査を実施し、昭和62年度に整理・報告

書作成を行ったものであります。

調査の結果、１５世紀末から16世紀前半頃の城跡の規模、'性格、施設など

を知る上で貴重な資料を得ることができました。

さらに､同遺跡からは先土器時代から縄文時代にかけての遺物も出土し、

この分野での成果も大なるものがありました。

この報告書が、埋蔵文化財の保護に対する認識を深め、学術・研究上の

一助になれば幸いです。

なお、発掘調査に際しましては、日本道路公団福岡建設局人吉工事事務

所から格別の御配慮を賜わり、山江村教育委員会の御協力、ならびに専門

調査員の先生方からの御指導がありました。ここに心から厚く御礼を申し

上げます。

昭和63年３月31日

熊本県教育長田嶋 喜



例ロ

１．本書は、日本道路公団の九州縦貫自動車道（八代～人吉間）建設工事に伴い、

事前に実施した埋蔵文化財調査の報告書である。

２．発掘調査を実施した遺跡は、熊本県球磨郡山江村大字山田字城・本城に所在

する中世城跡「高城跡」で、日本道路公団福岡建設局からの委託を受けて、熊

本県教育庁文化課が行った。

３．当遺跡の発掘調査は昭和59年度に実施し、その整理・報告書作成は昭和62年

度に行った。なお、出土遺物・資料は熊本県教育庁文化課で保管している。

４．発掘調査は、大田幸博・黒田裕司がその任にあたった。

５．発掘調査過程の写真撮影は大田・黒田が行い、整理後の出土遺物写真撮影は

吉田昭一が行った。

６．出土遺物の実測は、主として大田が行ったが、先土器時代の石器・縄文時代

の石器・歴史時代の砥石は松舟博満が担当し、一部を六田育子・原葉子・網

田龍生・岩崎充宏が行った。遺構及び遺物の製図は、六田・石工みゆき・溝口

真由美が行った。

７．本書の執筆は、主として大田がこれにあたったが、第Ｖ章第２，３節、第Ⅵ

章（１）〔７〕を菖蒲和弘が、先土器・縄文時代を松舟が担当し、これらにつ

いては一部を大田が補正・加筆した。さらに、隈昭志が第１章第２節とⅥ章

（２）を担当した。

８．．九州縦貫自動車道の工事概要は、日本道路公団人吉工事事務所前副所長の小

原明氏に原稿をいただいた。

９．高城跡の路線外の遺構実測は、主として菖蒲が昭和62年度に実施した。

10．本書に使用した地形図・字似|は、日本道路公団人吉]:事事務所と''1江村教育

委員会・山江村役場経済課、総務課からの提供によるものである。

11．題字は高城跡専門調査委員の田辺哲夫氏による。

１２．出土遺物については、白木原和美・大三輪龍彦・甲元真之の高城跡専門調査

員の先生方や矢部良明氏（東京国立博物館陶磁室長）から御教示を得た。

13．土製取瓶の付着物の分析は熊本県工業技術センターに依頼した。

14．シラス出土の炭化物のl4C年代測定は京都産業大学理学部の山田治教授に

依頼した。

15．石器類の石材鑑定は熊本大学理学部の高橋俊正教授に依頼した。

16．出土遺物の整理は、仮設の熊本県文化課人吉調査事務所で行い、事務所敷地

については、熊本県衛生部と人吉保健所の協力を得た。

17．本書の編集は、熊本県教育庁文化課で行い、隈の指導のもとに大田が石工・

溝口の協力を得て担当した。



本路線は、「九州縦貫自動車道」鹿児島・宮崎線の一部をなす八代～人吉間（42.9km）であり、

南九州山系の北西端に位置し、急峻な山岳地帯を通過する。八代インターチェンジから南へ約

１kmと、人吉インターチェンジの前後約７kmが平野部を通る以外は、トンネルと橋梁が連続す

ることとなる。

すなわち、八代インターから平野部を約１km過ぎると、大平山・八丁山に長大トンネルを迎

え、さらに段・横石トンネルと続く。原女木トンネルの両坑部で、一級河川「球磨川」を渡る

と、ここからは中小トンネルと橋梁の連続になる。それから主要地方道「坂本・人吉線」沿い

に高度を上げ、構造物の間にわずかな土工区間を挟みながら南下し、坂本村の河原谷で肥後ト

ンネルに入る。肥後トンネルは、延長6.34kmで、我が国の高速道路としては第三位の長大トン

ネルである。これを抜けると主要地方道「坂本・人吉線」と一級河川「万江川」に沿って切土

を主とする土工区間になり、山江サービスエリア・人吉インターチェンジへと続く。

このように、本路線は急峻な山儒地帯を通過することから、トンネルは大小合わせて23箇所

（48％)、橋梁は54箇所（22％）と非常に構造物の多い路線となっている。

昭和53年の路線発表以来、本路

線工事は順調に進み、昭和64年度

の共用を目指している。本路線の

開通により、国道219号線の交通

難を解消し、都市を相互に連結す

ると共に、他の自動車道とも有機

的に連結し、南九州の産業・経

済・文化の発展のための大動脈と

して、早期完成が望まれている。

九
,､彰zﾝ而二

自動照線灰

劉虐

、
ム

ノ
ー
、

胃博IT目頭力

垂|夢三瀞三 ユコロロｎ℃

５閑咲

九州縦貫自動車道（八代～人吉間）の工事概要

ツ

ひ⑨

昭和63年１月３１日

ゲ

日本道路公団福岡建設局
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第Ｉ章調査の概要

第１節調査の組織

調査主体

調査責任者

調 査 総 括

発掘調査

報告書

専門調査員

協力機関

及び協力者

調査事務局

熊本県教育委員会

岩崎辰喜（昭和57年度文化課長）米村嘉人（昭和58年度文化課長）

森一則（昭和５９．６０年度文化課長）丸木保賢（昭和６１．６２年度文化課長）

隈昭志（文化財調査係長・文化課主幹・課長補佐）

大田幸博（文化財保護主事：試掘・本調査）古森政次（嘱託：試掘）

黒田裕司（嘱託：本調査）木崎康弘（文化財保護主事：調査協力）

大田幸博（文化財保護主事）菖蒲和弘・六田育子（嘱託）

松舟博満・永田満・石工みゆき・溝口真由美（臨時職員）

西住欣一郎（文化財保護主事：報告書協力）浦田信智（嘱託：報告書協力）

白木原和美（熊本大学教授）賀川光夫（別府大学教授）石井進（東京大学教

授）工藤敬一（熊本大学教授）大三輪龍彦（鶴見女子大学教授）橘昌信（別

府大学教授）甲元員之（熊本大学助教授）

三島格（肥後考古学会会長）田辺哲夫（日本考古学協会員）

服部英雄（文化庁天然記念物課調査官）阿蘇品保夫（熊本県立美術館主幹）

山江村役場：田村俊明（山江村長）

山江村教育委員会：前村源治（教育長）谷川強（前教育長）

中竹耕一郎（前社会教育主事)横谷巡（前学校教育主事）

内山賢治（社会教育主事）

増木武男（前合戦峯地区長）衆議山地権者高場一郎（求麻地方史研究会）

課長補佐：林田茂一（昭和５７．５８年度）佐々木正則（昭和５９．６０年度）

林田敏嗣（昭和６１．６２年度）

主幹経理係長：大塚正信（昭和５７．５８年度）柴田和馬（昭和59～61年度）

松崎厚生（昭和62年度）

参事：松崎厚生（昭和５７．５８年度）花田隆三（昭和59年度）

森貴史（昭和６０．６１年度）

主任主事：谷喜美子主事：上村祐司（昭和62年度）

日本道路公団福岡建設局人吉工事事務所

発掘調査時：坂巻持千男(前所長)永測善吾(前副所長)村田文敏(前工務課長）

古賀文雄（前庶務課長）豊永盛喜・渡久地政樹（前工務課）
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発掘作業員

整理作業員

報告書作成時：山田益三（前所長）近藤俊一（所長）小原明（前副所長）

松本茂久・信国興勝（副所長）

岩永一男（庶務課長）石丸裕（庶務課）

中村正好（班長）・岡本実・田頭一義・井川静香・石工タツト･上村ヤサメ

尾方信子･岡田ヒトム･尾園スソエ･勝原カノエ･勝山タツ･勝山ミサ子･勝山良子

加村キミ子・迫田初子・迫田チフ・迫田洋子・田口サツキ・田中スソコ

西徳子・深水トシ子・福川シマエ・浜田教子・村山裕子・宮川邦子

笠間いつ子・吉長都美子・緒方千代・村山清子・中島典子・緒方朋子

第２節調査に至る経緯

昭和53年３月29日付けで、日本道路公団福岡建設局（局長：大城金夫）から熊本県教育委員

会（教育長：林田正恒）に対して、九州縦貫自動車道（八代～えびの間）の分布調査依頼があ

り、熊本県教育委員会では同年８月４～６日・８月10～12日の２回にわたり調査を実施した。

その結果、路線予定地内に18遺跡が確認された。

「高城跡」は後半の分布調査によって確認された遺跡の「本城遺跡」と「高城跡」に該当し、

調査担当者は熊本県文化課の隈昭志・杉村彰一・島津義昭・田添夏再の４名であった。

分布調査時の所見は「山田川を眼下にのぞむ狭い台地の平坦部にある遺跡で、微細な土師器

片が一面に拡がる。水田地帯を前にした段丘で、住居跡の可能性がある。（本城遺跡)｣、「山田

川左岸の本城遺跡の奥にある。段違いの平坦部と堀切状の凹道が走り、中世の城跡と予想され

る。また、城跡についての伝承も残っている。（高城跡)」となっている。

この結果を昭和52年９月９日付けで日本道路公l寸l福岡建設局へ回答したところ、昭和53年４

月11日付けで文化庁長官あての協議書が提出されたので、これに熊本県教育委員会の意見を付

けて同年５月１９日付けで文化庁長官あてに発送した。

文化庁からは、昭和53年６月１２日付けで「熊本県教育委員会と協議の上、事前に発掘調査を

実施すること。なお調査の結果、重要な遺構等が発見されたときは、設計変更等によるその保

存に配慮すること｡」という通知があり、昭和53年６月20日付けで日本道路公団あて通知した。

昭和57年度から熊本県教育委員会は日本道路公剛の調査依頼を受け、各遺跡の試掘調査を

行った。本城遺跡・高城跡については、昭和57年１１月～昭和58年３月に実施し、これには熊本

県文化課主事大田幸博・嘱託古森政次があたった。

試掘調査の結果、両遺跡は同一遺跡であることが判り、丘陵を堀切によって独立させ、少な

くとも８郭から成る中枇城跡であることが確認された。

昭和58年２月８日、日本道路公団と協議の上、本格的な発掘調査を昭和59年度から実施する

こととなり、本調査は文化課文化財保護主事大田幸博と嘱託黒田裕司が担当した。
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第３節調査の方法と経過

九州縦貫自動車道（八代～人吉間）は、高城跡が立地するシラス丘陵地を北から南にかけて

横断した。発掘調査の対象となったのは、８郭から構成される高城跡の内、Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ郭の部

分である。調査にあたり、日本道路公団が設置したNo.378＋40の道路中心杭を基準に、東西

一南北方向を軸とする５ｍ×５ｍの区画を設定し、西から東にＡ～Ｔ、北から南に１～22とし、

それらの組み合わせによって各区画を示した。

（１）調査の方法と手順

昭和57年11月から昭和58年３月まで試掘調査を行い、昭和59年６月から本調査に入った。ま

ず、調査区の草払い等の環境整備を行った後、Ⅱ郭～Ⅲ郭～Ⅳ郭及び郭間の堀切・空堀の順に

調査を進めた。この間、調査の作業能率を上げるために、バックフォーやブルドーザーを導入

した。さらには排土運搬の為の作業用道路を付設し、２ｔダンプを常駐させた。

発掘調査は、中世城跡の調査を主体とし、平場における遺構や遺物を検出し、各郭間の堀切

や、郭の斜面部を完掘した。同時に調査区の詳細な地形測量も合わせて実施した。

高城跡はシラス丘陵に築かれた丘城であり､遺構のほとんどがシラス面で確認されたために、

降雨時の浸食作用に悩まざれた。

先土器・縄文時代は、中世城跡の調査終了後にⅡ郭とⅢ郭で行った。Ⅳ郭は調査時点におい

て遺物包含層を消失していた。

なお、発掘終了後、昭和62年４月から路線外を含めた全城域の測量調査を実施した。

（２）発掘調査の工程

昭和59年６月昭和58年度実施の七地水田遺跡の発掘調査が長びき、予定より２ケ月遅れて６

月４日に調査を開始。７日に球磨地方が梅雨入り。Ⅱ郭平場の調査。２６日から３１

日まで雨。野ウサギが出没する。

７月Ⅱ郭平場の調査。柱穴群を検出。重機を導入してⅡ郭．Ⅲ郭．Ⅳ郭の斜面部を

調査。表土と樹根を撤去。

８月Ⅱ郭．Ⅲ郭平場の調査。かなりの遺物が出土した。建築杜も多数検出。

Ⅱ～Ⅳ郭斜面部の調査。

９月Ⅲ郭平場とⅡ～Ⅳ郭斜面部の調査。

１０月重機による堀切の表土剥ぎ。Ⅱ郭検出の柱穴群の実測◎

堀切１－Ａ．ＢとＩ－Ｃの調査。

１１月堀切Ｉ－Ｄの調査。多量の遺物が出土。Ⅳ郭の立木伐採。

Ⅲ郭検出の柱穴群の実測。重機を導入してⅣ郭を中心とした一帯の表土剥ぎ。

１２月Ⅳ郭と、堀切Ⅲ一Ａ．Ｂ・Ｃ，堀切Ｉ－Ｅ．Ｆの調査。Ⅳ郭の西側斜面部から
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鯵
弓夕5．

Ｉま蛸壷状の落ち込みを検出。

昭和60年１月堀切Ⅱ一Ａ．Ｂの調査。Ⅳ郭検出の柱穴群の実測。

２月堀切Ｉ－Ｇの調査。城跡の地形測量に追われる。

３月Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ郭の精査。

４月１５日まで遺跡全体の清掃と写真撮影◎補足実測。２６日午後よりⅡ郭において縄

文時代の遺物包含層の調査を開始。

５月ｌ～１３日までⅡ郭の縄文遺物包含層を調在。１４日よりⅢ郭の縄文遺物包含層を

調森。

６月Ⅲ郭の縄文・先土器時代の遺物包含層の調査。

７月ｌ～１４日までⅢ郭の調査。１５日から土層確認のため、Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ郭の深掘り。

３１日に調森終了。
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第４節遺跡の位置と地理的環境

（ １ ） 位 置

高城跡の所在地は、熊本県球磨郡山江村大字111田の字城・本城地内で、人吉盆地の北壁を形

成する八代からの大山塊が、盆地側に支脈の末端を延ばす所にある。国土地理院発行の５万分

の１地形図『人吉』に位置を求むれば、図1幅南１５cm，西から４cmの所にある。

村内の山田地区には、山付きの北方向から盆地側の南方向へ鋭角に開口する大きな開析谷が

開けており、北の谷頭から流れ出た東浦川と西川内川は中途で合流し、谷底平野を流れる山田

川となる。流域は広大な水田地帯となっており、下流域は人吉盆地の平野部と接する。集落は

この開析谷を形成する東西両側の山稜、及び丘陵の支脈地帯の裾部に開けている。高城跡はこ

の内の東側丘陵の南端にある合戦峯集落より、約300ｍ内側に位置する丘城である。

一方、西側の低山稜地帯には、中仙文書に城名を兄るlll田城跡（大王谷箇所）の他に、今回

の一連の調査で、下城子筒所・城111筒所に新たに中出城跡が発見された。この事で、最終的に

同じ山田地内に４ケ所の中枇城跡が所在する半となり、’'1田城跡と高城跡との関連性を考える

上で、その歴史的な裏付けが問題となろう。

球磨郡

１ 五木村

２ 球磨村

３ 山江村

４ 相良村

５ 深田村

６ 免田町

７ 錦町

８ 須恵村

９ 岡原村

１０ 上村

１１ 水上村

1２ 湯前町

1３ 多良木町

第２図高城跡位置図

（２）人吉盆地

熊本県の南東部に位演し、周I州を机仙|｜・国兄''１．市腸''1などの九州111地に囲まれ、111地内

に大きく開口した標高１００～200ｍの断瞬盆地である。紬地の中央部を、日本三急流の一つであ

－５－



る球磨川が東方向から西方向へ流れる。球磨川の北岸には、川辺川によって形成された広大な

扇状地と、阿蘇溶結凝灰岩や入戸火砕流を基盤とする丘陵地がある。

地質的には中央構造線の南側に位置し､山江村の西川内付近まで数本の構造線が延びている。

（３）球磨郡山江村

人吉盆地の西寄りにある。村内の東西に大きな２つの開析谷が北から南下しており、東側に

山田地区・西側に万江地区が開けている。明治22年４月に、山田村と万江村の２村が合併して

山江村となる。行政域の南端は人吉市に接し、面積121.08k㎡、人口4500人前後の山村である。

’固器jI緋i郷i鍵霊塞駕I！I職蒙鏡 鷺
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第３図人吉盆地地形図
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第Ⅱ章 遣 跡の概要

第１節高城跡の歴史的環境

（１）先土器時代

球磨・人吉地方では27筒所の遺跡が確認されている。それらの遺跡の殆どは山江村や人吉市

中心とした地域で、河川に近い標高150ｍ前後の台地・丘陵地からである。その中で、昭和５７

年から63年にかけて県文化課の九州縦賞自動車道（八代～人吉間）建設に伴う発掘調査が行な

われ、高城跡を初めとして大丸・藤ノ迫遺跡、狸谷遺跡、鼓ケ峯遺跡、天道ケ尾遺跡が調査対

象地となった。更に、昭和61年度には人吉市教育委員会の手によって、村山闇谷遺跡の発掘調

査が実施された。

これらの遺跡には、すべて入戸火砕流（シラス・ＡＴ）が見られ、遺物はシラスの上層から

出土した。その中で狸谷遺跡は、厚さ２ｍ近いシラスの下層からも先土器時代の遺物が数多く

出土した。そこで同遺跡では、シラスの下位塔石器群を第１文化層とし、シラスの上位層石器

群を第Ⅱ文化層とした。調査の結果からlil遺跡は、九州先土器時代の標準的な遺跡になり得る

と思われる。本報告書でも、高城跡から州土した遺物を狸谷遺跡の第Ⅱ文化層に含まれる石器

群の一つと見なし同遺跡の分類に従った。

（２）縄文時代

早期の遺跡としては、狸谷遺跡、大丸・藤ノ迫遺跡、村'１１遺跡、器清水遺跡、射場ノ本遺跡

などがある。

高城跡からは、押型文系の精''1文・ｌｌｌ形文、塞ノ神式土器、手向山式土器など早期の遺物が

出土した。これらの遺物は石器も含めて、隣接丘陵の大丸・藤ノ迫遺跡に同一のものを見るこ

とができる。

前期以降の遺跡では、鼓ケ峯遺跡と射場ノ本遺跡があげられる。曽畑式土器・船元式土器や

並木式土器が出土している。

後期の遺跡は、矢黒神社前遺跡がある。後期後半の遺物や石刀の柄部が採集されている。

晩期の遺跡は丘陵上に村111闇111遺跡、天道ケ尼遺跡があり、球磨川流域の台地・丘陵地には、

大量の石斧が出土した七地水田遺跡がある。

（３）弥生時代

球磨・人吉地方の弥姓時代は、後期に特徴があり、免田式土器が多く州土している。遺跡は

30筒所を数え、人吉盆地の中央部に集中する。商城跡はこの分布域の周辺部にあたり、大丸・

藤ノ迫遺跡からは、免田式土器を伴う１０雑の住)!抑:が検lLHされている。高城跡からは、弥生時

代の遺物が１片だけ州土している。州土遺物は持ち込みによるものと考えられる。
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（４）古墳時代

中心舞台は人吉盆地の中央部にあり、亀塚古墳群、四塚古墳群、才園四塚古墳群、鬼ノ釜古

墳群のような有力古墳が分布している。これに対し高城周辺には、桐木古墳群、新層古墳群、

東浦古墳群、塚原古墳群のような小規模な墳墓群が分布する。

合戦峯集落から高城跡に至る馬場道沿いにある畑の境石は、かつてこの地にあった古墳の石

材を転用していると言われている。

高城跡では、中世城跡の空堀から古墳時代の直刀と削り小刀が出土した。

（５）歴史時代

１．古代

球磨・人吉地方の中心地域は、依然、盆地中央にあったと考えられる。須恵器．瓦の古窯跡

（下り山・梼木窯跡)、古瓦出土遺跡（梼木・久腿遺跡)、蔵骨器州土遺跡（廻り迫遺跡．他４

遺跡)、銅板墓誌出土遺跡（黒田平城遺跡）などの遺跡がある。一方で人吉周辺も『和名類緊抄』

に記載されている「人吉郷」の存在のように、次第に中心的な地域になっていったと思われる。

山江村山田の高寺院の毘沙門天立像は、平安時代末期の作風を残している。

２．中世

中世の山田村は、鎌倉時代の平河氏、南北朝時代の大宰小弐氏、室町時代の相良氏によって

所領支配が行われている。従来から大王谷箇所の山田城跡の存在は知られていたが、今回の調

査で、他に下城子・城山箇所にも中世城跡の存在が確認された。そこで、これら４城跡の歴史

的位置付けが必要となってくる。

鎌倉時代の山田村は、『平河文書』「相良家文書』から、球磨郡永吉庄に含まれ、平河氏が地

頭であったことは間違いない。地頭節跡の比定地としては、旧山江村役場跡地の「辻」辺りの

微高地が推測される。周辺の水田は「前田」「門田」などとも呼ばれ、地頭直轄地の門田とし

ての可能性が強い。場所的にも、東浦川と西川内川の合流地点で氾濫原であり、水田耕作に妓

も適した後背湿地帯である。

南北朝時代に入ると、『相良家文書」の中に'''田城が頻繁に所見する。この時期山田城は、

北朝方の大宰少弐氏からいく度か攻められ、暦応三年（1340）には火宰少弐頼尚の命で相良孫

二郎定長が「山田巳下所彼城郭警尚」をしている。

これ以後、中枇文書に山田城の所見はない。永和三年（1377）十月廿八日に日向．薩摩．大

隅・肥後四ケ国の国人六十一人が参加して成立した一撲契状神水案文には、球磨郡からが雄も

多く、十人が需前を連ねているが、この中に後で問題となる山田城主永留氏は見えない。

一般に知られている室町時代のI''田城主永留氏説は、後世の編纂物によるもので史料的根拠

は何もない。ただ、関連文書から永留氏の存在は確認でき、人吉庄永留名の地頭職を得ていた

一族であると思われ、家臣団の塙字は人吉庄永留名付近の地名が多い。
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第５図山江村南部の字図と地形図

人吉庄永留名は、現在の人吉市鬼木町・鶴田町と山江村合戦峯あたりに推定される。水田開

発と勧農の上で鬼木川・山田川の掌握が容易で、耕地の安定化が可能な所である。また、人吉

の下相良氏居館や佐無田堀内、lll田川流域、大王谷・下城子方面が一望でき、地理的に重要な

場所である。

永留氏の人吉庄永留謡から永吉庄山田村への進出は、時期としては南北朝末期から室町初期

が考えられ、堂園に御位碑所として「堀大寺」を建立、大王神社や高寺院毘沙門堂も相次いで

再興している。

その後、永留実重は人吉城主朴|良頼職の娘を圭とし、下机良氏と親戚関係を結んでいる。そ

して、永留長続の代に人吉城主の相良前続が死去し、跡目相続でもめるや、長続は幼主尭頼を

追放し、さらに瑞堅を滅ぼし、自ら人吉城に入城している。次いで、球磨郡を二分する勢力を

持っていた多良木の村|良頼観・頼仙を打ち滅ぼし郡内を一挙に統一する。しかし、服従しない

国人も数多く、その対策として、永留為続の子・軌兼を上村直頼の養子に送り込んでいる。こ
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２５３１

高城跡は、中世文書．近枇文献からの所兄が+ｉｆ無で、城跡塙や城歴が不明であったが、熊本

県教育庁文化課が昭和50年～52年に実施した熊本県中世城跡緊急調在で、字,x,による地名調森

から城跡の所在を確認した。同調盃の報告課には「山田の城」として報告されているが、今回
たか1JLう

の調査に際し、地元で城跡地の一帯を「商城」と称している)ﾘiから遺跡名を「高城跡」とした。

城域の把握については、調森区一術のシラス丘陵をつぶさに踏査し、地形の形状や地名調森

等をもとに線引きを行った。その結果、城跡は州切によって仕切られた合計８つの郭から構成

される丘城であることが判った。南北方向に主軸ラインを有し、城域規模は南北約370,,束
はんじよう！.;よう

西幅約240ｍを測り、字「本城」「城」の地,人,と推察された。

２５３１2602

字界X工） 2530-1

御-回御-回

郭

Ｉ
2520

Wiｆ
2５５

琴雲室； 字騎
2519

2551-32551-3 2528

源４

2529

灘2580

蕊
蕊議蕊 ２５３１

の後、人:IIf城へ入城した永鼎氏が「机良」姓を希乗り、八代・州上郡へと進出し、戦国大稿と

して活躍する執こなる。

参考文献：熊本ﾘ,!;文化財洲森報fli；鋪30集『熊本ﾘ,!:の中|||:城跡』1978年熊本ﾘ,↓教育委員会刊

熊本県文化財調在報群鋪80集『大丸・藤ノ迫遺跡』1986年熊本ﾘ'し教育委員会刊

熊本県文化財調盃報告弟90集『狐谷遺跡』 1987年熊本県教育委員会刊

人iIf市文化財調盗報杵詳『村|||遺跡』 1981年人吉市教育委口会刊

一上村亜次耕『九州相良の寺院資料』 1987年人古市・金輝‘軒リ

青井采女佐惟蕪杵『麻郡神社私考』 元禄十二年

第２節高城跡の城名と城域について
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(注）スクリーントーンは城域を表わす。

第６図地籍図と城域
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第Ⅲ章調査の成果

第１節遺構の概要

調査に際し、便宜的に、城跡の肢高所で主郭と考えられる箇所をＩ郭とし、以下、順に南側

へ連郭式にⅡ郭．Ⅲ郭．Ⅳ郭とした。さらに、これらの外郭にあたるものとして、主軸ライン

の南側をＶ郭．Ⅵ郭とし、Ｉ郭の東側をⅦ郭.Ⅷ郭とした。この内、九州縦貫自動車道の建設

予定地内に含まれ、調査対象となった箇所は、Ⅱ～Ⅳ郭である。

この３郭については、日本道路公団が設樹した道路建設のための中心杭（No.377＋80）を

基準に、東西一南北方向を軸とする５ｍ×５ｍの区画を設定し、西から束にＡ～Ｘ、北から南

に１～27とし、それらの組み合わせによって各区画を示した。

第７図高城跡周辺地形図と九州縦貫自動車道建設予定地
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平場は三角形の形状を呈する。東縁は長さ49ｍで南北方向に主軸を持ち、一方、北縁は長さ

47ｍで東西方向に主軸がある。面積約１１５０㎡で、高城跡では最大の平場面積を有する。

平場は一様に平坦ではなく、北東側に標高157ｍのラインが巡り、これより南側と西側への

緩傾斜地となる。東縁の南北両側における比高は2.5ｍで、同じく北側の東西両側の比高は３ｍ

である。

第２節Ⅱ郭の調査結果
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表土の厚さは約0.5ｍで、地山はほとんどシラスであった。このシラスの上面から、柱穴や

溝状遺構が検出された。

郭の斜面部はいずれも急峻で、築城の際に人工的に削り落とされている事が明らかである。

裾部との比高は北側で6.5ｍ，西側で約９ｍであった。

Ⅱ郭検出の建築杜

Ⅱ郭の北東側に、南北１６ｍ、東西１３ｍの範囲で郭の最高所がある。標高157ｍのラインで、

この地から８棟の建築地が重なり合って検出された。さらに、この集中地点より東へ６～９ｍ

離れた標高156ｍのラインからも、２棟の建築ｶﾋが検出された。

建築杜は、２問×２間（ＳＢⅡ－１．２．４．５．８）と２間×ｌ間（ＳＢⅡ－３．６．７．

９．１０）とに大別されるが、ＳＢⅡ－１．４は梁行妻の中央柱が不明で、ＳＢⅡ－２は桁行の

中央柱が２本に分かれ、ＳＢⅡ－８は桁行の中央柱が不明である。ＳＢⅡ－９には庇が付いて

いる。

規模は、ＳＢⅡ－１．９が競大で桁行5.6ｍ×梁行妻3.4ｍを測り、最小はＳＢⅡ－６の桁行

3.4ｍ×梁行妻3.0ｍである。

桁行の方位は、ＳＢⅡ－１．８．９がＮ72.Ｗ～Ｎ79.Ｗで、ＳＢＩ－２．３．７．１０がＮ２２ｏ

Ｅ～N33oEで、ＳＢⅡ－４．５がNlloW～Nl2oWでまとまりがあり、唯一、ＳＢⅡ－６が例

外的にN37oWであった。

ＳＢⅡ－２からは備前の揺鉢（１１)、ＳＢⅡ－９からは瓦器の播鉢（９）、ＳＢＩ－ｌＯからは

古銭（１８）が出土している。

建築杜Ｎｏ． 規模 規格 桁行方位 備考

ｓＢＵ－ｌ ５．６ｍ×３．４ｍ ２１Ｈ１×21111 Ｎ７６ｏＷ 梁行妾の中央柱が不明

ＳＢｌｌ－２ 5.4ｍ×３．６ｍ ２１Nl×21111 Ｎ３１ｏＥ 桁行の中央柱が２本

ＳＢＩ'－３ 4.4ｍ×３．２ｍ ２間×ｌｌＨｌ Ｎ２２のＥ

ＳＢｌｌ－４ 3.4ｍ×３．２ｍ ２１H1×21111 ＮｌｌｏＷ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢｌｌ－５ 5.4ｍ×３．７ｍ ２１Al×２間 Ｎｌ２ｏＷ

ＳＢｌｌ－６ 3.4ｍ×３．０ｍ 2111j×ｌｌＨｌ Ｎ３７ｏＷ

ＳＢＩｌ－７ 3.8ｍ×２．６ｍ 21111×ｌｌＨｌ Ｎ２５ｏＥ

ＳＢｌｌ－８ 5.4ｍ×２．４ｍ ２１H1×２１H１ Ｎ７２ｏＷ 桁行の中央柱が不明

ＳＢＩＩ－９ 5.6ｍ×３．４ｍ 21Nl×ｌｌＨｌ Ｎ79.Ｗ 庇が付く

ＳＢｌｌ－ｌＯ ４．０ｍ×２．４、 ２１Nl×ｌｌＨｌ Ｎ３３ｏＥ

第１表Ⅱ郭検出の建築杜一覧表
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桁行5.6ｍ、梁行妻3.4ｍの２間×２間の建物で、方位はN76oWである。柱間寸法は、桁行

Ｐ１～Ｐ４～Ｐ６で3.4ｍ＋2.2ｍ，Ｐ３～Ｐ５～Ｐ７で3.0ｍ＋2.6ｍ、梁行妻Ｐ１～Ｐ２～Ｐ

３で１．４ｍ＋２．０ｍとなる。Ｐ６～Ｐ７は中央柱が不明で､全長3.4ｍをはかる。柱穴の大きさは、

Ｐ７が最大（50×45cm）で、Ｐ４が最小（32×28cm）である。深さはＰ１が最深（80cm）で、

Ｐ５が最浅（１２cm）である。柱列は、桁行Ｐ３～Ｐ５～Ｐ７を除いてすべて千鳥の並びとなる。

柱穴の埋土は褐灰色土である。Ｐ４から土師器Ⅱの細片が出土している。
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一
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桁行5.4ｍ、梁行妻3.6ｍの２間×２間の建物で、方位はN31oEである。柱間寸法は、桁行

Ｐ８～Ｐ11～P14で2.7ｍ＋2.7ｍ、Ｐ10～P16は中央柱が２本に分かれＰ10～Pl2～Pl3～P

16で１．８ｍ＋１．８ｍ＋１．８ｍとなり、梁行妻Ｐ８～Ｐ９～Ｐ10で0.6ｍ＋２．６ｍ、Pl4～Ｐ15～P

l6で2.2ｍ＋1.0ｍを測る。柱穴の大きさは、PlOが最大(48×40cm）で、Pl5が最小(25×23cm）

である。深さはPlOが最深（75cm）で、Ｐ９が最浅（30cm）である。柱列はすべて千鳥の並び

となる。柱穴の埋土は褐灰色土である。P15からは捕鉢（１１）が出土している。
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ＳＢⅡ－３

桁行4.4ｍ、梁行妻3.2ｍの２間×ｌ間の建物で、方位はN22oEである。柱間寸法は、桁行

Ｐ17～Ｐ19～Ｐ２１で2.2ｍ＋２．２ｍ、Pl8～Ｐ20～P22で2.2ｍ＋２．２ｍ、梁行妻Ｐ17～P18で

3.2ｍ，Ｐ21～P22で3.2ｍを測る。柱穴の大きさは、P21が最大（49×35cm）で、P17が最小

（32×27cm）である。深さはP20が最深（95cm）で、Pl9が最浅（26cm）である。柱列は桁行

Pl7～Ｐ19～P21を除いて千鳥の並びになる。Pl8は二段掘りになっている。柱穴の埋土は褐

灰色土である。
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桁行3.4ｍ、梁行妻3.2ｍの２間×２間の建物で、方位はNlloWである。柱間寸法は、桁行

Ｐ23～Ｐ26～P28で2.1ｍ＋１．３ｍ、Ｐ25～Ｐ27～P29で１．３ｍ＋2.1ｍ，梁行妻Ｐ23～Ｐ24～P

25で2.3ｍ＋0.9ｍとなる。Ｐ28～P29は中央柱が不明で、全長3.2ｍを測る。柱穴の大きさは、

P23が最大（42×32cm）で、P29が最小（28×26cm）である。深ざは、P28が最深（63cm）で、

P25が最浅（17cm）である。柱列は、桁行Ｐ23～Ｐ26～P28と梁行妻Ｐ23～Ｐ24～P25が千鳥

の並びとなる。柱穴の埋土はP27が黒色土で、他は褐灰色土である。
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、

桁行5.4ｍ、梁行妻3.7ｍの２間×２間の建物で、方位はNl2oWである。柱間寸法は、桁行

Ｐ30～Ｐ33～P35で2.2ｍ＋3.2ｍ、Ｐ32～Ｐ34～P37で2.2ｍ＋3.2ｍ・梁行妻Ｐ30～Ｐ31～P

32で1.7ｍ＋2.0ｍ、Ｐ35～Ｐ36～P37で1.9ｍ＋1.8ｍを測る。柱穴の大きさは、P35が最大(４０

×36cm）で、P32が最小（26×26cm）である。深さはP33が最深（57cm）で、P32が最浅（８cm）

である｡柱列は梁行妻Ｐ35～Ｐ36～P37を除いてすべて千鳥の並びになる｡柱穴の埋土はＰ３３．

P34が黒色土で他は褐灰色土である。P33から青磁の細片が出土した。
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L)'。

桁行3.4ｍ，梁行妻3.0ｍの２間×１間の建物で、方位はN37oWである。柱間寸法は、桁行

Ｐ38～Ｐ40～P42で1.9ｍ＋1.5ｍ、Ｐ39～Ｐ41～P43で1.7ｍ＋1.7ｍ、梁行妻Ｐ38～P39で

3.0ｍ、Ｐ42～P43で3.0ｍを測る。柱穴の大きさは、P38が最大（52×47cm）で、P43が最小

（24×22cm）である。深さはP38が最深（67cm）.で、P43が最浅（10cm）である。柱列は両桁

行が千鳥の並びになる。柱穴の埋土は褐灰色土である。
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桁行3.8ｍ，梁行妻2.6ｍの２間×１間の建物で、方位はN25oEである。柱間寸法は、桁行

Ｐ44～Ｐ46～P48で1.6ｍ＋2.2ｍ，Ｐ45～Ｐ47～P49で1.5ｍ＋２．３ｍ、梁行妻Ｐ44～P45で

2.6ｍ、Ｐ48～P49で2.6ｍを測る。柱穴の大きさは、P47が最大（51×45cm）で、P45が最小

（28×28cm）である。深さはP49が最深（47cm）で、P46が最浅（８cm）である。桁行P46と

Ｐ４8の間の柱穴は、埋土が灰褐色土で近世のものである。柱列は梁行妻Ｐ48～P49が千鳥の並

びになる。柱穴の埋土は褐灰色土である。
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桁行5.4ｍ，梁行妻2.4ｍの２間×２間の建物で、方位はN72oWである。柱間寸法は、桁行

Ｐ50～Ｐ52～P53で2.7ｍ＋2.7ｍ，Ｐ51～P55は中央柱が不明で、全長5.4ｍを測る。梁行妻

はＰ53～Ｐ54～P55で1.1ｍ＋1.3ｍ，Ｐ50～P51は桁行同様に中央柱が不明で、全長2.4ｍを

測る。柱穴の大きさはP52が最大（35×32cm）で、P54が最小（26×23cm）である。深さはP

51が最深（64cm）で、P55が最浅（18cm）である。柱列はすべて千鳥の並びになる。柱穴の埋

土は褐灰色土である。
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桁行5.6ｍ，梁行妻3.4ｍの２間×ｌ間の建物で、方位はN79oWである。南側に１間×２間

の庇がつく◎柱間寸法は、桁行Ｐ56～Ｐ58～P60で2.0ｍ＋3.6ｍ、Ｐ57～Ｐ59～P61は2.4ｍ

＋3.2ｍ，梁行妻はＰ56～P57で3.4ｍ，Ｐ60～P61は3.4ｍを測る。庇は桁行Ｐ62～Ｐ63～P

64で1.9ｍ＋3.7ｍ，梁行妻はＰ57～P62で1.0ｍ、Ｐ61～P64で1.0ｍを測る。柱穴の大ききは、

P64が最大（45×40cm）で、P63が最小（27×25cm）である。深さはP56が最深（82cm）で、

P59が最浅（7cm）である。柱列は桁行を除いて千鳥の並びになる。柱穴の埋土は全体的にや

や軟かい褐灰色土である。P56から瓦器の儒鉢（９）が出土している。
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桁行4.0ｍ，梁行妻2.4ｍの２間×１間の建物で、方位はN33oEである。柱間寸法は、桁行

Ｐ65～Ｐ67～P69で1.2ｍ＋2.8ｍ、Ｐ66～Ｐ68～P70で１．２ｍ＋2.8ｍ、梁行妻Ｐ65～P66で

2.4ｍ、Ｐ69～P70で2.4ｍを測る。P65は二段掘りになっている。柱列は、桁行Ｐ65～Ｐ67～

P69を除いて千鳥の並びになる。柱穴の埋土は暗褐色土である。P66から古銭の元豊通賓（18）

が出土している。
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第３節Ⅲ郭の調査結果

平場は三日月の形状を呈する。長軸の長さは47ｍで、南北方向に主軸を持ち、中央部の東西

幅は21ｍを測り､東縁の中央部が内側にややくびれる｡平場は西縁寄りがやや高く､標高155.5ｍ

ラインが南北方向に細長く巡る。平場の範囲は長さ22ｍ、幅７ｍで、これより北東側と南東側

へ緩傾斜地となる。

表土の厚さは0.4ｍで、下層土は褐色土層（縄文時代早期の遺物包含層）であった。柱穴は

この土層を掘り込んでいた。

郭の斜面部は、裾部との比高が10ｍを測る急斜面の東側を除き、三方は堀切に囲まれている。

Ⅲ郭検出の建築杜

Ⅲ郭から計18棟の建

築吐が検出された。内

訳は郭の北側寄りから

10棟、中央部寄りから

３棟、南側寄りから５

棟である。

建築杜は、２問×２

間（ＳＢⅢ－１１．１２．

1３．１８．２０．２２．２５．

２６．２７．２８）と２間×

１間（ＳＢⅢ－１４．

'６．１７．１９．２１．２３．

24）とｌ問×２間（Ｓ

ＢⅢ-15）に大別され

るが、ＳＢⅢ-12は桁

行に補助柱が付き、Ｓ

ＢⅢ－１３．１５．１８．

２０．２２．２６．２７は梁行

妻の中央柱が不明であ

る。さらに、ＳＢⅢ－

２１．２５は桁行の中央柱

が不明で、ＳＢⅢ－２４

は桁行の中央柱が２本

Ｉ ねシし一一

ibif琴這１０ｰ 」

－２７－

〆／

一

●

｡｡

、
＠

②

第201画Ⅲ郭；置橘実領



に分かれている。ＳＢⅢ-28は梁行妻と桁行の中央柱が不明である。

規模は､ＳＢⅢ-25が最大で､桁行6.0ｍ×梁行妻4.5ｍを測り､最小はＳＢⅢ-15の桁行3.0ｍ

×梁行妻2.4ｍである。

桁行の方位はＳＢⅢ－１１．１６．１７．２１がＮ60.Ｗ～Ｎ67.Ｗで、ＳＢⅢ－１２．１３がN18oE～N

24oEで、ＳＢⅢ－１４．１８．１９がN30oE～N39oEで、ＳＢⅢ－２２．２７．２８がN70oE～N74oE

で、ＳＢⅢ－２４．２５．２６がＮ76.Ｗ～N80oWでまとまりがあった。

ＳＢⅢ－１１．１２．２３．２５からは土師器Ⅱ（３．６．１．７）、ＳＢⅢ－２３．２５からは土師器

坪（２．５）、ＳＢⅢ－１３．１６からは白磁碗（１３．１６)、ＳＢⅢ-14からは青白磁碗（14)、Ｓ

ＢⅢ－１５．２５からは青磁碗（１５．１２)、ＳＢⅢ-25からは土錘（17)、ＳＢⅢ－１７．２１．２２から

は古銭（19.21.20）が出土した。さらに、ＳＢ皿-17より東側へわずかに離れた柱穴から取

瓶（８）が出土した。

建築並Ｎｏ． 規模 規格 桁行方位 備考

ＳＢⅢ－１１ 5.4ｍ×２．６ｍ ２間×２間 Ｎ67.Ｗ

ＳＢⅢ－１２ 4.0ｍ×２．４ｍ ２間×２間 Ｎ１８ｏＥ 桁行に補助柱が付く

ＳＢⅢ－１３ 4.5ｍ×２．６ｍ ２間×２間 Ｎ２４ｏＥ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢⅢ－１４ 4.5ｍ×２．４ｍ ２間×ｌ間 Ｎ３９ｏＥ

ＳＢⅢ－１５ 3.0ｍ×２．４ｍ １間×２間 Ｎ４５ｏＥ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢⅢ－１６ 3.6ｍ×３．０ｍ ２間×１間 Ｎ63.Ｗ

ＳＢⅢ－１７ ４．５ｍ×２．８ｍ ２間×ｌ間 Ｎ61.Ｗ

ＳＢⅢ－１８ ３．０ｍ×２．６ｍ 2間×２間 Ｎ３０ｏＥ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢⅢ－１９ ３．６ｍ×２．４ｍ 2間×ｌ間 Ｎ３８ｏＥ

ＳＢⅢ－２０ 4.4ｍ×２．７ｍ ２間×２問 Ｎ45.Ｗ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢⅢ－２１ 3.6ｍ×２．４ｍ ２間×１間 Ｎ60.Ｗ 桁行の中央柱が不明

ＳＢⅢ－２２ ４．２ｍ×２．４ｍ ２間×２間 Ｎ７４ｏＥ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢⅢ－２３ 4.2ｍ×３．０、 ２間×ｌ間 Ｎ３３ｏＷ

ＳＢⅢ－２４ ４．０ｍ×２．２、 ２間×ｌ間 Ｎ80.Ｗ 桁行の中央柱が２本

ＳＢⅢ－２５ ６．０ｍ×４．５、 ２間×２間 Ｎ７８．Ｗ 桁行の中央柱が不明

ＳＢⅢ－２６ 5.2ｍ×３．８ｍ ２間×２間 Ｎ76.Ｗ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢⅢ－２７ ４．２ｍ×２．４、 ２間×２間 Ｎ７０ｏＥ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢⅢ－２８ ３．６ｍ×２．７ｍ 2間×２間 Ｎ７０ｏＥ 梁行妻・桁行中央柱不明

第12表Ⅲ郭検出の建築杜一覧表

－２８－



桁行5.4ｍ、梁行妻2.6ｍの２間×２問の建物で、方位はN67oWである。柱間寸法は、桁行

Ｐ71～Ｐ74～P76で3.0ｍ＋2.4ｍ、Ｐ73～Ｐ75～P78で2.0ｍ＋3.4ｍ、梁行妻Ｐ71～Ｐ72～P

73で1.6ｍ＋1.0ｍ、Ｐ76～Ｐ77～P78で1.6ｍ＋１．０ｍを測る。柱穴の大きさはP73が最大（３７

×22cm）で、P72が最小（25×22cm）である。深さはP71が最深（46cm）で、P72が最浅（１０cm）

である｡柱列はすべて千鳥の並びになる｡柱穴の埋土は褐灰色土である。P76から土師器皿（３）

が出土している。
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ＳＢⅢ－１２

桁行4.0ｍ、梁行妻2.4ｍの２間×２問の建物で、方位はN18oEである。柱間寸法は、桁行

Ｐ79～Ｐ83～P85で１．６ｍ＋2.4ｍ、Ｐ80～Ｐ84～P86で1.6ｍ＋２．４ｍ，梁行妻Ｐ80～P79で

2.4ｍ，Ｐ85～P86で2.4ｍを測る。両桁行では、P79から0.5ｍの所とP80から0.5ｍの所に補

助的な柱穴がある。柱穴の大きさは、P84が最大（84×52cm）で、P79が最小（28×26cm）で

ある。深さはP84が最深（68cm）で、P79が最浅（１４cm）である。柱列は、梁行妻Ｐ79～Ｐ８０

を除いて千鳥の並びになる。柱穴の埋土は褐灰色土である。P86から土師器皿（６）と、Ｐ７９

から小篠が出土した。
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桁行4.5ｍ，梁行妻2.6ｍの２問×２間の建物で、方位はN24oEである。柱間寸法は、桁行

Ｐ87～Ｐ90～P92で2.5ｍ＋2.0ｍ、Ｐ89～Ｐ91～P93で2.0ｍ＋2.5ｍ・梁行妻Ｐ87～Ｐ88～P

89で0.8ｍ＋1.8ｍ，Ｐ92～P93は中央柱が不明で、全長2.6ｍを測る。柱穴の大きさは、Ｐ９０

が最大（62×44cm）で、P88が最小（31×28cm）である。深さはP92が最深（66cm）で、Ｐ９３

が最浅（12cm）である。柱列は桁行Ｐ89～Ｐ91～P93が千鳥の並びになる。柱穴の埋土は褐灰

色土である。P89から白磁の碗（13）と粘土の塊が出土した。
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桁行4.5ｍ，梁行妻2.4ｍの２間×１間の建物で、方位はN39oEである。柱間寸法は、桁行

Ｐ94～Ｐ96～P98で2.0ｍ＋２．５ｍ，Ｐ95～Ｐ97～P99で2.5ｍ＋２．０ｍ，梁行妻Ｐ94～P95で

2.4ｍ、Ｐ98～P99で2.4ｍを測る。柱穴の大きさは、P95が最大（58×42cm）で、P97が最小

（24×23cm）である。深さはP94が最深（68cm）で、P99が最浅（14cm）である。柱列は桁行

Ｐ95～Ｐ97～P99とＰ94～P95が千鳥の並びになる。柱穴の埋土は褐灰色土である。P99から

土師器皿の細片、P95から青白磁の碗（14）が出土した。
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桁行3.0ｍ、梁行妻2.4ｍのｌ間×２間の建物で、方位はN45oEである。柱間寸法は、桁行

P101～PlO4で3.0ｍ、Ｐ100～PlO2で3.0ｍ・梁行妻P102～PlO3～PlO4で1.2ｍ＋１．２ｍとなる。

P100～P101は中央柱が不明で、全長2.4ｍを測る。柱穴の大きさは、P104が最大（61×36cm）

で、P101が最小（26×24cm）である。深さはPlO4が最深（30cm）で、PlO3が最浅（16cm）で

ある。柱列は梁行妻P102～PlO3～PlO4が千鳥の並びとなる。柱穴の埋土は褐灰色士である。

PlOOから青磁碗の底部（15)、PlO2とPlO4から根固め石が出土した。
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桁行3.6ｍ、梁行妻3.0ｍの２問×ｌ間の建物で、方位はN63oWである。柱間寸法は、桁行

PlO6～P108～P110で2.2ｍ＋1.4ｍ，PlO5～PlO7～P109で１．０ｍ＋2.6ｍ，梁行妻P105～P106で

3.0ｍ，Ｐ109～P110で3.0ｍを測る。柱穴の大きさは、PllOが最大（46×36cm）で、P108が最

小（35×32cm）である。深さはP106が最深（88cm）で、P108が最浅（１６cm）である。柱列は

すべて千鳥の並びになる｡埋土は褐灰色土であるが､ＰｌＯ８・P106には黄褐色土が混入している。

P110から白磁の口縁部（１６)、P109から小喋が出土した。
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桁行4.5ｍ，梁行妻2.8ｍの２間×ｌ間の建物で、方位はN61oWである。柱間寸法は、桁行

Pll2～Pll4～P116で2.5ｍ＋２．０ｍ、Plll～Pll3～Pll5で2.5ｍ＋２．０ｍ，梁行妻Plll～P112で

2.8ｍ，Ｐ115～P116で2.8ｍを測る。柱穴の大きさは、Pll3が最大（57×42cm）で、P116が最

小,（29×29cm）である。深さはPll3とP115が最深（40cm）で、Pll4が最浅（１６cm）である。

柱列は梁行妻P115～P116を除いて千鳥の並びになる。柱穴の埋土は褐灰色上である。Pll4か

ら古銭の嘉定通賓（19）と、P111から根固め石が出土した。
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桁行3.0ｍ，梁行妻2.6ｍの２間×２間の建物で、方位はN30oEである。柱間寸法は、桁行

Pll7～P119～Pl21で１．０ｍ＋２．０ｍ、Ｐ118～P120～P123で１．０ｍ＋2.0ｍ・梁行妻P121～P122～

P123で1.6ｍ＋１．０ｍ、Ｐ117～P118は中央柱が不明で、全長2.6ｍを測る。柱穴の大きさは、

P117が最大（55×36cm）で、P121が最小（28×24cm）である。深さはPl22が最深（66cm）で、

Pl21が最浅（１４cm）である。柱列はすべて千鳥の並びとなる。柱穴の埋土はP123が黒褐色土、

P121が黄褐色土で他は褐灰色土である。P117からは須恵器の細片と炭化物が出土した。
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桁行3.6ｍ、梁行妻2.4ｍの２間×ｌ間の建物で、方位はN38oEである。柱間寸法は、桁行

P124～P126～P128で1.6ｍ＋2.0ｍ，Ｐ125～Pl27～P129で2.0ｍ＋1.6ｍ，梁行妻P124～P125で

2.4ｍ、Pl28～P129で2.4ｍを測る。柱穴の大きさは、Pl28が最大（51×40cm）で、P125が最

小（19×17cm）である。深さはPl28が最深（34cm）で、Pl27が最浅（24cm）である。柱列は

桁行P124～Pl26～P128を除いて千鳥の並びになる。柱穴の埋土は褐灰色土である。P126から

は根固め石が出土した。
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桁行4.4ｍ、梁行妻2.7ｍの２間×２間の建物で、方位はN45oWである。柱間寸法は、桁行

P131～Pl33～Pl36で1.4ｍ＋３．０ｍ，Pl30～Pl32～P134で1.4ｍ＋3.0ｍ、梁行妻P134～P135～

P136で1.3ｍ＋１．４ｍ，Ｐ130～Pl31は中央柱が不明で、全長2.7ｍを測る。柱穴の大きさは、

P136が最大（46×45cm）で、P130が最小（25×23cm）である。深さはP131が最深（52cm）で、

P132が最浅（18cm）である。柱列は桁行P131～Pl33～P136を除いて千鳥の並びとなる。柱穴

の埋土は褐灰色土である。Ｐｌ３５・P130からは小磯が出土した。
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桁行3.6ｍ、梁行妻2.4ｍの２間×１間の建物で、方位はN60oWである。柱間寸法は、桁行

P137～Pl39～P140で2.4ｍ＋1.2ｍ、Pl38～Pl41は中央柱が不明で、全長3.6ｍを測る。梁行妻

はP137～Pl38で2.4ｍ，Ｐ140～Pl41で2.4ｍを測る。柱穴の大きさはP137が最大（48×45cm）

でP141が最小（35×33cm）である。深さはP139が最深（50cm）で、P138が最浅（１８cm）である。

柱列はすべて千鳥の並びになる。柱穴の埋土はP137が黄褐色土で他は褐灰色土である。Ｐｌ４１

から古銭の洪武通賓（21）が出土した。
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桁行4.2ｍ、梁行妻2.4ｍの２間×２間の建物で、方位はN74oEである。柱間寸法は、桁行

P143～P145～P148で2.0ｍ＋2.2ｍ、Ｐ142～P144～P146で2.2ｍ＋2.0ｍ、梁行妻P146～P147～

P148で1.2ｍ＋1.2ｍ，Ｐ142～P143は中央柱が不明で、全長2.4ｍを測る。柱穴の大きざは、

P143が最大（38×33cm）で、P144が最小（25×24cm）である。深ざはP144が最深（58cm）で、

P146とP147が最浅（22cm）である。柱列は梁行妻P142～P143を除いて千鳥の並びとなる。柱

穴の埋土は褐灰色土である。P148から古銭の聖元宗賓（20）と、P143から根固め石が出土した。
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桁行4.2ｍ，梁行妻3.0ｍの２間×ｌ間の建物で、方位はN33oWである。柱間寸法は、桁行

Pl49～P150～Pl51で2.3ｍ＋１．９ｍ、Ｐ150～P152～P154で2.0ｍ＋2.2ｍ，梁行妻P149～Pl50で

3.0ｍ，Ｐ153～Pl54で3.0ｍを測る。柱穴の大きさは、P150が最大（43×38cm）で、P149が最

小（27×25cm）である。深さはPl50が最深（52cm）で、P149が最浅（32cm）である。柱列は

すべて千鳥の並びになる。柱穴の埋土は褐灰色土である。Pl52から土師器皿（１）、P153から

土師器坪（２）、Pl51から縄文土器片が出土した。
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桁行4.0ｍ、梁行妻2.2ｍの２間×１間の建物で、方位はN80oWである。柱間寸法は、桁行

P156～P158～Pl61で2.0ｍ＋2.0ｍ，Pl55～Pl60は中央柱が２本に分かれP155～P157～P159～

P160で0.9ｍ＋2.2ｍ＋0.9ｍとなり、梁行妻P155～Pl56で2.2ｍ，Pl60～P161で2.2ｍを測る。

柱穴の大きさは、P159が最大（55×38cm）で、P156が最小（32×30cm）である。深さはP160

が最深（64cm）で、Pl56とP157が最浅（16cm）である。柱列は、梁行妻Pl55～Pl56と桁行

P155～Pl57～P159～Pl60が千鳥の並びとなる。柱穴の埋土は褐灰色土である。P158から炭化

物と滑石、P156からは土師器皿の細片、Pl59からは根固め石、Pl55からは小牒が出土した。
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桁行6.0ｍ，梁行妻4.5ｍの２間×２間の建物で、方位はN78oWである。柱間寸法は、桁行

P162～P167で6.0ｍ，Ｐ164～P169は中央柱が２本に分かれPl64～Pl65～Pl66～Pl69で１．５ｍ＋

2.2ｍ＋2.3ｍとなり、梁行妻Pl62～Pl63～Pl64で2.2ｍ＋２．３ｍ，Ｐ167～Pl68～Pl69で2.2＋

2.3ｍを測る。柱穴の大きさはP169が最大（69×51cm）で、P163が最小（46×41cm）である。

深さはPl68が最深（78cm）で、Pl69が最浅（54cm）である。柱穴の埋土は褐灰色土である。

Pl65から青磁碗（12)、P163からは土錘（１７)、Pl66からは土師器坪（５）と焼けた根固め石、

Pl68からは土師器皿（７）が出土した。
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桁行5.2ｍ、梁行妻3.8ｍの２間×２間の建物で、方位はN76oWである。柱間寸法は、桁行

P170～Pl73～Pl76で2.0ｍ＋３．２ｍ，Pl72～Pl74～P177で2.0ｍ＋３．２ｍを測るが、Pl76とＰ１７７

については桁行の東側0.5ｍの所に補助的な柱穴が付く。梁行妻P170～Pl71～P172で1.8ｍ＋

2.0ｍ，Ｐ176～P177は中央柱が不明で、全長3.8ｍを測る。柱穴の大きさは、P173が最大（７３

×65cm）で、P172が最小（35×30cm）である。深さはP173が最深（90cm）で、P171が最浅（22cm）

である。柱列はすべて千鳥の並びとなる。柱穴の埋土は褐灰色土である。Pl76から根固め石、

P173とP177からは土師器皿の細片が出土した。
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桁行4.2ｍ，梁行妻2.4ｍの２間×２間の建物で、方位はN70oEである。柱間寸法は、桁行

P180～P182～P184で2.6ｍ＋1.6ｍ、Pl78～Pl81～P183で3.2ｍ＋1.0ｍ，梁行妻P178～P179～

P180で1.2ｍ＋1.2ｍ、Ｐ183～P184は中央柱が不明で全長2.4ｍを測る。柱穴の大きさは、Ｐ１８０

が最大（68×35cm）で、P181が最小（28×25cm）である。深さはP179が最深（44cm）で、

P181とP183が最浅（14cm）である。柱列は桁行P178～Pl79～P180を除いて千鳥の並びになる。

柱穴の埋士は暗褐色土である。Pl84から根固め石と炭化物、Ｐｌ８２・Ｐ180．Pl79から土師器皿

の細片、P183からは根固め石が出土した。
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桁行3.6ｍ、梁行妻2.7ｍの２間×２問の建物で、方位はN70oEである。柱間寸法は、桁行

P187～P188～P190で2.4ｍ＋1.2ｍ、Ｐ185～P189は中央柱が不明で全長3.6ｍを測る。梁行妻

P185～P186～P187で0.9ｍ＋1.8ｍ,Ｐ189～Pl90は桁行同様に中央柱が不明で全長2.7ｍを測る。

柱穴の大ききは、Pl86が最大（41×34cm）で、P188が最小（26×26cm）である。深さはPl86・

Ｐ189.190が最深（34cm）で、P185が最浅（14cm）である。柱列は梁行妻P189～Pl90を除い

て千鳥の並びになる。柱穴の埋土は褐灰色土である。
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平場は長靴の形状を呈する。北東から南西方向に主軸の向きがあり、長さ45ｍ，東西幅６～

１０ｍを測る。Ⅳ郭中央部の標高156ｍラインが爺高所である。南北両側の比高差は0.5ｍ未満で

ほぼ平坦である。地山は全面シラスで、浸食作用が進行している。裾部との比高は、東側で１４ｍ

を測る。
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第４節Ⅳ郭の調査結果
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Ⅳ郭検出の建築杜

Ⅳ郭から計10棟の建築杜が検出された。内訳は、北側寄りから２棟、中央部寄りから４棟、

南側寄りから４棟である。

建築杜は２間×２間（ＳＢⅣ－３１．３２．３３．３４．３６）と、２間×ｌ間（ＳＢⅣ-29）と、１

間×２間（ＳＢⅣ-35）に大別されるが、ＳＢⅣ－３１．３２．３３．３４は梁行妻の中央柱が不明で、

ＳＢⅣ－３５．３６は梁行妻・桁行に補助柱を持っている。ＳＢⅣ－３０．３７．３８は部分的な検出に

留まった。

規模は、ＳＢⅣ-34が最大で桁行6.5ｍ×梁行妻3.6ｍを測り、最小はＳＢⅣ-35で桁行4.0ｍ

×梁行妻3.0ｍである。

桁行の方位はＳＢⅣ－３４．３７がNl4oE～Nl8oEでまとまりがあった。

ＳＢⅣ-30からは土師器杯（４）が出土した。この他、ＳＢⅣ－３２．３７からは細片であるが

土師器皿の底部が出土し、ＳＢⅣ-33には焼けた石が混入していた。ＳＢⅣ-35からは須恵器

の細片が出土した。

建築jtll二ＮＯ、 規模 規格 桁行方位 備考

ＳＢⅣ－２９ ４．０ｍ×３．４ｍ ２間×１間 Ｎ60.Ｗ

ＳＢⅣ－３０ ×３．８ｍ ×３間 Ｎ67.Ｗ 西側半分を欠く

ＳＢⅣ－３１ 5.8ｍ×４．０ｍ ２間×２間 Ｎ８７ｏＥ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢⅣ－３２ 5.5ｍ×２．７ｍ ２間×２間 Ｎ３ｏＥ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢⅣ－３３ ４．０ｍ×３．０ｍ ２間×２間 Ｎ34.Ｗ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢⅣ－３４ ６．５ｍ×３．６ｍ ２間×２間 Ｎ１８ｏＥ 梁行妻の中央柱が不明

ＳＢⅣ－３５ ４．０ｍ×３．０ｍ １問×２間 Ｎ４６ｏＷ 片梁行妻と桁行に補助柱

ＳＢⅣ－３６ ４．８ｍ×３．０ｍ ２間×２間 Ｎ27.Ｗ 梁行妻と桁行に補助柱

ＳＢⅣ－３７ ５．４ｍ× ３間× Ｎ１４ｏＥ 東側半分を欠く

ＳＢⅣ－３８ ×３．０ｍ ×２間 Ｎ82.Ｗ 西側部分を欠く

第31表Ⅳ郭検出の建築祉一覧表
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桁行4.0ｍ、梁行妻3.4ｍの２間×１間の建物で、方位はN60oWである。柱間寸法は、桁行

Pl91～P193～P195で2.6ｍ＋1.4ｍ、Pl92～Pl94～Pl96で2.6ｍ＋1.4ｍ，梁行妻Pl91～P192で

3.4ｍ、Ｐ195～P196で3.4ｍを測る。柱穴の大きさはP192が最大(45×41cm）で、P191が最小(２７

×26cm）である。深さはPl96が最深（42cm）で、Pl91が最浅（８cm）である。柱列は桁行

Pl92～P194～P196を除いて千鳥の並びになる。柱穴の埋土は褐灰色土である。
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柱穴の埋土は褐灰色土である。P201から土師器坪（４）が出土した。

心

第33表ＳＢⅣ-30計測表

－５０－

一
と
。
つ
め
。
④
四
一
Ⅱ
Ⅱ
』

〃
“
叩

山0０６．９ ０１０２０ｍ
吟一両一一

第41図ＳＢⅣ-30実測図

、 、

○
○
国
ユ

①
の
一
ユ

亀

j,】【

ＳＢⅣ－３０

桁行は西側部分を欠き、梁行妻3.8ｍの３間の建物で、方位はN67oWである。柱間寸法は、

桁行P197～P201で2.2ｍ、Ｐ200～P202で1.8ｍ，梁行妻Pl97～P198～P199で1.4ｍ＋1.4ｍ＋

1.0ｍを測る。残存柱穴で、大きさはP198が最大（48×43cm）で、P200が最小（32×29cm）で

ある。深さはP202が最深（40cm）で、P200が最浅（16cm）である。柱列は千鳥の並びになる。

２ｍ

、
①
［
ユ○ユ１９８

ソ【
ＪＴに

鹸ト
①
一
ユ①

Ｐ１９７－Ｐ２０１

Ｌ＝156.300,

0

PitNo． 桁行柱間(、） 桁行間(、） PitNo． 梁間柱間(、） 梁間間(、） Ｐ 深さ(｡､） 長径(c､） 短径(c､）

197～201

200～202

2.2

1.8

２．２

1.8

197～198

198～199

199～200

４
４
０

●
●
●

１
１
１ ）３．８

'97

198

199

200

201

202

６
４
８
６
６
０

２
２
１
１
３
４

６
８
１
２
０
５

３
４
４
３
５
４

６
３
８
９
２
２

３
４
３
２
４
４



80Ｚｄ

ＳＢⅣ－３１

桁行5.8ｍ、梁行妻4.0ｍの２間×２間の建物で、方位はN87oEである。柱間寸法は、桁行

P203～P206～P208で2.6ｍ＋3.2ｍ，Ｐ205～P207～P209で2.6ｍ＋３．２ｍ、梁行妻P203～P204～

P205で2.0ｍ＋2.0ｍ、Ｐ208～P209は中央柱が不明で全長4.0ｍを測る。柱穴の大きさは、Ｐ２０７

が最大（48×42cm）で、P204が最小（32×29cm）である。深さはP203が最深（52cm）で、

P208が最浅（24cm）である。柱列は梁行妻P203～P204～P205が千鳥の並びになる。柱穴の埋

土は褐灰色土である。
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桁行5.5ｍ、梁行妻2.7ｍの２問×２問の建物で、方位はＮ３ｏＥである。柱間寸法は、桁行

P210～P213～P215で2.3ｍ＋3.2ｍ，Ｐ211～P217は中央柱が２本に分かれP211～P212～P214～

P217で0.9ｍ＋３．７ｍ＋０．９ｍとなり、梁行妻P215～P216～P217で1.4ｍ＋１．３ｍ、Ｐ210～P211

は中央柱が不明で全長2.7ｍを測る。柱穴の大きさは、P216が最大（56×41cm）で、P210が最

小（25×22cm）である。深さはP214が最深（54cm）で、P215が最浅（24cm）である。柱列は

すべて千鳥の並びとなる。柱穴の埋土は褐灰色土である。P210からは土師器皿の底部が出土

した。
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桁行4.0ｍ、梁行妻3.0ｍの２間×２間の建物で、方位はN34oWである。柱間寸法は、桁行

P219～P220～P223で1.8ｍ＋2.2ｍ、Ｐ218～P221は中央柱が不明で全長4.0ｍを測る。梁行妻

P221～P222～P223で1.5ｍ＋1.5ｍ､P218～P219は桁行同様に中央柱が不明で全長3.0ｍを測る。

柱穴の大きさは、P222が最大（43×40cm）で、P221が最小（33×30cm）である。深さはP219

が最深（36cm）で、P220が最浅（14cm）である。柱列はすべて千鳥の並びになる。柱穴の埋

土は褐灰色土である。P218からは焼け石が出土した。
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桁行6.5ｍ、梁行妻3.6ｍの２間×２問の建物で、方位はN18oEである。柱間寸法は、桁行

P224～P226～P228で2.5ｍ＋4.0ｍ，Ｐ225～P227～P230で2.0ｍ＋4.5ｍ，梁行妻P228～P229～

P230で2.5ｍ＋1.1ｍ，Ｐ224～P225は中央柱が不明で全長3.6ｍを測る。柱穴の大きさは、Ｐ２２８

が最大（59×52cm）で、P229が最小（33×33cm）である。深さはP227が最深（52cm）で、

P226が最浅（20cm）である。柱列はすべて千鳥の並びになる。柱穴の埋土は褐灰色士である。

P228からは根固め石が出土した。

第45図ＳＢⅣ-34実測図

雲重重滝第37表ＳＢⅣ-34計測表

、

－５４－

ーｰ－一

○
○
国
・
の
ｍ
一
Ⅱ
Ⅱ
』

山00Ｚ．991＝

勿辱

、
○
画
・
ロ
ヨ

１ ２ｍ

ＳＢⅣ－３４

０

３ 苛
囚
国
ユ

、

℃
画
い
い

、

、四
国
国
ユ

で
画
四
つ

、
Ｐ２３０

ｌｌＦＺ
Ｐ２２７ Ｐ２２５－

ｌＬＩ雲毒雲妻妻雲
Ｌ＝156. 00ｍ

ＰｉｔＮ(〕． 桁行柱間(、） 桁行間(、） PitNo． 梁間柱間(、） 梁間間(、） Ｐ 深さ(ａｎ) 長径(c､） 短径(c､）

224～226

226～228

225～227

227～230

５
０
０
５

●
●

■
■

２
４
２
４

６．５

６．５

１
１

224～225

228～229

229～230

3.6

2.5

1.1 ）

３．６

３．６

224

225

226

227

228

229

230

犯
妬
加
馳
妬
配
拠

１
２
３
６
９
３
８

４
４
４
３
５
３
４

８
７
２
３
２
３
６

３
３
４
３
５
３
４



桁行4.0ｍ、梁行妻3.0ｍのｌ間×２間の建物で、方位はN46oWである。柱間寸法は、桁行

P231～P235で4.0ｍ，Ｐ232～P239で4.0ｍ，梁行妻P235～P236～P237で2.1ｍ＋0.9ｍ、Ｐ231～

P232は中央柱が不明で全長3.0ｍを測る。両桁行では、P235から0.5ｍ，P232から０．８ｍの所に

補助的な柱穴（P234．Ｐ233）がある。柱穴の大きさは、P233が最大（50×48cm）で、P235が

最小（25×23cm）である。深さはP232が最深（84cm）で、P236が最浅（１４cm）である。柱列

は桁行P232～P233～P237と梁行妻P231～P232が千鳥の並びになる。P233の埋土は黒褐色土で、
●

他は褐灰色土である。P233からは須恵器の細片が出土した。
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桁行4.8ｍ、梁行妻3.0ｍの２間×２間の建物で、方位はN27oWである。柱間寸法は、桁行

P238～P242～P243で2.8ｍ＋2.0ｍ､Ｐ239～P245は中央柱が桁行の南側半分で２本に分かれ

P239～P240～P241～P245で1.1ｍ＋1.1ｍ＋2.6ｍとなり、梁行妻P243～P244～P245で2.2ｍ＋

0.8ｍ､P238～P239は中央柱が不明で全長3.0ｍを測る｡柱穴の大きさは､P245が最大(52×48cm）

で、P242が最小（33×28cm）である。深さはP238が最深（74cm）で、P242が最浅（36cm）で

ある。柱列はすべて千鳥の並びとなる。柱穴の埋土は褐灰色土である。P244からは焼け石が

出土した。
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桁行は5.4ｍで３間、梁行妻は東側部分を欠く。方位はN14oEである。柱間寸法は、桁行

P247～P248～P249～P250で1.8ｍ＋1.8ｍ＋1.8ｍ，梁行妻P246～P247で2.4ｍを測る。残存柱

穴の大きさはP248が最大（43×39cm）で、P246が最小（32×30cm）である。深さは、P249が

最深（38cm）で、P246とP248が最浅（24cm）である。柱列は梁行妻P246～P247が千鳥の並び

になる。柱穴の埋土は褐灰色土である。P248からは土師器Ⅱの底部が出土した。
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桁行は西側部分を欠く。梁行妻3.0ｍで２問の建物である。方位はN82oWである。柱間寸法

は、梁行妻P251～P252～P253で2.0ｍ＋１．０ｍを測る。残存柱穴の大きさは、P252が最大(42×

39cm）で、P251が最小（33×28cm）である。深さはP253が最深（68cm）で、P251が最浅（40cm）

である。柱穴の埋土は褐灰色土である。
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第５節Ⅳ郭北側斜面の調査結果

発掘調査前は大きな凹地で、シラスの傾斜地からタコ壷状の土拡が検出された。

土層断面図①に見るように、土地の掘り方は、斜面の上位部の壁が急峻で、下位部が緩傾斜

という形態であった。平面形は楕円形で、長径2.0～4.0ｍ・短径1.3～2.4ｍ・深さ1.0～2.8ｍ

のものが１２基検出された。但し、いずれも上位部分が崩壊したり、後世に削平されており、完
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第42表Ⅳ郭北側斜面の土拡一覧表
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土拡Ｎｏ． 形状 規模(、） 深さ 方位 備考

ＳＫＯ１ 楕円形 2.5×１．９ ２．８ Ｎ３１ｏＥ 北端がすぼむ

ＳＫＯ２ 楕円形 3.0×２．７ ２．８ Ｎ３５ｏＥ 南端に浅い掘り込み

ＳＫＯ３ 楕円形 ３．３×２．３ ２．０ Ｎ３３ｏＥ 南縁に土塁状の高まり

ＳＫＯ４ 楕円形 ２．９×１．６ 1.5 Ｎ43.Ｗ 西縁に土塁状の高まり

ＳＫＯ５ 円形 2.3 １．０ 西縁に土塁状の高まり

ＳＫＯ６ 楕円形 ３．２×２．４ ２．４ Ｎ５０ｏＥ

ＳＫＯ７ 楕円形 ２．０×１．７ 1.9 Ｎ４８ｏＷ

ＳＫＯ８ 楕円形 ２．２×１．３ 1.5 Ｎ３１ｏＥ

ＳＫＯ９ 楕円形 ２．６×２．３ ２．４ Ｎ２ｏＥ

ＳＫ１０ 楕円形 ２．９×２．２ 1.6 Ｎ７６ｏＷ

Ｓ Ｋ１１ 楕円形 ４．０×２．１ 1.2 Ｎ３ｏＥ

ＳＫ１２ 円形 2.0 2.3 西縁に土塁状の高まり
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1２

第６節堀切１－Ａ。Ｂの調査結果。
ＬＯ
へ：

Ⅱ郭～Ⅲ郭間の堀切で、今日、農道

に利用されていた凹道である。土層観

察用のベルトを残し、これを基準に北

側を’一Ａ、南側をＩ－Ｂとした。

検出された堀切の主軸はN16oEで、

長さ30ｍ・上場幅９～11ｍである。

総じて、堀底は土層観察用のベルト付

近が土橋状に浅く、これより南北両側

へ竪堀状に掘り窪められていた。中央

部との比高は､堀切の北側で1.5111ン
南側で３ｍを測り、南端部の堀底は段

落となって、Ⅱ郭～Ⅳ郭間の堀切，－

Ｃと繋がっている。ノ 』

Ⅳ-ブ

０－７

5哩
Ｑ－７２

面③

Ｑ－８

ｌＯ

４５ｉ

雑豊黛？
職

や
厨
（

-９

郭

ス
テ
ッ
プ
状

／
〃
遺
構

ス
テ
ッ
プ

Ｑ～7０

Ｍ-11

。

畷，

Ｑ－７７

断面

３

Ｍ－

－６２－

Ⅲ 郭

Ｐ－７４

5哩要塞電函

ヘーノM-73

Ｑ－７

(注）スクリントーンは下段の

堀底を表わす。

涜雲山
〆

。

識
、
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蕊蕊燕f蕊毒#

①堀切の中央部について

堀切の肩部は、西側のⅡ郭斜面側に

階段状のステップを残し、段堀の形態

をとる。ステップ状の遺構は、長さ約

20ｍ・幅3.3ｍ、Ⅱ郭東縁よりの比高

は、最深1.3ｍを測るが、土層断面図

②を見るに、ほとんど後世の造成作業

による高まりで、真のステップ状遺構

は12-②層土からである。下段面の堀

底は、このステップ状遺構の西側にあ

り、弧状を呈する。上場幅４ｍ・下場

幅１ｍで、堀壁の傾斜角度は、Ⅱ郭寄

りの西側で約30°、Ⅲ郭寄りの東側で

約60.を測る。底部のシラスは硬化し

ており、当時、道路として利用されて

いた事が明らかである。さらに土層断

面図②から、その後、ステップ状遺構

より流れた水が、堀の西壁を浸食し、

壁面に新たな凹地を造った事がわか

る。降雨時に水路の役目を果たした事

は、凹地に赤褐色の鉄分土が堆積して

いる事からも明らかである。凹地は逆

三角形を呈し、上場幅１．２ｍ、深さ

0.55ｍである。

②堀切の北端部について

土層断面図③は、堀切Ｉ－Ｂの北端

部を東西方向に断ち切ったものであ

る。下段面の堀底幅も２ｍに拡大し、

地表からの深さは2.2ｍを測る。特徴

は、西側堀壁に通路跡が残っているこ

とで、堀底の西側部分の堆積土を踏み

固めて、次第に通路が押し上げられて

いった事を示している。

毒

Ａ・Ｂ土層断面区第53図 堀切Ｉ

５

1１

Ｌ
コ
ル

ル

Ｉ

Ⅱ
Ⅱ
「
７
｜
‐
’
一

－６３－

一
ｈ
ｌ
く
一
Ｉ
一

ル

１
１

一
Ｌ
一

１ アカホヤー乳白色シラス土 ６‐⑤

２ アカホヤ～蝋褐色士 ７

３ アカホヤ～灰褐色土 ８

３ (多)アカホヤーI火褐色土 ８－①

４ 乳白色シラス土(やや軟〉 ９

４ (やや硬） １０

４‐① ～燭I火色土十i犬黙仏土 １１

４‐② ～灰褐色土(歓） 1２

５ 茶褐色土(紙） 1３

５－① ～（少）アカホヤ＋乳円色土 １４

５‐① ～（多)白桃色シラス土 1５

６ 褐j火色土(‘欧） 15-①

６ (やや硬） 1６

６‐① ～（少)アカホヤ 1７

６－② ～乳白色シラス士 17-①

６－③ ～悶灰シラス土 1８

６‐④ ～（少)乳白色シラス土 1９

６‐④ ～iLI掲色粘土 ２０



～I天螺色土便)褐色土～アカホヤ＋灰色シラス土

細かく硬)灰褐色土

硬)乳白色シラス土～灰褐色土

《茶色土

§色味が濃い

黒燭色土～掲色土

灰茶褐色土(極．硬)－赤褐色土

(やや獄)黒色1床を帝びる

灰色味が濃い

やや茶褐色の色彩強し

～（多ht)赤褐色土

灰色味が濃く 、 赤 褐 色 土 の 拠 人 Ｈ 立 つ

褐色味が濃い

全体的に白色1床を帯びる

褐I天色土～（少)桃l火色シラス土

6-④

(やや硬)灰褐色土～桃灰色シラス士

～（多賦)桃灰色シラス土（まだら）

4１

～(部分的)灰無色土

桃灰色シラス 土 ～ 灰 褐 色 土

(多斌)桃灰色シラス土～I火褐色土

灰褐色土

桃灰色シラス土〈地111剥離土）
更フグ

(よごれた感じ）

第44表堀切１－Ａ．Ｂ±層観察表②

I②

９

…,禰剛柵峰｢零瀞① 5-①

取一④
４

2８

毒雲
4２3A－

3４

1９

15-①

3２

33〆153３1６

２お
ン
調

８ ７
6'

2７ 2９

Ｂ土層断面図③

6-②８
）
麺

Ａ

．①

２ｍ

アカホヤ＋l火蝶色土

i蝶仏土～褐Ｉ火色土

診)アカホヤ～チョコレート色士

砿．硬)桃色シラス士～亦掲仏土十アカホヤ

２３17
-

17-①

０

6４

診)灰121色シラス土～l火掲色土

褐色士

･アカホヤ（やや硬）

第45表 B士層観察表③Ａ

2１ (硬)I火色土～赤褐色土 36-① I火色1床を‘勝びる

褐色土～（少)アカホヤ 22-① (やや軟)～灰色土 36-② ～アカホヤ

勘仏土～（少)灰無色士 22-② ～黙I火色十 ３７ ネズミ仏土～赤褐色土十（少)アカホヤ

2３ (硬)アカホヤ～桃色シラス土十灰褐色士 37-① 蝋色1床を締びる

白色シラス土～（少>肌色粘土 2４ (パサパサ)灰白色シラス土～肌色粘土 ３８ アカホヤーリ火悶色土

色シ ラス土～ 褐色士 ２５ 桃色シラス土～I火白色シラス（やや硬） ３９ (多）アカホヤ～j火蝋色土十孔''1色シラス上

螺側

色哨

士～尚｝火色土十アカホヤ

土～褐I火色士

２６

２７

桃色シラス土～（少)薄茶色土十I犬蝋色土(やや硬）

(欲)桃灰色シラス土～薄茶色土
４０

乳I且I色シラス土～アカホヤーI火叫仏土～Ｉ火

褐色土(術状に堆械）

茶ｔ 士～アカホヤ＋灰幽仏土 ２８ (多)桃色シラス土～灰白色シラス士 ４１ 乳141色粘土～褐l火色上

２９ 桃Ｉ火色シラス土～簿茶色土 ４２ 白桃色シラス上（やや雌）

褐色土 ３０ ネズミ色土～赤褐色土(やや硬） 42-① ～アカホヤ＋l火蝋色上

(少)I火lLI色シラス士 ３１ (微．硬)閏Ｉ火色シラス土～赤褐色土(砿瞬） 42-② (地111剥離士）

蝋色土～灰掲仏 土 ３２ 褐色粘土 42-③ ～アカホヤ＋褐I火色上

茶色士 ３３ I犬鼎色土～褐色土 42-④ ～アヵホャ（水I皮ｊＷ）

３４ 賠悶色十 42-⑤ ～アカホヤ＋Ⅱ汗褐色士

34-① ～褐灰色士 ４３ 乳''1色粘土～アカホヤ＋閏l火色上

３５ 略褐色土～炭化物十アカホヤ(やや硬） ４４ 暗褐色土～（少）アカホヤ

３６ I火掲色土～褐灰色土十赤褐色土



蕊

Ⅱ郭～Ⅳ郭間の堀切である。Ⅱ郭とⅣ郭の間に農道（馬場道）が通っており、この道とⅡ郭

の間から検出された。堀切は、下場幅約１０ｍ、長さ約35ｍ、農道からの深さは約１．５ｍである。

方位はN75oEである。堀切は東側から西側へ傾斜しており、両端の比高は約4.5ｍである。堀

切の西側寄りに土層観察用のベルトを残した。

堀底は、土層観察用のベルト付近で３条の水路が刻まれ、中途から４条となる。いずれも自

然の浸食作用によるもので、堀切に流れ込んだ水が形成したものと思われる。

Ⅱ郭側の堀壁には、ステップ状遺構が、長さ約20ｍ程に延びている。東端の最大幅は３ｍで

あるが、西側に向かうにつれて自然崩壊が激しく、次第に幅を減じ消滅する。犬走り的なもの

と考えられる。
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第７節堀切Ｉ－Ｃの調査結果
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Ⅱ郭の南西側の裾部を巡る堀切である。発掘調査前は、Ⅱ郭の斜面部に突き出した腰曲輪状

のテラスであったが、調査の結果、これは後世の造成作業によるものと判り、地表下1.5ｍの

所から堀切が検出された。合わせて、南側の肩部からは土塁も検出されたが、いずれも上位部

分を削り取られていて基底部のみの残存である。

堀切は、下場幅８ｍ、長さ25ｍを測り、堀底は北側から南側へ竪堀状に傾斜していた。両端

の比高は２ｍである。堀底には自然の浸食作用で形成された３条の水路が見られる。

肩部の土塁は、堀底からの高さが0.5ｍで、シラスを楕円形に加工した基底部のみの残存で

ある。長径16.5ｍ、短径５ｍを測る。堀切の埋土からは多くの遺物が出土している。
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Ⅱ郭の西側裾部を巡る堀切で、Ⅱ郭南縁との比高は7.5ｍである。堀切Ｉ－Ｄに繋がるもの

であるが、堀底に一条の人工的な溝が明確に残っており、形態的に異なる。

堀切のⅡ郭側壁にはステップ状遺構が厚さ25ｍ程延びている。ステップは最大幅２ｍで、こ

れを堀切の東壁とした

南側の肩部には士塁

の基底部も残っている

が､自然崩壊が激しい。

全長30ｍと推測され

る｡土塁線は､中途10ｍ

程が大きく浸食されて

いる。

土層断面図⑥では、

堀底中の溝は弧状を呈

し、傾斜角度はⅡ郭側

の東壁で約40.、西壁

で約30.である。上場

幅は約３ｍ，下場幅は

約０．７ｍ、深さ１ｍを

測る。方位はN39oE

で全長33ｍを測る。

堀切Ｉ－Ｅ．Ｆは高

城跡の正面に該当する

所で、堀切の形態から

して散兵線の残濠の可

能性が強い。遺物は出

土していない。

三蕊

易合、堀切の上場幅は約4.5ｍである。
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<く

Ⅱ郭の北西側裾部でＣ～Ｅ－ｌ～３区から検出された。Ⅱ郭平場の北縁との比商は約７ｍで

ある。Ⅱ郭の裾部が、北北西方|Alへやや緩傾斜地となって延びるため、これを断ち切る為のｊｌｌＩ

切と思われる。

調査区は、発掘調査時の農道迂回路に利用されていたので、完掘はできなかった。

堀切の主軸はＮ70。Ｅで、検州部分は長さ１０ｍ、堀幅（上場）は東端で2.5ｍ・西端で4.3ｍ

である。堀切の断面形状は逆台形であるが、西壁は切り込み面に対してやや凸面となり、束確

は逆に凹面となっている｡州切の規模は､堀切の土居断面図⑦で､上場幅2.6ｍ・底部幅1.5ｍ・

深さ１．４ｍを測る。

調査時は冬季（２月）にもかかわらず、湧水が激しく、あたかも水濠の様相を呈した。

堀切の埋土は、上部から厚さ0.5ｍまでが近世堆積土であった。底部近くの埋土から、滑石

製の壷（383）が出土している。
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第62図堀切Ｉ－Ｇ±層断面図⑦

第49表堀切Ｉ－Ｇ土層観察表⑦
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灰色味を帯びる

～(軟)ネズミ色土

灰茶褐色土

(軟）

(硬)褐灰色土～薄茶色土

(硬)灰白色シラス土

灰色味を帯びる

(軟)白色シラス土(よごれた感じ）

ネズミ色のシラス土(水成層）

やや黒っぽく、きめが細かい

鹿のまだら色土

茶色味が濃い

～灰色粘土

こげ茶色味を帯びる

灰茶色土(ブロック）

ネズミ色土

薄茶色土

～白色粘土

灰白色シラス土～茶褐色土

灰褐色土

(極・軟)茶褐色土～乳白色土(まだら）

(よごれた感じ)灰褐色土～白色シラス土(まだら）

灰茶褐色土

灰オリーブ色粘土

赤褐色鉄分土

ネズミ色シラス土(地山剥離土）
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ｕう

調査結果第11節堀切Ⅱ一Ａ。Ｂの

０Ⅲ郭～Ⅳ郭間の堀切で、土層

観察用のベルトを境に、東側を

Ⅱ一Ａ、西側をⅡ－Ｂとした。

堀切の主軸はN84oWで、長さ

は約30ｍ，上場幅は11.5ｍ、下

場幅は４ｍを測る。Ⅲ郭の南縁

からの比高は、堀切の西寄りで

約６ｍである。堀底は西側より

東側へ傾斜しており、両端の比

高差は約３ｍである。

堀底の中央部には、先端部が

丸味を帯びる柱状の溝が通って

おり、堀切の水抜きの役目を果

たしたものと思われる。この溝

は西側の先端部で３条の小溝に

分かれており、土層観察用のベ

ルト付近で１本にまとまってい

る｡溝の深さは堀底から約2.2ｍ

で、幅は0.7～0.9ｍである。溝

は、形状から自然の浸食作用に

よるものと思われる。

Ⅲ郭寄りの堀壁には長さ

15.5ｍ・幅0.6ｍの階段状ス

テップがある。ステップの上面

は硬層で、踏み固められている

ことが明らかである。犬走り的

な通路として利用されたものと

思われる｡現状からして､ステッ

プがさらに西側へ延びていた事

は明らかである。
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堀切のⅣ郭寄りには、堀壁に蛸壷状の土が１２基掘り込まれていた。その内、土層断面図に

かかる部分は上位をやや削平されているが､上場幅が1.1ｍ、下場幅の最大径が1.4ｍ，深さ２ｍ

を測る。掘り方は、中途から下位にかけてオーバーハングする。

土層断面図⑧によれば、堀切Ｉ－Ｂの東端は、残存上場幅3.3ｍ、下場幅1.3ｍ、深さ２ｍの

堀切となっている。断面形状は逆台形で、堀壁の傾斜角度は北壁で50。・南壁で75｡である。堀

底の南側寄りに水路跡が残っている。

なお、堀切Ⅱ一Ｂは東端部の近くで、北側へ一条の堀切を派生させている。土層断面図⑨か

ら、堀切の形状は、弧状を呈するもので残存上場幅2.9ｍ・深さ２．２ｍの規模であることが判る。

【Ⅱ

第64図堀切Ⅱ Ａ・Ｂ土層断面図⑧

1２1２１１３1２１１３
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第65図堀切Ⅱ－Ａ．Ｂ±層断面図⑨
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褐灰色十

～(少)灰黒色土十乳白色シラス土

～灰黒色土十(少)乳白色シラス土(硬）

(極・軟）

～(少)乳白色シラス土

(軟）

～灰黒砂土(軟）

～灰色シラス土

灰黒色土～褐灰色土

灰茶色土～(少)アカホヤ
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乳白色土～灰褐色土十灰黒砂土

ブロック土(アカホヤ＋小喋､灰黒砂土

＋褐灰色土）

灰色シラス(地山剥離土）

灰褐色土～灰色シラス土

堀切Ⅱ Ａ B土層観察表⑧

灰 褐 色 土

～（少)灰黒色土(パサパサ土）

～灰黒色土十アカホヤ

～乳白色シラス土十灰黒色土

褐灰色土(パサパサ土）

～灰黒色士

褐色土(軟）

乳白色シラス土～灰褐土十灰黒土
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黒灰色土～灰褐色土

白褐色土～褐色-ｔ

白褐色土

～灰褐色土十黒灰色土

～褐色土
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やや黒色味を帯びる

灰 黒 土 ～ 褐 灰 色 士

アカホヤ～灰褐色十

乳白色シラス土～褐伝十

黒灰色土～アカホヤ（まだら）

アカホヤ～（少)灰黒色土

～灰黒色土(やや軟）
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第12節堀切Ⅲ一Ａ．Ｂ・Ｃの調査結果

発掘調査前は、Ⅳ郭の東側裾部に階段状のステップが南北方向に延びていた。高城跡では、

裏側部分に該当する所である。

調査の結果、調査区の南側寄りからは、土層断面図⑪に見るように、断面形状が逆台形で、

上場幅２ｍ、下場幅１．５ｍ、深さ0.8ｍを測る溝が検出された。但し、シラスの浸食作用で、堀

壁などは凸凹の状態であった。Ｑ-24区からＲ－２２区までの長さ１３，分が確認出来た。Ⅳ郭東

縁との比高は約９ｍである。

Ｔ-21区からＲ-25区にかけては､長さ27.5ｍの小溝が検出された｡土層断面図⑫によれば、

断面形状は逆台形で、下場幅１ｍ、切り込み面からの深さは1.1ｍである。堀切底部に刻まれ

た下段面の遺構と思われる。埋土から判断するに、通路として利用きれていた様である。

Ｔ-21区からＴ-23区の土居観察用ベルトまでは、人工的な溝に加えて浸食作用による水路

が形成されている。柱穴状の溝で、底部幅0.4ｍ．深さ１，，ほどである。

総じて、Ⅳ郭東側裾部の堀切は、土層断面図⑫から、Ⅲ郭寄りの北側において、堀幅５ｍ程

の大きさで、堀底の内側には底幅１ｍの小溝が重複しており、東側肩部に土塁を有する形態で

あったことが判る。

なお、この堀切の上位には、ステップ状遺構が堀切と並列しており、犬走り的な役割を果た

していたと思われる。堀切Ⅲ－Ａ.Ｂ・Ｃからは多量の遺物が出土している。

Ｌ

１ 灰色シラス土～(少)アカホヤ
２ 綱仏土~灰色シラス土+乳白色シラス土
３ 褐灰色土～灰色シラス土
４ 灰色シラス土

4-① ～灰褐色土十灰黒砂土(やや硬）

4-② ～茶色土十乳白色シラス土

４－③ ～(少)灰褐色土

４－④ ～アカホヤ＋灰褐色土

４－⑤ ～白褐色シラス土

4-⑥ ～アカホヤ

4-⑦ ～褐色土(軟）

４－⑧ ～茶色土(小ブロック）

第5３

雲６８１叉

４－⑨
５

６

６

6-①

6-②

6-③
７

７

８

９

1０

Ｌ －－

目3°Ｃ＋層断西１回(1~？図⑪

～灰黒砂土十アカホヤ １１ 茶褐色土

灰褐色土~乳白色シラス土+灰色シラス土 1１ (ブロック）

灰黒砂土 1２ アカホヤ～(少)灰色シラス土

(粟粒大） 1３ 薄純土~灰色シラス土+乳白色シラス土

～灰褐色土十アカホヤ(パサパサ土） 1４ 桃色シラス土

～灰褐色土十乳白色シラス土 1５ (戦)ｱｶﾎﾔ~灰褐色土+(少)灰色ｼﾗｽ土

～灰褐色土十黄褐色土 1６ 灰褐色土～灰黒砂土十(少)乳白色士
薄茶色土～灰色シラス土 １７ チョコレート色土~灰色ｼﾗｽ土(小ブロック）

(少)灰色シラス土(軟） 1８ アカホヤ～乳白色シラス土+灰色シラス士

灰褐色土～(少)薄茶色土 1９ 白褐色土～アカホヤ＋灰色シラス土

アカホヤ～チョコレート色土 2０ アカホヤ～茶色土十灰黒色士
薄茶色土～アカホヤ＋灰褐色土 2１ アカホヤ～褐灰色土十薄茶色土

堀切Ⅲ－Ａ Ｂ・Ｃ土層観察

7８
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池、

ＳＫⅡ－０１

Ⅱ郭東側斜面のＭ－１２区から検出された土坑で、形状は楕円形を呈する。方位はN18oWで、

長径1.8ｍ・短径1.65ｍ・深さ0.5ｍを測る。

西側の壁はオーバーハングしており、全体的に雑な掘り方の観がある。この土拡は斜面の東

側において、長さ２．２ｍ・幅0.2～0.5ｍの溝状遺構と繋がっている。

土拡からは､多量の自然石が出土した｡砂岩・チャート・阿蘇溶結凝灰岩などで､長き0.5ｍ・

幅0.3ｍ・厚さ0.3ｍ程の一抱えもある様な蝶が多かった。埋土は建築杜の柱穴に多く見られる

褐灰色土で、建築北と同時代の遺構と思われる。なお、堀切１－Ａや堀切Ｉ－Ｃの埋土からも

多くの自然石が出土している。

ＳＫⅢ－０１

Ⅲ郭のＲ－１３区から検出された土坑で、ＳＢⅢ-23の建築並が土拡を切っている。上位部分

は、ほとんど削平されて底部のみの残存である。土拡の形状は、中途がややくびれるものの、

楕円形を呈する。方位はN73oWで、長径1.6ｍ・短径0.7ｍ・深さ0.1ｍを測る。

土城内には炭化物が堆積し、小枝の燃え津も１０数片残っていた。焼土も点々とあり、それら

の分布範囲は、土砿の中央部から西側にかけて集中していた。掘り窪めた穴の西側寄りで、木

切れを燃焼させている事が明らかである。土拡内から遺物は出土していない。
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第71図ＳＫⅢ－０１

ＳＫⅣ－０１

Ⅳ郭のＲ－ｌ９区から検出された土拡で､形状は方形を呈する｡方位はN68oEで､長径2.55ｍ・

短径1.75ｍ・深さ0.45ｍを測る。埋土はシラスの二次堆積土で、土師器皿の細片が４片出土し

た。

床面は平坦で、北東隅で３個の柱穴を切っている。Ⅳ郭における建築物が破棄された後に掘

り込まれたものと思われる。

Ⅳ郭西側斜面における蛸壷の掘削と同時期頃の遺構と推察される。

一

Lｉ

Ｉ層粒子が細かい黄褐色土。

Ⅱ層褐色土、黄シラスのブロック

状の粒子と炭化物をわずかに
含む。

Ⅲ層明黄褐色土で、柔らかい層。
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第 Ⅳ章出土遺物 のＺナオ亘丁･(7Ｍ面ＺＰ７当【

ある｡瓦器の中で焼きりリ

（１）建築杜及び柱穴より出土した遺物について 古|いものはh阻管瓦器

１（ＳＢⅢ-23）・３（ＳＢⅢ－１１）・６（ＳＢⅢ－１２）・７（ＳＢⅢ-25）は、土師器皿

で、体部はいずれも船型を呈する。７の内底面にはロクロ痕が鮮明に残り、ススが付着する。

２（ＳＢⅢ-23）・４（ＳＢⅣ-30）・５（ＳＢⅢ-25）は土師器坪である。２は体部がラッ

パ状に鋭く立ち上がり、４．５は船型を呈する。４は体部外面に、５は体部内外両面ともに稜

線が目立つ。

８（ＳＢⅢ-18）は取瓶である。手ずくね土器で、体部内面に大量の銅が付着する。ＳＢⅢ

-18より東側へわずかに離れた柱穴から出土した。

９（ＳＢⅡ－９）は瓦器の播鉢である。器面の磨滅が激しい。

１０は硬質瓦器の茶釜である。非常に丁寧な造りで、垂下様の耳が付く。１－１０区の柱穴より

出土した。

１１（ＳＢⅢ－２）は備前の摺鉢である。条線の一単位は７本で、体部外面に指頭圧痕が残る。

１２（ＳＢⅢ-25）は青磁碗で、非常に退化した細蓮弁文様がある。

１３（ＳＢⅢ－１３）は白磁碗で、体部外面に５条の稜線が巡る。

１４（ＳＢⅢ－１４）は青白磁碗で、体部は直線的に伸びて、口縁でやや外反する。

１５（ＳＢⅢ－１５）は青磁碗の底部で、見込みの薄い界圏内に曲線状の文様がある。

１６（ＳＢⅢ-16）は白磁で口縁は玉縁状にやや丸くなる。

１７（ＳＢⅢ-25）は土錘である。直径1.1cm、残存の長さ4.6cmを測る。

１８（ＳＢⅡ－１０）・’９（ＳＢⅢ－１７）・２０（ＳＢⅢ-22）・２１（ＳＢⅢ-21）は古銭である。

１８は元豊通賓、１９は嘉定通賓、２０は聖元宗賓、２１は洪武通賓である。
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（２）Ⅱ郭出土の遺物

２２は粕色がコバルト・ブルーの青磁碗で、口径は（13.2）ｃmを測る。体部外面に蓮弁文があ

る。２３．２４．３１．３３．３７は同安窯の青磁碗である。２３は口径（13.7）ｃmで、口縁は大きく外反

する。３１は口径（14.8）ｃmで、体部はやや内湾気味に立ち上がる。３３は口径（14.2）ｃmで、体

部は薄壁で極めて直線的に伸び、口縁で外反する。３７は体部内面に櫛描文がある。２４は体部外

面に蓮弁文を持つ青磁碗である。口径（12.9）ｃ､で、体部は内雪する。

３２は紬色が白黄色の磁器碗で、口径（12.5）ｃmを測る。体部の内外両面に白っぽい稜線が目

立つ。

２５．２７．３０は青白磁碗である。２５は口径（12.6）ｃmで、体部は大きく内湾し、外面に薄い稜

線が目立つ。２７は口径（14.1）ｃmで、体部はわずかに内雪気味に伸びる。３０は口径（15.2）ｃｍ

で、体部は鋭く立ち上がり内琴する。口縁直口である。

２６．３５は白磁碗である。２６は口径（12.7）ｃmを測り、体部は薄壁で、口縁直口である。３５は

口径（12.6）ｃmで、口縁は体部外面でややくびれて直口となる。

３４は陶器皿で紬色は暗茶褐色である。波状の口縁を有し、口径（13.9）ｃmである。体部外面

に細かい稜線が入る。

３６と39は白磁皿である。３６は口径（8.4）ｃｍ・底径（3.5）ｃｍ・器高1.9cmを測る。３９は口径

（12.3）ｃｍ・底径（6.8）ｃｍ・器高3.1cmを測る。高台の内側まで全面に施粕されている。

２８．２９．４０は青磁碗で、２８の底径は（6.4）ｃ､を測る。底部は肥厚し、高台の畳付きは丸味

を帯びる。２９は底径（6.0）ｃmで、底部は碁笥底を呈する。４０は口径（12.1）ｃmで、体部は口

縁でやや外反する。３８は同安窯の青磁碗である。口径（16.5）ｃmで、口縁は大きく外反する。

41は青白磁碗で、口径（19.1）ｃmを測る。体部は直線的に伸びて、口縁で大きく外反する。４２

は稜花皿である。口縁は波状を呈し、丸味を有する。口径は（8.6）ｃmを測る。４４は青磁の盤

で体部内面に縞文がある。

４３は陶器碗である。器面にくすんだ感じの飴紬がかかる。口径は（１１．３）ｃmを測る。

４５は瓦器の火舎である。口径（28.6）ｃ､を測り、体部は薄壁で直立する。体部外面に花文の

スタンプがある。

４６は備前の壷で、口径（37.9）ｃmを測る。口縁は玉縁状で胎土に小喋を多く含んでいる。

４７．５１．５４は硬質瓦器の壷である。４７は口径（26.7）ｃmで、体部外面Iまへラ磨きされている。

焼成不良である。４９は備前の大尭である。頚部は「<」の字に外反し、口径（31.6）ｃmを測る。

５１．５４は屍平な口縁を有し、頚部外面に六角形の文様スタンプがある。５０は硬質瓦器の坪で、

口径（18.6）ｃmを測る。色調は赤褐色で非常に綴密な焼成である。

５２は土師系の小壷である。４８は滑石製の石鍋である。外底面に鮮明なノミ痕が残る。５３は須

恵系の土器で、内底面に銅が付着している。５５は硬質瓦器の嬬鉢である。体部内面の上位に、

－８８－
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右斜め下方向への細線掻き目がある。５６～61は古銭で、５６．５７．５９は寛永通賓、５８は祥符通賓、

60は皇宋通賓、６１は元豊通賓である。６２～66は砥石である。６２．６４は手に持って使用したもの

と思われる｡６５は転び石を利用している。６６は天草砥石である。６７～69は鉄釘である。
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（３）Ⅲ郭出土の遺物

７０～77は土師器皿である。形態的には、体部がラッパ状に鋭く立ち上がる70～74と、体部が

船型を呈する75～77とに分類できる。前者は口径7.4ｃｍ・底径3.6～4.7ｃｍ・器高2.7cmを測る。

70は焼成不良で、７２は綴密な焼成である。後者は口径6.8～8.6ｃｍ・底径5.4～6.0ｃｍ・器高1.9

～2.0cmである。７６は綴密な焼成で、７７の外底面には板目圧痕が残る。

７８～95は土師器坪である。形態的には、口径に対する底径の比率が低く、体部がラッパ状に

鋭く立ち上がる78～87と、船型の88～95とに分類される。前者は、口径9.6～12.0ｃｍ・底径5.5

～7.0ｃｍ・器高3.7～3.9cmを測る。８０．８３～85は綴密な焼成で、８１にはススが付着する。８７は

焼成不良で、質量感があり、外底は平底である。後者は、口径11.4～12.8ｃｍ・底径6.5～8.6ｃｍ・

器高2.8～3.9cmを測る。８９．９１は綴密な焼成で、９１にはススが付着する。９５は外底面に板目圧

痕を残す。

９６．９７．１０３は青磁の盤で、口縁はやや外反し鍔状となる。体部内面に鏑文がある。口径は

96が（26.4）Ｃm、９７が（26.1）ｃmを測る。９８．９９は青磁碗である。９８は口径（12.1）ｃmで、体

部内面Iこへラ描きによる曲線の施文がある。さらに、外面には蓮弁文様が見える。９９は体部が

大きく内湾しており、口縁は外反する。無文で、口径（16.0）ｃmである。１００．１０１は青白磁の

碗である。101は見込みに円形の無紬の部分があり、円内に不整形の文様が描かれている。外

面には蓮弁の下位部分と思われる縦線が残る。１００にも見込みにデザイン化された花弁状の文

様がある。102は口縁直口で、口径（9.7）ｃ､の白磁碗である。

１０４．１０６は青磁碗で体部内面に草花文様の一部がある。口径は、１０４が（15.4）ｃm，１０６が

（15.6）ｃmを測る。１０５．１０８．１１７は蓮弁文様の青磁碗であるが、１０８．１１７は文様が退化して

細蓮弁文様となっている。口径は105が（15.4）ｃm、108が（１１．１）ｃmを測る。109は青磁碗の

底部で、底径（6.1）ｃmを測る。見込みの圏内に印花文がある。１１０は青磁香炉で小脚が３ケ所

に付き、底径（7.2）ｃmを測る。

１１１．１１４．１１５．１１８は同安窯の青磁である。いずれも体部の内外両面に櫛描文がある。１１１．

１１４は碗で、体部は大きく内沓する。口径は１１１が（12.2）ｃm、１１４が（15.0）ｃmを測る。115の

体部は鈍く立ち上がる。１１８は小型のⅢである。

１１３．１１６は白磁Ⅲである。113は低い高台が付き、口径（9.7）ｃｍ・底径（3.8）ｃｍ・器高2.1ｃｍ

を測る。１１６は体部外面の中途に鮮明な稜線が残る。１０７．１１２は白磁碗である。107は口径

（14.9）ｃmで、体部は外反気味に伸びる。112は口径（１０．８）ｃmで、外面の上位に幅３mmの沈

線が巡る。

119は青磁碗で、体部は大きく内雪する。口縁は肥厚し、やや外反する。口径（13.5）ｃｍ・

底径（5.3）ｃｍ・器高6.3cmを測る。粕下に極めて薄い蓮弁文様がある。

１２１．１２２は青白磁碗で､121は口径(12.9)cmである｡122の体部は大きく内窒し､口径(13.2)c、

－９６－



を測る。120.123は白磁碗である。120の体部は内湾気味に伸びて口縁はやや外反する。口径

（13.7)ｃmで､非常に使い込んだ磁器である。123は玉縁状の口縁を有しており、口径(13.8)ｃｍ

を測る。

124は硬質瓦器の火舎である。体部に円孔があき、貼り付けの突帯がある。

126は質量感のある土製の取瓶で体部内面に銅の粒が多量に付着する。

127と132は滑石製の石鍋である。いずれも非常に丁寧な研磨がなされている。127は体部の

上位に孔がある。133は砂岩製の茶臼である。

１２５．１２８～１３１．１３４．１３９．１４１は瓦器の播鉢である。131の条線の単位は１０本である。134は

口径（28.4）ｃmを測り、かなり使い込まれていて、ほとんど条線は磨滅している。140は硬質

瓦器の播鉢で体部内面に掻き目が目立つ。条線の一単位は９本である。

135～138は瓦器の茶釜である。135は鍔の内側に指頭痕が並ぶ。137は非常に均整のとれた器

形である。135の胴部は丸味を持ち、１３７．１３８は胴部がやや直立する。

１４２．１４３は硬質瓦器の火舎である。口径は142が（29.8）ｃ､、143が（25.0）ｃ､を測る。突帯

間に花文のスタンプがある。

144～148は瓦器の茶釜であるが、この中で146は口径（１０．０）ｃm程の小型である。150は胎土

の粗い瓦器で、体部外面に円文がある。

149は須恵器の胴部である。151は土師器皿である。色調は灰褐色で薄壁であるが、極めて固

い焼成である。二次焼成の可能性がある。152は瓦器の坪で外底面は荒いナデである。153は瓦

器の播鉢である。器面の磨滅が激しく、３本の条線を残すにすぎない。154は備前系の尭片で

ある。体部の外面に亀裂が目立つ。

155～158は石臼である。１５５．１５６．１５８は上臼で、凝灰岩製である。159は二次的な火を受け

ている。157は茶臼の下臼で、摺目に８本の鮮明な溝が残る。砂岩製である。

159～161は古銭である。159は元祐通賓、160は淳化元賓、161は永楽通賓である。

162は鉄砲玉である。鉛玉で、直径1.2ｃｍ・重さ１０．２９を測る。上下合わせの鋳型で製造され

たものと思われ、玉の中央部に接合線が巡る。

163～１６６．１７１．１７２は小柄の類である。163は全長20.3ｃｍ・刀幅1.5cmを測り、柄の部分には、

径0.1～0.15cm程の針金状のものが巻かれている。１６４．１６５は、刀先に極めて細いヒモ状のも

のが巻き付けられている。167～170は鉄釘で、167は長さ7.5cmである。

174～181は砥石である。砂岩製は１７６．頁岩製は180、粘板岩製は１７８．１８１、天草砥石は１７４．

１７５．１７７．１７９である。１７６．１７７は手に持って研いだものと思われる。

－９７－
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徴
〉
鍵
や
巡
卜
＋
型
呈
／
ペ
壁
聖
篭
ｅ
話
。
、
骨

埜
嘆
懸
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
腫
幽
便
・
蕊
騨
禅
留
数
型
腫
惹
話
鐘

。
蕊
騨
３
溌
叩
一
厘
便
垢
姓
・
卜
十
挺
埜
厘
恒
惹
便
ｅ
話
蛙

。
ｓ
稜
や
ト
ト
型
喋
毎
ｓ
糸
ｅ
腫
幽
意
・
渥
潅
幻

く
判
型
や
ト
ト
埜
喋
蝋
回
ロ
、
ｐ
ｅ
腫
幽
便
・
蕊
騨
禅
罫

救
霊
懸
丑
呈
腫
意
ｅ
話
赴
・
ト
ト
躯
並
但
巨
意
匡
ｅ
話
蛙

。
蝿
襟
型
暦
数
埜
喋
ご
扇
糸
ｅ
腫
遥
意

●
煙
潅
や
ト
ト
埜
喋
曝
回
ロ
、
ｐ
ｅ
腫
幽
圧
・
喪
汁
や

謝
羅
櫛
掛
ト
埜
腫
匡
話
筆
・
卜
十
挺
型
腫
腫
意
に
ｅ
篭
華

。
ｓ
溌
や
ト
ト
埜
喋
ご
扇
糸
ｅ
腫
世
章

。
紫
騨
ｓ
徽
型
腫
匡
垢
蛙
・
卜
十
挺
型
腫
腫
諒
匡
ｅ
話
蛙

。
驚
淫
や
ト
ト
型
喋
ご
扇
糸
ｅ
腫
世
意

。
留
数
逆
喋
塀
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
腫
幽
Ｅ
・
葉
騨
ｓ
綾
叩
一
厘
章

垢
蛙
〃
空
片
型
腫
匡
話
蛙
・
ト
ト
躯
埜
腫
恒
草
Ｅ
Ｓ
諸
曇

。
漫
淫
幻
く
判
型
や
ト
ト
ｅ
巡
型
嘆
曇
扇
来
ｅ
腫
幽
意

。
埋
延
や
卜

十
ｓ
巡
埜
喋
塀
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
阻
幽
圧
・
紫
騨
３
綾
Ⅷ
一
厘
章

論
蛙
・
鯉
汁
型
侶
匡
話
蛙
・
ト
ト
謹
越
腫
腫
意
に
ｅ
話
せ

Ｃ
ｓ
徽
や
ト
ト
型
喋
雪
扇
糸
ｅ

侭
画
意
・
篭
騨
＆
溌
型
腫
意
垢
堂
・
雛
Ｈ
ｅ
ｓ
鋼
禅
掛
ト

。
仰
窪
喋
ご
扇
糸
や
ト
ト
垢
１
浬
腫
世
章

。
窪
俳
逆
腫
匡
話
蛙
・
ト
ト
輝
越
厘
腫
章
匡
ｅ
諸
赴

。
蝿
鍾
〉
蕊
や

巡
卜
卜
逆
喋
ご
扇
米
ｅ
渥
幽
章
・
鴬
潅
幻
く
判
型
や
ト
ト

逆
喋
曝
回
ロ
、
ロ
ｅ
腫
幽
種
・
蕊
蝉
御
召
戦
Ⅷ
一
厘
惹
話
鐘

。
卜
十
挺
型
厘
惹
話
せ
・
躯
汁
や
ト
ト
埜
腫
Ｅ
Ｓ
話
垂

謹
零
ｅ
鐙
鵠

ｏ
師
ら
竺
叩
一
超
蕊
裡
〆
令
令
判
狸
伺
〉
溺
心
長
話
迩
型
話
垂

。
図
里
埜
諾
輯
や
世
第
一
斗
砕
砕
埜
諸
道
・
岬
ら
竺
叩
一
包
葉

但
〆
需
侭
斗
狸
料
〉
覇
ｙ
０
坤
伽
巻
畏
心
長
話
幽
埜
垢
赴

。
ｐ
煙
蕊
ロ
・
蝿
ヤ
靴
圧
砕
母
型
垢
嘩
ロ

。
抑
箇
竺
Ⅷ
一
超
蕊
煙
〃
言
桓
斗
裡
伺
〉
溺
心
倹
話
世
通
話
鐘

。
ｐ
細
畔
時
型
言
侭
判
狸
何
ｓ
話
鐘

。
岬
や
睡
里
や
倉
騨
型
諸
道
／
や
幽
汁
通
道
意

。
蝿
ヤ
仲
如
誉
黒
砕
砕
通
話
嘩
口
・
岬
も
竺
塁
超
緊
廻
や
蝋

任
〆
物
令
岬
苓
斗
狸
揖
Ⅷ
一
巻
賑
墜
惹
〉
溺
心
長
道
俳
邦
一
話
せ

。
垣
〉
柚
Ｋ
型
Ⅸ
骨
ｅ
恒
適
任
・
岬
ら
堂

叩
一
送
順
哩
意
酔
砕
〃
言
桓
斗
栂
掛
〉
溺
心
倹
適
汁
制
一
話
赴

。
仰
も
量
旦
送
砿
墜
惹
心
農
禅
当
殴
里
袷
陣
〃
黒

袷
〉
画
Ｉ
や
蝋
丹
〃
ご
暴
斗
狸
伺
〉
覇
①
〆
侭
幽
汁
捕
一
話
赴
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〃
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⑲
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〉
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娃
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Ⅷ
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嘩
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廻
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岬
ヤ
仲
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口
・
蝿
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竺
叩
一
送
砿
創
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〆
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偶
〉
覇
ｙ
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如
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四
忽
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幽
叶
制
一
諾
埜

。
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型
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章
・
岬
禅
〉
綾
砕
砕
や
蝋
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型
話
鐘
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仰
ヤ
凹
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砕
砕
や
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倒
型
嘩
口
・
蝿
袷
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撒
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狸
掛
〉
溺
や
０
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①
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鐘

。
□
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。
ｓ
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線
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〉
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ｌ
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一
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①
会
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＆
叩
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榊
躍

。
（
蝿
異

侭
終
長
や
終
喋
裡
当
匪
箪
二
禅
長
）
⑧
嵐
ド
ー
（
一

橋
ｅ
ご
遥
製
ぐ
や
〉
型
釦
擢
・
釦
駆
伍
医
型
判
浬

。
③
底
ド
ー
（
一
橋
托
一
釦
鐸
・
凹
瓶
医
捕
一
Ｈ
聖

。
擢
職
埜
柚
華
幽
組
憧

。
ｕ
匝
瑳
鍵
型
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寵
。
③
崖
匝
禅
幽
騨
埜
Ｈ
聖

。
ｕ
い
’
（
一
余
崖
埜
需
釦
・
釦
（
崖
）
画
型
Ｈ
空

。
纂
職
型
Ｅ
組
憧
筒
閏
柚
之
迦
ｅ
組
櫨

・
紐
伍
蕊
嵐
型
③
鐸
・
紐
、
崖
型
判
墾

。
Ｏ
伺
血
農
ぺ
楓
・
擢
黙
型
Ｅ
組
値
・
綱

準
農
卜
｛
ｅ
抽
選
異
倒
里
舗
剰
哩
ｅ
腫
圧
腫
蛙

。
③
画
撫
嘩
埜
釦
擢
・
副
駆
畠
埜
Ｈ
聖

。
③
恒
鯉
型
Ｈ
墾

●
③
崖
い
Ｉ
（
一
指
型
咽
鐸
・
釦
鯉
匝
崖
埜
判
墾

。
ぺ
極
呈
垣
判
ｅ
厘
惹
垢
葦

。
（
蝿
も
搾
如
送
釦
瓶
砕
畔
型
垣

判
）
釦
皆
ド
ー
（
｜
横
越
ｕ
鐸
・
団
駆
画
嵐
型
判
墾

。
仰
ぺ
鴇
ぺ
極
３
綾
叩
一
厘
便
垢
蛙

。
③
嘩
楓
埜
釦
簿
・
釦
駆
、
崖
埜
Ｈ
狸

Ｃ
ｕ
嵐
嘩
濯
型
蕊
ｕ
ｅ
鋒
拭

。
（
岬
Ｓ
Ｐ
Ｊ
矧
鍬
苓
廻
眼
ｅ
／
青
廻
叩
一
鐸
ｅ

個
判
垢
蛙
）
ｕ
蕊
伽
、
埜
紐
簿
〃
紐
駆
匝
型
Ｈ
聖

。
ｓ
得
裏
架
や
釦
瓶
画
型
簿
・
団
駆
田
越
Ｈ
聖

。
③
、
瓶
蕊
埜
凹
鐸
・
蓮
田
圏
型
判
墾

挺
拭
・
蝋
悪
・
蝋
汁 。

拭
潟
旦
腫
便
垢
蛙

。
拭
潟
呈
腫
に
話
赴

。
拭
徐
制
型
腫
惹
垢
杜

。
仰
ｓ
い
異
”
令

埠
塙
拭
禅
や
提
職
塁
弊
誤
圧
型
余
篭
鹸
劇
哩
ｅ
腫
圧
垢
赴

。
繋
蝉
３
錠
ｅ
報
円
一
堂
斗
剖

嘩
口
ｅ
但
意
垢
蛙
／
磯
同
一
」
灘
ｐ
ｅ
腫
匡
鴇
赴
・
〆

。
ｓ
娯
霊
瀞
当
型
謝

羅
ｅ
劇
睡
担
沌
・
蕊
騨
ｅ
埋
卦
縦
園
呈
垣
」
ｅ
侶
惹
垢
蛙

・
蝿
得
苓
鋒
拭
ｅ
導
体
鐸
裡

黒
和
導
入
や
牛
卜
叩
一
包
囲
／
函
味
Ⅷ
一
輔
剰
哩
ｅ
掴
に
垢
赴

。
仰
」
し
侭

篭
蕊
侭
黒
黒
鴎
判
余
垢
垣
」
ｅ
徐
澱
型
腫
惹
垢
娃
・
蝿
ｓ

ｙ
異
長
揮
暴
峰
拭
ｅ
選
糊
時
Ⅷ
一
厘
圧
／
全
侭
農
余
話
ｅ
凝

磯
岬
ヤ
酬
領
醸
圧
ｅ
５
画
・
嗣
幽
凹
型
篭
剰
唾
ｅ
掴
に
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蛙

。
ト
ト
禅
掛
ト
型
恒
巨
惹
匡
ｅ
垢
蛙

。
料
潟
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厘
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赴

。

紫

騨
叩
一
埋
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赴
・
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岬
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ｇ
塞
縛
／
砕
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拭
蝿
黒
①
哩
剖
話
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ｅ
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塁
侶
匡
話
蛙

。
仰
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名
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令
砺
便
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与
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ｅ
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制
邦
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余
話
紫
蕊
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判
ご
御
念
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挺
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体
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蝿
判
型
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揮
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叩
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厘
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。
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ｓ
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判
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。
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３
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里
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狸
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澄
罫
恰
や
異
扇
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里

。
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筆
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砕
砕
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ｙ
も
垂
型
送
賑
墜
意
／
ご
縄
や
。
畏
斗
狸
伺
〉
謂
型
垢
赴

。
仰
ｓ
い
る

竺
型
送
眠
罰
便
母
砕
・
含
鴇
ｙ
Ｏ
築
判
報
掛
〉
覇
埜
話
蛙

唄
坦

（
５
）
憧
誰

（
５
）
鞄
幽

（
§
）
哩
口

（
寺
・
の
国
）

（
［
・
の
国
）

ｍ
・
の

（
ぬ
□
ず
）

（
［
・
函
［
）

（
ｏ
・
＠
［
）

（
四
・
○
）

（
○
・
ｍ
）

（
↑
・
の
）

（
》
・
ぬ
［
）

（
ず
・
ぬ
［
）

（
＠
・
ぬ
［
）

（
α
・
守
［
）

宮『
●

門

己

ｄ
ｚ

（
謡
）
謹
惟

の
①

、↑
⑦

鱈
趨
倣

い
⑦

、の
⑦

鱈
趨
、
砲

つ
。
［

［
ｏ
［

、

爆
趨
田

園
。
［

（
顎
）
趨
惟

、
。
［

鱈
趨
伽

》
ｏ
［

い
つ
［

､
や
。
［

､

躍
謹
田

』
。
［

躍
謹
瓶

画
ｏ
［



⑤
隙
眺
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判
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榊
翠

。
鐸
磯
ｙ
０
豊
里
腫
幽
意
ｅ
睡
組
極

。
③
蕊
恒
撫
埜
釦
擢
・
釦
匝
型
Ｈ
懇

。
組
蕊
匝
型
組
値
／
団
畠
給
．
ｌ
（
一
橋
逆
切
騨

。
ｕ
、
埜
判
懇

。
獅
華
鴇
ｅ
親
ｅ
葵
埋
絹
型
垣

」
ｅ
巨
諒
垢
赴
〃
撫
華
卜
｛
里
噂
ｐ
ｅ
厘
惹
垢
赴

◎

③
い
’
〔
一
橋
崖
ｓ
溌
捕
一
切
蕊
／
釦
墜
型
Ｈ
空

Ｃ
ｕ
医
嘩
ｅ
竺
謹
裡
異
聡
型
余
垢
ｅ
擢
騨

ｏ
ｕ
ｍ
型
③
鐸
・
釦
鯉
口
型
Ｈ
聖

。
ご
舟
Ｋ
極
辿
舗
劇
哩
ｅ
腫
圧
垢
赴

。
③
哩
画
型
釦
擢
〃
Ｈ
狸

。
仰
灸
〆
雰
桓
擢
護
皿

ｅ
ｕ
ｎ
Ｆ
十
ｓ
溌
哨
↑
一
忽
便
叩
一
蝋
骨
①
長
腫
腫
垢
筆

。
ｕ
い
Ｉ
（
一
・
柄
墜
ｅ
ａ
遥
製
く
や
〉
型
羅
釦

・
紐
崖
禅
幽
騨
〉
長
里
母
抽
叩
一
維
常
型
Ｈ
聾

。
ｕ
い
Ｉ
（
一
恭
嵐
〆
今
溌
補
一
切
鐸

。
③
厘
嵐
や
画
涯
埜
Ｈ
空

。
趨
画
ｅ
罫

。
紐
画
駆
埜
垣
」
／
や
釦
田
苓
垣
判
型
腫
惹

。
ｕ
田
畑
侭
ｅ
罵
誤
農
厘
匡
型
③
鐸
。
③
伍
捕
一
判
空

Ｃ
ｕ
崖
い
Ｉ
へ
一
横
越
羅
紐

。
岬
も
搾
如
誉
釦
穂
や
異
聡
型
釦
擢

。
ｕ
嘩
崖
ｅ
型
逢
裡
異
聡
埜
判
恕

。
ｕ
い
Ｉ
へ
一
橋
崖
ｓ
溌
型
釦
擢
・
組
恒
崖
埜
Ｈ
狸

。
揺
篭
苓
碧
綴

ｅ
切
言
〉
倉
団
捺
・
鐸
騨
倉
投
ｅ
抽
輩
異
細
型
舗

劇
哩
・
鐸
騨
〉
零
彊
叩
一
厘
便
①
長
抽
華
噸
ｅ
組
沌

。
③
蕊
埜
紐
鐸
・
“
匝
嵩
型
Ｈ
聖

。
岬
黒
黒
鴎
剖
誰
謹
担
ぐ
劇
＆
埋
叩
一
綻
株
・
稲

革
Ｐ
０
弾
Ⅷ
一
①
製
拙
桑
③
匝
哩
叩
一
厘
厘
諾
せ
・
ｕ

崖
ｍ
ｅ
ご
趨
製
く
や
〉
埜
切
鐸
・
釦
嵐
哩
型
Ｈ
墾

挺
拭
・
鯛
綴
・
塊
汁

。
拭
禅
畳
叩
一
厘
函
〆
園
騰
旦
腫
適
任

。
（
喋
ぺ
和
縛
理
１
厘
如
灘
や
組
矩
迄
革
）
岬
異
名
鴎

判
ｅ
や
〉
ｎ
，
”
一
侭
小
ｍ
托
一
室
／
青
・
蕊
騨
３
割
Ⅷ
一
厘
厘
罷
赴

拭
耀
握
辿
腫
恒
意
Ｅ
Ｓ
垢
鐘

。
擢
簾
埜
垣
悟
心
長
蝋
任
ｅ
腫
惹
垢
赴

。
篭
漫
ｅ
昌
雨
馨
里
垣
判
ｅ
阻
意
諾
蛙

◎

〆再、

卜９

侭
埜
や
型
遥
岬
凝
？
令
塙
簿
《
今
織
〉
刀
Ｊ
堅
）
鐸
騨
や
掃

圧
佃
沌
①
”
侭
蛸
任
ｅ
侶
惹
話
蛙
・
繋
騨
＆
溌
叩
一
厘
章
垢
姓

。
仰
ｓ
〉
異

”
徳
担
Ⅷ
一
角
蕊
網
や
竪
逗
昌
四
Ｉ
寺
苓
拭
輝
揮
３
脹
叩
一
逢
蝿
扇

や
異
り
／
ご
得
農
繁
蝉
ｓ
溌
叩
一
厘
惹
垢
葦
・
拭
担
握
櫛
律

ｅ
匪
睡
型
垣
陪
ｅ
渥
匡
垢
赴
・
函
味
型
蝦
任
ｅ
腫
匡
垢
堂

。
鐸
疑
型
垣
」
ｅ
垢
葦
・
拭
揮
握
辿
個
巨
意
匡
垢
鐘

。
鐸
騨
ｖ
全
長
Ⅷ
一
厘
組
恒
心
長
垣
悟
ｅ
匡
意
垢
蛙

。
巽
騨
禅
留
数
型
蝋
任
ｅ
腫
永
垢
赴

。
舗
ｅ
蕊
蕊
。
拭
作
制
覇
程
Ｊ
筆
噌
叩
一
粧
株
叩
一
厘
球
垢
赴

。
料
輝
握
里
腫
世
圧

。
緊
騨
禅
留
載
辿
埋
骨
ｅ
厘
意
話
鐘

。
紫
蝉
皇
溌
ｅ
報
円
一
垣
判
ｅ
腫
惹
話
鐘
・
挺
拭
徐
潮
３
殻

Ｐ
Ｓ
蝉
Ⅷ
一
」
寵
／
〉
↑
育
食
叩
一
塁
」
⑲
長
蝋
任
ｅ
腫
意
話
曇

。
葉
騨
ｅ
鞭
［
ｓ
儀
型
垣
判
話
鐘

。
蕊
騨
御
召
誌
ｅ
礁
荷
一
埋
骨
ｅ
瞳
意
諸
蛙

葱
群
ｅ
織
賎

。

岬
禅

判
屯
銅
巡
ｅ
ペ
和
鴇
躯
型
余
話
Ｊ
鎧
二
ｓ
ロ
、
ロ
ｅ
匡
担

矩
・
与
哀
い
く
叩
一
判
倉
索
惇
制
一
葉
意
／
や
置
屋
現
一
抽
革
蝿

。
岬
や
伺
廻
型
組
極
〃
』
（
§
ぬ
．
［
和
四
）
画
聖
制
一
話
幽

。
や
玉
含
蝶
く
軍
惹
起
諸
道
・
岬
や
題

罰
く
重
圧
叩
一
長
や
倶
〆
言
桓
斗
報
何
Ｍ
一
巻
賑
掛
裡
埜
話
せ

。
ｐ
裡
嘩
ロ
・
岬
ヤ
削
匡
砕
砕
／
需
桓
判
狸
何
〉
議
型
話
筆

。
鐸
職
型

垣
悟
心
倹
蝋
任
ｅ
厘
惹
話
赴
・
俳
曜
砕
砕
型
侶
判
ｅ
蕊
ロ

。
仰
も
堂
叩
一
巻
眼
削
圧
し
畔
／
号
令
判
裡
伺
〉
議
埜
話
蛙

●
旨
、
和
四
ｓ
垢
幽
・
営
順
ロ
裡
砕
母
型
噂
ロ

。
仰
袷
量
辿
誉
順
削
圧
叩
言
桓
や
名
越
垢
赴

◎
幻
や
凹
里
〃
孫
羅
ｙ
全
長
叩
一
噂
口
心
長

蝋
任
諸
赴
型
謝
誰
。
岬
や
削
厘
与
農
判
報
揖
〉
濡
埜
話
鐘

。
蝿
ヤ
縦
匡
叩
一
長
や
黒
・
需
便
判
狸
掛
〉
謂
逆
話
曇

。
仰
《
今
Ｖ
Ｏ
禅
叩
一
巡
周
一
抽
華
噸
ｅ
組
距
〆
冒
、
埜
垢
懇
／
冒
飼

型
刈
沌
ｅ
垢
色
、
骨
Ｓ
Ｅ
佃
匝
・
や
竃
ご
患
叩
一
軍
永
制
一
組
矩

。
仰
ヤ
師
Ｅ
Ｐ
Ｏ
農
判
報
掛
〉
蒲
ご
諸
異
り

埜
垢
葦
皇
淵
叩
一
話
霧
や
ニ
ト
縛
心
長
垢
今
骨
制
一
厘
世
圧

。
仰
ろ
搾
如
営
拭
舟

身
托
一
蕊
口
・
蝿
や
図
農
砕
砕
や
一
一
長
叩
一
聡
口
捕
一
話
赴
・
蝿

二
や
ら
量
叩
一
名
紫
煙
〃
ご
縄
や
。
苓
斗
狸
掛
〉
窯
起
請
鐘

。
（
員
の
和
型
）
蝿
ヤ
図
里
型
垢
幽

。
冒
思
曇
抽
華

車
〃
§
［
・
［
蟹
垣
判
さ
Ｅ
”
和
沌
Ｋ
畷
Ｅ
組
矩
〃
（
５
ｍ
．
［
抑

壁
）
型
里
埜
話
幽
・
岬
箇
推
如
送
畏
当
図
里
埜
蕊
ロ
・
墜

意
身
砕
型
蕊
ロ
・
蝿
ヤ
削
匡
／
需
侭
斗
報
料
〉
誤
起
請
筆

。
縄
ヤ
墜
惹
叶
砕
型
薄
口

。
畑
も
竺
呈
誉
娠
徽
住
／
含
令
判
狸
揖
〉
謂
型
篭
葦

咽
坦

（
§
）
沌
誰

（
５
）
幽
適

（
§
）
鞄
ロ

含
●

《Ｃ
ー〆

（
雨
・
↑
）

（
函
・
国
［
）

（
ぬ
。
つ
［
）

一

●

ＧＪ

（
画
。
、
）

（
ト
。
⑦
）

（
。
・
ぬ
［
）

（
面
・
的
）

雨
。
。

（
ｍ
・
唖
）

（
ぬ
。
ｍ
［
）

（
卜
。
、
［
）

ｄ
ｚ

選
趨
礎

⑦
つ
［

（
県
知
）

謹
伽

・
［
［

（
俄
網
Ｅ
）

趨
伽

［
［
［

鱈
趨
、

ＧＪ
~

胃

自
選
画

、
［
［

（
離
綱
区
）

謹
伽

寺
一

一

ｕつ
~

~

●

自
趨
画

《Ｃ
再

門

鱈
趨
惟

↑
［
［

（
靴
蛎
厘
）

謹
恢

ＣＯ
~

胃

鱈
趨
伽

｡》
胃

弓

鱈
趨
恒

○
函
［
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ＪＪ
陣
襲
・
襲
耀
・
鵠
回
瓢
圏
・
虹
回

ｒ
‐
‐ L－’

。
ｕ
蝉
３
濡
型
麗
紐

。
仰
型
噌
農
灘
／
言
Ｍ
－
Ｈ
空

。
③
眺
崖
や
替
輩
黒
川

●
獅
華
旦
唄
Ｋ
農
隔
ｅ
輯
Ｋ

Ｃ
ｕ
底
埜
羅
団

。
栴
準
Ｋ
Ｋ
型
個
陪
ｅ
噸

。
掻
増
禅
騨
蕊
・
佃
皆
型
濡
組

０

蝿
シ
、

推
頬
送
釦
眺
母
砕
埜
厘
惹
垢
蛙
・
組
枢
畠
埜
羅
切

。
彊
輩
“
騨
蕊

。
彊
駕
禅
騨
蕊
・
切
崖
羅
切

課
惇
空

謝
加
亀

。
彊
輩
禅
悌
蕊
・
遥
幽
如
く
判
型
起
篭

畷
〃
や
教
耀
製
く
劇
３
浬
二
弾
長
・
釦
墜
埜
羅
切

。
鞭
華
Ｋ
Ｋ
呈
垣
」
ｅ
腫
諒
垢
堅

。
ｕ
酬
塵
埜
羅
紐

。
昌
江
小
／
、
型
津
圧
・
抽
幽
小
／
、
逆
腫
惹
垢
赴

。
ト
ト
軽
ｓ
脹
里
巡
恨
和
尋
狸
埜
厘
圧
垢
赴

。
麓
遡
型
蕊
報
ｅ
重
圧
鰭

せ
・
当
脹
溺
羅
ｅ
腫
幽
章
・
ト
ト
巡
偲
和
縄
鞭
型
個
諒
垢

赴
・
卜
卜
鍾
／
巡
呈
江
い
く
型
黒
食
判
報
伺
ｅ
腫
硬
垢
蛙

。
雛
Ｈ
異
〉
や
汁

。
蝿
謀
纂
嘆
腰
縄
型
侶
腫
惹
厘
ｅ
垢
筆

。
罵
叩
一
垣
判
諾
姓
・
幽
匿
禅
掛
卜
型
腫
巨
惹
住
ｅ
垢
赴

。
仰
鋤
や
鮮
麗
苓
報
卜
埜
篭
縦

。
ト
ト
輝
埜
厘
薫
垢
赴
・
ト
ト
型
腫
匡
垢
筆

。
や
如
与
禅
倒
剖
倉
蕊
輝
蕊
埜
蕊
報

。

'《β

和
鴇
悪
里
垣
判
ｅ
垢
蛙
伸
擦
や
ト
ト
禅
倒
ト
埜
腫
意
篭
堂

。
仰
ｓ
ｙ
Ｇ
、
釦
二
ｓ

桑
蕊
報
Ⅷ
一
厘
世
圧
・
骨
。
肩
一
道
卦
Ｉ
Ｃ
蕊
縦
・
ト
ト
３
帳

〃
巡
侭
和
鴇
理
埜
腫
幽
惹
。
卜
＋
巡
毎
豆
い
く
逆
庖
惹
諾
赴

。
遡
匿
禅
掛
ト
型
鞍
帯
型
厘
腫
諒
便
ｅ
垢
錘

。
仰
謀
袋
嘆
遥
Ｇ
Ｅ
挨
蕊
型
腫
惹
垢
赴

。
幽
匿
禅
掛
ト
型
粧
徐
〃
埜
腫
圧
話
蛙
判
庖
判
ｅ
鯉
口

。
蕊
鴬
３
覇
ｅ
報
周
一
垣
判
ｅ
腫
諒
垢
曇

。
ト
ト
巡
偲
和
鴇
理
型
腫
惹
垢
蛙
。
蝿
謀
裟
喋
綴
轄
ｅ
里
［

。
ト
ト
軽
巡
ｅ
呈
延
い
く
逆
垣
恰
〃
や
ト
ト
型
厘
厘
話
赴

。
抽
幽
い
く
型
垣
悟
ｅ
但
惹
垢
堅
・
卜
十
挺
“

掛
ト
叩
一
粧
梢
型
厘
恒
催
斗
ｅ
蝋
・
卜
十
挺
《
今
脹
酔
砕
〃
巡

呪
和
鴇
班
埜
垣
判
ｅ
個
諒
垢
堅
・
淵
樹
茶
喋
隠
鞭
型
電
圧

ｅ
職
・
ト
ト
漣
禅
掛
ト
レ
母
〆
巡
ぺ
和
鴇
理
型
腫
短
垢
堅

・
図
里
叩
一
”
Ｆ
や
黒
い
垂
長
叩
一
蝋
任
心

忽
食
垣
」
埜
垢
姓
・
搾
獣
ｅ
蓮
華
今
銀
型
垣
悟
ｅ
庖
惹
話
姓

。
ｓ
得
常
圧
型
垢
蛙
・
岬
る
竺
型
営

眼
削
圧
叩
一
長
や
暑
〃
ｓ
暴
判
狸
伺
〉
蒲
心
長
垢
幽
捕
一
垢
蛙

・
ね
珊
母
母
型
言
侭
判
裡
伺
ｅ
腫
腫
意
Ｅ
Ｓ
垢
娃
・
岬

箇
邑
型
送
賑
墜
ま
〃
ｓ
暴
斗
裡
伺
〉
獄
①
長
垢
過
越
話
華

。
抑
ヤ
惇
報
ロ
・
工
・
（
昌
愚
善
）

俳
曜
ｎ
坪
砕
埜
蕊
口
・
Ｊ
（
§
ｏ
・
Ｎ
ｉ
”
・
【
和
凹
）
壁
画
宥
一
話
赴

。
岬
も
竺
型
誉
砿
徹
匡
骨
骨
〃
Ｓ
Ｆ
斗
狸
員
〉
罵
埜
話
華

。
〉
０
塙
職
・
岬
や
削
便
￥
便
や
侭
Ｊ
何
個
型
垣
判
諾
筆

。
（
巳
。
国
Ｉ
雨
・
［
和
図
）
図
国
宥
一
垢
蛙

。
岬
ら
竺
叩
一
霊
紫
煙
〃
需
桓
判
狸
伺
〉
罵
埜
話
鐘

。
蕊
騨
櫛
留
数
型
郷
ｅ
垢
幽
剖
諸
葦

。
許
鴎
埜
腫
判
ｅ
聡
〆
全
蒋
苓
聡
叩
一
巨
意
諾
蛙

。
（
５
）
薗
馨
）
俳
曜
ｙ
倉
騨
埜
腫
判
ｅ
蕊
ロ

。
仰
も
搾
如
送
拭
母
砕

型
嘩
ロ
・
蝿
も
量
叩
一
超
雲
煙
／
需
疫
斗
報
何
〉
罵
埜
諾
赴

。
岬
や
鰹
圧
〉

柚
Ｋ
心
長
余
話
ｅ
職
〃
Ｊ
削
圧
〉
柚
Ｋ
①
長
道
牒
埜
垢
竪

（
の
。
。
【
）

（
。
・
ぬ
園
）

（
つ
・
》
、
）

（
》
・
ぬ
函
）

（
＠
．
四
函
）

（
伽
芸
）

蹄
風
趣
曙

守
函
［

（
裁
擢
）

瀧
侭

山
雨
【

（
渠
爵
）

熟
Ｈ

＠
画
［

（
潟
陣
）

謝
陣
空

』
画
目

（
裁
躍
）

蹄
侭

”
雨
【

①
園
［

●

（
救
鞭
）

喋
躯
鞍

○
ｍ
［

（
諭
躯
）

誰
侭

［
ｍ
［

（
悪
悔
）

課
惇
窪

園
両
［

（
田
捺
）

郭
抑
亀

、
両
［

（
裁
漣
）

詑
侭

》
ｍ
［

（
洲
柊
）

誰
侭

い
め
［

榊
耀

。
ｓ
掲
馬
祭
）
釦
眺
墜
越
ｕ
鐸
・
切
菖
型
判
墾

。
ｕ
崖
型
“
鐸

。
③
、
嵐
ｅ
型
鐙
裡
慕
聡
型
判
恕

◎

蝿
偲

噸
〉
輪
燕
苓
Ｋ
／
マ
ｅ
弾
Ｋ
志
里
垣
判
ｅ
但
惹
篭
堂

。
③
嵐
田
型
③
霧
・
釦
嘩
崖
埜
判
墾

鋒
拭
・
謝
露
・
坦
汁

。
蕊
蝉
ｓ
綾
辿
腫
惹
鯖
鐘

。
鱈
騨
ｅ
報
寸
３
錠
辿
垣
」
ｅ
腫
惹
垢
蛙

。
紫
騨
ｅ
ｕ
崖
匝
ｅ
縦
守
禅
留
数
二
弾
袋
型

垣
斗
ｅ
庖
章
垢
赴
・
ト
ト
禅
掛
ト
ｙ
Ｓ
鑓
〃
型
厘
厘
垢
堂

。
雲
騨
ｓ
稜
ｅ
く
巨
挨
倉
蕊

惇
型
腫
誰
ｅ
Ｕ
〃
や
擢
壌
型
槙
悟
①
長
蜜
任
ｅ
厘
諒
垢
赴

誕
詐
ｅ
職
鴎

。
蝿
も
量
型
巻
眼
甑
圧
砕
母
型
垢
筆

ｏ
謝
陵
越
垢
曇
・
岬
や
罰
匡
〃
言
種
斗
狸
料
〉
謂
型
話
赴

。
図
里
〉
拭
呈
葵
睡
隅
型
礎
ロ

。
蝿
も
竺
辿
送
順
創
硬
叩
一
倹
や
冬
型
話
竺

唄
坦

（
５
）
沌
誰

（
５
）
戦
幽

（
５
）
型
ロ

（
α
・
函
［
）

（
園
・
面
［
）

（
ぬ
。
、
［
）

．
◎
三

選
趨
、
瓶

［
国
［

、
函
函
門

樫
謹
、

”
函
［
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◎
膿
離
騒
ｅ
尋
廻
Ｈ
玉
流
自
備
巴
雅

粥
阿
瓢
躍
・
粥
阿

109

榊
遥

０

。
榊
牟
Ｋ
Ｋ
ｕ
腫
倍
ｅ
澱

釦
醗
崖
垢
ｌ
／
釦
蝉
瓶
鎚
銅
判
需
釦
／
Ｈ
空

Ｃ
ｓ
院
一
ｎ
、
画

・
砕
砕
型
庖
匡
・
釦
眺
崖
捕
一
羅
越
・
釦
瓶
蝿
捕
一
Ｈ
空

。
四
時
掻
輩
砕
砕

。
ｕ
眺
崖
埜
羅
釦
・
“
騨
瓶
ｓ
獄
捕
一
料
浬

。
掻
輩
禅
像
蕊
辿
荘
恭

。
（
塀
華

釦
眺
崖
Ⅷ
一
厘
球
垢
蛙
）
釦
騨
＆
漬
や
画
蕊
型
Ｈ
空

。
仰
農
昌

袋
ヨ
屯
禅
長
弱
叩
一
厘
厘
輪
鐘
／
釦
璽
離
農
捕
一
判
怨

。
幽
降
掻
輩
舟
身
・
釦
画
醗
菖
型
需
判

。
③
匝
嵐
逆
濡
釦
／
判
隠
一
画
型
料
墾

。
ｕ
鯉
鴨
型
需
組
〃
③
蝉
瓶
擢
型
消
墾

０

判
眺
墜
捕
一
濡
団
〃
釦
穂
窒
型
Ｈ
雲

。
掻
壊
禅
騨
蕊
〃
切
駆
ｓ
罵
埜
濡
判

。
③
眺
底
型
需
釦
〃
釦
蓮
菖
型
判
恕

。
③
騨
堀
《
魯
鞠
一
需
廻

。
③
箪
噴
一
浬
震
釦

挺
獄
・
潔
霜
・
垣
汁

。
卜
十
挺
禅
糾
ト
制
一
巨
恒
悟
判
ｅ
蝋
／
判
垣
判
ｅ
厘
意
諸
星

。
卜
十
挺
禅
掛
ト
／
巡
侭
和
縄
馨
逆
厘
匡
垢
堅

。
卜
十
ｓ
韻
〃
巡
ぺ
和
鴇
蝶
捕
一
道
」
ｅ
腫
惹
話
堅
・
卜
十
挺

禅
掛
ト
叩
一
鞍
株
〃
型
腫
恒
」
判
ｅ
蝋
剖
揖
｝
判
ｅ
厘
諒
請
塞

。
卜
卜
鍾
〆
巡
ぺ
和
縛
恕
埜
匡
匡
垢
堅

◎

岬
蒋

農
践
や
“
ご
禅
制
塙
ぺ
和
典
聾
叩
一
名
余
話
・
ト
ト
漣
ｓ
眼

〃
巡
侭
和
縄
班
埜
侶
章
ｅ
話
堅
・
岬
台
維
如
き
畏
制
一
諾
懇

〃
や
卜
十
挺
禅
糾
ト
型
腫
腫
」
Ｈ
ｅ
職
・
埼
樹
叩
一
挺
長
嘆

懐
理
叩
一
垣
悟
〃
や
卜
十
挺
＆
脹
巡
哩
刈
鴇
躯
型
腫
匡
諸
堅

。
ｈ
ト
ト
鋒
〃
遇
ご
墨
い
／
、
村
一
厘
斗
噂
ロ
／
ペ

和
縛
鞭
托
一
ｙ
一
一
長
叩
一
垣
悟
心
長
蝦
任
〃
ト
ト
軽
型
垣
斗
ｅ

腫
惹
垢
鐘
／
卜
十
挺
御
掛
ト
埜
腫
に
垢
葦
・
特
周
一
垣
卦
［

ｅ
蕊
蝶
・
皿
抑
蝋
ｅ
紫
軍
呈
巨
侭
悟
母
蕊
縛
埜
腫
匡
講
堂

●
緊
漫
＆
軍
叩
一
搭
画
‐
（
Ｓ
Ｅ
意

論
姓
・
岬
異
る
〉
翁
輔
や
ご
豆
い
く
／
制
一
ご
物
侭
斗
報
伺
ｅ

腫
匡
話
牡
・
卜
十
挺
櫛
掛
ト
／
巡
侭
和
鴇
聾
埜
腫
惹
論
堂

。
ト
ト
《
今
誤
／
遇
昌
江
ト
ノ
、
埜
軍
に
（
も
蕊
ロ
・
渥
盤
捕
一
蕊

蝦
ｅ
但
厘
論
蛙
〃
卜
十
挺
ｅ
謝
羅
３
誤
砕
砕
埜
腫
匡
篭
華

。
仰
３
Ｖ
ｎ
．
如
含
扇
〃
や
（
偶
鴬
）
骨
罵
属
｝
卦
ｌ
や

ご
襟
禅
留
数
型
篭
器
・
卜
＋
〃
巡
侭
和
縛
墾
埜
腫
惹
論
赴

。
や
入
毎
Ｋ
ｅ
拭
鐸
叩
冨
一
斗
ｅ
渥
意
垢
竺

。
卜
十
耀
禅

掛
ト
叩
恵
一
」
剖
皿
ふ
く
Ｇ
Ｅ
槙
倉
泰
叩
一
迄
Ｈ
邦
一
匡
厘
請
曇

ｏ
や
入
毎
Ｋ
ｅ
拭
禅
叩
哀
一
斗
ｅ
腫
葦
話
蛙
・
柚

麹
い
く
埜
阻
意
垢
鐘
・
卜
＋
篭
＆
誤
／
巡
侭
和
典
撃
邦
一
垣

」
‐
ご
諸
蝋
任
／
卜
＋
軽
〆
巡
ご
豆
い
く
型
揖
一
判
ｅ
腫
匡
篭

華
剖
腫
Ｅ
Ｓ
嘩
口
・
卜
＋
〃
巡
二
豆
い
く
型
腫
判
ｅ
嘩
口

◎
卜
十
挺
御
掛
ト
埜
巨
章
話
綴
・
卜

十
／
遇
ｅ
二
江
い
く
逆
庖
判
ｅ
蕊
ロ
・
卜
十
挺
＆
韻
／
巡

侭
抑
黒
操
埜
垣
」
〃
卜
十
挺
禅
掛
ト
托
一
腫
匡
ｅ
冥
判
話
綴

０

i卜

＋
軽
禅
糾
ト
／
巡
ｅ
偲
和
異
巽
型
渥
惹
琵
鐘
・
偲
和
穐
蝶

《
今
脹
型
腫
便
垢
蛙
。
ト
ト
漣
御
掛
ト
型
腫
巨
章
匡
ｅ
噂
ロ

。
抽
幽
３
眼
〃
遇
ｅ
ト
ト
型
腫
惹
請
願
・
ト
ト
遥
腫
に
話
綴

○

ｓ
一
一
江

い
く
制
一
巨
章
垢
藤
・
卜
＋
軽
禅
掛
‐
［
叩
一
荘
常
型
腫
厘
請
願

。
抽
盤
い
く
型
腫
ま
篭
華

。
卜
十
鍵
型
恒
斗
ｅ
噂
ロ
・
ト
ト
謹
禅
署
』
為
一
厘
厘
講
華

謹
零
ｅ
漣
肇

◎

岬

や
壁
匡
①
忽
桓
余
話
ｅ
職
〃
Ｊ
甑
圧
砕
砕
心
灸
垣
催
捕
一
話
雲

。
蝿
戸
今
や
異
剖
嫁
短
調
曾
叩
一
荘
常
型
醸
誰

。
仰
ヤ
逼
便
心
”
種
余
話
ｅ
職
／
Ｊ
罰
匡
⑲
長
道
倍
型
篭
竪

。
岬
ヤ
仲
如
蝋

。
抑
ヤ
掛
廻
編
一
型
型
や
垣
判
〃
》
令
ね
違
砕
畔
や
垣
」
制
一
垢
堅

ｏ
Ｆ
ｐ
推
如
営
戻
叩
一
萎
唾
斗
溺
令
腫
意
型
蕊
口
・
岬

ろ
量
Ⅷ
一
巻
眼
融
匡
叩
一
長
や
名
／
言
便
判
狸
掛
〉
溺
埜
垢
葦

。
岬
も
堂
Ⅷ
一
名
篭
廻
・
二
黒
Ｐ
Ｃ
畏
判
報
揖
〉
濡
型
垢
妓

。
（
§
ぬ
．
［
刈
凶
）
・
幽
昌
型
霧
垢
幽

。
岬
暴
判
裡
揖
〉
漬
⑲
長
話
也
埜
垢
姓

。
捧
鍬
Ｕ
垣
叫
ｅ
垢
蛙

。
蝿
ろ
量
Ⅷ
一
名
緊
恒
／
言
徳
判
狸
揖
〉
溺
逆
輪
姓

。
能
獣
型

垣
判
ｅ
腫
意
話
鐘
・
ヤ
一
一
三
誤
叩
一
葵
挙
課
型
話
藩
や
汁
嵯

型
薄
口
・
蝿
も
二
一
一
叩
一
霊
零
浬
／
言
短
斗
報
揖
〉
溺
捕
一
話
堂

。
〉
Ｏ
農
両
Ⅷ
一

篭
延
。
（
Ｅ
屋
温
号
）
等
嵯
捕
一
鳶
口
・
墜
章
叩
一
汁
ｅ
〉
病
一
垢
綴

。
昌
章
〉
抑
Ｋ
叩
一
朴
ｅ
〉
型
話
綴

。
墜
諒
叩
一
緋
ｅ
〉
／
心
鴇
禅
Ｊ
壁
匡
砕
時
型
話
綴

ｏ
岬
ヤ
墜
惹
叩
一
朴
ｅ
〉
逆
話
際

。
仰
ヤ
昼
意
〉
抽
Ｋ
逆
嘩
ロ

調
埋

（
５
）
沌
韮

（
５
）
戦
哲

（
号
）
塑
口

（
＠
。
⑦
国
）

幽
Ｋ
畷
垢
堅

（
寺
・
ぬ
ｍ
）

蝉
Ｋ
畷
話
竪

（
の
。
画
的
）

蝋
Ｋ
曜
話
婆

（
”
・
の
閲
）

（
○
・
い
ぶ
）

（
＠
・
寺
［
）

（
、
。
、
［
）

（
つ
。
ｏ
［
）

（
○
・
℃
［
）

ｄ
ｚ

（
淵
捺
）

誰
侭

＠
ｍ
［

↑
ぬ
［

●
画
師
［

●

（
教
鞭
）

誰
国

⑦
ｍ
［

（
救
嬢
）

誰
侭
趣
樫

。
》
【

（
諭
箪
）

誰
侭

［
ず
［

（
伽
芸
）

誰
侭
睡
置

函
寸
［

、
》
［

●

（
淵
捺
）

韮
閏

マ
マ
［

中
》
［

●
④
寺
［

､
ト
マ
弓

●
め
ず
『

、
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誕
鮮
ｅ
漣
藍

。
仰
舟
や
抑
墜
蝋
型
蓉
陣
・
岬
ｓ
ｙ
Ｊ
鴬
潅
叩
一
畑
服
型
皿
藻
・
岬
嘉
如
§
④
．
［
制
一
値
畷
〃
や
§
ト
・
［
和

随
托
一
「
篭
〉
魚
」
蝿
鍾
鴇
叩
一
侭
」
・
岬
Ｓ
Ｙ
Ｓ
，
侭
Ｋ
叶
環
捕
一
叩
一
個
電
・
蝿
罵
如
§
＠
．
罵
一
騒
畷
ｅ

「
舗
端
一
〉
」
・
岬
ヤ
蕊
逼
〉
袖
Ｋ
叩
一
送
眼
葬
忌
砕
畔
く
ロ
銀
華
／
毎
侭
苓
「
篭
型
〉
」
ｅ
礎
匿
御
難

母
砕
Ｕ
一
厘
判
／
二
重
伽
５
国
周
一
和
沌
〃
§
罵
捕
一
巡
煙
ｅ
恒
」
〃
５
℃
・
蔚
埜
幽
煙
ｅ
但
判
・
や
画
判

。
抑
得
や
卿
崖
蝋
托
一
蓉
陣
・
蝿
《
今
や
む
耶
如
芸
・
皇
禅
紬

や
叩
一
岬
舟
袋
曇
拙
矩
ｅ
幽
騨
§
［
．
？
Ｆ
や
黒
”
一
霊
余
話
〃
〉
禅
幻
鰻
埜
「
篭
〉
蝿
」
ｅ
但
悟
・
蝿
褐

や
呈
江
禅
驚
斗
叶
〃
ｅ
ｅ
や
ｓ
＃
種
今
津
邦
一
口
築
華
・
蝿
褐
や
５
ｍ
・
黒
一
礼
雛
／
〉
柚
Ｋ
捕
一
「
篭
焼
一

〉
」
ｅ
厘
判
・
岬
毒
如
巳
。
国
．
。
同
一
和
蝿
〃
§
⑮
．
関
埜
幽
廻
ｅ
個
陪
〃
§
関
托
一
巡
煙
ｅ
侶
叩
「
／
や
田
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誕
坤
ｅ
鐙
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。
週
柵
朕
・
蝿
異
暑
函

判
ｅ
銅
担
当
旺
浬
や
Ｊ
個
画
Ｊ
叩
一
」
如
厘
汁
特
・
岬
掲
や
旺
箪
禅
霊
俳
特
や
阻
軍
縄
・
岬
謹
浸
鎗
喋
＆
幽
軍
禅
や
粥
製
ｓ
匿
如
話
霧
蝦
ｅ
拝
Ｒ
Ⅷ
一
厘

侭
癖
幽
〃
叩
一
軍
損
・
巡
裡
異
和
旺
埋
叩
一
糧
俳
苦
埜
腫
副
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蝿
異
心
眼
終
喋
塞
ｅ
／
「
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蝿
異
名
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判
岬
鵠
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。
漣
戻
剖
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当
戻
叩
一
個
軍
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・
蝿
異
暑
函

剖
ｅ
頴
製
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加
旺
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一
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爵
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＆
和
／
マ
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舗
侭
ｊ
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短
冊
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趨
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幽
匿
叩
一
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匿
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異
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頭
鴇
包
ｅ
弾
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．
。
和
騒
〃
§
［
巡
浬
叩
一
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軍
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ャ

“
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醍
救
涯
埜
阻
迩
鍾
〃
舗
国
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盛
任
叩
一
導
価
当
索
叩
一
巨
恢
霧
幽
／
今
舟
骨
騨
桓
裡
懐
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ｅ
ご
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当
戻
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肖
・
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異
①
唾
鴇
旺
埋
穎
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一
巡
“
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露
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悩
柵
Ⅸ
。
抑
舟
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侶
細
匿
叩
一
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ｅ
毎
拙
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逆
厘
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①
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和
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一
巨
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幽
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叩
一
垢
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／
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画
叩
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亀
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／
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叩
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叩
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①
哩
畏
異
型
異
捕
一
Ｍ
一
個
観
・
岬
褐
塙
二
拙
当
戻
型
叩
一
個
〃
異
暑
に
苓
挟
紬
匿
裡
。
“
鰍
や
悔
縄
／
異
心
哩
鳴
鱈
蝉
叩
一
獣
任
ｅ
話
国
臼

。
抑
堤
巽
・
岬
異
名

判
ｅ
頴
裡
異
和
旺
箪
ｙ
Ｊ
似
画
・
岬
ｓ
や
く
包
斗
砕
制
一
話
Ⅸ
骨
／
黒
④
哩
塔
鱈
醸
程
。
仁
叩
一
間
撫
如
迩
匿
判
喋
忌
叩
一
槙
怪
毎
判
Ｅ
副
温
〃
や
Ｕ
国
巨

’
悩
測
服
く
雨
異
宙
・
呼
便
蝶
一
一
浮
今
熊
叩
一
恒
槙
溺
幽
埜
厘
電
請
催
・
蝿
異
心
眼
長
喫
霊
ｅ
く
巨
恢
涛
幽
〃
異
和
＃
種
ご
爵
硬
Ⅷ
一
個
ヨ
捕
一
阻
軍
講
判
・
岬
異
⑲
哩

塔
喋
霊
ｓ
騒
砕
号
〃
異
名
函
剖
裡
０
に
如
当
廻
戻
苓
蝿
３
Ｖ
異
和
旺
埋
叩
一
超
汁
畏
型
腫
軍
側
・
岬
異
心
噸
防
食
喋
一
浮
今
韻
Ｓ
Ｅ
挨
倉
蕊
砕
骨
捕
一
Ｍ
一
話
懇
韻

〃
異
①
哩
農
ご
拙
当
Ｒ
粥
一
個
剛
・
蝿
褐
や
旺
埋
御
霊
汁
筈
埜
侶
軍
惇
・
岬
異
心
眼
畏
喋
尋
今
娯
ｅ
倉
泰
叩
一
話
延
剖
垢
懇
鎖
〃
異
心
眼
農
葉
騨
御
霊
今
拙
当
戻

４
厘
ｓ
昌
響
今
Ｐ
異
和
旺
埋
叩
一
程
哩
思
型
庖
肖
・
岬
異
鼻
函
剖
裡
０
弾
叩
一
選
禅
や
州
ｅ
Ｕ
Ｐ
０
舗
叩
一
旺
翠
ｅ
巡
理
Ｋ
〃
ご
縛
憎
当
櫛
伽
農
型
中
心

。
那
畠
蝿
灘
区
・
岬
や
叫
細
陰
救
涯
／
異
心
眼
袋
腫
勅
匿
３
穏
叩
一
厘
重
瞳
・
岬
掲
や
眉
護
皿
ゆ
剖
巨
瞳

・
抑
堤
龍
・
蝿
侭
や
ｅ
釦
裡
異
和
旺
埋
や
Ｊ
偶
画
・
岬
舟
農
紬
匿
型
縮
牒
型
腫

観
・
岬
異
①
噸
鴇
今
誕
Ｒ
ｅ
医
心
門
一
盛
任
／
異
心
眼
終
勅
匿
辿
霊
蛙
畑
Ｐ
Ｊ
謹
伽
諸
延
ｅ
劇
画
・
型
侭
田
・
岬
Ｓ
Ｐ
Ｊ
旺
埋
値
川
畑
博
ら
聯
御
俳
腫

狸
室
紀

（
ご
和
掴

（
§
）
和
蟹

（
５
）
饗

（
５
）
和
幽

の
四
・
○
つ
［

の
［
。
、

＠
ｍ
・
の

④
↑

t～

ｍ
』
・
ぬ
の
、

。
○
・
ｍ

ｍ
↑
。
。
［

叩
画
・
［
［

の
①
。
＠
［
の

い
ず
・
ぬ

画
守
・
”

。
○
◇
ぬ
［

園
［
・
国
寸

つ
の
。
［

［
ｍ
ｏ
ｍ

④
卜
・
ぬ

＠
ｍ
・
の
［
函

”
ト
。
［

唖
卜
・
西

ｍ
［
・
［
［

。
守
・
両
。
、

［
の
・
ぬ

因
め
。
。

”
の
。
”

↑
函
・
○
ｍ
ｍ

画
の

ＣＱ

の
、
。
”

＠
ｍ
。
【
［

卜
の
・
ぬ
の
雨

○
国
０
》
［

四
℃
・
［
［

マ
ト
。
［
［

ｄ
ｚ

マ
ト
［

陣
睡

叩
ト
［

､
の
卜
［

、
ト
ト
［

､
、
』
［

、
の
』
［

、
。
②
［

、
~

、⑭
［

榊
躍

Ｃ
ｓ
舟
蕊
塔
裡

柚
や
ｖ
Ｊ
豊
釈
叩
菖
扇
米
＆
尽
畷
型
や
ｅ
腫
幽
意

。
ｕ
哩
瓶
担
埜
羅
釦
・
幽
鰹
型
Ｈ
聖

。
掻
窒
禅
悌
蕊

。
“
騨
昌
謂
越
羅
切
・
画
鯉
耗
一
Ｈ
聖

。
環
出
血
堤
型
侶
迩
惹

。
③
蝉
《
尋
鞘
一
駕
切
・
幽
浬
判
墾

・
・
ｕ
廻
皇
獄
埜
需
切

。
（
岬
型
哩
暴
唾
雛
ｅ
〃
マ
腿
）
画
埜
判
墾

挺
拭
・
潔
鰐
・
垣
畔

。
岬
無
や
巡
卜
＋
／
越
喋
ご
ｓ
糸
Ｇ
Ｅ
幽
惹
・
鴬

淫
如
く
判
型
〃
や
卜
十
ｓ
巡
埜
嘆
曝
回
口
、
ロ
ｅ
腫
幽
圧

・
巽
輝
ら
溌
呈
恒
意
垢
鐘
・
窪
汁
や
謝
羅
禅
掛
ト
叩
一
荘

株
や
剖
厘
腫
〆
ト
ト
躯
型
厘
諒
諸
赴
〃
ト
ト
型
腫
圧
話
赴

。
当
溌
や
ト
ト
／
型
喋
二
ｓ
米
ｅ
腫
幽
葦

。
壇
潅
や
ト
ト
埜
喋
塀
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
腫
幽
圧

。
躯
汁
や
ト
ト
誕
埜
庖
恒
意
に
ｅ
垢
蛙

。
岬
諜
〉
鍵
知
遇
ト
ト
型
嘆
二
ｓ
糸
ｅ
恒
適
意

。
ｓ
綾
や
ト
ト
型
喋
浬
回
ロ
ヘ
ロ
Ｓ
腫
幽
便

。
紫
騨
ｅ
報
冒
叩
一
厘
童
話
堂
・
空
汁
や
潔
駕
禅
掛
ト

埜
厘
圧
篭
鐘
。
ト
ト
蝉
型
厘
章
垢
鐘
／
卜
十
埜
腫
匡
話
蛙

。
躯
汁
型
個
惹
垢
蛙
〆
卜
卜
漣
埜
腫
巨
惹
に
諾
蛙

謹
零
ｅ
種
壁

。
仰
ヤ
凹
里
型
話
幽
ｙ
Ｊ
撫
署
剖
諸
牡
・
岬

る
堂
叩
一
巻
賑
罰
匡
〃
言
種
判
靭
揖
〉
蕊
①
長
話
適
邦
一
諸
堂

。
遥
遥
斗
捕
一
瞳
幽
惹
・
岬
禅
剖
包
型
や
話
懇

Ｊ
幽
里
〉
全
〆
種
叩
一
諸
獣
任
心
倹
蝋
任
捕
一
厘
世
圧
・
岬
も
量

Ｕ
一
巻
岐
融
圧
砕
畔
／
号
令
斗
報
何
〉
覇
①
長
話
幽
型
垢
赴

。
□
倒
醗
ロ
・
岬
も
量

叩
一
巻
眼
削
匡
酔
砕
〃
含
令
斗
狸
伺
〉
溺
心
長
篭
過
埜
話
曇

。
□
廻
嘩
ロ
・
蝿
箇
竺
辿
霊
蕊
廻
畔

畔
／
雪
暴
判
裡
揖
〉
蒲
や
。
坤
如
巻
拭
心
長
話
幽
埜
話
蛙

噸
坦

（
§
）
沌
誰
一
（
５
）
幽
運
一
（
５
）
哩
口

ト
・
函

ｍ
・
＠

の
・
・
。
［

ｍ
・
国

（
つ
・
図
）

（
ぬ
。
ｏ
［
）

⑭
。
”

（
○
・
℃
）

〆ロ、

６Ｖ〕
●

~

二

守
。
、

（
⑦
。
＠
）

（
ｍ
・
国
［
）

ｄ
ｚ

騎
弗
屋
Ｈ

国
画
［

、
西
［

● 、
》
ぬ
~

い
ぬ
［

q§し



三二三《ニノニミノ 8３8２１ ４

雲雲雲霧
.』へ承こ＝夷．

第89図Ⅳ郭出土遺物の実測図①

（４）Ⅳ郭出土の遺物

182～185は土師器坪である。形態的には、体部がラッパ状に鋭く立ち上がる184と、船型の

１８２．１８３．１８５に分類きれる。ラッパ状のものは、口径（11.3）ｃｍ・底径（6.0）ｃｍ・器高3.8ｃｍ

で、外底面に板目圧痕を残す。船型は、口径10.8～12.3ｃｍ・底径6.3～8.0ｃｍ・器高2.5～3.4ｃｍ

を測り、183は綴密な焼成である。

186～188は青磁碗である。186は同安窯で、口径（13.4）ｃmを測る。口縁はやや外反し、直

口となる。体部内面に草花文様が描かれている。187は体部が外反気味に伸びており、口径

（10.8）ｃmを測る。口縁は丸味を帯びる。188は無文で体部外面に無数のヒビ割れがある。１８９

は青白磁の碗で、小さく低い高台が付く。底径（3.2）ｃmを測る。

１９０．１９２は常滑の壷である。190は口径（27.2）ｃmで、頚部に粘土の貼り付けがある。192は

小壷で底径（14.9)ｃ､を測り、胎土に小喋を多く含む。191は備前の壷で底径(21.3）ｃmを測る。

外底は平底で器面は凸凹している。194は備前の播鉢で条線の一単位は９本である。二次焼成

で変色している。196は瓦器の喪で、体部外面はナデの後、タタキが施きれている。193は硬質

瓦器で火舎と思われる。体部外面Iまへラ磨きされ、体部内面は磨滅が激しい。195は土製香炉

の小脚である。

197は青銅製の飾りと思われる。上面に菱形の孔があり、断面は台形を呈する。上面は幅

1.1ｃｍ・下面幅2.6ｃｍ・高さ1.9cmである。

198～200は鉄釘である。198は多少折れ曲がっているが0.6×0.7cmの角釘で、残存の長さは

12.5cmである。199は0.6cm四方の角釘で､全長６cmを測る｡200は先端部が大きく蜜曲している。

２０１．２０２は砥石である。201は粘板岩製で、202は天草砥石である。
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（５）堀切１－Ａ．Ｂ出土の遺物

203～205は青磁皿である。203の口径は（12.7）ｃmで、体部は大きく外反する。２０４．２０５は

稜花皿で、204は口径（12.1）ｃmを測る。205は口径（11.3）ｃmを測り、二次焼成で変色してい

る。206～208.212～214は青白磁の碗である。底径は206が（5.7）ｃm，207が（4.0）ｃ､，２０８

が（7.0）ｃmを測る。口径は212が（9.8）ｃm、213が（１１．３）ｃm，214が（10.6）ｃmである。２１４

は体部が内湾する。211は金窯青磁の可能性があり、口径（9.4）ｃmを測る。体部の内外両面に

ナマコ色と黒茶色の紬がかかる。

215は焼成温度の低い青磁で、胎土は完全に磁器化していない。紬は褐灰色である。209は青

磁で体部内の上位に花華文がある。210は仏花瓶の底部で、底径（5.0）ｃmを測り、黒茶色の軸

がかかる。

216は備前の瓶で、頚部は「<」の字に外反し、口縁は玉縁状になる。口径（25.2）ｃmである。

217は硬質瓦器の火舎で体部外面の中途に突帯がある。２１８．２１９は瓦器の土器である。218は

内面に指頭痕が残る。219は頚部がやや内傾しながら「<」の字に外反する。

２２０．２２４は硬質瓦器で、火舎と思われる。220は体部外面に縦長の長方形（内に３条の直線

が交差する｡）の文様がある。224は質量感のある瓦器で、頚部は「く」の字に外反し、口縁の

上面は馬平である。223は瓦器の播鉢で条線は密に重なる。222は備前系の播鉢で、条線の一単

位は８本である。外底面の調整が粗い。221は滑石製の石鍋片である。

225はビタ銭である。計１３枚で、その内、３枚が重なり合って出土した。

226は鉄釘である。

227～229は転び石を転用した砥石である。227は紫赤色閃縁凝灰岩製で、228は頁岩製、２２９

は粘板岩製である。
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憧
・
稲
準
塙
卜
｛

叩
而
準
鋼
・
釦
伽
直
也
型
釦
暴
・
切
瓶
崖
型
Ｈ
狸

。
③
聴
嵐
型
掴
擢
・
釦
塵
型
Ｈ
聖

。
話
幽
ｅ
崇
鐸
革

Ｃ
ｕ
捺
眺
埜
紐
蕊
・
副
伍
崖
禅
幽
蕊
型
判
墾

◎

釦
胎
Ｉ
（
一
恭
聖
越
中
垢

ｅ
擢
職
・
岬
長
畏
鐸
ｅ
釦
樵
眺
剖
ｕ
ｎ
ｒ
十
Ｍ
一
道

判
ｅ
個
腫
意
圧
ｅ
垢
鐘
・
砂
塵
鯉
禅
幽
騨
型
判
墾

。
ｕ
匡
蝿
褐
ｅ
馬
謂
埜
釦
鐸
／
団
医
匝
埜
判
墾

。
仰
ｓ
や
。
（
令

条
物
令
擢
絢
魚
－
０
画
酔
砕
〃
叩
一
垣
判
ｅ
腫
諒
垢
赴

。
ｕ
、
崖
型
ｕ
提
・
釦
哩
恒
崖
禅
幽
解
型
Ｈ
空

。
（
蝿
ご
蝿
鶏

爽
蕊
窟
権
蕊
讃
群
龍
蕊
龍
螺

。
岬
邑
唱
叩
一
心
製
拶
令
ｕ
崖
鯉
型
釦
直
通
釦
擢

。
（
。
窪
３
望
嶋
遡
唄
慢
窒
砕
砕
）
・
紐
崖
駆
埜
Ｈ
墾

逢
拭
・
糊
穂
・
増
汁

◎

やく

。
鋒
拭
ｅ
緊
躯
剖
緊
租
里
個
圧
鯖
堂

。
雲
騨
ｓ
溌
叩
一
浬
」
輪
赴
／
萎
鴬
埜
蕊
ロ

。

鐸

糧
個
州
ｙ
３
些
細
抽
華
噸
・
緊
騨
呈
舗
劇
眼
ｅ
恒
匡
鯖
栓

。
蝿
樫
型
雷
救
や

職
奏
ｅ
掃
職
〃
停
令
嘆
懸
回
口
、
ロ
呈
舗
劇
眼
ｅ
腫
圧
垢
姓

9

０

二
得

繁
農
程
０
“
叩
一
葵
与
騨
寵
／
型
騨
ｅ
剖
組
矩
剖
恒
惹
垢
姓

。
岬
樫
型
留
戦
農
漂
埋
回
ロ
ヘ
ロ
／
や
揮
騨
埜
阻
圧
垢
蛙

。
Ｈ
糊
禅
呈
埋
叫
ｅ
厘
匡
請
赴

。
汁
曜
や
全
豆
い
く
型
抽
な
噸
ｅ
佃
憧

。
篭
騨
ｅ
ｕ
ｍ
ｓ
綾
Ⅷ
一
垣
悟
ｅ
厘
意
垢
赴

。
ト
ト
禅
掛
ト
埜
個
便
鯖
赴

ｏ
岬
禅
剖

葵
篭
鑓
埜
睡
緊
騨
・
蕊
騨
型
悟
蕊
口
剖
垣
任
ｅ
但
惹
話
蛙

。
巽
蕊
ｅ
騨
冒
［
馨
型
侶
厘
話
せ

謎
群
ｅ
鎖
酸

。
岬
や
墜
意
〉
抑
Ｋ
／
需
侭
判
裡
伺
〉
扇
Ｐ
Ｓ
韓
堂
話
赴

。
導
竪
埜
蕊

ロ
・
幻
淵
辿
嘩
ロ
や
和
抽
Ｋ
ｅ
拙
拙
ｅ
岬
型
謝
誰
ｅ
話
堂

。
蝿
ヤ
哩
意
／
需
令
斗
狸
何
〉
講
埜
諾
逢

０

照
る

罪
如
送
畏
砕
砕
型
抽
革
噸
自
屋
寺
慣
禅
捕
一
礼
矩
ｅ
匡
担
唾

。
岬
ら
畳
亘
送
賑
唱
意
〃
言
侭
斗
狸
伺
〉
獄
埜
垢
赴

。
Ｅ
岳
や
篭
懇

〃
目
、
和
矩
ｅ
話
。
岳
ｅ
便
如
匝
・
冒
髄
号
ｅ
純
な
噸
・
や

週
ご
隠
叩
一
軍
孟
母
酔
型
如
矩
。
＃
痕
斗
狸
伺
〉
響
鞠
一
講
赴

ｏ
ｎ
ｖ
も
３
急

㈱
埜
二
鋼
ｅ
担
憧
・
蝿
苓
斗
狸
伺
〉
獄
①
”
侭
諸
道
制
一
鯖
牡

０
日
○
○
・
［

和
矩
ｅ
匡
組
枢
／
冒
思
ｓ
ｅ
抽
牟
咽
〃
§
［
響
埋
斗
ｅ
躯

矩
・
ヤ
逼
二
鰐
酔
酔
埜
如
沌
。
（
旨
の
和
壁
）
謝
綾
型
垢
幽

。
謝
綾
〃
亮

羅
や
垂
長
叩
一
垣
斗
①
忽
食
垣
悟
ｅ
論
蛙
や
仲
樫
鵡
ｅ
話
竪

。
冒
匡
罵
一
話
霧
自
冒
罵
一
油
煙
ｅ
諸
色
、
骨
ｅ
組
憧
自
冒
罵
一

理
ｅ
抽
な
噸
ｅ
如
矩
・
や
彊
与
隠
叩
一
軍
意
〉
柚
Ｋ
埜
佃
矩

。

'｡

る
量
叩
一
送
娠
削
匡
叩
一
長
や
暑
〃
需
桓
判
裡
伺
〉
溺
捕
一
話
娃

。
ｓ
褐
遥
ｅ
国
屯
〃
令
嚇
型
嘩
ロ
。
（
目
、
和
図
）
謝
溌
型

話
妓
・
蝿
る
竺
里
誉
娘
削
便
／
ご
吻
桓
斗
狸
料
〉
濡
型
話
蛙

。
蝿
ら
竺
叩
一
巻
眼
徽
圧
砕
畔
〃
需
侭
判
狸
何
〉
溺
型
垢
鐘

。
岬
や
盛

聖
母
畔
〃
ｙ
一
一
長
Ⅷ
一
余
輪
垣
Ｈ
９
Ｆ
蝦
任
型
謝
弗
ｅ
講
堂

。
仰
ヤ
削
便
〃
需
侭
斗
狸
料
〉
謂
埜
話
葦

。
謝
鍵
や
蝋
任
ｅ
話
鐘

唄
坦
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）
沌
諜
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）
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ロ
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［
）
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［
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［
［
）
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）

（
。
。
↑
）

（
○
・
四
）

（
》
・
の
）
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）

（
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）

（
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［
）

ｄ
ｚ
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趨
伽

ｍ
○
国

守
。
画
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◎
園

、

鱈
趨
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や
つ
国
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つ
国

、
0．
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国

､
霞
伽

①
○
画

（
畢
禅
ご
）

誰
雲

Ｃ
［
国

（
靴
蝋
）

趨
艇

［
［
園

鱈
趨
画
恢

園
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国

、
［
函
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国

●
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［
国
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謹
零
ｅ
漣
賎

抑
崖
騨
嘩
匿
・
阿
黒
心
眼
物
種
厘
幽
匿
禅
〆
疫
や
暑
〃
願
Ⅷ
一
但
観
・
蝿
《
今
Ｐ
異
心
↑
一
幸
Ⅷ
一
巨
挨
」

褐
与
鵠
判
縛
〃
塙
喋
塞
禅
袖
Ｋ
Ｏ
坤
如
遥
国
禅
や
判
岬
扇
狸
迩
如
異
岬
／
黒
心
眼
塙
厘
幽
匿
叩
一
獣
丹
ｅ
匡
肖
ご
得
や
ｅ
や
裡
当
剖
円
薗
如
厚
ら
塀

。
抑
回

。
抑
異
心
哩
塙
腫
避

塵
ｅ
騨
旨
門
一
厘
軍
縛
・
蝿
異
心
唾
茶
当
蕊
戻
禅
長
弱
ｅ
⑲
長
巨
挨
塞
剖
腫
加
匿
呈
諾
」
〃
や
旺
埋
ｅ
篭
ｅ
腫
肖
・
蝿
ｓ
ｙ
Ｊ
旺
埋
銅
牌
袷
導
“
伴
嵯

加
里
巽
・
３
弾
異
心
眼
型
喋
挫
匿

ｅ
ｅ
翠
蝿
黒
①
唾
暴
喋
一
汗
一
恒
恢
謹
捕
一
厘
剛
・
蝿
異
心
眼
築
但
姉
匿
叩
一
獣
骨
〃
曇
舟
塙
喋
豆
ｅ
悟
叫
捕
一
叩
一
匡
肖
・
岬
Ｓ
Ｐ
Ｊ
旺
埋
如
陣
も
思
禅
降
腫

埋
毒
虎

（
ご
和
偶

（
５
）
和
凹

（
屋
。
）
唾
吾

（
５
）
和
噸

い
の
。
、
因
め

因
［
・
面

マ
ト
・
ず

西
＠
．
両
冒

①
［
。
⑦
の

四
［
・
［

つ
め

守

函
④
。
①

。
ト
◇
［
の

、
因
・
［

国
守

t～

ト
［
・
↑

ｄ
之

牌
電

↑
蜘
因

、
い
ふ
Cｑ

。、
国
国

●

榊
翠

。
ｕ
岡
／
『
埜
聴
組
ｅ
鰭
赴

・
組
匝
瓶
埜
趣
鐸
ｅ
腫
惹

。
⑧
眺
崖
埜
濡
⑧
．
③
嘩
楓
型
Ｈ
聖

。
③
蝉
楓
縄
型
厘
諒
や
判
畷
畠
塙
但
匠

埜
羅
釦
・
画
片
砕
酔
托
一
掻
選
／
釦
騨
瓶
縄
埜
判
恕

。
③
楓
嵐
型
羅
③

。
悩
磐
禅
騨
蕊
・
釦
韓
埜
羅
組

。
牌
空
ｅ
睡
画

Ｃ
ｕ
岡
／
青
岬
ら
咋
伽
誉
釦
崖
や
慢
輩
名
孫
Ⅱ

。
ｓ
舟
包
屯
禅
倹
蕊
叩
一
厘
章
垢
鐘
。
釦
駆
、
埜
羅
③

●
誰
Ｈ
蝿
侭
ｅ
謹
唄
趣
・
岬
鴇

昌
農
包
屯
禅
和
／
『
叩
一
垣
」
ｅ
個
匡
話
綴
・
釦
富
型

腫
匡
諸
華
や
画
恰
砕
舟
運
掻
違
〃
切
瓶
窒
埜
綴
⑧

逢
拭
・
潮
綴
・
垣
汁

。
罫
長

〃
韓
岬
忽
惇
便
叩
一
葦
畑
庖
雛
鴇
擢
談
皿
托
一
謝
羅
ｅ
腫
惹
話
綴

。
ト
ト
埜
蝋
任
〆
卜
十
挺
型
埋
斗
ｅ
瞳
に
諾
綴

。
抽
幽
い
く
〃
巡
卜
十
挺
型
恒
諒
篭
堂
〃
ト
ト
篭

〃
巡
曇
豆
い
く
粥
一
塁
」
・
ト
ト
〃
巡
偲
辱
狸
埜
阻
匡
垢
蛙

。
卜
十
禅
掛
ト
／
巡
恨
和
鴇
鞭
型
厘
意
話
せ

。
ト
ト
禅
掛
ト
〆
巡
曇
霊
い
く
托
一
侶
判
ｅ
蕊
ロ
・
岬

無
器
嘆
隠
躯
・
ト
ト
漣
３
帳
／
遇
ぺ
和
鴇
轄
型
阻
圧
諾
娃

。
ト
ト
躯
禅
掛
ト
型
腫
匡
ｅ
詰
綴

。
ご
掲
挺
慨
（
岬
や
細
惚
鳴
繋
廻
ｅ
縦
門
一
厘
）

鴎
挨
幽
ｅ
幽
蕊
旦
腫
京
垢
蛙
・
ト
ト
埜
恒
巨
惹
圧
ｅ
話
赴

。
岬
＆
〕
，
異
和
逼
二
汗
覆
い
ｌ
キ
ハ
や
岬
、
埜
垢
蛙

。
』
帳
謝
羅
ｅ
腫
幽
葦
・
骨
⑬
埜
垣
卦
１
ｓ
繁
雑
・
皿

ふ
く
〃
巡
卜
卜
制
一
厘
章
垢
姓
・
岬
ｓ
ｖ
Ｏ
如
毎
禅
測
叩
一
導

圧
竺
匡
埜
喋
侭
辱
藻
〃
卜
十
挺
／
巡
侭
辱
聖
型
腫
圧
話
赴

。
蝿
異
る
〉
や
二
江
い
く
．
型
需
桓
斗
狸
伺
ｅ
腫
惹
話
せ

〃
卜
＋
逆
信
惹
論
蛙
・
岬
御
制
叩
一
悌
型
緊
磯
（
謝
羅
禅
灘

畔
砕
型
悟
廻
嘩
ロ
／
Ｊ
里
）
・
ト
ト
弾
掛
ト
埜
腫
に
垢
赴

。
ト
ト
鍾
〆
巡
二
霊
い
く
型
腫
判
嘩
ロ

。
卜
十
挺
／
巡
ご
霊
い
く
型
阻
巨
惹
匡
ｅ
垢
騒

謹
坤
ｅ
溌
藍

。
奏
嘩
隅
埜
噂
口
／
哩
惹
呈
叶
ｅ
〉
型
垢
綴

。
昨
部
型
鎖
骨
ｅ
恒
意
諾
華
・
岬
る
竺
里

営
眼
削
圧
叩
一
綴
桓
や
長
〃
二
黒
や
。
鴇
斗
狸
伺
〉
謂
型
話
葦

。
俳
嵯
型
腫
斗
ｅ
嘩
口

。
仰
も
竺
叩
一
超
蕊
煙
〃
言
種
判
狸
伺
〉
謂
埜
話
娃

。
哩
章
叩
一
叶
ｅ
〉
／
心
農
“
Ｊ
逼
便
砕
砕
型
鯖
綴

。
維
獣
型
蝋
任
ｅ
庖
惹
話
蛙
．
割
悟
廻
ｅ
瞳

惹
嘩
ロ
・
岬
ら
竺
叩
一
超
緊
個
／
唇
嶋
判
報
伺
〉
蕊
埜
話
鐘

。
蝿
異
ｓ
ｇ
Ｓ
哀
く
軍

意
毎
判
碇
躯
直
る
陣
／
ｓ
禅
剖
謝
溌
や
く
劇
異
扇
ぐ
重
圧

淵
一
厘
章
篭
堂
・
岬
異
扇
叩
一
念
蕊
捕
二
寧
草
や
（
Ｅ
Ｅ
農
号
）
併
唯

型
阻
判
ｅ
嘩
口
・
融
匡
叩
一
長
や
名
Ｊ
倒
廻
制
一
厘
判
話
蛙

。
岬
や
殴
里
や
藩
垢
幽
・
蝿
鮪
令
判
狸
掛
〉
濡
型
垢
赴

◎

ね
鮒
叩
一
会
や
黒
／
〉
↑
一
忽
桓
叩
一
二
維
縛
埜
腫
判
嘩
□

。
蝿
ヤ
壁
里
〃
気
握
く
垣
判
①
侵
垣
悟
型
垢
赴

。
仰
も
竺
叩
一
名
紫
煙
Ｐ
Ｓ
峰
／
含
桓
叫
鞭
掛
〉
罵
型
垢
赴

。
併
進
型
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判
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口
・
墜
惹
叩
一
導
叶
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〉
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話
際
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坦
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⑦
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（６）堀切Ｉ－Ｃ出土の遺物

230～242は土師器皿である。口径6.8～7.9ｃｍ・底径3.7～５．１ｃｍ・器高1.9～2.9cmを測る。

２３２．２３４．２３６．２３８には外底面に板目圧痕が残る。２３３．２３４．２３８は綴密な焼成である。235は

口縁の内面に少量のススが付着する。237は二次焼成で､色調は灰色を呈する。242には直径１ｍｍ

の円孔が残る。形態的には、皿としてやや高めの器高を有し、体部はラッパ状に鋭く立ち上が

り直線的に伸びる２３０．２３１．２３３．２３５．２４０．２４１．242と、体部が船型を呈する２３６．２３７．２３９

とに分類される。

243～271は土師器坪である。形態的には、口径に対する底径の比率が低く、体部がラッパ状

に鋭く立ち上がり直線的に伸びる243～259と、船型を呈する260～271に分類される。243～259

は口径10.5～11.9ｃｍ・底径5.0～7.0ｃｍ・器高3.4～3.9cmである。２４３．２５７．２６４．２７０にはスス

が付着しており、２４４．２４６．２５２．２５９は綴密な焼成である。２４９．２５３．２５８．２５９は外底面に板

目圧痕を残す。254は軽量の土師器皿である。260～270は口径11.9～13.0ｃｍ・底径6.7～8.3ｃｍ・

器高3.0～4.0cmである。271はやや大型で、口径（14.8）ｃｍ・底径（10.3）ｃｍ・器高3.9を測る。

２６１．２６８．２６９．２７０は綴密な焼成である。２６６．２６８．２６９．２７０は外底面に板目圧痕を残す。

264にはススが付着する。２６７．２６８は質量感がある。

２７２．２７３は青磁碗である。無文で、口縁は外反する。272は口径（15.4）ｃ､を測る。273は口

径（14.1）ｃ､を測り、体部が大きく内雪する。

274は陶器で口径（9.8）ｃmを測る。胎土は乳黄色である。

２７５．２７７は雷文帯を有する青磁碗である。275は口径（12.3）ｃmで、体部は直線的に伸びて

いる。277は口径（14.2）ｃmで、非常に使い込んであり文様は消えかかっている。

276は細蓮弁文様を有する青磁碗であるが、簡略化されている。口径（13.5）ｃ､を測る。

278は青磁碗の底部で底径（4.6）ｃmを測る。高台は外側に張り出す。内底面に印花文様があ

る。

279は同安窯の青磁皿で、底径（4.2）ｃ､を測る。体部の立ち上がりは腰折れ状態となり、内

底面に櫛描文がある。280は蓮弁文様の青磁片である。

２８１．２８２は小柄の類である。281は残存の長さ13.0ｃｍ・刀幅1.3cm、282は残存の長さ7.6ｃｍ・

刀幅1.1cmを測る。283～286は鉄釘である。

287～289は古銭で、２８７．２８８は寛永通蜜、289は鉄銭である。

290は瓦器の播鉢である。口径（23.2）ｃmで、体部は直線的に伸び、内外両面にススが付着

する。291は瓦器の坪である。口径（21.6）ｃｍ・底径（8.8）ｃｍ・器高6.8cmを測る。

292は土製香炉の類と思われる。口径（8.1）ｃ､で、体部の上位は内傾した突帯が付く。胴部

を欠くが、底部は肥厚し大きく外側へ張り出す。外底面は局平。底径は（12.9）ｃmである。

293は土製香炉で、口径（１１．６）ｃｍ・底径（9.8）ｃｍ・器高6.6cmで、小脚が付く。294～296
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は香炉の小脚片である。同一個体の可能性もあるが、個々の脚は異なった形態をしている。

297～302は瓦質の播鉢であるが、いずれもかなり使い込まれている。２９７．３００は片口を有す

る。条線の一単位は、298が６本、299が５本、301が４本である。２９８．２９９は薄壁の平底で、

条線の掻き目は内底面まで及ぶ。

３０３．３０５は硬質瓦器の火舎である。303は極めて扇平な口縁を有する。体部外面は荒いへラ

磨きの後、左斜め方向にナデが施されている。305の残部底径は（35.0）ｃmを測る。本体の底

部は平底で端部に脚が付く。脚部は高さ4.2cmで、ほぼ直立する。

304は瓦器の火舎で、体部外面に突帯が付く。三シ巴の刻印がある。

３０６．３０８～314は硬質瓦器の火舎である。306は口径（44.4）ｃmを測り、体部に三日月形の孔

と三シ巴文のスタンプがある。308は口径（18.1）ｃ､で、体部の上位に孔と花文のスタンプが

ある。309の底部は平底である。内底面は端部より中央部にかけてやや肥厚し、厚さ2.7cmを測

る。３１０．３１２は口縁の上面が馬平で、端部が突帯状に張り出す。いずれも花文のスタンプがあ

る。313は焼成がやや不良で、色調は淡黄色である。３１１．３１４は体部外面の下位に突帯が付く。

311は花文のスタンプがある。314の体部外面|まへラ磨きされている。

307は瓦器の火舎である。体部は鋭く立ち上がり、ほぼ直立する。口径（34.8）ｃ､で、体部

外面の上位に花文のスタンプがある。

315は瓦器の捕鉢である。体部外面に指頭痕が残る。かなり使い込んであり、条線の磨滅が

激しい。３１８．３１９は備前の播鉢である。（､鋤Qは二次焼成で変色している。

316は土師系の小壷である。肩部の上位に鍔が付く。体部は極めて薄壁であり、内外両面に

櫛目が入る。

317は須恵系尭である。焼成不良で色調は黄灰色を呈する。320は土製の錘である。

321は石臼の上臼で、凝灰岩製である。上面の直径は26.6cm、下面の直径は28.4cm、器高は

9.9cmを測る。

322～324は砥石である。322は粘板岩製で、323は頁岩製、324は天草砥石である。
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幽
騨
型
Ｈ
望

。
“
騨
瓶
蝿
埜
羅
釦

。
幽
型
Ｈ
空

。
替
輩
禅
騨
蕊

。
③
韓
艦
窒
型
麗
組

ｏ
幽
型
判
墾

。
栴
牟
ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｕ
垣
任
ｅ
腫
便
垢
赴

。
③
蝉
ｓ
獄
制
一
濡
切
・
幽
蕊
型
Ｈ
空

。
③
廻
瓶
縄
制
一
厘
厘
／
③
蝉
《
尋
瀞
桓
厘
葦
型
麗
③

。
画
埜
Ｈ
翌

。
蝶
出
血
堤
里
侶
幽
惹
・
釦
騨
堀
越
霜
③

。
画
埜
判
墾

。
幻
《
今
〉
０
畳
ご
塞
如
余
話
需
歪
判

狸
掛
ｅ
話
蛙
／
Ｊ
謹
雅
圏
Ｉ
型
二
ｓ
糸
ｅ
渥
世
意

（
唾
崇
眺
ｅ
／
一
へ
騨
叩
一
厘
世
圧
）
・
紐
蝉
瓶
蝉
埜
羅
③

。
型
露
型
Ｈ
聖

塗
料
・
潮
露
・
埋
汁

。
巾
羊
小
半
急
琳
型
個
厘
垢
栓

。
渥
潅
や
ト
ト
型
喋
今
扇
来
ｅ
巨
幽
球

〃
剖
懸
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
腫
適
圧
・
紫
騨
ｓ
織
叩
一
厘
章
垢
葦
・
紫

騨
昌
溌
〉
刀
辿
腫
匡
垢
赴
〃
卜
十
鍵
型
厘
巨
意
圧
ｅ
垢
赴

。
仰
徴
Ⅷ
一
罫
識
埜
喋
雪
扇
糸
ｅ
腫
適
意
・
篭
淫
や
卜
十

ｅ
巡
〃
埜
喋
ロ
ヘ
ロ
ｅ
腫
幽
圧
・
緊
騨
３
錠
Ⅷ
一
厘
章
垢
蛙

。
紫
蝉
櫛
留
数
型
腫
圧
鰭
赴
／
ト
ト
型
但
恒
意
匡
ｅ
垢
逢

。
掛
ト
逆
卜
十
Ｇ
厘
意
話
せ

。
ｓ
綾
や
ト
ト
埜
喋
全
島
系
ｅ
腫
営
章
・
渥
潅
や
卜

十
浬
喋
懸
回
口
、
ｐ
ｅ
腫
幽
匡
〆
卜
十
逆
腫
巨
意
便
話
赴

。
鴬
淫
如
く
判
型
や
卜

十
ｅ
巡
／
埜
喋
二
ｓ
糸
ｅ
腫
幽
惹
剖
喋
口
、
ロ
ｅ
腫
幽
唾

。
〉
Ｏ
小
浄
長
畑
得
や
謝
需
禅
掛
ト
型
侶
惹
垢
姓

。
空
汁
型
阻
圧
講
堂
・
ト
ト
逆
腫
巨
意
Ｅ
Ｓ
鴇
赴

。
ｓ
織
砕
々
や
卜
十
ｓ
巡
埜
喋
毎
扇
糸
ｅ
腫
幽
葦

。
匿
裁
型
惹
ゴ
蝿
ｓ
ｙ

Ｊ
埋
淫
〃
や
ト
ト
暴
垢
康
丹
型
喋
隠
回
ロ
、
ロ
ｅ
腫
僅
恒

。
ｓ
綾
伸
し
や
卜
十
ｓ
巡
型
喋
二
ｓ
糸
ｅ
阻
幽
章

。
篭
淫
や
卜
十
ｓ
巡
埜
喋
口
、
ｐ
ｅ
恒
幽
圧

。
測
寵
禅
掛
ト
埜
腫
ま
〃
卜
十
挺
埜
腫
巨
意
便
ｅ
垢
姓

。
識
誰
ｅ
鰭
営

。
＆
域
や
ト
ト
ｅ
遇
埜
喋
ご
扇
来
Ｓ
Ｅ
僅
意

。
蕊
騨
３
溌
叩
一
厘
章
話
赴
・
篭
騨
皇
軍
禅
罫
裁

や
小
争
い
羊
型
腫
厘
諾
赴
・
卜
十
挺
型
但
巨
惹
Ｅ
Ｓ
講
鐘

。
緊
騨
ｓ
織
旦
腫
諒
垢
鐘

。
ト
ト
躯
埜
腫
意
話
華
・
窪
幹
や
卜
＋
埜
腫
便
話
蛙

。
紫
騨
皇
溌
叩
一
腫
諒
諾
葦
・
紫
蝉
禅

雷
識
ｇ
維
持
呈
個
佳
話
蛙
・
ト
ト
馨
埜
腫
巨
諒
便
ｅ
垢
蛙

。
繁
騨
型
腫
惹
鯖
蛙

。
ｓ
陵
や
ト
ト
埜
喋
ご
扇
糸
ｅ
匡
僅
ま

・
は
樫
や
巡
卜
＋
型
喋
ロ
、
ｐ
ｅ
匡
幽
圧
・
〉
Ｏ
小
半

埜
阻
圧
垢
華
〃
ト
ト
誕
型
巨
惹
篭
赴
・
卜
十
浬
腫
匡
垢
姓

心
＆
愛
や
ト
ト
埜
環
二
ｓ
糸
Ｓ
Ｅ
世
意
・
鴬

淫
や
ト
ト
ｅ
巡
型
喋
穏
回
ロ
ヘ
ロ
Ｓ
Ｅ
世
匡
・
ミ
ー
江
い
く

し
。
竪
旦
垢
藩
世
惹
・
蕊
騨
禅
罫
裁
旦
垣
悟
ｅ
腫
草
篭
姓

●
紫
蝉
ｓ
綾
Ⅷ
一
垣
斗
ｅ
腫
惹
話
赴
・
曜
鮮
や
謝
需
禅
掛
ト

ロ

型
庖
圧
鴇
蛙
・
ト
ト
埜
腫
諒
諸
華
・
卜
十
挺
型
腫
匡
話
葦

謹
群
ｅ
鰹
陰

。
□
裡
嘩
ロ

。
墜
匡
・
汁
鞭
や
嘩
口
／
Ｊ
里
・
蝿
や
凶

意
〉
柚
Ｋ
や
鎖
骨
／
令
令
判
報
揖
〉
溺
心
長
世
汁
型
垢
蛙

。
綱
ヤ
凹
農
畔
母
型
蕊
ロ

・
蝿
ら
量
呈
誉
娠
墜
惹
砕

畔
〃
令
侭
判
狸
揖
〉
霜
い
。
津
如
送
拭
心
倹
世
汁
型
垢
赴

。
ｐ
裡
嘩
ロ

。
黒
圧
ｅ
弾
冒
【
巡
廻
叩
一
垣
斗
垢
牡
・
幽
詮
判
畔

母
や
二
伸
第
獣
骨
身
彫
塑
諾
営
・
岬
袷
竺
呈
送
眠
墜
惹
砕

身
〃
言
食
斗
狸
揖
〉
誤
Ｐ
０
津
如
き
黒
心
長
話
過
越
話
鐘

。
□
裡
噂
ロ

。
岬
袷
竺
呈
営
眼
墜

惹
砕
舟
四
倹
蝋
丹
〃
曇
塙
斗
狸
揖
〉
溺
心
長
幽
俳
札
一
垢
蛙

。
屯
叩
一
名
蛙
婿
埜
腫
幽
便
・
幽
汁
型
幽
惹

●
ヤ
王
抽
認
叩
ア
便
や
長
／
埜
霧
請
幽
ｅ
恒
意

。
仰
も
一
章
Ⅷ
一
名
巽
但
言
種
判
報
揖
〉
罵
心
〆
令
幽
俳
埜
垢
鐘

。
岬
ろ
乏
叩
一
超
篭
但
／
言
種
判
狸
掛
〉
溺
心
長
幽
汁
捕
一
話
蛙

。
営
眼
甑
圧
／
牛
榊
埜
嘩
ロ

。
岬
ら
量

叩
一
超
紫
但
／
需
寂
判
稗
揖
〉
溺
心
長
（
偶
禅
）
僅
汁
越
講
華

。
岬
ら
全
型
超
緊
廻
心
〆
令
蝋
骨

〃
全
農
判
裡
揖
〉
溺
辿
営
眼
凶
惹
砕
砕
心
倹
請
幽
捕
一
諾
埜

。
乏
埜
篭
獣
骨
ｅ
匡
営
圧
・
図
里
型
懇
話
世
・
蝿
ろ
華

叩
一
巻
賑
墜
惹
畔
砕
〃
言
種
斗
報
情
〉
濡
心
”
種
垢
幽
埜
垢
栓

。
遥
遥
判
砕
時
型
話
遭

。
匿
里
や
話
磐
遅
・
蝿
ヤ
惇
如
誉
黒
や
恒
恒
話

鐘
。
霊
篭
厘
や
匡
意
話
華
型
導
醸
・
岬
ヤ
幽
里
や
垢
嘩
ロ

〃
ら
量
Ⅷ
一
巻
賑
凶
意
・
含
桓
判
狸
揖
〉
溺
心
長
話
幽
型
話
娃

頓
坦

（
５
）
矩
誰

（
§
）
戦
適

（
５
）
哩
口

＠
．
国

○
・
》

（
①
。
』
）

α
・
面

↑
．
、

（
ぬ
。
↑
）

ト
・
国

、
・
ず

（
ず
．
↑
）

↑
・
師

（
。
。
、
）

（
、
。
○
［
）

、
・
ぬ

。
。
、

卜
・
的

（
ぬ
。
④
）

〆ー、

C,Ｊ
●

~

二

⑦
。
、

（
ぬ
・
の
）

＝戸､

《Ｏ
●

戸

己

四
・
ｍ

（
ｏ
・
卜
）

食
●

弓

己

Ｃ
Ｏ
①

の
。
、

⑦
・
の

ｕう
●

目

ｄ
ｚ

弓
誰
屋
Ｈ

つ
寸
因

［
ず
国

●
園
寸
園

●

蛍
誰
屋
判

、
》
囚

マ
マ
函

●
山
守
国

●
＠
》
画

、
ト
マ
函

、
⑭
守
画

●
⑦
守
国

●
○
の
Ｃｑ

●



◎
鴨
跳
騒
ｅ
鐸
廻
判
彊
ｏ
１
月
ｓ
騨
肥
貢
概
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ｌ -Ｊ

鴫
塩
Ｈ
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榊
翠

。
③
蝉

瓶
蝿
剖
釦
騨
畏
腫
惹
・
廻
蝉
瓶
蝿
塙
庖
匡
型
羅
釦

。
幽
型
判
墾

。
喋
出
皿
騨
叩
一
厘
世
意
。
釦
蝉
瓶
鎚
鴇
腫
に
型
羅
釦

。
幽
鰹
型
Ｈ
聖

●
誰
Ｈ
ｅ
咽
騨
・
凹
騨
ｓ
溺
型
羅
釦

。
画
鰹
型
Ｈ
空

ｏ
切
蝉
瓶
＆
涜
型
濡
紐

。
幽
型
Ｈ
空

。
“
蝉
３
獄
埜
羅
靭

。
幽
越
Ｈ
空

。
獅
華

終
Ｋ
Ｋ
叩
一
垣
」
ｅ
巨
章
鴇
蛙
・
釦
騨
瓶
蝿
型
濡
⑧

。
凹
型
判
墾

●
喋
幽
皿
堤
呈
幽
意
・
“
廻
型
畷
組

。
凹
型
Ｈ
聖

。
督
峯
禅
像
蕊
・
喋
出
血
騨
型
厘
幽
意
・
毎
侭

Ｋ
狸
Ｊ
耀
霧
器
鍵
陣
⑲
長
判
墾
叩
一
厘
世
章
・
誰
判

岬
掲
ｅ
逢
噸
趣
・
釦
騨
瓶
組
型
羅
切
・
幽
制
一
Ｈ
空

。
③
蝉
皇
獄
型
鴨
釦

●
幽
型
判
墾

ｏ
掻
輩
禅
騨
蕊
。
（
蝿
型

曜
鴇
唾
眺
／
言
騨
叩
一
厘
章
話
赴
）
釦
韓
３
溺
型
濡
釦

。
ｕ
哩
匝
型
羅
切

。
画
型
Ｈ
狸

挺
拭
・
潔
穂
・
垣
畔

。
韮
Ｈ
ｅ
ｓ
鋼
禅
掛
ト

。
巽
騨
禅
留
数
型
腫
惹
篭
堂
。
卜
十
挺
埜
腫
巨
惹
Ｅ
Ｓ
請
葦

●
ｓ
鍵
や
ト
ト
埜
漂
ご
扇
糸
ｅ
腫
営
念

。
漢
潅
や
卜
＋
型
喋
蕊
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
匡
僅
圧

。
篭
蝉
ｓ
綾
叩
一
個
意
諾
赴
・
巽
騨
御
客
懲
旦
匡
匡
話
娃

。
緊
騨
禅
留
数
ｅ
縦
同
一

垣
」
Ｓ
Ｅ
ま
垢
赴
・
昌
縫
や
卜
＋
型
喋
ｓ
扇
糸
ｅ
腫
営
葦

。
鴬
渓
割
く
判
型
や
卜
十
浬
喋
禦
回
口
、
ｐ
ｅ
Ｅ
憧
匡

。
葉
騨
ｅ
奏
鴬
型
侶
惹
垢
蛙

。
緊
蝉
皇
溌

や
綴
ト
型
謝
濡
ｅ
腫
便
講
鐘
・
卜
十
躯
型
腫
言
景
匡
鰭
鐘

。
遥
遥
判
急
報
型
話
遭

。
Ｊ
識
や
ト
ト
逆
喋
全
扇
糸
ｅ
腫
営
葦

。
鴬
潅
や
ト
ト
型
嘆
導
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
腫
世
便

Ｃ
ｓ
織
や
卜
十
ｓ

巡
型
喋
二
ｓ
糸
Ｓ
侶
幽
葦
・
国
屯
急
鞘
・
漂
綴
雑
辿
蛙
令

恒
適
厘
・
篭
潅
や
卜
十
ｓ
巡
型
喋
塀
回
口
心
ロ
ｅ
瞳
僅
厘

。
緊
騨
禅
啓
懲
呈
腫
惹
鰭
埜
・
躯
牒
や

謝
駕
禅
掛
ト
型
腫
匡
垢
蛙
・
卜
十
謹
埜
腫
巨
諒
唾
ｅ
諾
鐘

。
埋
潅
や
ト
ト
型

嘆
塀
回
口
、
ロ
ｅ
腫
幽
圧
・
型
遥
裡
当
判
ｌ
ｐ
苓
型
霊
蛙

●

畑
捕
一
恒
誰
し
，
謝
羅
ｅ
弊
笥
・
ト
ト
蝉
叩
一
厘
恒
惹
煙
（
ご
垢
赴

●
喋
綴
撃
型
惑
任
ｅ
腫
幽
煙

。
渥
震
割
く
判
型
や
卜
十
ｓ
巡
埜
環
二
ｓ
米
Ｓ
Ｅ
幽
意

。
ｓ
織
砕
母
や
ト
ト
埜
喋
懸
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
巨
世
圧

Ｃ
ｓ
鍵
や

ト
ト
型
嘆
二
ｓ
米
ｅ
腫
迩
意
剖
喋
曝
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
腫
幽
住

。
篭
蝉
昌
溌
型
侶
草
垢
赴

。
ト
ト
誕
型
厘
意
垢
姓
・
躯
汁
や
卜
十
型
腫
匡
垢
赴

。
卜
十
櫛
掛
ト
埜
腫
幽
匡

。
害
鳥
調

霊
や
鞭
零
Ｇ
厘
誰
〃
溌
奏
ｅ
国
電
や
剖
腫
巨
惹
匡
型
謹
韮

謹
零
ｅ
漣
霞

。
□
糎
蕊
ロ

ｏ
蝿
シ
ロ
量

叩
一
名
篭
但
〃
言
桓
判
報
揖
〉
扇
心
長
（
慣
峯
）
営
畏
捕
一
諾
垂

。
漂
笛
巽
型
腫
営
意

。
仰
苓
斗
狸
揖
ｖ
ら
主
如
誉
畏
⑲
長
講
遭
制
一
話
華

。
仰
袷
吾
万
一
誉
順
撒

住
／
需
便
判
報
長
〉
窯
ｙ
ら
準
如
き
黒
四
忽
便
請
営
起
請
姓

。
仰
る
一
三
叩
一
超
巽
恒
一
Ｐ
Ｓ
蕊
・
需
桓
判
稗
揖
〉
響
鞠
一
論
華

。
遥
遥
判
型
話

世
・
今
織
や
卜
＋
型
漂
ご
扇
糸
ｅ
腫
幽
章
・
煙
潅
や
卜
十

ｓ
巡
埜
環
蕊
回
口
心
ｐ
ｅ
腫
遭
圧
・
蝉
禅
留
謹
呈
霧
諸
僅

・
蝿
も
掌
叩
一
名
繁
恒
／
含
便
斗
狸
掛
〉
蒲
①
長
話
適
埜
話
せ

。
仰
ろ
一
軍
叩
一
霊
繁
但
・
含
侭
斗
狸
蕎
〉
講
心
灸
幽
割
一
為
一
諾
筆

。
壁
里
や
全
長
叩
一
串
骨
鰭
営
四
忽
侭
霧
垢
幽

。
仰
》
侭
ｕ
‐
狸
情
〉
溺
心
長
遥
詩
型
垢
赴

。
蝿
剰
苓
紫
課
行
一
回
鯉
ｅ
話
鐘
剖
磐
話
遭

。
蝿
ヤ
哩
葦
砕
砕
や
燭
任
や

袷
堂
叩
一
巻
眼
撒
Ｅ
・
言
種
判
狸
揖
〉
穂
①
長
遭
芽
制
一
篭
世

。
圏
里
型
垢
営
・
岬
鴇
判
報
掛
〉
獄
①
長
話
世
起
請
鐘

。
仰
箇
捧
如
送
長
〃
Ｊ
凹
農
砕
身
型
嘩
口

。
仰
異
る
〉
・
国
－
し
，
蝋
任
埜
垢
赴
・
蝿
も
壁

叩
一
巻
順
墜
ま
砕
砕
〃
言
桓
斗
狸
掛
〉
獄
四
長
話
幽
埜
垢
蛙

●
誰
Ｈ
異
〉
や
汁
。
ご
舟
麺
櫛
抽
Ｋ
些
但
幽
諒

。

や
磯

回
Ｉ
耗
三
終
判
狸
揖
ｅ
諾
鐘
・
蝉
御
霊
懇
Ⅷ
一
磐
請
世
・
岬

も
掌
辿
送
眠
甑
厘
〃
言
便
判
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掛
〉
認
心
長
営
汁
埜
垢
筆

堀
謹
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５
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､
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､
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⑤
慨
眺
騒
ｅ
鐸
廻
Ｈ
丑
Ｃ
ｌ
胃
皐
騨
淵
裡
柵

Ｔ

鴫
堤
Ｈ

130

謹
皿
・
謹
伽

榊
躍 。

“
蝉
昌
獄
埜
羅
“

。
幽
埜
Ｈ
聖

綱
卒
却
々
唾
鴇
Ｋ
Ｋ
ｇ
厘
惹
垢
華

Ｃ
組
蝉
ｓ
罵
型
羅
釦

。
幽
埜
判
墾

。
ｕ
蝉
瓶
蝋
農
腫
厘
・
団
騨
３
獄
袋
腫
惹
型
羅
釦

。
凹
型
当
叩
墾

。
喋
出
皿
堤
里
巨
幽
惹

。
ｕ
蝉
埜
羅
組
・
幽
塞
型
判
浬

。
蹄
Ｈ
岬
得
ｅ
謹
唄
趣

。
獅
華
心
製
紙
ｅ
“
柊
醗
崖
辿
厘
幽
圧

。
ｕ
蝉
３
喝
Ⅷ
一
埜
畷
ｕ
・
幽
騨
型
判
恕

。
悟
鵡
弾
悌
蕊
・
瀧
Ｈ
蝿
得
ｅ
遥
唱
趣

・
喋
出
皿
騨
里
恒
幽
惹

。
ｕ
躯
楓
＆
獄
捕
一
羅
釦
・
画
露
型
判
浬

。
掻
蕊
禅
罷
蕊

。
環
出
血
堤
呈
腫
幽
諒

。
ｕ
蝉
細
昌
獄
埜
羅
ｕ
・
頭
埜
Ｈ
聖

。
掻
輩
禅
騨
蕊
・
征
、

眺
嫁
マ
ｅ
ｕ
眺
崖
叩
一
厘
画
圧
・
環
出
血
堤
型
腫
幽
意

。
“
蝉
昌
罵
捕
一
羅
組
・
画
蕊
型
判
墾

。
掻
輩
禅
撫
蕊
呈
荘
株

。
③
騨
楓
＆
覇
型
羅
切

。
画
騨
型
判
恕

鋒
拭
・
澱
露
・
斑
汁

。
蕊
騨
呈
腫
惹
篭
蛙
・
喋
隠
躯
型
腫
幽
惹

。
ｓ
綾
や
ト
ト
制
一
環
毎
ｓ
糸
ｅ
腫
幽
章
・
驚
淫
や
ト
ト
型

喋
塀
回
口
、
ロ
ｅ
腫
幽
圧
・
ト
ト
誕
埜
個
巨
惹
圧
ｅ
垢
鐘

◎
戸
今

徽
や
ト
ト
埜
嘆
ご
扇
糸
ｅ
個
幽
章
・
篭
淫
や
ト
ト
型
喋
鳴

回
ロ
、
ロ
ｅ
厘
幽
圧
・
紫
騨
ｓ
溌
呈
厘
惹
垢
赴
・
蕊
騨
禅

留
識
Ｐ
Ｓ
隠
型
腫
硬
垢
蛙
・
ト
ト
誕
里
侶
腫
草
Ｅ
Ｓ
垢
赴

。
岬
謹
里
留
数
型
喋
ご
扇

糸
ｅ
腫
幽
意
・
驚
淫
や
ト
ト
逆
嘆
曝
回
ロ
、
ロ
ｅ
腫
世
圧

・
紫
騨
櫛
匿
戦
霊
懸
丑
型
垣
恰
庖
腫
ｅ
垢
赴
・
巽
騨

＆
溌
里
垣
判
侶
Ｅ
Ｓ
話
逢
・
卜
十
挺
型
腫
腫
惹
圧
ｅ
垢
堂

Ｃ
ｓ
鍵
や
ト
ト
型
喋
含
扇

糸
ｅ
腫
幽
葦
・
壇
淫
や
ト
ト
型
喋
懸
回
ロ
、
ロ
ｅ
腫
幽
圧

・
淵
聴
櫛
掛
卜
型
腫
匡
話
せ
。
ト
ト
誕
埜
厘
腫
意
匡
ｅ
垢
赴

。
』
鍵
や
ト
ト
型
喋
二
ｓ
糸
ｅ
個
幽
意
・
鴬
潅
や

ト
ト
型
嶋
鳴
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
厘
幽
圧
・
蕊
騨
禅
罫
識
辿
恒
惹

垢
姓
・
晦
俳
埜
侶
巨
垢
蛙
・
ト
ト
誕
埜
恒
巨
意
Ｅ
Ｓ
垢
赴

◎

当
織

や
ト
ト
型
嘆
二
ｓ
糸
ｅ
腫
幽
意
・
蝿
樫
呈
罫
裁
や
巡
卜
卜

埜
環
偲
回
口
、
ロ
ｅ
腫
幽
圧
・
蕊
騨
禅
留
数
型
個
な
垢
赴

。
緊
騨
３
徽
里
厘
匡
垢
姓
・
ト
ト
躯
埜
恒
恒
惹
Ｅ
Ｓ
垢
赴

◎

篭

淫
幻
く
判
型
や
ト
ト
埜
喋
ｓ
扇
糸
ｅ
渥
幽
意
・
皇
溌
や
ト

ト
埜
嘆
蝋
回
ロ
、
ロ
ｅ
腫
幽
圧
・
篭
騨
昌
溌
Ⅷ
一
個
惹
垢
蛙

。
鱈
騨
禅
留
数
呈
腫
便
諾
赴
。
ト
ト
軽
型
厘
恒
惹
便
ｅ
垢
赴

。
昌
溌
や
ト
ト
埜
喋
二
ｓ
糸
ｅ
厘
幽
葦

。
仰
樫
〉
鍵
や
巡
卜
＋
埜
嘆
曝
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
厘
幽
圧

。
蕊
騨
３
錠
型
厘
章
ｅ
篭
蛙
・
紫
騨
“
罫

懲
里
綻
常
辿
腫
圧
ｅ
垢
赴
・
ト
ト
輝
埜
個
巨
惹
便
ｅ
垢
蛙

。
鴬
潅

や
ト
ト
ｅ
巡
埜
喋
曇
扇
糸
ｅ
腫
幽
童
・
窪
併
型
厘
圧
縮
蛙

・
蕊
騨
禅
留
数
呈
腫
惹
垢
牡
。
卜
十
挺
型
恒
巨
諒
厘
ｅ
垢
蛙

趣
簿
ｅ
漣
酸

。
世
遥
判
苓
廼
ｅ
話
磐
判
垢
獣
任
ｅ
但
幽
葦
・
岬

ｂ
邑
型
巻
砿
罰
匡
〃
需
桓
判
狸
何
〉
瀞
①
威
令
垢
幽
埜
垢
赴

。
蝿
も
堂
叩
一
名
蕊
倒
／
言
令
斗
靭
伺
〉
溺
心
忽
侭
幽
俳
型
話
せ

。
過
造
判
急
輪
築
逗
ｅ
篭
霧
判
垢
串
丹
捕
一
話
幽

。
蝿
箇
竺
Ⅷ
一
名
蕊
廻
〃
含
疫
斗
狸
伺
〉
瀞
⑲
長
話
世
型
垢
赴

。
屯
叩
一
超
牡
畑
埜
渥
幽
匡
・
岬
も
量
叩
一
巻
眼
罰

圧
／
需
便
斗
狸
何
〉
扇
や
。
坤
如
営
畏
心
減
徳
幽
汁
型
話
鐘

。
謝
織
型
垢

辻
４
国
里
型
騒
幽
・
包
屯
念
輪
型
腫
幽
厘
・
ロ
辿
灘
ロ

。
仰
も
竺
叩
一
超
鱈
裡
／
言
種
判
心
伺
〉
講
心
長
幽
俳
埜
話
せ

。
岬
や
仲
如
き
畏
埜
話
蕊
ロ
・
蝿
も
竺
叩
一
巻
眼
瞳
京
畔
砕

や
蝋
任
／
令
桓
判
狸
伺
叩
一
霊
鱈
廻
〉
蒲
①
令
幽
汁
型
垢
蛙

。
溌
導
ｅ
ｐ
倒
嘩
ロ

。
岬
ヤ
罰
圧
当
四
里
や
」
凹
型
噂
ロ
・
蝿

袷
竺
里
誉
眼
哩
意
〆
毎
暴
斗
狸
伺
〉
溺
心
長
幽
併
型
篭
蛙

。
□
廻
嘩
ロ

。
蝿
も
量
呈
誉
眼
融

便
／
需
桓
斗
報
褐
〉
藷
ド
。
進
如
誉
長
⑲
”
便
幽
俳
型
篭
蛙

。
仰
異
和
牒
轄
剖
幽
汁
型
垢
幽
・
ロ
廻
嘩
ロ

０

蝿

沿
竺
辿
営
賑
墜
意
／
言
種
叫
狸
何
〉
溺
心
長
篭
幽
型
垢
鐘

唄
埋

（
５
）
矩
誰

（
５
）
鞄
幽

（
５
）
幽
口

ｍ
・
面

（
ぬ
。
』
）

（
ぬ
。
函
［
）

（
卜
・
↑
）

（
卜
・
の
）
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・
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○
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》

ｍ
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↑

ｍ
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画
［

α
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め

ｍ
・
ぬ
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両
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）
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四
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、
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ぬ
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）

ｄ
ｚ
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誰
屋
Ｈ

面
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函

守
の
画

､
ピコ

の
函

●
《ｐ
の
園

､
t～
の
函

●
0０
の
園

、
。》
＠
画

、 冬
。
↑
Cｑ

胃

』
函

、

。
ご
遥
製
く

ヤ
〉
逆
厘
意
垢
娃
・
全
侭
曳
翠
酔
母
型
腫
匡
話
鐘

。
③
底
い
！
（
一
振
起
切
暴
・
崖
、
型
判
圭

。
ぺ
極
ｓ
溌
旦
巨
匡
篭
赴

。
ｕ
底
い
Ｉ
（
一
恭
越
切
鐸
・
切
哩
画
崖
型
判
浬

◎

拭
職

。

侭
職

●
哩
惹
ｖ
箇
搾
如
営
畏
砕
砕
埜
灘
口
・
岬
皇
や
ら
竺
叩
一

営
眼
融
匡
￥
食
や
鼻
〃
与
謁
ｙ
０
農
判
報
伺
〉
獄
埜
馬
赴

。
墜
惹
〉
抽
Ｋ
や
噂
ロ

。
仰
ヤ
罰
匡
〃
需
令
斗
報
料
〉
濡
埜
話
鐘

（
》
・
の
［
）

（
［
・
》
［
）

鱈
謹
撫

国
ト
園

殉
ト
国

、
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皿Ⅱ
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侭
狐
鰹
・
鵠
阿

。
③
田
富
型
羅
団

。
叫
鰹
型
Ｈ
聖

。
慢
磐
禅
騨
蕊

。
綱
華
Ｋ
Ｋ
型
厘
に
意
Ｅ
Ｓ
鰭
華

。
筆
切
韓
／
話
ｌ
托
一
話
幽
・
釦
韓
＆
獄
捕
一
Ｈ
墾

心
釦
噸
雰
種
腫
諒

垢
娃
・
切
医
い
令
厘
圧
埜
羅
切
・
釦
蝉
瓶
蝋
捕
一
判
聖

。
掻
磐
“
悌
蕊

。
③
蝉
ｓ
溺
型
Ｈ
空

。
ｕ
駆
嵐
型
Ｈ
聖

。
仰
袖
や
牒
騒
苓
報
周
一
篭
報

。
ト
ト
遇
ぺ
和
異
理
や
↑
↓
餐
叩
一
蝋
任
⑲
長
垣
判

〃
ト
ト
謹
型
恰
嘩
ｐ
ｅ
腫
惹
垢
蛙
。
卜
＋
Ｇ
Ｅ
快
悟
倉
寵
縛

禅
掛
ト
型
埋
骨
・
ト
ト
軽
禅
掛
ト
附
一
垣
斗
ｅ
腫
便
垢
姓

。
ト
ト
巡
二
豆
い
く
埜
嘩
ロ

。
嚢
漫
蝿
舗
型
い
く
Ｓ
Ｅ
禎
催
母
泰
縛
叩
一
厘
厘
垢
赴

。
卜
十
挺
〃
巡
ｅ
曇
忌
い
く
型
罫
ｅ
話

週
剖
腫
童
話
辻
・
ト
ト
巡
偲
和
縛
恕
型
蝦
骨
／
ト
ト
躯
埜

垣
斗
ｅ
厘
惹
垢
姓
・
卜
十
挺
禅
掛
ト
叩
一
荘
常
埜
腫
圧
話
せ

。
ト
ト
巡
毎
豆
い
く
型
蕊
ロ
・
ト
ト
埜
厘
幽
惹

。
ト
ト
櫛
倒
ト
辿
荘
株
埜
腫
圧
垢
錘
・
抽
幽
い
く
／
巡
卜
卜

輝
型
腫
惹
垢
娃
・
ト
ト
３
帳
／
巡
呪
和
黒
聖
型
腫
匡
垢
赴

。
岬
ヤ
奉
遷
Ｓ
Ｅ
〃
く

諸
悪
〉
矩
築
垢
獣
任
型
但
適
任
・
巽
騨
皇
溌
叩
一
侶
惹
垢
埜

。
蕊
騨
禅
留
灘
里
但
圧
垢
鐘
・
隠
二
扇
釆
型
厘
幽
惹
話
せ

。
卜
十
禅
掛
ト
型
腫
幽
惹

。
ト
ト
〃
巡
侭
加
鴇
狸
型
腫
世
Ｅ
Ｓ
華
骨

・
ね
剛
酔
母
袋
垢
串
任
や
汁
曜
型
噂
ロ

。
抑
や
壁
里
／
舞
疑
や
↑
一
長
叩
一
嘩
口
埜
垢
蛙
・
蝿

３
や
ら
堂
叩
一
名
緊
廻
〃
雪
縛
ｙ
０
鴇
判
狸
伺
〉
覇
型
話
華

。
謝
織
畔
舟
運
蝋
丹
ｅ
諸
牡

ｏ
ね
髄
叩
一
灸
や
長
制
一
話
Ⅸ
骨
や
伴
哩
埜
噂
ロ

。
岬
ら
堂
叩
一
超
紫
煙
・
需
侭
判
狸
伺
〉
議
与
諸
諸
幽
型
垢
姓

。
俳
嵯
埜
厘
幽
草
・
や
翌
与
隠
く
屋

薫
〉
袖
Ｋ
／
Ｊ
図
圏
通
話
世
・
搾
部
型
垣
悟
ｅ
垢
赴
仲
謹

・
咋
部
型
垣
斗
ｅ
但
諒
諸
赴
・
汁
曜
埜
聡
ロ
・
逼
圧
型
垢
姓

。
蝿
黒
黒
鴎
剖
霊
的
や
Ｅ
Ｅ
愚
貢
一
腫
幽

。
〉
垂
集
（
Ｅ
屋
⑦
和
矩
）
垂
〃
「
〃
（
旨
い
理
）
汁
唾
埜
嘩
ロ
。
岬

る
竺
里
送
順
墜
章
叩
一
忽
便
や
鼻
／
言
侭
斗
報
伺
〉
蕊
埜
垢
赴

目
罵
一
馨
ｅ
腫
幽
や
Ｅ
。
［
・
［
型
和
極
ｅ
垂
／
言
・
ね
翻
叩
一
長
や

暑
型
垢
獣
任
ｅ
瞳
遥
厘
／
苓
蝿
得
や
幽
汁
型
諸
道
ｅ
鐘
侍

。
旨
周
一
窪
ｅ
個
幽
／
や
§
周
一
和
矩
ｅ
垂
〆
マ

⑭
・
の

の
・
の

西
。
”

（
α
・
画
［
）

（
ぬ
。
⑦
）

（
国
・
両
国
）

（
、
。
［
国
）

含
●

巴

ー、

《。
●

~

己

（
輪
鞭
）

誰
岡

つ
⑦
函

（
肘
）

誰
回

［
の
函

県
知
認
Ｈ

国
⑦
国

雨
⑦
国

､

（
士
垂
〆
さ

県
紘

》
⑦
園

ふ
い
⑦
Cｕ

榊
延。

ｕ
堀
諒
型
判
墾

。
③
楓
蕊
織
型
ｕ
鐸

。
ｕ
駆
画
型
判
墾

。
③
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（７）堀切Ｉ－Ｄ出土の遺物

325～330は土師器皿である。口径7.0～7.6ｃｍ・底径3.6～4.5ｃｍ・器高2.2～2.8cmを測る。

325.328は口縁の内外両面にススが付着する。３２６．３２９．３３０は級密な焼成である。形態的に

はほぼ同一で、皿としてはやや高めの器高を有し、体部はラッパ状に鋭く立ち上がり直線的に

伸びている。

331～336は土師器坪である。口径11.3～13.6ｃｍ・底径6.5～8.7ｃｍ・器高2.8～3.9cmを測る。

332はススが付着し、外底面に板目圧痕が残る。336は体部内面にススが付着する。形態的には

ほぼ同一の船型であるが、332は体部が直線的に伸びており、334は体部がやや外反する。

337は青磁の盤で、口径（27.7）ｃmを測る。体部内面に縞文がある。338～342は青磁碗である。

338は口径（17.0）ｃmで、体部は内湾する。339は口径（15.0）ｃ､で体部外面に薄い稜線が巡る。

340は口径（15.0）ｃmで体部は直線的に伸び、口縁でやや外反する。341は口径（14.1）ｃmで、

体部内面に草花の一部と見られる文様がある。342は口径（13.7）ｃmで、体部外面に細蓮弁文

様が描かれている。345は青白磁碗で口径（１１．７）ｃmを測る。体部はわずかに内畜気味に伸び

て口縁でやや外反する。３４１．３４６は同安窯の青磁碗である。346は口径（13.9）ｃmで体部内面

に櫛描文があり、外面には弱い稜線が巡る。

３４３．３４４は白磁皿である。343は口径（8.0）ｃｍ・底径（4.1）ｃｍ・器高2.5cmを測る。太く低

い高台が付く。344は口径（１０．２）ｃmで外底は平底である。体部は直線的に伸びており口縁直

口である。347は瀬戸系の陶器で粕色は薄緑色を呈する。348は陶器の小壷で軸色は黒茶褐色で

ある。口縁と体部外面の一部にススが付着する。

349～356は硬質瓦器である。３４９．３５０．３５１．３５４．３５６は火舎で、352は小壷、353は蕊、３５５

は坪である。３４９．３５０は体部外面の上位に２条の突帯と花文のスタンプが付く。口径は349が

（33.4）ｃm、350が（26.8）ｃmである。351は体部外面に２条の突帯と菱形文様のスタンプが付

く。352は綴密な焼成である。353は胴部が大きく膨らみ、胴部径は（41.4）ｃ､を測る。体部は

厚手（厚さ2.6cm）で外面はへう磨きされている。354は底径（39.4）ｃmを測る。体部の下位は

空洞になって全体的に脚の様装を呈するが、さらに最下部に小脚が付く。356は六角形のスタ

ンプが付く。355は口径（１９．１）ｃｍ・底径（7.8）ｃｍ・器高5.6cmを測る。体部は鈍く立ち上がり、

わずかに内湾する。

357は硬質瓦器の茶釜である。口径（17.0）ｃmを測り、肩部に垂下用の耳が付く。358は硬質

瓦器の播鉢である。条線の一単位は１０本で、体部外面に指頭痕が残る。

３５９．３６０．３６２は瓦器の播鉢である。条線の一単位は、359が５本、362は９本（推定）である。

360は条線がほとんど磨滅している。

361は備前の蕊である。体部外面の上位に格子のタタキが入り、中途で縦方向のナデが施さ

れる。３６３．３６５は須恵系の蕊である。363は楓の葉の文様が印刻され、体部外面は横ナデの後、
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軽い研磨が行われている。365は体部外面にハケ目がある。

364は硬質瓦器の火舎で体部は直立する。体部外面は荒いへラ磨きの後、横方向の細かい掻

き目がある。366は土錘である。367は須恵系の小坪である。368は土製香炉の小脚である。

369は茶臼の下臼で凝灰岩製である。臼の上面は直径20.2cmで、心棒穴は直径2.0cm，高き

11.4cmを測る。

370～376は鉄器である。370は小刀で、他は鉄釘である。371は残存の長さ7.8ｃｍ・刀幅1.0ｃｍ

を測る。372～375は細長の釘で376は0.9cm四方のやや太い角釘である。

377～379は砥石である。377は粘板岩製、378は頁岩製で、固定して使用されたものである。
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築
蕊
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ｅ
①
倹

諾
沖
叩
一
躍
黒
ｅ
」
廻
嘩
ロ
や
ｅ
頴
裡
Ｊ
筆
哨
母
酔
型
逢
拭

。
蝿
ｓ
ｙ
異
長
揮
苓
逢
拭
徐
淵
軍
叩
一
個
左
話
せ

。
鐸
職
ｙ
垂
長
叩
一
厘
組
憧
心
織
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垣
悟
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厘
惹
垢
蛙

。
岬
禅
叩
一
や
鵠
ｅ
塁
舌

農
垢
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蒋
農
呈
江
い
く
Ｓ
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換
漣
叩
一
抽
牟
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ｅ
担
憧

／
ｓ
霊
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く
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一
悟
倉
蕊
縛
捕
一
蕊
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・
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今
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叩
一
、
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ロ

ド
ｅ
長
０
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知
恒
弗
〆
曇
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叩
一
厘
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。
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搾
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叩
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／
拭
謹
握
辿
腫
厘
諾
蛙

。
鐸
職
型
腫
匡
請
蛙

。
ト
ト
誕
蝿
舗
呈
隠
聖
型
腫
匡
諸
赴

。
汁
曜
や
ご
豆
い
く
邦
一
腫
判
Ｊ
四
国
邦
一
難
ロ

。
蝿
も
搾
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Ｏ
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。
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。
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／
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ｓ
壁
０
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個
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。
ｕ
眺
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釦
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釦
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。
四
時
酔
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掻
輩

。
（
岬
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搾
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紐
眺
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厘
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）
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紐

。
適
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。
“
悪
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羅
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。
掻
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禅
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。
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羅
③

。
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ｏ
釦
蝉
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。
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垣
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任
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Ｓ
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③
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。
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。
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・
ト
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帳
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巡
ぺ
騨
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埜
阻
厘
話
筆

。
抽
幽
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巡
卜
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誕
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厘
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赴
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ｅ
嘩
口

。
ト
ト
誕
〆
巡
毎
霊
い
く
埜
腫
Ｅ
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ロ

。
ト
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禅
掛
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埜
垣
悟
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岬
・
抽
鯉
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拙
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鍬
話
判
型
厘
惹
話
鐘
・
ト
ト
躯
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判
ｅ
蕊
ロ

。
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ト
〆
巡
ｅ
侭
壁
理
型
腫
圧
垢
鐘

。
稲
入
硲
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ｅ
弾
拭
誤
淑

。
ト
ト
型
厘
惹
詰
垂
嫁
皿
握
Ｓ
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挨
軽
型
垣
叫
ｅ
阻
匡
話
せ

。
ト
ト
／
巡
ｅ
侭
騨
恕
型
阻
に
話
華

。
ト
ト
躯
型
腫
諒
垢
綴

。
卜
＋
軽
量
鵬
〃
巡
恨
騨
聖
越
腫
硬
鯖
綴

。
ト
ト
蝉
禅
掛
ト
埜
恒
腫
惹
便
ｅ
嘩
口

。
抽
幽
い
く
埜
個
諒
垢
蛙

。
ト
ト
躯
３
帳
〃
巡
侭
騨
躯
埜
恒
に
垢
蛙

。
逢
拭
卜
埋
旦
垣
ト
・
魚
ｅ
濃
匡
幽
以
垣
判
ｅ
垂

。
柚
幽
い
く
埜
腫
意
剖
庖
厘
垣
」
ｅ
垂

。
卜
卜
誕
禅
掛
ト
〃
巡
全
豆
い
く
埜
腫
圧
垣
Ｈ
ｅ
屋

。
卜
十
巡
哩
騨
理
埜
腫
幽
惹
・
ト
ト
鍵
３
帳
型
垣
」

卜
卜
巡
ぺ
辱
狸
型
蝋
任
・
ト
ト
誕
鴇
垣
判
型
腫
意
垢
赴

。
ト
ト
禅
掛
ト
ド
Ｓ
騒
型
腫
匡
垢
錘

。
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ｓ
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農
柾
恨
叩
一
垣
判
〃
抽
幽
い
く
型
腫
草
垢
赴

。
ト
ト
鍵
／
巡
今
裏
い
く
型
腫
惹
垢
赴

。
卜
十
挺
／
巡
毎
豆
い
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痛
－
厘
判
ｅ
嘩
口

■

。
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害
卜
十
ｓ
限
〃
遇
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一
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）
偲
騨
操
型

蝦
骨
・
ト
ト
鋒
３
帳
〃
巡
ｅ
豆
い
く
埜
垣
判
ｅ
腫
硬
垢
蛙

。
ト
ト
軽
禅
掛
ト
叩
一
荘
恭
型
但
恒
」
判
ｅ
蝋
・
ト
ト

鍵
〃
巡
ぺ
騨
躯
埜
垣
」
・
ト
ト
苓
垣
判
型
歴
ｅ
蝋
剖
曜
ロ

。
卜
十
挺
禅
掛
ト
埜
軍
意
・
ト
ト
禅
掛
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型
重
圧
ｅ
蕊
ロ

。
ト
ト
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掛
ト
ャ
角
騨
／
巡
Ｒ
騨
狸
埜
但
匡
垢
姓

。
骨
日
通
垣
卦
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繁
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。
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埜
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・
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帳
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話
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搾
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ｇ
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縄
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①
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①
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／
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叶
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（８）堀切１－Ｆ。Ｇ出土の遺物

３８０．３８１．３８４は堀切１－Ｆ，383は堀切Ｉ－Ｇから出土した。

380は須恵系の蕊である。胴部と思われ、体部が内面に同心円文のタタキが入り、外面は格

子文タタキの後、掻き目が施されている。

382は削り小刀である。全長24.3cmを測り、381の直刀と重なり合って出土した。381は残存

の長さ48cmで古墳時代前期のものと推測される。

383は滑石製のツボである。石鍋を転用したもので、口径6.4cmを測る。内底面に蝋が付着し

ている。384は瓦器の播鉢である。底部は薄壁で条線の一単位は６本である。
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（９）堀切Ⅱ一Ａ。Ｂ出土の遺物

385～388は土師器皿である。いずれも形態的には船型を呈し、口径7.3～8.2ｃｍ・底径4.2～

5.4ｃｍ・器高2.3～2.5cmを測る。385にはススが付着し、３８６．３８７は綴密な焼成である。388は

外底面に板目圧痕を残す。

389～391は土師器坪である。形態的には、体部がラッパ状に鋭く立ち上がる391と、船型の

389.390に分類される。391は口径（12.0）ｃｍ・底径（6.4）ｃｍ・器高4.2cmを測る。綴密な焼

成である。３８９．３９０は口径13.0～13.1ｃｍ・底径7.7～9.1ｃｍ・器高3.8～4.3cmを測る。

392は陶器で口径（14.4）ｃmを測る。体部は内琴し、紬色は白褐色である。393は瀬戸系陶器

の頚部で粕色は薄緑色である。394は白磁碗で底径（6.0）ｃmを測る。

395は銅製の金具である。

396は石臼の上臼で、凝灰岩製である。上面の直径は23.8cm、下面の直径は25.8cm、器高は

9.8cmを測る。

397は砂岩製の茶臼で、口径（28.2）ｃmである。398は砂岩製の石製品である。口径(22.6）ｃ、

で、体部はほぼ直立する。口縁の上面と体部内面は、非常に丁寧な研磨がなされている。

399は滑石製の石鍋である。口径（22.0）ｃmで突帯状を呈する削り出しの上下両面に、細い

沈線が巡る。400は須恵器の蕊で、口径（15.8）ｃmを測り、頚部は大きく、「<」の字に外反す

る。

401～403は備前の播鉢である。条線の一単位は401.402が８本で、403は９本である。404.

405は硬質瓦器の火舎で、404は体部外面の上位に格子目の文様がある。406～408は瓦器の火舎

で、406は体部外面の上位に突帯と花文のスタンプがある。407は体部内面にハケ目の後、ナデ

の調整があり、外面に印文が見られる。408は、体部外面に印文がある。

４０９．４１３は硬質瓦器の火舎である。409の残存胴部の最大径は31.3cmを測る。体部は外反気

味に伸びる。上位に２条の突帯があり、突帯間に２段のスタンプ（上段が格子、下段が花文）

がある。体部外面はへう磨きされている。413は口縁下に２条の突帯があり、突帯間に２段の

スタンプ（上段が花文、下段が菱形）がある。使用痕の少ない硬質瓦器で、体部外面Iまへラ磨

きされている。

４１０．４１１は瓦器の茶釜である。410は胴部にススが付着する。残存胴部の最大径は、410が

30.0cm､411が(28.9)cmを測る｡412.417は瓦器の播鉢である。口径(26.1)cmで体部は直線的に

伸びる。条線の一単位は４本である。417は条線の単位が不明で、６本を観察するに留まる。

414は備前の蕊で、底径（15.4）ｃmを測る。体部外面はいくつかのブロックに仕切られ、そ

れぞれ馬平な器面を有する。二次焼成で変色している。416は土製香炉の小脚部分である。４１５

は土師系の坪で、口径（12.4）ｃmを測る。体部外面の上位に花文のスタンプがある。

４１８．４２０～422は硬質瓦器で、いずれも火舎である。418は壷の頚部で、口径（31.6）ｃ､を測
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り、外面の上位に格子文様がある。420は底部外面に上下２列の文様スタンプがある。脚部の

高さは５cmを測り、ヘラ削りで大きく面取りされている。421は脚部が直立する。高さ2.7cmを

測り、シャープな削りで鮮明な稜が入る。422の脚部は高さ4.4cmを測り、外側へやや張り出す。

419は備前系の姿で、底径は（28.4）ｃmである。底部は中央部寄りで薄壁であり、胎土に小

篠を多く含む。423は備前系の小壷で、底径17.6cmである。底部は極めて薄壁である。
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躍
謹
Ⅲ
・
粥
盤
・
鴫
塩
Ｈ

ｅ
照
眺
騒
ｅ
鐸
廻
判
盟
ｍ
・
く
ｌ
目
皐
騨
硝
語
雅

田
陣

1JⅡ
Ｉ
ｌ
ｌ

-153-

榊
選

。
獅
華
鴇
Ｋ
Ｋ
呈
腫
圧
嘩
ロ

。
③
騨
皇
獄
托
一
羅
切
・
画
騨
埜
判
墾

。
掻
磐
禅
像
蕊

。
ｕ
騨
昌
獄
型
隠
靭
・
画
鰹
邦
一
Ｈ
恕

ｏ
掻
翠
禅
悌
蕊
・
釦
廻
皇
溺
型
濡
③

。
仰
器
昌
叩
一
個
画
意
鴇
唾
眺
ｅ
／
マ
聡
。
幽
騨
捕
一
Ｈ
恕

。
喋
出
皿
堤
１
個
幽
惹

Ｃ
ｕ
蝉
《
息
驚
一
羅
切
・
画
埜
判
恕

。
③
蝉
（
鼻
鞠
一
聴
凹
・
画
露
型
判
墾

。
釦
騨
ｓ
涜
型
羅
切

。
型
塞
型
判
墾

し
掻
磐
禅
像
輔

Ｉ

Ｃ
③
蝉
３
獄
埜
聴
切
・
幽
型
判
墾

。
ご
得
理
賑
急
叩
一
厘
厘
諾
赴

。
ｕ
蝿
国
運
ｕ
鐸
・
釦
窪
謄
型
Ｈ
墾

。
に
鋼
瀧
霧
ｅ
鐸
。
⑳
諒
画
埜
侶

圧
〃
や
釦
嘩
綾
播
個
惹
埜
釦
鐸
。
Ｈ
切
喜
制
一
Ｈ
空

。
ｕ
崖
埜
准
廻
ｅ
擢
戦
・
癖

華
鴇
卜
｛
呈
舗
劇
噸
ｅ
侶
匡
垢
蛙
・
毎
仲
実
謂
や

釦
堀
画
崖
制
一
釦
罷
。
Ｈ
釦
置
戸
今
織
食
里
Ｓ
抽
逆
Ｈ
空

謹
拭
・
鯛
寵
・
填
汁

。
緊
騨
ｓ
鍵
〉
町
型
値
腫
惹
便
垢
鐘
・
雛
Ｈ
ｅ

ご
鋼
櫛
掛
ト
・
岬
謹
叩
面
儀
頴
巡
卜
＋
型
喋
二
ｓ
糸
ｅ
値

幽
章
・
鴬
淫
や
卜
十
ｓ
巡
／
埜
喋
懸
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
厘
幽
圧

。
躯
俳
や
測
羅
禅
掛
ト
〃
逆
庖
腫

。
ト
ト
軽
越
腫
惹
垢
姓
・
ト
ト
埜
腫
匡
話
蛙

０

麓

淫
幻
く
判
型
〃
や
卜
十
ｓ
患
ｅ
巡
型
喋
含
扇
来
ｅ
腫
幽
意

・
渥
潅
や
卜
十
ｓ
巡
型
喋
懸
回
口
、
ロ
ｅ
腫
遥
便
・
緊

騨
皇
溌
型
恒
腫
惹
硬
ｅ
垢
蛙
・
ト
ト
鑓
型
厘
恒
章
に
話
娃

。
蹄
Ｈ
ｅ
全
鋼
禅
掛
ト

。
岬
徴
〉
溌
銅
巡
卜
＋
型
喋
ご
扇
糸
ｅ
腫
世
誼
・
鴬

延
幻
く
判
型
〃
や
卜
十
ｓ
巡
型
喋
塀
回
口
、
口
剖
腫
幽
便

０

留
懲
〉
御
器
釧
畷
ｅ
巡
／
埜
嘆
ご
扇
糸
ｅ

個
幽
意
。
Ｊ
綾
や
卜
十
ｓ
巡
埜
喋
蝋
回
口
、
ロ
ｅ
腫
世
便

●
蕊
騨
禅
罫
滋
呈
渥
章

垢
蛙
・
卜
十
躯
型
腫
惹
諾
蛙
／
晦
汁
や
ト
ト
型
渥
匡
話
せ

Ｃ
ｓ
徴
や
ト
ト
埜
喋
三
ｓ

米
ｅ
恒
世
故
・
喋
腰
報
呈
侶
幽
惹
・
緊
騨
＆
溌
叩
一
厘
章
話

せ
〃
や
窪
汁
型
厘
匡
話
鐘
・
ト
ト
輝
埜
厘
桓
意
Ｅ
Ｓ
垢
赴

。
岬
謹
〉
綾
や
巡
ｅ
ト
ト

〃
型
喋
毎
ｓ
糸
ｅ
腫
幽
章
刈
喋
蝋
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
腫
幽
圧

●
蕊
騨
ｅ
報
【
“
留
数
塁
腫
葦
諾
赴
・
繁
蝉

櫛
罫
職
砕
畔
叩
一
塁
」
／
巽
騨
３
織
ｖ
↑
ず
Ｆ
Ｍ
一
追
号
⑮
長
垣

判
〉
劇
ｕ
空
汁
型
腫
匡
話
赴
・
ト
ト
鍵
埜
侶
巨
意
匡
垢
赴

●
葉
泰
旦
腫
章
話
栓

。
ト
ト
軽
禅
掛
ト
罰
剖
厘
腫
意
匡
型
掌
斗
ｅ
話
蛙

●
卜
十
禅
掛
ト
型
蕊
章
ｅ

佃
随
〃
函
味
呈
舗
剰
哩
ｅ
腫
便
垢
赴
・
擢
職
や
拙
匡
犯
憧

心
長
蝋
任
ｅ
庖
意
垢
葦
・
繁
蝉
ｓ
溌
叩
一
垣
催
ｅ
腫
匡
垢
姓

謹
零
ｅ
種
淫

。
屯
叩
一
名
蛙
蝋
型
侶
幽
匡
・
営
造
判
／
急

恥
型
話
営
。
岬
ら
権
如
き
畏
托
一
垢
嘩
ロ
・
岬
箇
竺
叩
一
電
紫

煙
〃
言
種
卦
靭
揖
〉
蒲
Ｙ
ｂ
維
如
営
畏
心
長
話
幽
型
話
堂

。
四
国
宥
一
垢
世
・
蝿
剰
苓

繋
麓
叩
一
懇
諸
道
・
蝿
袷
搾
頬
誉
拭
畔
舟
Ｊ
画
聖
越
嘩
ロ

・
岬
も
竺
叩
一
霊
紫
樫
／
令
令
斗
報
揖
〉
溺
心
長
道
汁
型
話
赴

。
遥
汁
型
幽
諒

。
仰
ヤ
壁
農
型
論
幽

。
仰
農
斗
狸
伺
〉
罵
心
長
講
世
型
話
せ

。
仰
箇
吾
万
一
霊
紫
煙
〃
二

農
斗
狸
揖
〉
覇
Ｐ
Ｃ
津
如
き
畏
砕
畔
心
長
話
遥
型
話
赴

。
蝉
御
召
謹
呈
鵜
話
幽

。
岬
ヤ
四
里
旦
霧
蕊
／
や
垢
懇
・
舟
や
謝
溌
型
諸
道
・
岬

る
箪
里
誉
眼
徽
匡
〃
言
桓
斗
狸
揖
〉
溺
⑲
倹
話
適
型
垢
葦

。
誉
順
口
但
埜
嘩
ロ
・
岬
袷
竺
叩
一
巻
眼
削
使
叩
一
家
令
や
異
心
長

蝋
任
／
需
便
判
狸
揖
〉
講
叩
一
送
眼
墜
意
⑲
”
令
営
降
型
諸
娃

。
岬
ヤ
凹
里
砕
畔
や
垣
判
型
話
赴

。
岬
や
醗
匡
／
言
令
判
狸
揖
〉
溺
埜
垢
赴

●
搾
獣
Ⅷ
一
侭
ｅ
Ｅ
ｏ
ｍ
・
［
」
嘩
口
・
蝿

ャ
蕊
壁
Ⅷ
三
雲
圧
・
二
黒
い
る
母
｝
Ⅷ
一
雷
紫
煙
型
垣
斗
ｅ
話
赴

◎
巳
。
［

型
垢
霧
・
旨
④
油
煙
ｅ
垢
獣
任
厘
躯
憧
・
匡
巳
函
馨
抽
な
噸

ｅ
佃
沌
／
送
眼
揖
僅
捕
一
垢
幽
・
岬
苓
斗
狸
掛
〉
溺
型
垢
蛙

噌
坦

（
５
）
憧
誰

（
５
）
蝋
適

（
５
）
邸
ロ

ｍ
・
国

（
函
・
守
）

的
・
↑

山
・
因

Ｃ
・
ぬ

（
四
・
画
）

因
・
ず

（
寺
・
ぬ
）

四
・
ｍ

（
↑
・
卜
）

（
つ
・
面
［
）

両
。
》

含
●

色

（
［
。
、
［
）

画
・
守

（
ず
。
④
）

（
ｏ
・
園
【
）

（
》
・
守
［
）

（
の
。
国
）

（
。
。
④
）

．
○
之

自
誰
屋
判

い
ぬ
、

《Ｃ
”
、

、
t～
い
、

、
0０
”
雨

、

黄
誰
還
判

の
⑬
”

。
①
α〕

●
~

Ｏ》ミ、
<YD

誰
雲

国
⑦
師

誰
璽
喋
瓜
疑

両
⑦
両

躍
謹
画

》
①
め

謹
奪
ｅ
職
壁

。
抑
侭
や
抑
菖
塑
型
蓉
陣
。
蝿
ｓ
や
Ｊ
垣
淫

叩
一
鶏
絹
制
面
箪
／
や
５
ｍ
．
。
和
憧
捕
一
「
篭
〉
蝿
」
岬
一
一
黒
叩
一
厘
」
・
岬
重
や
Ｅ
Ｃ
⑭
．
罵
一
和
騒
ｅ
Ｋ
曙
ｅ

「
鵡
端
一
〉
」
・
蝿
や
泰
逼
滞
擢
く
ロ
禦
笠
〃
二
侭
苓
「
舗
縞
一
〉
」
叩
一
腫
斗
・
岬
も
搾
鯛
舗
黒
時
砕
埜
腫

軍
剖
諾
霧
・
蝿
毒
知
巳
。
図
・
周
一
加
憧
・
§
四
・
圏
捕
一
巡
裡
ｅ
腫
悟
〃
５
画
・
蔚
型
戦
但
ｅ
腫
判
〃
や
匡
判

○
二

画

陣

、
の
”
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③
備
跳
題
ｅ
辱
廻
判
彊
四
・
く
ｌ
自
扇
蝉
樵
屋
冊

’
１
｜

Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

鵠
侭
瓢
鰹
・
程
遅
・
傾
腰
・
娼
謝
円
・
鴫
阿
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榊
潅

。
郭
抑
亀

。
課
抑
亀
。
ｕ
崖
狐
型
麗
③

。
ｕ
瓶
崖
型
厘
意
垢
姓

。
ｕ
、
医
型
個
匡
話
娃

。
③
個
台
捺
埜
羅
釦

。
Ｊ
塞
ぎ
釦
出
身
舟
型
腫
匡

Ｃ
組
回
〃
胃
一
綴
紐
・
岬
型
哩
農
畿
〆
マ
叩
一
判
墾

。
“
岡
〃
言
埜
腫
惹
請
蛙

。
栴
華
ｙ
０
弾
叩
一
心
製
制
〃
鴇
③
堀
墜
呈
厘
匡
垢
蛙

。
《
３
挺
鴇
篭
幽
ｅ
腫
惹
諸
姓
。
ｕ
騨
瓶
蝿
埜
羅
団

。
岬
ヤ
獅
華
茶
Ｋ
Ｋ
１
恒
圧
話
蛙

。
③
駆
僧
型
麗
③

。
ｕ
、
崖
埜
濡
釦
・
紐
崖
恒
埜
Ｈ
狸

掻
選
“
騨
璽
。
（
③

蝉
叩
一
名
余
垢
）
紐
聖
楓
鍵
埜
濡
釦
・
幽
淫
逆
判
墾

。
紐
畠
蛮
埜
羅
釦
・
組
騨
瓶
鎚
埜
判
恕

ｏ
③
廻
瓶
（
魯
鞠
一
個
意
〃
（
団

眺
匝
崖
剖
③
韓
話
ｌ
）
釦
蝉
３
溺
鴇
恒
匡
埜
麗
③

・
獅
牟
Ｋ
Ｋ
ｕ
垣
」
ｅ
但
惹
請
堅

。
ご
蒋
准
掴
過
る
推
如
麺
窪
樵
砕
母
型
腫
匡
諾
堅

。
③
廻
糎
ｓ
扇
頴
剖
羅
釦
〃
判
墾

鋒
拭
・
鯛
鴨
・
坦
汁

。
盤
匿
型
腫
巨
惹
匡
垢
姓

Ｏ

Ｓ

膿

暴
謝
羅
埜
巨
便
話
赴
・
避
匿
埜
腫
款
篭
蛙
剖
腫
判
ｅ
聴
口

。
緊
鴬
ｓ
里
辿
庖
巨
悟
判
ｅ
Ｊ
逼
二
霊
ｅ
導
維
部

●
幽
匿
禅
掛
ト
・
逆
腫
腫
惹
匡
ｅ
垢
華

。
二
霊
い
く
痛
－
厘
斗
ｅ
蕊
ロ
・
卜
十
挺

〃
遇
Ｒ
珠
蝶
型
埋
」
〃
ト
ト
躯
運
垣
Ｈ
ｅ
但
諒
話
綴
・
ト
ト

３
帳
／
巡
呪
壁
悪
逆
垣
恰
・
ト
ト
軽
埜
垣
斗
ｅ
厘
匡
話
綴

。
卜
十
挺
埜
掛
ト
型
腫
章
垢
蛙

。
ト
ト
型
腫
厘
垢
牡
／
骨
画
型
垣
卦
Ｉ
ｅ
蕊
蝶

。
ペ
亜
鞭

《
今
脹
叩
一
鞍
株
埜
但
惹
匡
ｅ
垢
蛙
／
骨
画
捕
一
道
卦
ｌ
ｅ
蕊
搬

。
卜
十
Ｇ
便
槙
斗
倉
蕊
縛
埜
垣
斗
／
卜
十
挺
型
腫
永
諾

筆
／
毎
侭
喋
侭
辱
架
叩
一
懇
進
ま
〃
骨
の
型
垣
卦
ｌ
ｅ
篭
礁

。
逢
拭
ｅ
皿
冷
寒
ｕ
垣
斗
ｅ
腫
惹
垢
赴
。
卜

十
弾
制
ト
州
一
厘
厘
話
堂
・
卜
十
挺
〃
巡
含
豆
い
く
托
一
嘩
口

。
〉
革
袋
推
獣
／
胃
一
道
判
ｅ
渥
意
垢
蛙

。
卜
十
禅
掛
ト
叩
一
荘
常
型
腫
意
鯖
蛙

。
乍
入
毎
Ｋ
ｅ
拭
禅
型
垣
判
ｅ
腫
惹
垢
華

。
卜
十
挺
〃
巡
ぺ
騨
轄
埜
腫
意
垢
堂
・
卜
十
挺
御
掛

ト
叩
一
垣
」
／
剖
皿
ふ
く
Ｓ
Ｅ
挨
勾
蕊
叩
一
道
判
型
腫
匡
垢
蛙

・
ね
細
畔
畔
埜
罫
ｅ
剖
話
堂
・
卜

＋
禅
掛
ト
叩
一
鞍
構
／
遇
ぺ
廷
理
型
腫
幽
惹
・
ト
ト
禅
掛
ト

〃
巡
侭
壁
轄
型
腫
惹
話
堂
・
卜
＋
軽
櫛
掛
ト
埜
腫
匡
鰭
垂

。
料
岳
叩
一
厘
章
話
曇
。
ト
ト
／
巡
皿
ふ
く
型
恒
匡
垢
赴

。
拭
程
托
一
遜
悟
／
皿
冷
寒
苓
遜
判
型
逢
拭
／
雪
掲
い
入
毎
Ｋ

ｅ
鎚
川
」
判
型
睡
非
部
ｅ
腫
惹
話
鐘
・
抽
懲
い
く
〃
巡
卜

＋
輝
埜
腫
惹
篭
蛙
／
卜
七
挺
／
巡
二
豆
い
く
型
腫
に
輪
赴

。
ト
ト
／
巡
偲
勇
撃
通
道
」
ｅ
匡
惹
篭

堅
・
卜
＋
漣
禅
掛
ト
叩
一
粧
常
捕
一
腫
腫
催
斗
ｅ
蝋
〃
判
掌
判

ｅ
厘
惹
話
竪
・
卜
卜
謹
禅
掛
ト
〃
巡
侭
辱
轄
埜
腫
匡
話
雲

麺
群
ｅ
漣
漣

。
（
巳
。
函
・
因
）
汁
睡
型
嘩
ロ

（
§
ぬ
．
［
刈
堅
）
俳
嵯
型
侶
斗
ｅ
嘩
口

。
仰
ヤ
融
匡
叩
一
長
や
暑
〃
埜
腫
匡
話
蛙

。
蝿
も
竺
叩
一
巻
賑
伺
廻
〃
二
黒
や
。
暴
斗
心
伺
〉
蕊
托
一
話
逢

。
仰
３
Ｖ
異
扇
叩
一
念
蕊
〉
柚
Ｋ
型
重
圧
諾
磐

。
や
丑
抽
部
〉
和
／
言
く
軍
惹
叩
一
心
和
や
〉
劇
話
霧
／
異
和

望
ｓ
豆
Ⅷ
一
厘
侭
悟
倉
蕊
押
捕
一
厘
章
／
や
（
昌
卜
理
）
俳
哩

型
噂
ロ
・
過
る
量
叩
一
超
蕊
裡
／
需
痕
判
狸
同
〉
講
型
話
鐘

。
芽
嘩
越
嘩
ロ
・
哩
惹
叩
一
外
ｅ
〉
〃
〉
抑
Ｋ
型
話
鶴

。
画
聖
や
垣
」
埜
垢
蛙

。
仰
も
竺
旦
誉
眼
撒
圧
砕
畔
／
言
便
判
狸
揖
〉
謂
型
話
赴

。
ペ
黛
聾
ｓ
穏
叩
一
厘
選
意
。
Ｏ
何
回

鴇
一
．
一
転
叩
一
腫
巨
意
匡
ｅ
話
筆
・
や
Ｏ
る
《
月
一
粧
常
制
一
選
誰

・
岬
局
吾
｝
叩
一
巻
眼
墜
惹
／
ご
鴇
や
。
終
斗
裡
揖
〉
謂
型
垢
蛙

。
ｓ
侭
謹
ｅ
包
屯
舟
砕
型
腫
ま
講
堂
・
Ｏ
ｂ
ｓ
砕
酔
捕
墓

物
令
判
狸
揖
ｅ
諸
牡
・
岬
嫁
桓
判
狸
揖
〉
舗
心
伺
令
輪
幽
捕
一
諸
蛙

。
〉
革
袋
権
部
Ⅷ
一
侶
惹
話
鐘
／
掛
裡
編
一
型
邦
一
垣
斗
話
娃

。
ヤ
翠
写
牒
旦
葵
搾
獣
埜
論
霧
／
や
汁
腫
型
嘩
ロ

。
〉
華
暴
搾
鍬
叩
恵
一
判

ｅ
垢
姓
・
蝿
ら
維
如
営
俣
埜
詰
懇
〃
俳
晦
型
腫
斗
ｅ
嘩
口

ｏ
ね
刺
こ
ぺ
く
重
腫
匡
篭
進
運
重
圧
ｅ
蕊
ロ

。
仰
ろ
垂
里
送
順
揖
廻
／
①
鴇
櫛
Ｊ
箪
匡
時
牙
埜
話
堂

。
〉
華
苓
維
部
Ⅷ
一
埋
判
ｅ
話
せ

。
仰
も
竺
叩
一
名
緊
但
・
需
痕
判
報
掛
〉
謂
起
話
せ

。
蝿
ヤ
（
§
図
・
［
抑
図
）
四
四
宥
一
話
葦
〃
や
（
冒
匿
⑭
和
壁
）
畿

溌
型
諸
道
。
幽
汁
御
霊
劃
罫
埜
遭
孟
・
桓
細
叩
一
長
や
異
痛
一

罫
ｅ
篭
赴
判
話
適
・
岬
吻
食
判
報
蕎
〉
講
四
長
道
汁
型
話
葦

。
仰
も
掌
Ⅷ
一
名
蕊
廻
／
ご
鴇
ｖ
Ｏ
鴇
判
報
掛
〉
蕊
型
諸
華

。
ヤ
王
二
黒
叩
一
萎
権
靴
型
話
霧
蕊
ロ

。
壁
聖
母
畔
や
垣
判
型
話
鐘
。
捧
鍬
ｅ
礁
函
叩
一
垣
判
ｅ
話
せ

。
仰
《
今
や
ら
量
叩
一
巻
眼
墜
惹
〃
言
種
斗
狸
料
〉
謂
型
話
華

◎

蝿

ヤ
逼
匡
④
長
余
話
ｅ
職
Ｊ
擬
圧
砕
砕
心
長
垣
悟
捕
一
話
雲

噌
坦

（
§
）
沌
詑

（
５
）
巡
幽

（
５
）
型
ロ

（
函
・
ぬ
雨
）

（
＠
・
国
函
）

（
○
・
国
国
）

（
ぬ
・
ぬ
［
）

（
ｍ
・
［
”
）

」
蕊
ロ
砕
砕

（
つ
・
つ
め
）

蝋
Ｋ
唱
龍
雲

ｄ
ｚ

田
捺

』
⑦
面

（
抑
亀
）

唱
謝
陣

西
⑦
め

（
需
陣
）

熟
陣
聖

α
の
、

（
網
）

髄
隠

つ
。
》

（
裁
鞭
）

梗
耀

［
○
守

Ｃｑ
。
》

、
Cvう
○
守

､

（
伽
著
）

弗
閏
恕
隠

守
○
守

、
い
つ
守

（
伽
芸
）

誰
岡

の
。
寺

、
↑
。
守

冬
画
○
司働

（
伽
誉
）

誰
国
超
澄

①
○
ず

（
淵
柊
）

誰
閏

。
［
ず
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傭
礁
躍
ｅ
辱
廻
Ｈ
彊
口
・
く

目
扇
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僻
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Ｈ
・
程
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粥
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榊
遷

。
塘
華
Ｋ
Ｋ
Ｐ
全
長
Ⅷ
一
垣
悟

ｅ
腫
惹
垢
堅
心
長
腫
悟
ｅ
噸
〃
切
眺
伍
皆
埜
濡
③

。
③
蝉
瓶
３
溺
越
判
墾

。
掻
輩
禅
像
蕊
・
釦
畠
躯
型
厘

意
話
垂
／
釦
鯉
匡
画
逆
侶
匡
話
蛙
・
画
窮
型
判
墾

。
誰
判
ｓ
御
念
ｅ
喋
旺
運

。
釦
伍
嵐
型
羅
ｕ
・
釦
蟹
田
逆
判
墾

。
慢
遣
霊
黒
川
。
（
岬

ｂ
搾
如
廻
個
／
青
砕
砕
型
侶
厘
）
③
画
崖
型
羅
切

。
慢
蕊
禅
悌
蕊

。
ｕ
韓
嘩
画
埜
羅
凹
・
画
露
型
Ｈ
聖

。
掻
輩
禅
像
蕊
・
釦
韓
埜
判
恕

。
③
駆
恒
埜
羅
③

。
掻
輩
御
騨
蕊
呈
荘
株
・
紐
差
型
羅
紐

。
③
畷
田
崖
型
麗
切
〃
や
掻
輩
御
霊
係
Ⅱ

ｏ
ね
伽
〉
猟
類
謎
／
マ
型
判
墾

。
掻
蕊
禅
騨
蕊

。
ｕ
韓
起
羅
組

。
掻
輩
禅
騨
輔

。
③
瓶
蝿
型
腫
匡
〃
③
韓
塙
厘
意
埜
羅
釦

。
掻
輩
禅
撫
蕊
・
釦
躯
窒
型
綴
釦

Ｃ
ｕ
瓶
田

埜
腫
幽
厘
／
ｕ
岡
／
「
蝿
ら
咋
弾
紐
崖
や
慢
墾
気
川

挺
拭
・
潔
需
・
垣
汁

。
卜
＋
輝
ら
誤
畔
砕
〃
遇
ぺ
環
悪
逆
迄
」
ｅ
話

堅
・
卜
十
挺
禅
掛
ト
叩
一
鞍
常
や
拙
垣
」
ｅ
職
〃
①
長
垣
判

型
腫
惹
論
姓
・
ト
ト
漣
３
帳
／
巡
侭
騨
蝶
粥
一
厘
Ｅ
Ｓ
話
雲

。
骨
》
邦
一
垣
卦
１
ｓ
緊
畷
・
蝿
異
る
〉
や
ｓ
豆
い
く
型
含

農
判
狸
伺
ｅ
眉
に
話
赴
〃
紫
鑓
ｅ
嫌
１
弾
罫
裁
呈
厘
諒
ｅ

蕊
ロ
・
卜
十
挺
〃
巡
ｅ
哩
藍
聖
ｓ
悪
逆
匡
惹
精
華
。
（
卜

卜
謹
弾
掛
ト
型
腫
匡
蕊
ロ
）
ト
ト
櫛
掛
ト
埜
腫
昏
話
華

。
選
淑
越
垣
催
〃
岳
禅
制
一
垣
斗
・
や
入
毎
Ｋ
ｓ
意
国
」

斗
叩
一
睡
搾
部
ｅ
腫
惹
話
せ
〃
抽
幽
い
く
埜
腫
惹
篭
鐘
・
ト

ト
弾
掛
ト
逆
垣
催
・
卜
十
挺
禅
掛
ト
埜
垣
判
ｅ
厘
匡
諾
蛙

。
ト
ト
鍵
皇
韻
〃
巡
与
豆
巾

く
“
い
Ｉ
キ
ハ
型
腫
章
請
鐘
〃
恨
辱
聖
《
今
脹
托
一
厘
厘
話
蛙

。
ト
ト
櫛
糾
ト
／
巡
二
裏
い
く
型
但
判
ｅ
嘩
口
・
卜

十
漣
櫛
掛
ト
叩
一
鞍
樵
型
厘
惹
〃
ト
ト
鐸
３
韻
制
一
個
匡
話
筆

。
ト
ト
／
巡
呪
鷺
狸
型
但
世
腫
惹
Ｅ
Ｓ
蛙
終

。
蝿
抽
や
牒
騒
や
拙
礁

の
／
罫
畏
埜
埋
卦
１
ｓ
蕊
礁
／
ト
ト
型
侶
直
球
圧
ｅ
鰭
葦

。
罵
叩
一
輪
堅
・
鋒
拭
咋
埋
呈
侶
惹
話
綴
・
卜
十
挺
御
掛

ト
叩
一
荘
些
鞠
一
厘
章
垢
堅
・
ト
ト
〃
巡
二
垂
い
く
型
厘
判
蕊

ロ
・
ト
ト
禅
糾
ト
〃
巡
恨
鷺
理
型
重
圧
篭
竪
・
嘆
呈
垂
小

く
御
榊
騒
叩
一
垣
」
・
ト
ト
躯
／
巡
二
豆
い
く
埜
軍
匡
垢
孫

●
ト
ト
禅
掛
ト
埜
厘
幽
惹
・
曇
霊
い
く
Ｓ
Ｅ
挨
躯
型
垣
悟

〃
卜
十
ｓ
韻
Ⅷ
一
綻
株
Ｓ
Ｅ
挨
蕊
越
腫
惹
鯖
華
・
岬
名
目
鴇

卜
＋
軽
息
豆
い
く
Ｓ
Ｅ
挨
倉
蕊
剖
巨
侭
躯
型
腫
圧
諾
堂

。
稲
八
毎
Ｋ
輝
拭
ｅ
尽
国
」
判
型
軍
惹
ｅ
匡
幽

。
岬
＆
〉
異
和
二
愚
厘
〉
柚
Ｋ
や
今
哀
い
く
型
諸
星
・
卜

十
禅
掛
ト
型
腫
幽
京
・
ト
ト
３
帳
〃
遇
ぺ
騨
撃
型
腫
幽
圧

。
抑
鋤
い
く
〃
巡
卜
十
ｓ
韻
型
腫
惹
話
赴

。
〉
準
農
騨
禅
留
数
や
ｓ
霊
い
く
櫛
稲

ｌ
牛
へ
托
一
垢
塁
。
卜
十
挺
３
帳
〃
巡
恨
黛
狸
型
腫
圧
話
赴

０

i卜

卜
禅
掛
ト
〃
巡
ぺ
壁
理
埜
垢
垂
・
ト
ト
禅
掛
ト
型
腫
迩
意

●
ト
ト
捕
一
言
種
判
裡
伺
／
ト
ト
禅
掛
ト
叩
一
維
坐
鞠
一
個
幽
厘

。
卜
十
ｓ
緩
〃
巡
ぺ
辱
理
型
腫
憧

章
・
ト
ト
軽
埜
個
諒
諾
蛙
・
ト
ト
〃
巡
ぺ
騨
聾
埜
腫
幽
匡

謹
弊
ｅ
護
肇

ｏ
仰
異
る

〉
砕
畔
〃
や
垣
ト
レ
畔
ご
舗
聡
型
話
姓
・
蝿
ヤ
壁
匡
９
種

余
請
ｅ
蝋
／
ｙ
る
量
型
送
眼
撒
匡
砕
砕
心
倹
垣
牒
型
垢
堅

。
仰
お
搾
頬
送
畏
型
薄
口

。
仰
も
量
叩
一
霊
巽
僅
〃
言
侭
斗
報
揖
〉
慧
型
垢
蛙

。
搾
部
ｅ
礁
函
型
」
礎
ロ
・
や
彊
含

喋
里
導
搾
埜
腫
意
嘩
口
・
ね
劉
叩
一
長
や
暑
型
話
惑
任
や
牒

曜
型
嘩
ロ
・
岬
ヤ
睡
便
砕
号
／
ｖ
ｂ
堂
型
密
雲
倒
型
垢
栓

。
蝿
や
舛
報
腫
誰
櫛
汁
腫
器
具

即
異
岬
〃
異
心
扇
抑
一
｝
Ⅷ
一
心
六
．
ロ
ド
ｅ
長
０
懇
逆
腫
惹
垢
堂

。
ご
掲
謹
ｅ
一
．
一
転
埜
侶
圧
縮
赴
・
ね
一
ヨ
邦
一
二
塙
判

狸
揖
ｅ
腫
匡
話
竺
・
岬
塙
斗
狸
揖
〉
覇
⑲
”
令
垢
世
埜
話
赴

。
幹
曜
型
腫
当
‐
ｅ
蕊
ロ
・
過
る

掌
叩
一
雷
雲
樫
Ｐ
Ｓ
漣
〃
与
典
や
。
長
判
報
料
〉
謂
型
垢
赴

。
Ｅ
巳
ｍ
補
一
理
型
匡
幽
〃
や
§
ず
．
［
和
憧
型
塁
〃
『
ね
国
や
今
怖

蜜
骨
通
信
世
匡
〃
や
（
目
①
和
凹
）
謝
徽
型
篭
世
ｅ
赴
骨

。
墜
諒
砕
叶
型
鯖
雲
・
岬

や
哩
惹
埜
眉
章
〃
Ｊ
何
個
湘
一
型
埜
腫
厘
ｅ
垢
綴
・
ヤ
逼
抽

部
叩
一
弾
搾
獣
Ｊ
寵
逼
砕
砕
や
話
磐
〃
や
（
§
ぬ
．
［
響
）
汁

腫
型
腫
判
ｅ
蕊
ロ
・
幽
里
母
母
・
や
士
倹
叩
一
薄
口
捕
一
話
隠

。
（
５
ｍ
・
画
和
壁
）
図
里
や
話
霧
〃
（
旨
ト
和
幽
）
謝
溌
や
ご

伸
垢
獣
骨
型
諸
道
・
＃
侭
斗
稗
伺
〉
溺
心
長
適
汁
制
一
輪
牡

。
仰
ヤ
偶
個
や
§
ぬ
逆
和
沌
ｅ
垢
垂
・
〉
Ｏ
終

塁
・
岬
る
堂
く
垢
蛙
や
蕊
壁
緊
通
道
判
・
ヤ
玉
抽
部
塙
ｅ

争
ｅ
導
搾
部
ｅ
畷
園
呈
詰
懇
意
／
や
幽
汁
型
話
幽
ｅ
赴
骨

。
仰
鴇
判
報
伺
叩
一
判
量
索
縛
型
巨
幽
・
蝿
や
伺
廻

や
§
卜
・
国
制
一
礼
極
ｅ
論
塁
〃
純
草
稿
霊
／
『
叩
一
諾
霧
・
〉
華

苓
搾
部
弾
鍵
蕊
／
マ
Ⅷ
一
垣
」
〃
（
Ｅ
・
函
・
〔
和
図
）
謝
溌
型
垢
蛙

。
抑
局
竺
叩
一
霊
蕊
廻
〆
言
種
判
報
伺
〉
謂
埜
話
赴
ｅ
鐘
骨

。
や
玉
抽
獣
型
導
搾
部
型
余
篭
蝿
や

塑
剖
華
特
ｅ
庖
諒
・
や
逼
今
悪
砕
砕
く
重
意
〃
§
可
罵
一

和
矩
ｅ
垢
垂
〃
〉
華
苓
垂
呈
話
霧
や
幽
侍
型
垢
幽
ｅ
鐘
骨

０

蝿
ヤ
（
§
マ
［
抑
図
）
図
農
や
話
碧
〃
や

（
旨
⑭
和
図
）
謝
溌
や
二
伸
話
串
任
〃
幽
造
判
砕
母
型
幽
惹

蛎
坦

〈
§
）
矩
誰

（
５
）
巡
遅

（
５
）
弾
ロ

（
⑦
・
ぬ
函
）

塑
Ｋ
畷
諾
婆

（
［
ロ
＠
国
）

（
守
・
ぬ
［
）

（
寺
・
国
［
）

（
の
。
［
”
）

（
ず
・
ぬ
函
）

（
ず
。
ｍ
”
）

（
因
・
［
ｍ
）

（
国
。
⑦
国
）

（
④
。
↑
［
）

ｄ
ｚ

（
淵
柊
）

誰
濁

［
［
ず

（
教
箪
）

誰
国

函
［
》

（
伽
芸
）

誰
侭
睡
樫

”
［
ず

（
綱
）

渥
翠

》
［
》

（
農
）

咲
還
Ｈ

ｍ
［
ず

（
垂
／
三

県
祢
謝
判

④
［
》

（
救
躍
）

誰
侭

』
［
》

（
蝿
）

誰
閏
駆
隠

四
［
》

（
鋼
）

橿
翠

①
［
ず

（
伽
著
）

誰
侭
睡
隠

。
函
寸

、
［
函

守

園
函
》

●

（
掴
／
ｓ

際
渥
選

、
函
》
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ぼ同一の船型を呈する。
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（10）堀切Ⅲ－Ａ。Ｂ・Ｃ出土の遺物

424～430は土師器皿である。口径7.0～9.0ｃｍ・底径4.1～6.2ｃｍ・器高1.7～2.4cmを測る。

424.426は外底面に板目圧痕が残る。形態的には、底部から体部へラッパ状に鋭く立ち上がり、

極めて直線的に伸びる424～426と、体部が船型を呈し、内蛮気味に伸びる427～430とに分類さ

れる。

431～440は土師器坪である。口径１０．８～12.7ｃｍ・底径6.0～8.4ｃｍ・器高2.8～3.4cmを測る。

４３１．４３５．４３６は綴密な焼成である。435は体部外面の下位にススが付着する。434は板目圧痕

が残る。440は非常に軽量な土師器皿である。形態的にはやや小型で口縁直口の433を除き、ほ

両 ツ

-159-
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第111図堀切Ⅲ一Ａ．Ｂ・Ｃ出土遺物の実測図①

＃
４

、

ヒニブゴ司ヲ 3８

－ －

ごE三三《

2７

、
・
㎡

号
職

訳
宗
友

鋒

６

１０cｍ

三二三三，二三三

ニラ廷

戻ニラグ

認

０

０

L=ゾ(！＜三三乳



ｅ
備
眺
畷
ｅ
奪
廻
判
詔
○
・
ｍ
・
く
ｌ
国
軍
騨
陥
留
祇

雛
屋
判

-160-

榊
翠

。
掻
遣
櫛
像
蕊

。
（
“
崖
駆
舗
ｅ
厘
幽
章
）
切
韓
ｓ
濡
型
羅
凹

。
環
出
血
堤
里
巨
幽
惹
・
凹
型
Ｈ
空

。
釦
騨
昌
獄
捕
一
羅
切
・
頭
型
淵
墾

。
掻
輩
“
悌
蕊
・
喋
出
皿
辱
型
幽
諒

。
③
蝉
ｓ
獄
埜
羅
団
・
幽
騨
型
Ｈ
望

。
ｕ
蝉
呈
謂
捕
一
羅
切
・
画
騨
型
Ｈ
聖

。
③
篭
＆
獄
型
羅
靭
・
画
捕
一
Ｈ
聖

。
ｕ
哩
瓶
蝿
型
需
凹
・
画
蕊
埜
判
墾

。
紐
韓

型
呈
ｅ
幽
惹
ｅ
③
蝉
昌
濡
型
聴
切
・
幽
騨
捕
一
判
墾

。
遷
鵡
禅
像
蕊

。
③
蝉
＆
謂
越
羅
切
・
画
騨
病
一
判
聖

。
橿
遣
櫛
悌
蕊
・
釦
韓
型
Ｈ
恕

。
③
蝉
楓
蝿
型

腫
圧
・
切
廻
催
塞
塙
個
惹
型
羅
切
・
幽
蕊
型
Ｈ
空

。
喋
出
血
堤
里
侶
幽
葦

。
“
蝉
瓶
蝿
越
羅
釦
・
幽
蕊
型
判
墾

。
掻
輩
禅
騨
蕊
・
獅
華
長
Ｋ
Ｋ
呈
垣

」
ｅ
腫
惹
話
せ
。
③
蝉
昌
獄
型
羅
切
、
・
幽
埜
Ⅷ
詞
浬

逢
拭
・
澱
寵
・
坦
汁

。
埋
潅
幻
く
判
型
・
や
ト
ト
越
喋
毎
ｓ
系
ｅ
侶
幽
ま

。
填
潅
や
卜
＋
埜
喋
懸
回
ロ
、
ロ
§
腫
幽
圧

。
〉
０
砺
牛
急
報
〃
畏
蝿

舟
や
空
時
型
腫
惹
ｅ
話
蛙
・
ト
ト
軽
型
腫
巨
惹
圧
ｅ
篭
娃

。
埋
淫
し
，
ト
ト

型
嘆
ロ
、
ロ
ｅ
但
世
に
。
葉
騨
御
召
懲
砕
砕
呈
腫
惹
鰭
堂

。
蕊
騨
ｓ
徽
呈
厘
圧
諸
蛙
・
ト
ト
揮
型
腫
巨
草
に
ｅ
請
赴

。
篭
騨
＆
鍵
Ⅷ
一
厘
章
話
栓
・
空
降
型
匡
厘
垢
せ

●
謝
羅
禅
掛
ト
型
腫
巨
・
ト
ト
型
腫
巨
惹
Ｅ
Ｓ
垢
蛙

。
灘
型

謝
羅
御
霊
蛙
畑
ｅ
厘
幽
意
〃
Ｊ
里
・
鴬
江
幻
く
判
型
や
ト

ト
ｅ
巡
型
喋
曇
扇
糸
ｅ
腫
幽
章
。
埋
潅
や
卜
十
ｓ
巡
型
嘆

埋
回
口
、
ロ
ｅ
厘
幽
圧
・
〉
０
小
半
急
鞠
埜
腫
惹
ｅ
垢
姓

。
謝
濯
禅
掛
ト
型
腫
匡
話
赴
。
ト
ト
漣
埜
腫
置
草
Ｅ
Ｓ
垢
蛙

。
罫
滋
型
喋
今
扇
米
ｅ
個
適
球
・
篭
延
や
卜
十
通

喋
導
回
口
、
ロ
ｅ
腫
幽
圧
・
ト
ト
誕
埜
腫
巨
惹
便
ｅ
諾
赴

。
ｓ
鍵
や
ト
ト
型
喋
ご
扇
糸
ｅ
侶
幽
意

。
壇
延
や
ト
ト
埜
環
懸
回
ロ
、
ｐ
ｅ
厘
遇
匡
〆
〉
帳

母
酔
埜
謝
聴
ｅ
腫
幽
章
・
躯
汁
埜
侶
孟
鴇
蛙
・
蕊
蝉
３
織

型
侶
厘
垢
赴
・
卜
十
挺
型
但
諒
垢
赴
／
ト
ト
型
腫
に
垢
赴

。
瀧
Ｈ
ｅ
ｓ
調
禅
糾
ト
呈
粧
株
・
紫
騨
ｓ
鍵
〉
町
叩
一

腫
巨
ｅ
講
堂
・
ト
ト
禅
掛
ト
叩
一
粧
常
埜
腫
腫
草
Ｅ
Ｓ
鰭
堂

●
３
錠
や
卜
十
ｓ
巡
型
喋
毎
扇
糸
ｅ
腫
幽
ま

。
篭
潅
や
ト
ト
童
喋
蝋
回
ロ
、
ロ
ｅ
恒
幽
便

。
蕊
騨
３
縫
叩
一
厘
巨
惹
Ｅ
Ｓ
垢
赴
・
雷
裁
埜
喋
扇

糸
ｅ
厘
幽
誼
・
鴬
淫
や
ト
ト
型
喋
塀
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
腫
幽
便

・
驚
砕
酔
い
Ｊ
瀞
丑
埜
謝
羅
ｅ
腫
便
垢
堂

。
謝
濡
櫛
掛
ト
型
腫
圧
垢
蛙
。
ト
ト
鍾
型
腫
巨
惹
匡
ｅ
垢
蛙

◎

蝿
溌

や
巡
卜
＋
型
嘆
扇
端
ｅ
厘
幽
意
・
鴬
江
薦
烹
一
や
卜
十
ｓ
巡

型
喋
騨
回
口
、
ロ
ｅ
厘
幽
圧
・
緊
騨
禅
苔
載
型
腫
惹
垢
鐘

。
空
叶
型
庖
厘
垢
鐘
・
ト
ト
鑓
埜
厘
腫
意
Ｅ
Ｓ
話
せ

。
築
騨
ｓ
溌
呈
腫
惹
話
鐘
・
蕊
騨
禅

留
懲
霊
瀞
雪
呈
腫
圧
話
せ
・
ト
ト
誕
埜
腫
巨
惹
住
ｅ
垢
蛙

謹
零
ｅ
漣
肇

。
蝿
や
堅
里
畔
母
型
垢
幽

。
蝿
畏
判
報
岩
〉
罵
畔
畔
心
長
道
汁
埜
垢
華

。
□
但
蕊
ロ
・
蝿
ら
量

叩
一
霊
緊
但
し
Ｑ
漣
／
需
便
判
報
長
〉
涜
四
倹
話
僅
起
垢
鐘

。
ｐ
但
嘩
ロ
・
蝿
箇
垂
１
巻
順
哩

惹
砕
牙
心
長
増
任
〃
言
種
判
報
揖
〉
蕊
心
長
営
汁
埜
垢
蛙

。
蝿
も
竺
旦
送
眼
削
匡
心
長
世
幹
埜
垢
堂

。
仰
搾
如
誉
黒
通
話
嘩
口
・
岬
袷
逢
旦
送
眼

徹
に
言
種
判
狸
揖
〉
韻
や
。
津
細
誉
黒
①
長
話
幽
埜
諸
華

。
漢
誰
禅
０
局
ｓ
翁
輔
〃
屯
埜
腫
遇
厘
。
謝
溌
型
謝
誰
。
岬

ら
量
Ⅷ
一
巻
順
織
厘
〃
言
綬
斗
稗
情
〉
謂
四
長
世
降
型
垢
赴

。
□
裡
噂
ロ
・
垣
型
腫
幽
圧

。
世
串
画
‐
叩
一
”
寂
瑚
や
長
い
食
諾
獣
任
型
論
幽
・
岬
ら
竺
叩
一
霊
葉

樫
〃
ご
鴇
判
狸
偶
〉
獄
や
。
坤
如
送
畏
④
長
幽
汁
型
垢
赴

。
岬
ら
量
呈
送
賑
削

圧
〃
言
種
判
狸
揖
〉
獄
い
０
途
如
き
黒
ご
帯
諸
道
型
鴇
赴

。
紫
智
行
一
罫
ｅ
講
蛙
剖
腫
幽
匡
・
岬
も
堂

叩
一
巻
順
甑
圧
砕
畔
〃
毎
鴇
斗
狸
伺
〉
溺
心
長
道
汁
型
輪
赴

。
蝿
や
堅
農
埜
磐
輪
幽

。
仰
剰
暴
蕊
漫
里
霧
垢
幽
・
ロ
廻
蕊
ロ
・
蝿

袷
量
叩
一
送
眼
削
圧
〃
需
侭
斗
報
料
〉
覇
⑲
長
幽
汁
埜
垢
赴

。
Ｏ
ら
《
貞
一
農
誰
・
岬

乞
量
型
送
順
削
匡
〃
言
暴
斗
報
情
〉
溺
心
長
鰭
幽
型
垢
蛙

。
Ｏ
ら
ｓ
急
蝋
型
陰
誰

。
蝿
る
堂
叩
一
超
紫
煙
〃
含
佼
斗
狸
揖
〉
溺
心
長
話
幽
埜
垢
鐘

噸
謹

（
§
）
矩
誰

（
５
）
遡
僅

（
§
）
型
ロ

画
・
両

。､
●

~

~

●

寺

（
ぬ
。
卜
）

守
・
国

、
・
ず

（
○
・
四
）

t－
●

胃

胃

●

Ｕつ

（
。
。
』
）

雨
・
函

ｍ
・
》

（
国
・
↑
）

０３
●

胃

（
国
・
の
）

（
。
。
⑦
）

◎３
Ｄ

~

。
・
ぬ

ト
・
↑

ぬ
・
園

（
④
。
、
）

（
》
・
［
［
）

（
。
・
①
）

雨
・
両

（
函
・
↑
）

（
ぬ
。
ｏ
［
）

寺
。
、

＠
・
卜

。〕
●

門

戸

ｍ
・
両

（
○
・
四
）

（
守
・
国
［
）

ｄ
之

自
雛
屋
Ｈ

守
函
寺

冬
⑳
函
寺

の
園

守
､

t～
因
寸

、
⑬
園
守

●
①
函
司叫

､
つ
め
司可

､

埼
誰
屋
Ｈ

［
ｍ
》

冬
Ｎ
駒
守

、
雨
駒
司則

》
”
ず

、
い
め
》

、
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③
備
眺
畷
ｅ
暴
廼
判
丑
○

四
・
く
１
国
扇
哩
鴨
島
慨

=’
｜
’

’

鵠
塩
Ｈ

｜__－Ⅷ
趨
皿
・
謹
伽
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榊
遅

。
掻
輩
“
騨
蕊

副
蝉
３
溺
埜
羅
釦
・
画
型
判
浬

。
③
駆
畠
埜
需
③

。
幽
型
判
恕

。
釦
騨
《
今
溺
埜
羅
ｕ
・
画
騨
型
Ｈ
聖

。
⑳
蝉
瓶
蝿
埜
羅
組
・
画
蕊
埜
判
浬

。
誰
判
禅
唄
騨
叩
一
粧
梢
・
凹
廻
瓶
蝿
型

阻
意
・
釦
蝉
瓶
鑓
鴇
恒
厘
捕
一
綴
ｕ
・
画
鰹
型
Ｈ
翌

鋒
料
・
潔
鴨
・
垣
峠

。
驚
淫
や
ト
ト
型
喋
曝
回
ロ
、
ロ
ｅ
厘
世
圧

。
留
戦
逆
喋
毎
ｓ
糸
ｅ
腫
迩
意
・
空
汁

型
侶
腫
垢
赴
・
ト
ト
型
腫
諒
垢
赴
・
卜
十
挺
型
阻
圧
鰭
蛙

◎

馳
一
岬
舗
叩
一
ｓ
豆
い
く

里
恒
惹
話
蛙
・
留
識
型
喋
ご
扇
糸
ｅ
腫
幽
章
・
嘆
隠
躯
呈

値
沸
〃
Ｊ
篭
淫
や
卜
十
ｓ
巡
型
喋
蝋
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
腫
幽
圧

。
蕊
蝉
３
綾
叩
一
厘
厘
垢
赴
・
測
羅
御
難
砕
酔
型
但
諒
垢
蛙

。
測
需
弾
掛
ト
型
侶
圧
垢
姓
。
卜
十
挺
型
腫
腫
惹
任
ｅ
垢
姓

０
Ｊ印

今

溌
や
ト
ト
型
喋
全
局
糸
ｅ
腫
幽
意
。
ご
得
謝
羅
や
卜
十
ｓ

巡
苓
岬
楳
叩
一
留
数
ご
禅
長
／
埜
喋
塀
回
ロ
ヘ
ロ
ｅ
腫
幽
圧

ｏ
罫
救
越
喋
二
ｓ

米
ｅ
個
幽
章
・
駕
潅
や
ト
ト
ｅ
巡
越
喋
懸
回
ロ
ヘ
ロ
。
篭

騨
３
徽
里
厘
諒
垢
赴
。
躯
汁
や
謝
濡
禅
掛
ト
型
腫
厘
垢
堂

。
卜
十
挺
型
腫
意
垢
姓
・
ト
ト
型
厘
圧
話
赴

。
蝿
樫
や
巡
卜
＋
埜
喋
二
ｓ
糸
ｅ
腫
幽
球

。
仰
鰻
〉
陵
ｅ
ｅ
穎
ヅ
シ
ド
異
和
埋
袋
卜
十
ｓ
巡
／
型

喋
恩
回
口
、
ロ
ｅ
侶
幽
圧
・
繋
騨
昌
溌
辿
阻
惹
垢
牡
・
空

俳
埜
恒
匡
垢
蛙
・
卜
十
型
腫
惹
〃
ト
ト
軽
埜
但
匡
ｅ
話
蛙

謹
零
ｅ
澄
陰

。
蝿
ヤ
唾
里
型
懇
話
世
・
捌
綾
型
獣
任
ｅ
垢
適

。
仰
も
華
１
巻
眼
削

住
〆
二
暴
判
裡
伺
〉
謂
や
も
非
如
き
黒
①
倹
垢
過
越
垢
蛙

。
蝿
や
凹
里
型
蒋
論
幽
。
Ｏ
も
ｓ
急
輪

捕
一
醍
誰
／
や
幽
造
判
型
垢
幽
・
ロ
裡
嘩
ロ
・
岬
も
竺
辿
送

眼
削
匡
〃
需
食
斗
狸
伺
い
０
埠
如
誉
長
⑲
忽
令
垢
過
越
垢
蛙

。
岬
や
四
里
型
垢
幽
・
幽
造
判
型
輪
幽

。
岬
塙
斗
狸
伺
〉
獄
い
る
推
知
誉
畏
心
”
桓
論
幽
埜
垢
赴

。
娯
誰
禅
０
袷
ｓ
ｏ
（
５
画
・
自
邸
暖
／
§
＠
．
昌
巡
蝋
）
自
誰

屋
判
ｅ
導
階
圧
蝉
・
ロ
廻
嘩
ロ
・
坦
砕
畔
型
但
幽
匡
・
蝿

袷
竺
呈
誉
峨
緬
匡
／
需
食
斗
狸
何
〉
罵
心
倹
垢
幽
埜
垢
姓

。
紫
騨
御
霊
霧
旦
懇
話
世
ｅ
侶
惹

。
幽
里
埜
垢
懇
ｅ
垢
幽
・
謝
儀
制
一
垢
堂
・
ロ
倒
砕
母
型
噂
ロ

・
岬
も
量
Ⅷ
一
ｓ
紫
煙
／
需
侭
叫
狸
何
〉
謂
①
”
令
論
過
越
垢
鐘

調
坦

（
５
）
矩
瀧

（
５
）
哩
幽

（
５
）
邸
ロ

寺
．
、

（
寺
・
画
）

（
↑
・
函
［
）

函
。
、

（
ｍ
・
ト
）

（
》
・
函
［
）

（
の
．
ト
）

［
・
雨

寺
・
↑

ｍ
・
園
［

め
・
画

（
の
．
↑
）

（
函
・
函
［
）

●
◎
Ｚ

埼
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441は青磁の稜花皿である。口径は（9.5）ｃmで体部内面lこへラ描きによる横線文様がある。

442と445は同安窯の青磁碗である。体部の内外面に櫛描文がある。442は口径（11.7）ｃm、

445は（14.5）ｃmを測る。

４４３．４４８．４５０．４５１は青磁碗である。443は体部外面に櫛描きによる雷文帯がある。口径は

（13.2)c､を測る｡448は見込みに沈線状の界圏があり､底径は(4.7)cmである｡450は底径(4.9)cｍ

で高台は外側へ張り出す｡451は体部外面の下位に２本組み合わせの縞文がある｡底径は(8.5)cｍ

で底部は極端に肥厚する。

４４４．４４７は白磁の碗と皿である。444は碗で口径（14.5）ｃmを測り、口縁はやや外反する。

447は皿で､太く極めて低い高台をもつ。見込みに草木を具象化した文様がある。底径(7.4)ｃｍ

である。４４６．４４９は青白磁の碗である。446は体部が鋭く立ち上がり、直立気味に内雪する。

体部内面にロクロ痕が鮮明に残る。

452は青白磁碗で、見込みに草花文様があり、底径は（5.6）ｃmを測る。高台は太く低い。

453～455は青磁碗である。453は見込みに花文が描かれており、底径（6.1）ｃmである。４５４

は口径（12.1）ｃｍ・底径（4.5）ｃｍ・器高5.5cmを測り、体部は内琴する。体部内面の見込みは

円形状に無粕で、花文が印刻されている。体部外面には蓮弁文がある。455は口径（13.0）ｃｍ・

底径（7.0）ｃm、器高4.1cmで体部は外反気味に伸びる。見込みに花文がある。

４５７．４５９．４６０は白磁碗である。４５６．４６０の体部は、直線的に伸びており、460の口縁は玉縁

状に丸く肥厚する。口径は456が（15.2）ｃm，460が（13.0）ｃmである。４５７．４５９は体部が内湾

する｡口径は457が(11.7)cm､459が(9.2)cmを測る｡463は白磁皿で口径(9.5)cｍ・底径(3.5)cｍ・

器高2.7cmを測る。高台は肉太で、外側に張り出す。

458は青白磁の碗である。体部は内琴し、口径（11.5）ｃmを測る。４５６．４６１．４６７は同安窯の

青磁である。461は皿で薄壁の内底面に櫛描文がある。467は碗の底部で、高台は太く低い。

462～466は青磁碗で、４６２．４６６の見込みに印花文の文様がある。

468～４７０．４７４．４７７．４７８は青磁碗である。口径は468が（15.3）ｃ､、469が（12.9）ｃmを測る。

474は口径（11.9）ｃｍ・底径（5.1）ｃm，器高5.8cmを測る。無文で体部は大きく内雪する。４７０

は見込みの粕下に極めて薄い文様がある。477は体部外面に波状の文様がある。478は見込み部

分が無粕で、草花文様が印刻されている。471は青磁の盤で体部内面に縞文がある。

４７２．４７３．４７５は白磁皿である。472は口径（10.7）ｃｍ・底径（3.6）ｃｍ・器高2.9cmで、４７３

は口径（10.1）ｃｍ・底径（3.9）ｃｍ・器高2.9cmを測る。475の底径は（3.7）ｃmである。

476は天目碗の底部で底径（4.0）ｃmを測る。胎土は極めて精良であり、紬色は黒色で光沢が

ある。中国製と思われる。

479は青磁の盤で、口径（26.5）ｃ､を測る。体部に縞文あり。480は青白磁で、体部は大きく

内湾する。口径（15.2）ｃmである。４８１．４８３は青磁碗である。483は見込みに図化不可能な極
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めて薄い文様があり、底径7.5cmを測る。

４８２．４８４は天目碗である。482は口径(13.3)cmで、体部の内雪の度合は中途から上位にかけ

て大となる。484は底径(4.7)cmで、かなり使い込んだ碗で､見込み部分の粕は色あせている。

485～487は滑石製の石鍋である。口径は485が（15.6）ｃm，486が（21.2）ｃmを測る。487は

体部外面の下位にススが付着する。489は滑石製のスタンプで、体部上面にツマミが付く。内

面に草花文様が彫刻されている。

488は須恵器の喪で口径（11.0）ｃmを測る。490は瓦器の蕊で、体部外面はナデの後タタキが

入る。
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Ｓ
Ｅ
佃
沌
Ｋ
鴫
・
鼻
瑠
鍬
ｅ
Ｊ
謎
二
ｓ
ロ
、
ロ
ュ

垢
〃
包
、
骨
Ｓ
Ｅ
組
沌
・
三
一
江
い
く
《
今
韻
型
磐
惹
ｅ
組
矩
・
蝿

ら
竺
旦
誉
娠
縦
匡
〃
言
種
判
狸
揖
〉
罵
④
苓
篭
世
托
一
話
鐘

。

岬
＆

ｙ
Ｏ
拙
稲
苓
卜
｛
叩
一
に
組
憧
・
鼻
卿
獣
ｅ
Ｊ
謎
二
ｓ
ロ
ヘ

ロ
櫛
榊
鵠
叩
一
厘
如
矩
・
三
一
江
い
く
型
腫
意
ｅ
抽
華
噸
犯
沌

。
（
§
ず
．
［
和
回
）
凶
里
型
諸
道
・
墜
求
砕
砕
型

噂
ロ
・
岬
ヤ
罰
匡
〃
号
令
判
狸
清
〉
蕊
心
象
侭
垢
過
越
話
せ

噸
謹

（
５
）
沌
誰

（
弓
）
戦
営

（
５
）
淵
一
口

（
四
・
ｍ
）

（
ず
。
↑
）

（
ト
・
守
）

（
⑦
・
ず
）

（
、
・
ぬ
）

（
＠
・
ぬ
）

含
●

《。
、＝〆

い
・
ぬ

（
、
。
》
）

含
●

Ｃｑ

二

●
○
Ｚ

霊
鐙
厘
紅

の
マ
マ

三
超
田

ト
マ
マ

逼
趨
瓶

画
マ
マ

逼
趨
匝
瓶

の
マ
マ

篭
望
維

○
ゆ
ず

弓

uうぐ、
句、

謹
画
鞭

国
⑳
寺

●

逼
謹
権

め
い
》

、
》
の

守
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⑤
傭
眺
騒
ｅ
暴
廻
判
翌
○

四
・
く

目
扇
騨
傭
認
祇

-Ｊ一’
－｜

’

ｰ
謹
皿
・
謹
伽
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榊
謹

。
鐸
埋
Ｐ
０
竪
型
唾
ｅ
Ｕ
〃
巡
裡
ト
ト
如
鼻
卿

部
ｅ
Ｊ
鎧
二
ｓ
ロ
、
ｐ
Ｊ
ｇ
・
提
職
埜
匡
口｛

矩

。
③
嘩
蝿
型
剖
擢
・
切
恒
崖
埜
Ｈ
望

。
ｕ
い
’
へ
一
橋
画
医
逆
釦
湧
。
ｕ
駆
崖
型
Ｈ
聖

。
③
画
型
③
鐸
・
紐
瓶
皿
型
判
墾

。
③
稲
田
通
釦
簿
ｅ
腫
意
垢
娃

Ｃ
ｕ
崖
埜
釦
擢
ｅ
腫
圧
垢
赴
・
釦
塵
型
Ｈ
狸

。
③
堀
田
や
剖
切
鐸
〃
判
恕

。
③
恥
１
（
一
恭
崖
岬
舟
ｅ
送
瓶
畔
舟
型
釦
寵

。
ｕ
匝
墜
型
Ｈ
狸

◎

。
鐸
職
型
腫
幽
惹

釦
い
Ｉ
（
一
橋
崖
＆
溌
型
掴
鐸
・
紐
哩
畠
型
Ｈ
望

◎

擢
職
型
Ｅ
組
矩
〃
鐸
這
や
拙

余
話
垣
」
①
倹
蝋
任
軍
Ｅ
Ｓ
担
沌
・
釦
稲
１
（
一
橋

崖
埜
釦
擢
。
（
釦
眺
畠
〃
垢
Ｉ
）
ｕ
駆
墜
型
判
墾

。
蝿
異
心
型
謹
暴
篭
幽
型
柚
な

噸
ｅ
佃
矩
・
劃
（
瓶
）
匝
埜
羅
凹
。
③
伍
嘩
型
Ｈ
空

。
罷
糧
〃
巡
卜
卜
埜

余
垢
当
溌
今
扇
口
心
ｐ
Ｊ
型
〃
鐸
職
型
圧
犯
沌

。
．
膜
切
蝋
ｅ
燃
提
）
③
い
Ｉ
（
一
余
崖

ｅ
竺
憾
製
く
ヤ
〉
托
一
切
龍
。
（
《
今
禅
Ｓ
Ｐ
Ｊ
翠
詑

趨
叩
一
輔
服
）
③
駆
僑
／
埜
垢
Ｉ
〃
釦
墜
画
逆
Ｈ
空

。
謹
艇
禅
趣
判
型
華
構

。
③
伽
画
崖
壇
く
や
〉
型
釦
擢
・
釦
画
皆
型
料
空

輝
拭
・
潮
羅
・
漢
汁

。
ト
ト
禅
糾
ト
叩
一
鞍
梢
〆
型
個
恒
意
硬
ｅ
垢
蛙

岬
３
や
異
長
輝
鴇
拭
禅
叩
一
任
函
〃
函
味
叩
一
厘
匡
話
蛙

。
蝿
禅
判
包
急
鞠
越
廼
鱈
騨
ｅ
垣
斗
・
葉
騨
＆
綾
埜

塁
・
繁
秘
御
召
裁
篭
ｅ
悟
倒
唯
口
・
紫
騨
型
腫
惹
ｅ
話
蛙

。
湧
職
型
垣
悟
ｅ
厘
匡
論
赴

。
蕊
騨
禅
留
数
型
悟
難
ｐ
ｅ
巨
諒
垢
赴

。
罷
黙
埜
垣
」
ｅ
腫
意
垢
蛙

。
蕊
蝉
呈
厘
章
話
蛙
・
卜
十
禅
掛
ト
埜
渥
匡
話
葦

（
瀧
扇
湧
型
余
話
判
篭
）
・
紫
騨
型
垣
」
ｅ
但
意
垢
赴

。
拭
揮
握
塁
腫
幽
圧

。
ご
豆
い
く
逆
礎
惹
ｅ
狙
沌
・
蕊
騨
叩
一
垣
悟
ｅ
話
蛙
〃
三

侭
進
料
ｅ
導
禅
匿
辿
圧
園
／
園
騰
旦
篭
矧
哩
ｅ
腫
匡
篭
鐘

。

蕊

ｙ
全
長
叩
一
厘
組
矩
心
倹
垣
牒
ｅ
垢
赴
・
篭
騨
《
全
域
叩
恵
一
」

剖
垣
判
ｅ
侭
意
篭
赴
・
ト
ト
禅
掛
ト
叩
一
粧
常
型
腫
厘
話
鐘

。

やく

。
題
暁
塁
騨
ｅ
需
便
斗
報
伺
剖
余
垢
熊
劇
眼
ｅ
匡
匡
話
蛙

麺
群
ｅ
麓
酸

。
匿
匿
④
和
矩
Ｓ
Ｅ
如
矩
／
昌
守
響
い
る
昨
細
送
畏
型
抽
華

噸
／
旨
ト
馨
垣
判
ｅ
如
憧
・
掛
廻
幻
く
判
型
型
値
惚
・
岬

ら
筆
里
営
眼
墜
章
〃
言
食
判
心
伺
〉
溺
心
倹
垢
幽
埜
話
せ

。
〉
０
苓
蝉
“
罫
懲

叩
一
話
藩
や
汁
曜
型
厘
Ｈ
ｅ
礎
口
・
哩
惹
叩
一
長
や
冬
型
唾
ロ

・
蝿
も
量
叩
一
超
灘
廻
〃
需
令
判
報
何
〉
溺
心
長
垢
幽
捕
一
話
鐘

。
仰
ヤ
哩
聖
砕
砕
や
垣
判
ｅ
話
堂
・
岬
ｓ
Ｐ
局
堂
Ⅷ
一

送
眼
罰
圧
し
畔
〃
二
黒
ｙ
０
塙
斗
報
掛
〉
罵
身
畔
通
話
華

。
（
Ｅ
Ｅ
ｍ
刈
幽
）
謝
綾
型
話
赴

・
ぬ
や
罰
圧
〃
需
桓
斗
裡
料
〉
謂
型
垢
蛙

０

岬

ｂ
維
如
送
俣
埜
嘩
ロ
・
図
里
係
薙
ｙ
全
威
令
叩
一
垢
噂
ロ
／
農

岬
舟
や
謝
溌
ｅ
騨
冒
画
和
蟹
や
鎖
骨
逆
垢
赴
・
幻
ｓ
ｖ
ら

竺
型
送
順
削
匡
砕
酔
／
二
黒
ｙ
０
苓
斗
稗
掛
〉
獄
型
話
せ

。
蝿
ヤ
壁
里
〉
畏
里
奏
噂
用

捕
一
嘩
口
・
岬
も
吾
｝
叩
一
霊
葉
裡
歩
需
桓
斗
狸
伺
〉
蒲
通
話
蛙

。
ご
得
異
る
〉
型
罫
ｅ
話
葦
剖
垢
幽
・
冒
卜
や

話
霧
・
目
ｍ
和
凹
や
ご
維
話
惑
任
型
話
幽
・
幽
汁
型
遥
意

。
Ｅ
巳
⑦
や
縮
磐
／
旨
い
や
論
盛
骨
埜
和
矩
Ｇ
Ｅ
姐
矩
・
冒
飼

埜
理
ｅ
抽
準
噸
／
冒
画
馨
垣
判
ｅ
躯
沌
・
淘
皇
〉
異
和

曇
浸
ト
ト
櫛
掛
ト
叩
一
荘
株
〃
叩
一
拝
卿
部
ｅ
Ｊ
鎧
二
ｓ
ロ
、

ｐ
ｅ
Ｅ
組
惚
。
（
§
の
．
［
や
諸
獣
骨
）
凹
農
呈
懇
騨
埜
垢
適

。
旨
の
や
話
霧
〃
Ｅ
Ｅ
ｍ
や
話
獣
任
型
和
沌
Ｓ
Ｅ
組
矩

。
貫
匡
卜
馨
〃
俳
嵯
ｙ
異
四
毎
ｓ
霊
叩
一
斗
倉
泰
縛
や
二
江

い
く
逆
蕊
意
さ
屋
守
理
ｅ
抽
華
麺
自
Ｅ
の
哩
垣
判
ｅ
組
矩

・
ヤ
這
与
寵
Ⅷ
一
軍
草
や
桜
厘
迩
担
惚
・
岬
ら
量

Ⅷ
一
巻
眼
削
圧
砕
畔
／
言
侭
判
報
伺
〉
罵
心
餐
諾
遇
捕
一
話
蛙

Ｃ
Ｅ
Ｅ
因
馨
抽
華
噸
自
匿
⑦
響
垣
判
ｅ

佃
匝
・
岬
や
（
§
ぬ
［
和
陛
）
魁
里
型
垢
幽
・
眉
、
和
憧

型
諸
串
任
〃
冒
の
和
矩
逆
話
懇
・
岬
」
〉
岬
曇
・
Ｐ
Ｏ
Ｅ

Ｍ
一
垢
獣
＃
短
話
霧
制
一
厘
組
矩
・
岬
塙
判
狸
伺
〉
罵
埜
垢
埜

Ｏ
Ｅ
Ｅ
め
唾
吾
画
腰

二
江
い
く
や
抽
華
噸
・
俳
嵯
や
二
墨
い
く
埜
嘩
意
ｅ
担
矩

。
蝿
や
削
匡
・
雪
暴
判
裡
伺
〉
罵
心
長
垢
迩
型
話
せ

噸
填

（
５
）
矩
誰

（
５
）
塑
幽

（
５
）
巡
口

［
・
寺

（
。
。
↑
）

（
つ
。
、
［
）

（
国
・
ぬ
［
）

（
』
・
［
［
）

ｕつ
●

弓

周

（
因
・
＠
）

（
◎
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ｍ
［
）

（
＠
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、
）
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四
・
の
）

ト
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園

（
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）

（
ぬ
。
⑦
）

（
⑦
。
④
）

（
ず
。
↑
）

ｄ
ｚ

躍
趨
順

ぬ
い
》

（
緋
撫
区
）

謹
艇

＠
ｍ
》

鱈
謹
画

↑
ぬ
》

選
趨
伍
胞

画
、
》

躍
趨
田

の
叩
守

。
の
寺

●

（
離
網
区
）

趨
瓶

［
④
》

躍
謹
瓶

函
＠
ず

自
鐙
画

ｍ
＠
ず

躍
趨
瓶

守
＠
ず
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の
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、
鵬
眺
騒
ｅ
鐸
鋼
Ｈ
調
○
・
ｍ

＜

目
扇
騨
硝
忠
脈

謹
皿
・
謹
伽
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榊
遷

。
ｓ
得
栴
な
ｅ
卜
｛
・
釦
崖
哩

埜
羅
釦
・
湧
肇
埜
呈
。
鐸
垣
Ⅷ
一
諸
色
、
丹
型
Ｅ
組
矩

。
釦
糾
湘
埜
紐
提
ｏ
ｕ
ｍ
崖
埜
判
墾

。
“
い
Ｉ
（
一
横
＆
寵
／
Ｐ
０
弾
剖
毎
騨
擢
通
園
味

Ｃ
ｕ
●
い
’
（
一

恭
墜
ｅ
皿
溌
型
③
鐸
・
凹
医
画
や
幽
騨
型
判
狸

。
③
崖
い
Ｉ
へ
一
橋
締
一
切
提
・
釦
駆
匝
隙
一
通
Ｈ
翌

。
③
崖
い
Ｉ
（
一
柄
型
釦
鐸
・
釦
墜
伍
埜
Ｈ
空

。
ｓ
得
ぺ
極
ｅ
皿
抽
Ｋ
ｇ
Ｅ
惹
罷
栓
・
紐
言
ｓ
岬

晋
や
提
群
型
Ｅ
組
値
・
提
堤
や
拙
抽
華
噸
ｅ
組
沌

・
釦
墜
い
Ｉ
（
一
橋
埜
釦
擢
・
３
櫛
Ｓ
Ｐ
Ｊ
型
｝
弗

趨
／
ｙ
３
錐
如
垣
斗
ｅ
腫
幽
圧
や
ｕ
蝉
溌
型
Ｈ
空

。
Ｊ
禅
ぺ
極

。
ヤ
誤
如
喋
ｅ
抽
磐
異
例
呈
灘
Ｅ
Ｓ
担
沌
。
（
燃
喋

掴
）
〃
釦
瓶
蕊
埜
羅
組
。
③
（
医
）
画
や
画
騨
型
判
墾

。
漣
ｍ
ｅ
苔

。
⑳
瓶
添
田
埜
釦
篭
・
釦
添
田
型
Ｈ
望

。
Ｊ
識
３
伽
制
一
剖
趨
画
禅
趣
幽

〃
ご
掲
遥
３
射
叩
一
誰
璽
Ⅷ
一
名
葦
紬
。
釦
駆
匝
埜
判
墾

毒
拭
・
澱
霊
・
漢
汁

。
蝿
掲
長
拭
鳩
Ⅷ
一
言
食
斗
裡
伺
ｅ
腫
球
話
牡

。
仰
ｓ
Ｐ
黒
和
戦

茶
匿
禅
裡
。
⑲
Ｊ
褐
頬
拭
鐸
叩
一
厘
題
／
園
鴎
叩
一
厘
厘
垢
堂

。
獄
揮
握
禅
騨
ｅ
竪
鍾
判
（
畷
ご
繁
昌
ｅ
導
圏
鴎
塁
匡
腫

惹
匡
ｅ
話
姓
・
函
昧
ｅ
弊
篭
濯
辿
霧
舗
劇
噸
ｅ
腫
圧
垢
華

。

拭
職

。
蕊
騨
《
今
溌
〉
〃
／
型
垣
」
ｅ
腫
巨
故
匡
ｅ
垢
蛙

。
ト
ト
禅
掛
ト
〃
逆
腫
腫
邑
匡
ｅ
縮
堂

。
（
遡
騨
幻
侭
哩
剖
０
畔
や
如
嘩
ｅ
紫
謂
）
ご
舟
挺
拭
禅

ｓ
溌
叩
一
荘
株
Ⅷ
一
厘
題
・
含
褐
園
騰
叩
一
鵡
劇
唾
ｅ
恒
任
話
赴

。
（
ｓ
禅
型
巨
包
屯
叩
一
個
誌
）
繋
騨
叩
一
腫
意
話
鐘

。
ト
ト
禅
掛
ト
埜
腫
便
講
鐘
・
獄

◎

鐸
黙
し
，
垂
長
Ⅷ
一

如
矩
⑲
長
垣
」
ｅ
腫
章
話
鐘
・
毎
ｓ
い
く
逆
抽
掌
鋼
組
沌

。
緊
騨
呈
腫
惹
話
華
・
雲
騨
型
垣
牒
ｅ
腫
恒
篭
埜

。
緊
騨

Ⅷ
一
垣
悟
ｅ
厘
意
話
赴
・
卜
十
禅
掛
ト
Ⅷ
一
維
持
型
恒
圧
垢
埜

謹
奪
ｅ
饗
酸

。
蝿
ら
や
異
和
謝
濡
や
腰
理
型

尋
製
路
ｅ
Ｊ
謎
二
ｓ
ロ
ヘ
ロ
／
旨
、
馨
抽
華
噸
／
旨
④
馨

垣
Ｈ
ｅ
担
随
・
三
一
垂
い
く
型
碧
巨
重
圧
ら
嵩
袖
章
率
ｅ
担

随
。
（
§
。
．
［
抑
矩
）
０
揖
旦
裡
埜
組
憧
。
（
５
ｍ
．
［
和
四
）

図
里
捕
一
崇
任
話
適
。
蝿
築
判
狸
揖
〉
潰
心
長
話
廼
埜
篭
鐘

Ｃ
Ｏ
も
３
急
鞠
型
担
憧
・
岬
侭
鴇

（
目
［
理
）
余
垢
岬
皇
し
異
和
耀
雪
哀
叩
三
判
惇
〉
柚
Ｋ
ｖ

Ｏ
Ｅ
ｇ
軍
惹
判
（
昌
卜
理
）
余
話
禅
降
腫
埜
余
垢
ｅ
抽
華

噸
・
揖
個
型
担
憧
。
（
§
④
．
［
約
四
Ｇ
Ｋ
畷
）
幽
里
型
話
幽

。
岬
や
搾
如
誉

畏
叩
一
忽
侭
や
暑
〃
Ｊ
幽
農
砕
砕
制
一
睡
ロ
・
哩
惹
舟
彫
塑
唾
ロ

。
仰
搾
如
誉
長
埜
噂
ロ

。
抑
ヤ
図
里
砕
舟
〃
ｖ
全
長
Ⅷ
一
唾
口
捕
一
馬
蛙
・
蝿
３

や
ら
堂
呈
誉
眼
剛
匡
／
毎
黒
し
。
苓
判
報
掛
〉
溺
埜
垢
蛙

。
謝
濡
ト
ト
叩
一
ｓ
異
抽
／
逆
余
話
当
溌

毎
ｓ
ロ
ヘ
ロ
〃
§
。
．
［
話
懇
自
己
ト
和
憧
ｅ
垢
串
任
ｅ
厘

佃
随
・
汁
腫
や
冒
守
響
ｅ
抽
草
噸
自
巳
⑬
響
垣
判
ｅ
如
沌

・
蝿
ヤ
削
匡
〃
号
令
判
狸
掲
〉
濡
心
忽
侭
論
幽
埜
垢
杜

●
Ｅ
屋
ｍ
理
ｅ
抽
華
率
〃
Ｅ
Ｏ
Ｃ
・
［
窪
垣
判
ｅ
狙
憧
。
（
§
［
・
［
）

和
矩
ｅ
厘
担
枢
Ｋ
畷
。
（
§
ぬ
．
［
加
壁
）
堅
里
型
垢
幽

。
仰
ヤ
罰
匡
〃
言
種
判
狸
揖
〉
潟
①
長
篭
過
越
垢
蛙

。
尋
瑠
獣
ｅ
Ｊ
溌
含
扇
ロ
ヘ
ロ
禅
榊
鵠
呈
Ｅ
組
矩

。
蝿
ろ
掌
Ⅷ
一
巻
眠
罰
に
／
言
疲
斗
狸
料
〉
蕊
型
話
せ

。
Ｅ
旨
＠
や
話
霧
〃
冒
寸
や
話
獣
任
埜
和
寵
ｅ
厘
組
蝿

。
岬
溌
や
Ｊ
剖
鼻
卿
部
鴇
当
諜
全
局

Ｓ
蝋
回
ロ
、
ロ
・
旨
国
警
抽
華
率
〃
旨
い
理
垣
判
ｅ
担
矩

〃
Ｊ
瑠
二
誤
旦
惹
埜
犯
恒
・
壁
里
砕
時
制
一
唾
ロ
・
岬
為
量

叩
一
巻
順
削
匡
砕
砕
／
全
農
判
狸
掛
〉
罵
心
長
話
幽
埜
話
せ

噸
塑

（
５
）
憧
誰

（
５
）
鞄
幽

（
§
）
鞄
ロ

（
画
・
＠
）

含
ｅ

巴

（
、
・
ぬ
［
）

（
の
．
画
［
）

（
卜
・
＠
）

（
の
・
の
）

α
・
因

（
の
・
雨
）

（
↑
。
。
［
）

α
・
函

（
α
・
画
）

合
●

自
、－〆

ｄ
ｚ

浬
趨
礎

＠
の
守

（
離
撫
区
）

霞
撫

ト
の
》

鱈
趨
撫

画
④
》

、
⑦
④
寸

。
ト
マ

､

（
謡
）
謹
瓶

【
ト
マ

昌
謹
、

函
ト
マ

冬
雨
↑
守



－Ｊ

◎
膿
緋
騒
ｅ
鐸
廻
判
彊
○
・
四
・
く
ｌ
自
扇
嘆
陥
蔀
雅
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「

皿
朕
・
鯉
Ⅲ
伽
・
漣
Ⅲ
・
謹
伽
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榊
涯

。
仲
楳

築
卜
｛
叩
一
垢
Ｉ
。
裂
瀞
ｅ
ｕ
崖
や
擢
騨
型
Ｅ
組
矩

。
ｕ
画
蕊
ｅ
切
簿
・
釦
、
崖
ｅ
趣
画
埜
判
恕

●
目
岬
掲
ｅ
謹
咽
趣
・
岬
ヤ
仲
如
髪
架
辿

荘
常
や
③
瓶
画
埜
凹
擢
・
釦
瓶
画
や
幽
塞
型
Ｈ
聾

ｏ
血
Ⅸ
認

圃
任
。
二
褐
舗
①
〉
蝋
岬
判
辿
壁
鐸
呈
余
垢
提
埋

。
与
得
髪
翠
や
③
眺
型
釦
擢
。
釦
医
禅
画
騨
埜
判
恕

。
③
皆
い
’
（
一
柄
埜
切
嘉
。
組
田
富
禅
型
騨
型
判
浬

。

Ｃ
ｕ
畠
錨
ｅ
余
垢
担
矩
型
判
墾

・
鐸
雛
型
圧
組
匝
／
全
掲
ぺ
極

釦
底
い
１
（
一
橋
逆
切
湧
・
釦
哩
諒
型
判
墾

。
割
富
胎
１
（
一
柄
ｅ
ご
遥
製
く
ヤ
〉
型
③
鐸

。
③
伍
崖
や
ご
通
３
帳
Ⅷ
一
忽
Ｆ
や
名
越
判
墾

。
擢
黙
埜
垣
」
ｅ
腫
惹
話
埜

。
③
い
Ｉ
（
｜
恭
塵
粥
一
切
寵
。
ｕ
画
富
や
画
鰹
埜
判
墾

。
』
“
ぺ
虹

。
ヤ
謀
細
喋
ｅ
抽
選
異
制
呈
嘩
匡
ｅ
如
矩
。
（
離
礁

鞭
）
③
碓
瑳
逆
需
釦
・
釦
（
崖
）
画
や
幽
鰹
型
Ｈ
墾

。
ｕ
墜
伍
型
叩
「
墾
・
岬
長
長

袋
鐸
釦
醗
捕
一
叩
一
垣
悟
⑲
長
蝋
任
話
堂
剖
」
廻
嘩
ロ

。
③
搾
舗
ｅ
埋
斗
ｅ
厘
腫
永
住
ｅ
垢
姓

。
仰
ｓ
し
，
く
劇
異
渥
苓

鐸
Ⅷ
一
霊
余
話
型
重
圧
〃
や
掃
戦
暴
抽
華
頭
痛
一
組
極

。
③
崖
い
Ｉ
へ
一
恭
埜
団
擢
。
③
崖
画
や
画
騨
型
判
浬

。
仰
ｓ
ｙ
ギ
得
凹
や
蕊
Ｊ
埋
艶
埜
余
垢
舗

劇
哩
ｅ
巨
圧
話
鐘
・
釦
眺
型
切
提
・
釦
墜
型
Ｈ
望

逢
拭
・
潮
聡
・
蝿
畔

。
幻
櫛
剖
包

急
蝿
捕
一
厘
紫
縦
ｅ
垣
判
匡
惹
・
紫
蝉
＆
綾
ｅ
報
［
叩
一
垣
悟

〃

報
飼
型
垣
斗
ｅ
腫
諒
話
蛙
／
蝶
画
型
垣
斗
ｅ
腫
厘
垢
蛙

◎

やく

。
仰
ヤ
苓
竺
遥
裡
当
判
急
．
ｌ
い
》
く
し
‐
ｓ
鋼
御
難
型
組
惚

。
蝿
窪
鴇
隠
塀
回
ロ
、
ロ
呈
舗
劇
哩
ｅ
匡
匡
講
堂

。
認
職
〕
，
垂
忽
侭
叩
一
厘
組
極
⑲
倹
垣
」

ｅ
垢
赴
・
与
舟
駕
盤
塁
舗
剰
眼
ｅ
腫
匡
話
堂
・
謝
羅
御
難

砕
畔
／
》
侭
岬
得
や
榊
麗
塙
昌
江
い
く
型
騨
ｅ
話
堂
剖
如
惚

◎

やく

萎
鴬
蝿
や
仲
や
誉
畏
暴
話
碧
狽
呈
悟
嘩
ｐ
ｅ
腫
章
話
筆

謝
羅
禅
掛
ト
ュ
鞍
株

。
岬
ｓ
や
異
和
戦
暴
缶
禅
や
提
職
埜
舗
劇
哩
ｅ
腫
匡
請
蛙

。
拭
濡
呈
腫
匡
諾
牡

。
遥
拭
露
題
ｅ
蝶
因
呈
篭
矧
哩
ｅ
腫
匡
話

姓
・
紫
騨
＆
溌
叩
一
厘
薫
諾
蛙
・
卜
十
櫛
掛
ト
型
腫
便
話
せ

。
（
３
弾
型
腫
国
屯
叩
一
侶
誰
）
葉
蝉
叩
一
信
意
話
蛙

。
卜
十
禅
掛
ト
埜
匡
圧
講
堂

◎

やく

Ｏ
ご
一
垂
小
／
、

型
蕊
意
ｅ
恒
矩
。
（
濃
信
時
里
｝
函
や
一
一
製
蝿
柚
や
髄
澄
終

悼
仲
）
・
写
侭
塗
料
＆
鍵
〉
〃
耐
一
舗
劇
唾
ｅ
匡
匡
垢
葦

●
ト
ト
禅
掛
ト
叩
一
荘
常
型
軍
惹
ｅ
如
憧
・
蝿
ら
や
異
和

ご
豆
い
く
叩
一
判
倉
蒸
縛
腫
輔
・
柿
一
余
諸
ｅ
抽
華
率
ｅ
犯
礎

謹
群
ｅ
職
鴎

◎
Ｅ
Ｅ
卜

理
垣
斗
ｅ
租
憧
・
昌
討
響
ｅ
抽
革
噸
担
憧
・
Ｅ
Ｅ
④
和
憧

〃
匡
狙
矩
Ｋ
畷
〃
（
Ｅ
Ｃ
》
・
［
和
図
）
図
里
型
道
惹
。
ｓ
掲
拝

卿
獣
ｅ
Ｊ
鵠
二
ｓ
ロ
、
ロ
呈
垢
康
任
Ｓ
Ｅ
世
葦
・
墜
惹
１

忽
食
や
冬
型
薄
口
・
岬
ヤ
甑
々
一
〃
言
種
判
報
揖
〉
溺
型
篭
鐘

。
白
屋
両
理
抽
華
迦
自
巳
の
理
垣
Ⅷ
「
〃
Ｊ
玉
ご
隠
叩
一

章
制
一
佃
惚
／
旨
＠
や
話
懇
〃
自
国
や
鰭
蜜
任
型
和
憧
ｅ
便

組
憧
。
Ｏ
揖
血
鴇
拝
卿
部
ｅ
Ｊ
灘
ｓ
ｓ
ｐ
、
ｐ
ｅ
厘
如
矩

。
仰
暴
叫
報
揖
〉
潟
Ｐ
Ｓ
漣
①
長
講
営
捕
一
話
せ

◎

岬

ｂ
搾
如
き
畏
砕
砕
逆
蕊
惹
や
昌
④
埜
馨
ｅ
純
一
｝
噸
ｅ
担
矩

◎

岬
ヤ
（
§
、
［
和
凹
）
四
里
埜
諾
幽

。
（
旨
［
加
矩
）
営
造
判
砕
砕
型
獣
任
ｅ
庖
適
意

●
凶
惹
、
峠
ｎ
年
型
薄
口
・
蝿

《
今
し
も
一
軍
叩
一
名
雲
煙
／
言
異
や
Ｏ
鴇
斗
狸
揖
〉
蕊
型
話
せ

。
目
、
や
与
維
諸
霧
・
昌
守
や
鴇
獣
仔
型
和
矩
ｅ
圧
瓶
矩

Ｏ
Ｅ
Ｅ
ｍ
噸
号
曲
Ｆ
ｓ

霊
ト
ノ
、
櫛
い
１
斗
へ
制
一
抽
華
噸
自
Ｅ
⑦
捕
一
響
迄
判
ｅ
如
憧

。
蝿
も
準
如
き
兵
型
話
霧

。
仰
ヤ
昼
意
や
拙
叩
一
趨
葵
汁
昔
／
二
弾
剖
葵
聡
越
篭
口
・
蝿

ｓ
や
も
吾
｝
叩
一
霊
蕊
僅
〃
二
黒
ｙ
Ｏ
畏
判
狸
揖
〉
罵
型
鰭
蛙

。
昼
意
砕
身
埜
嘩
ロ

。
仰
ヤ
撒
匡
〃
含
侭
斗
狸
揖
〉
溺
逆
垢
鐘

。
Ｅ
Ｅ
ｍ
翌
ｅ
純
華
嘩
〃
§
。
・
愚
言
一
斗
（
ｂ
担
矩

〃
§
［
・
［
抑
憧
〆
に
犯
矩
Ｋ
唱
・
（
§
ぬ
．
［
和
圏
）
図
里
埜
話
慢

。
蝿
ヤ
徽
匡
・
需
便
判
裡
揖
〉
罵
心
〆
令
話
世
型
垢
蛙

Ｏ
Ｋ
い
き
長
叩
喜
一
叫
心
長
蝋
任
精
進
捕
一
如
還
ｅ
勘
便

。
仰
ヤ
徹
圧
〃
言
侭
判
報
揖
〉
客
輔
一
話
せ

。
」
畷
権
一
曲
Ｆ
Ｅ
Ｅ
④
醒
呈
捕
一

袖
章
率
・
匡
匡
⑦
麺
言
一
斗
ｅ
佃
僅
・
Ｅ
ｏ
ｏ
・
［
和
迄
や
芽
昔
編
一

型
／
埜
巨
遥
惹
（
己
匡
担
悔
。
（
Ｅ
Ｃ
ゆ
・
［
和
壁
）
壁
里
捕
一
話
遥

。
（
匡
巳
［
和
矩
）
営
串
一
判
畔
母
型
獣
号
ｅ
厘
遭
章

唄
坦

（
５
）
嘘
莱

（
５
）
哩
営

（
５
）
戦
ロ

西
・
叩

含
●

巴

多角、

０，
●

~

ご

（
ト
・
面
）

（
。
・
ず
）

の
。
ｍ
［

（
卜
。
、
）

（
、
。
＠
雨
）

（
雨
・
中
［
）

（
の
・
の
）

（
雨
・
面
［
）

（
ぬ
◇
』
）

（
ト
・
ず
）

●
○
二

選
趨
瓶

マ
ト
マ

冒
趨
画

叩
ト
マ

選
皿
Ⅸ

の
ト
マ

鱈
趨
紘

ト
ト
マ

心
的
↑
司創

（
謡
）
趨
伽

の
ト
マ

篭
匝
紘

つ
い
》

選
謹
伽

［
ぬ
》

鐙
皿
Ⅸ

因
⑬
》

逼
趨
瓶

め
い
寺

漫
画
隈

守
西
寺
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紳
潅

。
撫
華
Ｋ
Ｋ
型
腫
章
垢
赴

。
獅
華
Ｋ
Ｋ
ｇ
腫
意
話
鐘

。
栴
令
一
Ｋ
Ｋ
ｕ
垣
」
ｅ
腫
諒
垢
蛙
・
熟
陣
躯

ｏ
ね
伽
〉
輸
細
韓
亀
田
型
Ｈ
空

↑
旺
蝋
ｅ
濡
陣

。
③
瓶
崖
埜
腫
意
・
切
匝
皆
苓
阻
に
埜
需
釦

。
幽
怜
砕
砕
埜
掻
輩
・
栴
華
〉
輔
叩
一
垣
斗
Ⅷ
一
弊

。
栴
華
Ｋ
Ｋ
ｕ
鐘
糾
腫
章
垢
筆
・
釦
崖
堀
埜
判
圭

。
栴
華
Ｋ
Ｋ
呈
蛙
細
ｅ
侶
意
垢
赴
・
釦
崖
駆
埜

腫
惹
〃
釦
羅
画
鴇
腫
匡
捕
一
羅
紐
・
凹
瓶
窯
蒋
一
Ｈ
望

。
掻
遥
“
騨
蕊
。
ご
褐
巽
謂
塁
腫
草
垢
鐘
。
（
岬
も
搾

細
送
釦
塵
舟
砕
制
一
侶
恒
話
せ
）
釦
騨
瓶
蝿
埜
羅
③

。
淫
出
血
堤
呈
腫
適
諒
・
画
騨
型
Ｈ
望

。
栴
な
Ｋ
Ｋ
Ｓ
唄
猟
呈
垣
」
ｅ
話
華

。
③
畠
罵
埜
濡
釦

・
ね
如
卜
榊
細
亀
緊
型
Ｈ
空

。
湘
華
Ｋ
Ｋ
型
垣
斗
ｅ
巨
意
第
鐘
。
切
慰
Ⅷ
一
割
醗
菖

●

叩
一
堂
掻
墾
邦
一
増
任
ｅ
腫
匡
話
葦
・
紐
窪
田
埜
濡
判

進
拭
・
糊
鴨
・
坦
畔

。
蕊
漫
二
軍
Ⅷ
一
腫
腫
催
判
ｅ
Ｊ
窒
三
豆
ｅ
萎
搾
獣

漂
岬
、
旦
匡
草
に
話
華

。
篭
浸
３
幕
叩
一
値
恒
悟
Ｈ
ｅ
Ｊ
里
ご
哀
ｅ
導
維
部

０

喋
岬
、
Ｓ
Ｅ
快
蕊
呈
腫
意
垢
堂

。
抑
誤
箱
喋
岬
へ
叩
一
厘
惹
論
蛙

。

ト
ト
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４９１．４９２．４９６は瓦器の坪と鉢で、いずれも体部外面にススが付着する。494は瓦器の火舎で、

体部外面の下位に多量のススが付着する。４９５．４９３．４９７は硬質瓦器の火舎である。体部外面

Iまへラ磨きされており、498には円孔がある。

４９８．４９９は備前の蕊で、498は二次焼成で変色している。

５００．５０１は瓦器の小坪である。500は体部が鋭く立ち上がり、口縁でやや内沓する。口径

(10.0)cｍ・底径(9.4)cｍ・器高4.6cmを測る。501は体部が平底から鋭く立ち上がる。口縁は扇

平で、口径(10.7)cｍ・底径(7.7)cｍ・器高4.3cmである。502は土師系の杯であるが、他の土師

器Ⅲと異なり、口縁は極端に肥厚する。口径(13.2)cｍ・底径(9.4)cｍ・器高3.5cmを測る。

５０３．５０６．５０７．５０９．５１２は瓦器の播鉢である。条線の一単位は、506が４本、509が５本、

507が６本である。５０４．５０５は備前の播鉢で、条線の一単位は５本である。508は硬質瓦器の橘

鉢で、体部内面に細線の掻き目があり、条線の一単位は５本である。

510は瓦器の坪と思われるが､二次焼成で灰色に変色している｡平底で底径(10.8)cmを測る。

５１１．５１５は硬質瓦器の茶釜である。511は級密な焼成で、頭部外面の下位にススが付着する。

515は鍔の内側に指頭痕が残る。残存胴部の最大径は、511が（31.6）ｃ､、515は（16.4）ｃmで

ある。

513は瓦器の茶釜で、肩部に垂下用の耳が付いている。鍔の内側に指頭痕が並ぶ。

５１４．５１６．５１７は硬質瓦器の火舎である。514は手ずくね土器で、体部外面の下位に突帯があ

る。５１６．５１７は体部外面にススが付着する。

518は中世雑器の蕊である｡口縁は玉縁状で頚部はわずかに外反する。口径(37.2)cmである。

519～522は硬質瓦器の火舎である。519は口径（22.6）ｃmで、体部は内湾気味に内傾し、孔

があく。外面の突帯間に六角形の文様スタンプがある。520～522は花文のスタンプがある。

５２３．５２４は瓦器の内耳土器である。口径は523が（34.6）ｃm、524は（28.8）ｃmを測り、いず

れも体部外面にススが付着する。

525は硬質瓦器の摺鉢で、口径（27.4）ｃmを測る。条線の一単位は10本で、片口を有する。

体部外面には指押えの調整が目立つ。526は瓦器の捕鉢であるが、条線は磨滅している。

527は硬質瓦器の火舎で、底径は（32.8）ｃmを測る。脚付きで、脚部の正面に花文があり、

さらに脚部が本体底部と接する部分に孔があく。537は備前の大尭で口径（31.4）ｃmを測る。

528～530は鉄釘である。528は全長5.0cmで、５２９．５３０は先端部が曲がっている。

532は茶臼の下臼で、砂岩製である。受け皿の一部が残っている。上面の直径は（35.4）ｃ､、

高さ6.3cmを測る。531は石臼の上臼で、砂岩製である。上面の直径は19.4cm、下面の直径は

20.2cm、高さ5.0cmを測る。

533～536は砥石である。533～535は粘板岩製で、535は転び石を輪切りにしており、手に持っ

て使用したものと思われる。536は天草砥石である。

－１７３－
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〃
需
桓
斗
報
料
〉
駕
埜
話
葦

。
（
Ｅ
○
ｍ
・
函

和
殴
）
堅
里
や
垢
鵜
〃
（
旨
①
和
堅
）
謝
織
や
毎
維
篭
惑
任

や
世
串
一
判
通
話
世
・
蝿
築
判
狸
伺
〉
覇
①
長
垢
幽
捕
一
話
赴

。
（
巳
討
・
雨
和
壁
）
図

里
や
諸
霧
〃
（
言
。
函
・
［
抑
壁
）
識
溌
や
曇
怖
諸
串
任
型
垢
遭

。
蝿
鴇
判
狸
揖
〉
霜
⑲
長
垢
過
越
話
せ

。
週
第
一
Ⅷ
「
ｎ
坪
、
ャ
逆
幽
惹
・
（
§
寺
・
［
和
幽
）
唾

曽
型
篭
磐
や
（
旨
ｍ
和
凹
）
識
溌
埜
垢
幽
・
岬
ヤ
削
圧
砕
砕

や
薄
口
長
押
も
竺
叩
一
名
篭
裡
・
含
桓
斗
狸
掛
〉
溺
型
垢
蛙

。
俳
嵯
型
噂

ロ
。
（
Ｅ
ｏ
ｍ
・
［
和
凹
）
四
里
や
話
霧
〃
（
巨
信
和
凹
）
識
溌
や
ご

維
論
串
任
型
論
世
・
瀞
侭
斗
狸
凋
〉
謂
⑲
”
種
幽
片
托
一
垢
鐘

。
凹
農
辿
懇
嘩
埜
薄
口
・
蝿
局
竺
１
巻
賑
融

圧
〃
需
令
斗
狸
料
〉
蒲
Ｐ
Ｃ
進
如
営
拭
９
便
話
世
型
鯖
葦

。
汁
嵯
埜
嘩
ロ

。
仰
ｂ
竺
叩
一
超
緊
但
／
需
彊
判
報
掛
〉
謂
埜
垢
蛙

・
ぬ
異
扇
叩
一
含
寵
Ⅷ
一
”
令
や
暑
〉
〃
／
埜
軍
匡
垢
霧

ｏ
ね
包
叩
一
淑
徳
や
暑
〃
型
話
獣
任
ｅ
恒
意
や
ロ
睡
蕊
ｐ

ｏ
岬
や
睡
曽
〃
孫
握
い
む
長
叩
一
嘩
口
型
垣
斗
ｅ
垢
葦

。
図
里
〃
舞
擬
全
長
叩
一
塁
斗
托
一

篭
竺
・
岬
異
扇
叩
一
ｓ
蕊
長
や
鼻
〉
刀
〃
型
重
圧
話
霧
・
ぬ

一
三
一
牙
砕
型
垢
宗
骨
ｅ
腫
惹
や
ロ
但
嘩
ロ
・
岬
《
今
い
る
竺
叩
一

誉
眼
撒
匡
叩
一
長
や
暑
〃
ご
鴇
ｖ
Ｏ
農
判
報
揖
〉
潰
埜
話
蛙

◎

ね

職
叩
一
長
や
異
／
や
」
樫
厘
意
や
ら
鋸
如
送
黒
型
蕊
口
・
岬

ｓ
ｖ
も
堂
叩
一
名
繁
但
／
ご
判
〉
・
築
斗
狸
掛
〉
罵
埜
垢
逢

。
仰
も
垂
呈
霊
蕊
但
埜
話
逗

。
（
Ｅ
Ｏ
Ｃ
・
園
’
＠
．
［
和
四
）
殴
里
埜
話
華

噌
坦

（
５
）
匝
誰

（
５
）
塑
幽

（
§
）
巡
口

（
の
。
四
国
）

（
＠
．
［
ぬ
）

の
・
守

（
寺
・
の
）

（
。
。
。
［
）

ｍ
“
》

（
卜
・
』
）

（
卜
。
。
［
）

叩
・
め

（
ず
・
の
）

（
因
・
園
［
）

．
○
室

（
伽
芸
）

瀧
唇
瓢
隠

↑
⑦
守

（
縄
）

程
選

画
⑦
マ

、
。
⑦
守

（
蛍
／
三

雛
岡

。
ｏ
、

【
。
、

、

（
域
）

喋
屋
Ｈ

画
つ
い

（
輪
躍
）

誰
閏

、
○
ぬ

（
裁
距
）

程
躍

》
つ
い

ｕう
○
ぬ

､

（
教
耀
）

誰
侭

＠
つ
中

t～
○
ぬ

､

（
裁
塑
）

誰
侭
廼
曙

四
つ
、



ノ

ノ

九フI蕊蕊蕊

ダ

一
一
一
一
一
工

、

502
､謀

１500

510

鰯

９

鰭

＃

第118図堀切Ⅲ－Ａ．Ｂ・Ｃ出土遺物の実測図⑧

葛 ユⅧ
〆

鼻

ノ

ソ５１２

iili‘AＩ
ノ

iiiiiiiiiiiiiiii
開
”
四
Ｋ

灘

－－

_-------プ５１４

《

－－

〆

516

三－五

-176-

』

１０cｍ０

5０

ノ

zご;フ
〕

517

ビク



◎
傭
眺
騒
ｅ
奪
廻
判
彊
。

四
・
く

目
扇
嘆
膿
馬
賊

謡
禦
型
任
・
粥
阿
瓢
躍
・
鵠
侭

-177-

榊
躍 。

釦
画
哩
畠
型
羅
切

。
幽
鰹
型
判
墾

。
③
黙
辿
③
崖
や
掻
輩
係
Ⅱ

。
ｎ
、
何
皿
苓
ぺ
聡
ｅ
謎
／
マ
叩
一
Ⅷ
「
聖

。
獅
準
Ｋ
Ｋ
１
埋
悟
ｅ
庖
意
垢
竪

・
掻
増
禅
騨
蕊
・
与
掲
准
廻
ｅ
ｕ

鯉
《
今
罵
埜
腫
意
／
ｕ
蝉
楓
ｓ
扇
や
判
麗
釦
／
Ｈ
坐

。

画

持
酔
砕
逆
掻
選
・
漉
慕
型
蕊
報
・
釦
醗
墜
型
鴨
ｕ

ｏ
Ｊ
龍
黛
盤
ｅ
腫
恒
意
圧
ｅ
垢
蛙
。
釦
崖
楓
型
判
恕

。
彊
磐
“
騨
蕊
・
切
廻
瓶
《
魯
沙
種
腫
意

。
釦
眺
慶
長
腫
厘
型
羅
釦
・
廻
騨
瓶
《
魯
鞠
一
Ｈ
空

。
誰
判
岬
褐
ｅ
迩
唄
趣

。
釦
瓶
崖
埜
厘
念
・
釦
雛
、
墜
型
厘
便

。
掻
墾
御
津
蕊
型
紙
梢

・
紐
駆
借
越
腫
意
垢
堅

ｅ
垣
」
ご
瑞
蝋
・
釦
蝉
窺
埜
駕
釦
・
釦
毒
型
Ｈ
聖

。
栴
華
Ｋ
Ｋ
１
厘
章
垢
栓

。
③
蝉
楓
＆
濡
型
Ｈ
望

◎

桐

華
Ｋ
Ｋ
呈
厘
幽
惹
剖
腫
惹
垢
蛙
・
切
瓶
崖
埜
濡
釦

。
ｕ
胤
呈
③
堀
崖
ご
舗
旦
彊
輩
黒
川

・
ね
他
〉
熟
知
謎
／
『
型
判
墾

。
ｕ
眺
伍
冨
型
話
－
Ｇ
厘
惹
垢
鐘

。
③
蝉
楓
組
型
羅
釦

。
⑧
駆
僧
埜
鴨
釦
・
釦
蝉
瓶
鑓
型
Ｈ
空

遥
拭
・
潮
瀧
・
坦
汁

。
卜
十
ｓ
眠
〃
巡
侭
葦
躯
逆
腫
幽
意

。
巳
巳
思
吾
鍵
〃
終
罵
一
塁
卦
１
ｓ
繁
雑
・
ト
ト
禅
掛
ト
／
巡

呪
辱
袈
型
渥
意
話
姓
・
ト
ト
御
掛
ト
叩
一
維
常
埜
腫
極
論
蛙

。
罰
ト
ト
３
帳
逆
腫
適
諒
・
ト
ト
型
腫
幽
匡

ｏ
卜
＋
躯
禅
掛
ト
型
垣
」
ｅ
阻
惹
垢
堅
・
ト
ト

蝉
禅
掛
ト
叩
一
征
株
埜
侶
恒
悟
Ｈ
ｅ
蝋
剖
垣
判
ｅ
個
意
論
竪

。
卜
＋
躯
３
帳
〃
巡
侭
騨
躯
埜
腫
任
話
雲

。
卜
十
挺
型
垣

悟
話
蛙
心
長
渥
倍
〃
巡
含
墨
い
く
柿
一
厘
重
ｅ
蝋
・
柚
謹
い

く
／
巡
卜
卜
軽
や
拙
阻
判
ｅ
蝋
埜
腫
意
講
革
・
埼
樹
農
嘆

隠
躯
叩
一
軍
に
ｅ
蝋
・
卜
十
ｓ
眼
／
巡
哩
壁
悪
逆
腫
匡
諾
蛙

。
誰
判
異
〉
や
汁

。
ト
ト
Ｓ
Ｅ
操
悟
含
泰
掛
埜
腫
求
垢
堂

嫁
卜
＋
躯
埜
揖
｝
」
・
ト
ト
〃
巡
侭
辱
聾
型
垣
斗
ｅ
庖
匡
話
せ

。
抽
迩
い
く
逆
垣
斗

ｅ
巨
惹
話
雲
・
ト
ト
躯
禅
掛
ト
叩
一
鞍
常
型
腫
恒
悟
叫
ｅ
蝋

・
ト
ト
３
帳
／
巡
恨
黛
聾
や
褐
｝
判
型
腫
惹
篭
雲

・
喋
腰
鞭
叩
一
軍
圧
ｅ
蝋
・
卜
十
挺
／
巡
侭
黛
聾
型
腫
匡
鯖
雲

◎

i卜

十
禅
掛
ト
／
遇
ぺ
辱
狸
埜
但
幽
意
・
卜
＋
／
巡
侭
騨
理
型

厘
意
話
せ
・
卜
卜
誕
禅
糾
ト
／
巡
恨
黛
恕
型
Ｅ
Ｅ
Ｓ
論
蛙

。
仰
襟
長
嘆
崖
綴
聖
呈
蕊
ｅ
恒
幽
ま

。
ト
ト
禅
掛
ト
埜
厘
世
意
・
ト
ト
旦
巡
ｅ
ペ
舜
操

埜
渥
意
話
華
・
卜
十
挺
禅
掛
ト
〆
巡
Ｒ
黛
狸
型
巨
匠
輪
赴

ｏ
繋
漫
岬

諸
叩
一
黒
豆
叩
一
軍
Ｅ
Ｓ
話
綴
・
ト
ト
輝
埜
腫
巨
ま
Ｅ
Ｓ
話
綴

。
乍
入
毎
Ｋ
ｓ
拭
禅
ｕ
垣
斗
ｅ
阻
惹
論
赴

。
ト
ト
禅
掛
ト
型
垣
悟
⑮
長
搾
部
垢
悟
ｅ
腫
意
垢
蛙

。
ト
ト
躯
／
遇
ご
墨
い
く
型
匡
匡
話
蛙
・
抽
幽
い
く
〃
巡

卜
十
挺
型
匡
搾
獣
垢
判
ｅ
阻
章
話
姓
／
心
〆
便
重
圧
ｅ
噂
ロ

。
や
入
毎
Ｋ
撰
禅
型
垣
斗
ｅ
腫
惹
垢
蛙

。
抑
鯉
い
く
埜
厘
惹
話
蛙
・
ト
ト
漣
《
今
脹
〃
遇
ぺ
黛
聾
型
垣

悟
含
笥
娼
任
・
卜
十
挺
〆
巡
ご
豆
い
く
埜
垣
判
ｅ
侶
匡
話

鐘
剖
腫
Ｅ
Ｓ
噂
ロ
・
ト
ト
／
迩
二
壷
い
く
埜
腫
判
ｅ
嘩
口

誕
零
ｅ
鐙
篭 。

（
５
国
和
壁
）
壁

里
型
懇
請
遇
〃
（
Ｅ
Ｅ
の
和
凹
）
謝
稜
捕
一
垢
適
・
蝿
３
Ｙ
ｂ
竺

叩
一
名
紫
煙
〆
ご
黒
Ｐ
Ｏ
苓
斗
報
伺
〉
扇
⑮
長
話
適
捕
一
話
曇

０

岬
物
便

劃
終
包
屯
ｅ
冬
Ｋ
Ⅷ
一
鐘
細
厘
遅
惹
。
（
Ｅ
Ｅ
の
和
四
）
睡
里
砕

砕
や
垢
霧
〃
（
冒
巨
ｍ
和
睡
）
譜
溌
や
話
獣
任
・
幽
汁
型
幽
意

。

１Ｑ

や
逼
匡
①
長
余
話
ｅ
蝋
〃
Ｊ
罰
匡
骨
砕
心
長
垣
悟
通
論
皇

。
仰
《
今
Ｐ
Ｃ
》
令
斗
狸
掛
〉
濡
型
垢
娃

。
ｗ
一
剛
腫
や
腫
軍
〆
熊
罰
一
時
母
や
話
獣
丹
埜
厘
斗
ｅ
蝋

。
〉
八
Ｖ
炉
侭

衝
ｅ
匿
悟
糊
呈
稔
延
・
岬
ヤ
逼
匡
〉
加
Ｋ
型
垣
判
ｅ
話
鐘

。
搾
部

叩
一
垣
」
‐
諸
赴
。
（
§
ぬ
．
［
和
圏
）
凶
四
宥
一
垢
竺
Ｕ
，
（
巳
。
［
・
［
和

凶
）
謹
織
捕
一
話
幽
。
岬
塙
判
報
褐
〉
溺
心
長
垢
幽
托
一
輪
牡

（
〉
ぷ
ゃ
蒋
鴇
ｅ
歌
）
・
岬
ヤ

逼
匡
⑮
長
余
龍
ｅ
蝋
／
Ｊ
撒
匡
〉
袖
Ｋ
④
〆
桓
垣
悟
型
垢
堅

。
（
５
℃
．
［
和
四
）
凹
里
型
垢
霧
〃
や
（
Ｅ
Ｅ
①
和

画
）
謹
溌
型
垢
幽
・
＃
種
判
狸
揖
〉
濡
心
長
幽
什
埜
垢
娃

・
ね
包
砕

母
型
罫
ｅ
判
厘
諒
垢
鐘
剖
諸
世
。
（
§
の
．
［
和
幽
）
四
国
宥
一

話
磐
（
冒
四
和
凹
）
や
謝
織
邦
一
諸
遭
・
営
造
叫
砕
砕
托
一
龍
営

。
墜
諒
Ⅷ
一
”
令
や
暴
型
話
綴
・
奏
嘩
隅
埜
嘩
口
．

。
泰
壁
く
巨
練
」
Ｓ
泰
掛
型
嘩
ロ
・
津
叩
一
輪
鐘
。
維
部
ｅ
報

同
一
迄
Ｈ
ｅ
腫
意
垢
赴
・
蝿
ヤ
逼
匡
叩
一
送
娠
削
匡
型
垢
赴

。
搾
部
旦

援
一
判
ｅ
匡
意
垢
筆
・
や
玉
ご
寵
型
葵
非
鍬
越
垢
磐
や
汁
哩

制
一
蕊
口
・
岬
も
竺
叩
一
超
零
浬
／
需
桓
判
報
掛
〉
蒲
型
話
せ

調
坦

（
§
）
沌
瀧

（
５
）
巡
営

（
５
）
弾
ロ

（
ぬ
。
。
［
）

（
、
、
［
両
）

邸
Ｋ
鴫

垢
堅

（
ず
。
＠
［
）

蝉
Ｋ
畷

垢
雲

（
函
・
ト
、
）

（
＠
・
画
“
）

ｄ
ｚ

（
救
塵
）

誰
侭

⑦
ｏ
、

（
武
）

誰
侭

。
［
ぬ

（
淵
捺
）

誰
侭
趣
隠

~

~

Lr。

（
裁
喋
）

誰
侭

国
［
ぬ

（
淵
柊
）

弗
侭

ｍ
［
ぬ

（
伽
芸
）

誰
侭
趣
曙

寺
［
ぬ

（
綱
灘
）

誰
岡
睡
樫

ｍ
［
ぬ

（
伽
芸
）

誰
国
趣
曙

の
［
ぬ

↑
［
ぬ

●

（
潔
）

誰
溌
望
任

②
［
ぬ

（
伽
ざ
）

誰
風
趣
樫

⑦
［
ぬ

、
。
函
L、
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－

ｅ
僻
眺
騒
ｅ
辱
姻
判
丑
。

国
・
く

目
扇
嘆
陥
謡
冊

:Ｉ’

田
阿

-179-

’
’

－
１,’

程
墾
・
粥
阿
瓢
鰹
・
鴫
属

’ｒｌ－ｗ

謹
洋
ｅ
漣
陰

。
岬
舟
や
卿
金
型
蓉
陣
・
岬
傑
苓
嘆
ｗ
、
《
今
脹
叩
一
個
」
・
蝿
掲
や
謝
濡
禅

蕊
砕
舟
／
や
Ｊ
瀞
君
型
個
室
・
蝿
蒋
や
漣
葵
ｅ
国
一
屯
耗
一
緊
惹
／
検
１
．
０
坤
如
泰
壁
ｅ
長
や
暑
叩
一
軍

圧
・
や
併
曜
制
一
厘
斗
”
一
弊
・
岬
《
今
〉
異
和
櫛
暴
幽
庵
禅
掛
ト
叩
一
綾
株
／
捕
一
叩
一
個
圧
も
昌
渥
判
ｅ
目
一
一

甑
・
函
毒
如
§
的
・
＠
和
沌
白
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（11）表面採集遺物

538～540.544は青磁碗である。538は口径（13.2）ｃmで、体部外面に弱い稜線があり、器面

に使用痕が目立つ。539は口径（15.6）ｃmで、口縁は肥厚しやや外反する。体部内面に鏑文、

外面に花弁文様がある◎540はコバルト・ブルーの軸色で、底径（5.6）ｃmである。見込みに草

花文様が描かれている。544は口縁でやや外反する。口径（10.2)ｃmで､体部外面に稜線が廻る。

541は青磁の盤である。底径（10.6）ｃmを測り、高台は斜め内側に付く。体部内面の立ち上

がりに鏑文がある。547は元の青磁である。底径（7.5）ｃmで高台は直立する。

542は和製の天目碗と思われる。口径（11.3）ｃmで、体部外面の上位に幅７mmの沈線が廻る。

器面は荒く、体部内面に縦の亀裂が入り、内外両面に粟粒上の小粒子が付着する。

５４３．５４６は青白磁碗で口径10.5cmを測る。口縁直口で､体部外面に白っぽい弱い稜線が巡る。

546は底径（4.0）ｃ､で高台は外側に張り出す。545は緑紬陶器で、器壁は厚さ７mmで肥厚する。

548は硬質瓦器の茶釜である。口径（14.6）ｃmを測り、肩部に耳が付く。５４９．５５０．５５３．

５５４は瓦器の播鉢である。549は口径（30.1）ｃmを測る。条線の一単位は４本で、綴密な焼成で

ある。体部外面に指頭痕が残る。５５０．５５２．５５４は片口を有する。552は備前の播鉢である。

551は土師系土器で、底径（9.8）ｃmを測る。体部に孔があり、外底面に櫛目状の圧痕がある。

555は土錘である。556は縄文式土器を円盤状に加工したものである。

５５７．５５８は頁岩製のおはじきである。いずれも全面研磨されている。

、
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第Ｖ章路線外の城域および周辺の調査

第１節路線外の城域について

（１）Ｉ郭
は人じよう

「本城」と称され、城跡の中,し,地と考えられる。面積はⅡ郭に次ぐ大きさで、三角形の形状

を呈する。主軸は南北方向にあり、長さ36ｍを測る。南辺の東西幅は38ｍであるが、南辺は東

端で約１～２ｍの段落ちとなって、約１５ｍ程東へ延びている。同じく南辺の南側も約１ｍの段

落ちで、幅５ｍ程の帯曲輪状の地形となる。一方、北辺から東辺にかけては、幅2.5ｍ～３ｍ、

高さ１～２ｍの土塁が残っている。土塁は北辺で顕著に残る。Ｉ郭には「金の鶏が埋めてある」

と伝えられる。

Ｉ郭の西側と北側の裾部

Ｉ郭より約６ｍの段差で、幅４～８ｍ，長さ50ｍのやや不整形な帯曲輪状の地形が南北方向

に走行する。なお、この帯曲輪状の北端は北西方向へ細長く延びる裾部となるため、これを断

ち切る意味での二条の堀切が刻まれている。特に内側の堀切の土塁については、高さ１ｍ程の

小山として残存する。他方、Ｉ郭の北側裾部にも約４ｍの段差で、幅８ｍ、長さ28ｍの帯曲輪

状の地形が残る。

北北東側裾部の小山

Ｉ郭と裾部続きの鞍部を堀切で仕切られた高さ６ｍ程の小山があり､上面は削平されて3.5ｍ

×７ｍの小平場となっている。また、Ｉ郭からは鬼門の方角になり、戦神あたりが祁られてい

たとも考えられる。特異な遺構である。

Ｉ郭裾部の空堀と堀切

Ｉ郭の南側裾部の約６ｍ下に、長さ約70ｍ程の空堀が残っている。空堀の下場幅は約５ｍで

あるが、南辺はすべて後世に削除されて、立ち上がりの堀壁は残っていない。この堀切は東端

で」型に折れ曲がり、Ｉ郭とⅦ郭を仕切る堀切となる。堀切は長さ15,幅である。

Ｉ郭東側の大土塁

Ｉ郭とⅦ郭を仕切る堀切に関連して、Ⅶ郭側に「型の大土塁が残っている。堀切の下場から

の比高は２ｍで、南北の長さ55ｍ，上面幅６～７ｍを測る。一方、北辺は、やや上面幅を増し、

最大幅15ｍを測る。東西の長さは33ｍである。なお、北辺部の北東側に「薬師堂跡」と称され

る高台がある。土塁よりの比高は３ｍで、南北27ｍ、東西17ｍの大きさであるが、上面はやや

不整形で、礎石や墓石の類は残っていない。
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（ ２）Ⅶ郭

「しんぱじよう」と呼ばれる区域である。計３つの小区画から構成されており、土塁側の西

側区画が標高153ｍで最も高く、これより東側区画、南側区画へと順に低くなる。Ⅶ郭の全体

規模は東西50ｍ、南北45ｍである。

（３）Ⅷ郭

Ⅶ郭の南東側に、上場幅３ｍの堀切を挟んであり、標高151ｍである。東端に頂点を有する

三角形の形状で、南北の長さ27ｍ、東西の長さ25ｍを測る。南東側から南西側の裾部にかけて

帯曲輪状の地形が残っている。
じようば

なお、Ｉ郭の北西側には、比較的距離を有するが、「城張り」と称せられる区画がある。
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§

（４）Ｖ郭

Ⅳ郭の南側に堀切を挟んでＶ郭があり、南北幅９～17ｍ、東西の長さ42ｍを測る。標高152ｍ

でⅣ郭との比高は４ｍである。

（Ⅳ～Ｖ郭間の堀切）

東西の長ざは40ｍであるが、東側から西側中央部までの長さ22,分が顕著に残る。下場幅８

～11ｍで、中央部より西側は２ｍの段落ちとなる。堀底の形態は不整形である。

（５）Ⅵ郭

南北方向に主軸を有する長方形の区画で、長さ37ｍ，東西幅１７ｍを測る。標高146ｍでＶ郭

との比高は６ｍである。一方、郭の南端裾部は三段の階段状地形となり、さらにその下部は、

削り落としで馬の背の様になった土塁状の地形が見られる。なお、階段状地形の東側裾部は城

域における唯一の湿地帯である。
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第２節高城跡周辺の集落と寺社堂宇

中世城跡を考える上で、所領支配の点から周辺の寺社堂宇の調査は極めて重要といえる。そ

こで高城跡の場合、城跡隣接地の合戦峯・長ケ峯・秋丸・堂園・手石方地区の悉皆調査を実施

した。調査に際しては、現在廃絶している寺社堂宇も含め、地名（小名など）の採集、民間伝

承・信仰についても聞き取りを行った。
かしのみね

（１）合戦峯

人吉市と球磨郡山江村の行政境に位置する集落である。村名の初見は『南藤蔓綿録』の中に

あり、文禄元年（1592）三月十六日に人吉城主相良長毎が朝鮮出兵のため出陣し、伴した人足

に「カシノ峯」とある。さらに同書の慶長十四年（1609）八月廿四日に「加志峯ノ蓮乗寺」と

いう記述がある。

江戸時代に入ってからは、人吉の大信寺末庵であった大村の妙蓮庵本尊を「山田・勝峰庵」

に移したと『大信寺宝鑑』にあり、宝暦十～十三年（1760～63）の『門中堂社代々先師書』に

は「勝之峯観音堂」と見える。

現在の合戦峯という村名は、明治八年（1875）五月の『山田村地誌』に「合戦之峯観音堂」

と記載がある。

集落は、「天子」と称される所を中心に、道が四方に通じ、上村・下村に分かれている。さ

らに、天子から高城跡へ向けて「馬場道」と言われる登城道が長ケ峯・堂園へ通じている。民

家は字合戦峯・字城・字城下に集中し、畑は丘陵地内の高城跡周辺と字藤ノ迫にある。水田は

字藤ノ迫の裾部に於ける迫田や、山田川の氾濫原とその後背湿地帯の字樋掛・字上永田井手・

字下永田井手辺りにある。

また、天子・星ケ峯・火葬場・耳取・馬場道・小陣ケ迫・急ケ首・犬馬場ケ迫・衆議山・薬

師堂の小名が残る。
れんじようし

（２）蓮乗寺跡（字合戦峯）

寺跡には観音堂が現存する。『南藤蔓綿録』の中に、「慶長十四年八月廿四日、加志峯ノ蓮乗

寺住持朴盛生害、一家ノ西因坊・同久助両人ニテ殺也、亭主方ノ地蔵是也」とある。

『大信寺宝艦』によれば、廃寺後、人吉・大信寺の末庵として「勝峯庵」が開基されたが、

数年で禿庵となっている。その後、山田・高寺院支配の観音堂となり、『門中堂社代々先師書』

に「勝ノ峯観音堂所修理、本尊聖観音脇士毘沙門地蔵」との記載がある。本尊の聖観音

菩薩立像は南北朝末期から室町にかけての造像で､同じく脇士の地蔵菩薩立像と共に現存する。

もう一鼎の毘沙門天は、所在不明である。

現在、観音堂の正面に掛かる鰐口には「阿禰陀如来御宝前奉施入之干時三庚亥八月廿四日

願主沙門礼忠」との銘文があるが、おそらく他から持ち込まれたものであろう。境内には蓮乗
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寺に関係あると思われる数十基の五輪塔と無縫塔の残欠があり、その中で「天文三甲午天八月

六日重尭逆修」「永禄四辛酉天四月日妙金大和尚」「永禄五壬戊天三月口日桃山道仙」「天

正四丙子天十月日善功上座」の四基のみ銘文が判読できる。

（３）薬師堂跡（字本城）

高城跡のＩ郭北東側にあり、「薬師堂跡」と伝えている。丘陵地内の微高地であるが、堂跡

には礎石や墓碑の類はない。
ちようみね

（４）長ケ峯

高城跡に最も隣接する村である。『山田村地誌』に「長ケ峯阿禰陀堂」と見えるのが村名

の初見である。しかし、集落内にある「長ノ下」の字名は、文化七年～十年（1810～13）『山

田村明細帳』の中で頻繁に出てくる。

集落は、背後に高城跡の丘陵を控えており、限定された場所に民家が集中している。山水が

湧水となって出ており、谷を利用した迫田が目立つ。畑は集落周辺と城・本城にあり、水田は

長ノ下や字桑原田辺りにある。また、城戸口・留坂・城張・首取り山などの小名が残る。

（５）秋丸

『山田村地誌』の中に「秋丸地蔵堂」と見えるのが村名の初見である。字堂園に民家が集中

し、水田は字秋ノ下・桑原田辺りで、畑は民家周辺にある。古老は、現在の堂園集落を上村、

秋丸集落を下村と言っている。
そうたいじ

（６）増大寺跡

秋丸集落の前田任氏宅辺りに、堂園・伽藍・寺山と言う小名が残り、地元では「増大寺跡」

と伝えている。寺跡には伽藍堂が現存する。県道から集落へ登る山道の右側には、六地蔵と五

輪塔群がある。

増大寺については、『南藤蔓綿録』に「(応永廿七年）七月十二日山田八代祖永留治部少輔実

重卒去、山田堂園増大寺御碑所也、此所今白山権現ハ右寺ノ鎮守也」と記されている。増大寺

の仏像は、堂園集落の稲留覚氏宅前の地蔵堂に現存している。この事は、堂内に残る棟札か

らわかる。仏像は地蔵菩薩立像で、室町末期の作である。伽藍堂と増大寺との関係は不明であ

るが、村人は「御獄さん」と言い、一抱えあるような石が十一個祁られている。

道端にある六地蔵と五輪塔群の銘文は、磨滅がひどく判読できない。
とうその

（７）堂園

『南藤蔓綿録』や元禄十二年（1699）の『麻郡神社私考』に「白山権現山田堂園白山王」

と見える。『山田村地誌」は「堂園観音堂」と記している。現在の堂園集落は、字堂園・字

西章鹿倉・字東章鹿倉に民家が集中し、畑は集落周辺の字南永シ切で、水田は県道端の字秋ノ

下・字中鶴にある。
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（８）白山権現（字堂園）

堂園集落の裏山に神社がある。前述の増大寺の鎮守で、『麻郡神社私考』によると「白山権

現山田堂園白山王、祭十一月十三日、洞官尾方舎人、鎮座神三座春日・白山・清龍、社家ノ

博二日ク大家連枝山田地頭草創、勧請年紀未考、古老ノ博二日ク昔日山田地頭之祈願所増大寺

ノ鎮守也」と記されている。稲留覚氏宅前の地蔵堂に安置されている男女神立像は、元来、

白山権現の御神体で、室町末期の作である。
ていしかた

（９）手石方

村の初見は、明治十年（1877）頃に作成された『山田村字界図』で、字名として登場する。

民家は章鹿倉に集中し、畑は集落周辺にある。水田は東浦川が流路を変える氾濫原で、後背湿

地帯の字杢町・字中鶴辺りにある。

第３節集落の伝承と民間信仰について

（１）合戦峯の天子祭り

合戦峯集落の中心に高台があり、タブの大木が一本ある。これを村人は「天子さん」と伝え、

御神木として祁っている。現在、１２月21日に集落の20戸が"座''方に集まり、大しめ縄・御弊・

竹製の供物台などを作る。御神木に大しめ縄を七周り半巻き、清めた後、赤飯を供えて御参り

する。御参りの後は、“座，，方に寄り合い「天子講」が行われる。

球磨郡内には「天子」「天下」と言う地名が数ケ所に残っており、いずれも景行天皇の熊襲

征伐時の休憩所と言い伝えている。

（２）城の火葬場跡

合戦峯集落から高城跡へ向かう馬場道の東側に墓地があり、その周辺を「火葬場」と伝えて

いる。昭和62年度に熊本県教育委員会が隣接地を発掘調査した際、中世の墓拡が検出きれ、人

骨･古銭(永楽銭)･土師器皿(有孔)が出土した｡墓地では溝の中に墓碑が建てられている。
しゆうさやま

（３）高城跡の衆議山

高城跡内にある19人共有の山（Ⅳ郭）を「衆議山」と伝えている。共有者を「衆」と呼び、

寄り合うことを「衆議」と言っている。「祝儀山」と言う人もいる。

参考文献：梅山無一軒著『南藤蔓綿録』 1978年熊本青潮社覆刻

大信寺所蔵『大信寺宝鑑』

宥運編「門中代々先師書」1970年『水上村史』所収

笹淵格氏所蔵『山田村明細帳』

青井釆女佐‘准薫著『麻郡神社私考』1690年に『球磨郡神社記』に改題覆刻

求麻郡地誌調掛編『山田村地誌』1977年に『肥後国求麻郡村地誌』に改題覆刻

平田寛編『九州の中世美術一熊本・球磨地方美術調査概報一』1982年九州大学刊
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（註）平川：平川文書、相良：相良家文書、私考：麻郡神社私考

南藤：南藤蔓綿録、文書：願成寺文書、銘文：現地調査

第102表中世の山田村と高城関係小年表（鎌倉～安土桃山時代まで）
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年号 西暦 事 項 出典

建久２年

建久２年

鎌倉末期

建式５年

興国元年

暦応３年

暦応３年

暦応３年

暦応３年

正平23年

正平23年

応永11年

応永15年

応永18年

応永27年

応永元年

～34年

永享５年

永享元年

～12年

年
年
年
年
年
年

３
２
４
５
２
４

吉
安
安
安
禄
禄

嘉
文
文
文
長
長

文正２年

応仁３年

文明２年

文明６年

文明８年

永正元年

大永７年

天文３年

天文６年

天文９年

天文12年

天文15年

天文16年

天文元年

～23年

弘治２年

弘治３年

永禄４年

永禄５年

元亀元年

天正３年

天正４年

天正８年

天正11年

天正14年

天正16年

天正18年

文禄元年

文禄２年

慶長元年

慶長14年

１
１

９
９

１
１

１
１

1338

1340

1340

1340

1340

1340

1368

1368

1404

1408

1411

1420

1394

1427

1433

1429

1440

1443

1445

1447

1448

1458

1460

1467

1469

1470

1474

1476

1504

1527

1534

1537

1540

1543

1546

1547

1534

1554

1556

1557

1561

1562

1570

1575

1576

1580

1583

1586

1588

1590

1592

1593

1596

1608

高寺院の弘法大師版木

５月日、平川三郎師高相伝所領を嫡子師貞等に「永吉庄之内山田之村田地四十町一反、百
十石五十貫」譲ると見ゆ。
永吉庄半分百七十五町五百石三百貫、

相良兵庫充定頼､小勢なりとも兵を二

大宰少弐頼尚領で請所代官は平川左近充。
手に分け､親類若党をもって山田城に楯寵り防戦。

大宰少弐頼尚領永吉庄内山田城（頼尚代楯龍）を南朝方相良縫殿充祐長追落し、８月10日
まで楯龍る。

６月24日、一色範氏は南朝方相良縫殿充祐長．多良木三郎経頼以下凶徒が永吉庄山田城に
楯篭っているので、相良六郎二郎長氏．相良孫次郎定長をして討たしむ。

８月10日、大宰少弐頼尚の甥筑後彦次郎経尚以下、相良孫次郎定長．相良八郎景宗．税所
宗円等の軍勢と共に山田城に押し寄せ合戦。

８月19日、夜南朝方凶徒を追落す。
８月20日、（山田城周辺で)散々合戦、山田城落城｡相良縫殿充祐長方、親類若党など討死、
庇を負い､また兵糧難儀のため山田城を引退し､多良木三郎経頼一所の城に楯寵る。

８月５日、相良近江守前頼・弟氏頼と共に庶子永富殿へ二ケ条の契状を出す。

山田里・大王神社神殿裏に「一結所衆」碑造立。
２月22日、山田里・大王神社新殿遷座。

山田里・高寺院毘沙門堂再興。８月９日入仏。

永富藤五郎長重山田城に御誕生。（後の相良左近将監長続)。

７月12日、山田城主永富治部少輔実重卒去。山田堂園・増大寺御牌所也。

地頭・秋山常陸ら山田小山田・大王神社改造。

山田里・高寺院の中興開山快親入寂。

山田三園天神山・天満天神再興。

８月24日、沙門礼忠願主として阿弥陀堂に鰐口を寄進。（合戦峰観音堂に現存）

山田里・高寺院２世快秀入寂。

永富四郎三郎頼元山田城に御誕生

球磨郡内乱、上・下相良氏滅亡。
。（後の相良左衛門尉為続)。

永富（後に相良）藤五郎長重が統一、
山田左右村・山王権現再興。別当は長円寺。

人吉城入城。

11月10日、下相良氏の尭頼御牌所として相良少福殿（永富壱岐守頼澄）を大檀那として人
吉佐牟田・了法禅院を建立。

４月21日、山田里・高寺院正秀禅尼卒去。
９月６日、山田太山酒掃を大檀那とし、高寺院住持成排ら十一面観音立像を造立。

８月10日、山田里・高寺院加尊大和尚入寂。

山田石原・諏訪大明神草創あるいは再興。

12月18日、山田里・高寺院三世乃弘入寂。

山田里・高寺院四世成排入寂。

山田里・高寺院五世弘排入寂。

８月６日、山田加志峯・蓮乗寺重尭、逆修五輪塔造立。

山田下城子・瑞光寺茂山永昌入寂。

永富出羽（守長名）ら山田萩山・萩大明神を改造。

８月15日、藤島・高橋、鬼塚氏ら山田下城子・瑞光寺に鰐口を寄進。

球磨三奉行の一人、東弾正忠長兄ら山田里・大王神社を修造。

正月20日、真誉献灯願文に「高寺院三千灯」 と見ゆ。

山田里・大王神社の東脇に、今宮神社を修造。

山田石原・諏訪大明神修造。

３月、山田里・高寺院六世成堅入寂。

４月、山田加志峯・蓮乗寺妙金大和尚入寂。

３月、山田加志峯・蓮乗寺桃山道仙入寂。

山田里・高寺院７世教堅入寂。

山田加志峯・蓮乗寺妙祐大姉卒去。
10月、山田加志峯・蓮乗寺善功上座卒去。

球磨三奉行の一人、深水三河守長智・長豊ら山田里・大王神社を再興。

山田下城子・瑞光寺中興石窓元金和尚入寂。

10月、願成寺伝法潅頂衆請定に「高寺院

山田別府・祇園神像二躯造立。
」 と見ゆ。

８月21日、深水三河守長智入道宗芳59歳にて卒去。

人吉城主相良長毎は朝鮮出兵のため出陣、伴した人足に「カシノ峰」 と見ゆ。

球磨三奉行の一人、地頭深水左馬助頼蔵ら山田石原・諏訪大明神拝殿を造営。

地頭深水左馬助頼蔵、人吉城主相良長毎に反し佐敷に逐電。

８月24日、山田加志峯・蓮乗寺住持朴盛生害。
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第 Ⅵ章総括

（１）まとめ

遺構の検出面は、Ⅲ郭の平場において一部がアカホヤであった他は、ほとんど地山のシラス

であり、中世の遺物包含層を含めた上位の土層は、すべて撹乱の状態にあった。調査前の撹乱

層は、郭の平場で厚き0.5ｍを測り、調査区は、今日、全面が畑地となっていた。

〔１〕建築祉

柱穴の埋土は大半が褐灰色土で、地山のシラスが白色と肌色であった所から、柱穴と埋土の

区別は明確であり、柱穴の検出は極めて容易であった。

Ⅱ～Ⅳ郭から検出された建築杜は総計38棟で、内訳はⅡ郭から10棟、Ⅲ郭から18棟、Ⅳ郭か

ら10棟であった。この内、数棟は重なり合った状態で検出されたが、柱穴の出土遺物や桁行の

訳はⅡ郭から10棟、Ⅲ郭から18棟、Ⅳ郭か

で検出されたが、柱穴の出土遺物や桁行の

方向からは、建築杜の前後関係を明らかに

する事はできなかった。

概して、建築杜は小規模で、最大6.0ｍ

×4.5ｍ、最小3.0ｍ×２．４ｍであった。ざ

らに、柱穴の並びも千鳥のものが多く、向

かい合う桁行や梁行妻で柱穴が対比しない

定形外のものが数多くあった。このような

建築杜のプランは、他の報告書にほとんど

類例を見ない所から、調査時の現場におけ

る定形外建築杜のプラン復元は、そのまま

を参考資料として、記録に留めた。その後、

昭和60～61年度の山田城跡（大王谷箇所）

調査で、凝灰岩の岩盤を切り込む端的な定

形外の建築杜プランが多数検出され、高城

跡における定形外建築杜復元の裏付け資料

となった。（第128図）山田城跡の場合は岩

盤を掘り窪めた確たる建築j止で、プランの

復元が極めて限定きれるからである。

高城跡から検出きれた建築社を山田城跡

の調査結果に基づいて熟考すれば、２間×

２間のものが20棟で、１間×２間（２間×

Ｉ
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第103表建築赴の平面プラン分類表
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１間）のものが15棟であったが、前述のように、

小型のものが多く、桁行や梁行妻の中央柱が不明

であったり、中央柱が２つに分かれたり、補助柱

が付く場合があった。第103表は建築比の平面プ

ランの分類であるが、大きくＡ・Ｂ．Ｃに大別さ

れ、これがさらに、中央柱・補助柱の有無で２種

類から５種類まで細分可能である。

建築杜のプラン復元を見るに、非常に臨時的な

性格が強く、建築j止の重なり合いの割に、柱穴同

士の切り合いが少ない所から、比較的短期間の内

"

第128図山田城跡より検出の建築祉

に次々と簡易的な建物が建て替えられていったも

のと思われる。建築杜の性格は不明であるが、出土遺物は多種多様で、城内である程度の生活

が営まれていた事は確実である。恐らく簡易的な兵舎や小規模の武器庫あたりであったものと

思われる。

〔２〕堀切・空堀・蛸壷状土地などの遺構について

遺構は、すべてシラスを深く切り込んでおり、堀底や堀壁は、雨水の浸食作用で、大小の凹

凸が目立った。さらに堀底には、雨水の流れる深さ0.5戸1.0ｍ程の水路が、自然作用で柱穴状

に浸食きれていたが、考えるに、シラス堀切の維持のためには、この水抜きの水路が是非とも

必要で、その為に、あえて侵食に任せて放置されていたとも考えられる。発掘調査時における

降雨時のシラス崩壊は著しいものがあり、特に梅雨時には一夜の大雨に大打撃を受けた。従っ

て、城の存続時における防御施設の維持・管理には、かなりの困難が伴ったものと思われる。

しかし降雨時の被害は、Ⅱ～Ⅳ郭の上面土層をカットされたシラスの平場に大きく、堀切や空

堀のようにシラスが深く掘り下げられた部分は、さ程ではなかった。このことは、例え堀壁が

シラスであっても、壁を急峻に切り立て、シラス面を錘等で覆い、なおかつ、水抜きの水路が

あるならば、ある程度の期間は、水による浸食作用から逃れられたのではないかと思われる。

空堀に関連して、Ⅱ郭西側とⅣ郭東側裾部の遺構は特異で、深き1.0ｍ，上場幅2.0～3.0ｍ・

下場幅0.7～1.0ｍで、検出部分の長さは27.5～30.0ｍであった。肩部には土塁の存在が考えら

れる。いずれも、丘陵裾部の中途を稜線に沿う格好で、細長く掘り込んでおり、あたかも散兵

線の残壕の様相を呈する。単なる空堀の類では無い事は確かである。

一方で、Ⅳ郭の北側斜面から検出された蛸壷状の土拡は、縁に土塁状の高まりを有するもの

が全体の半数を占めており、これまた、戦闘的な施設と考える以外に、用途を見い出せない遺

構である。結果的にⅣ郭の建築杜と北側斜面部分を壊して掘り込まれており、高城跡の終末期

における遺構と考えられる。

「
Ｉ
ｌ
Ｊ

Ｆ
，
Ｌ
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〔３〕出土遺物について

１．土師器

堀切Ｉ－Ｃを中心に、Ⅲ郭や堀切Ⅲ－Ａ．Ｂ・Ｃから多量に出土したが、Ⅱ郭からの出土は

皆無であった。ここでは、小皿と坪を形態的な特徴から、船型のもの（Ａ）とラッパ状型のも

の（Ｂ）とに大別した。土師器の分類は下表の通りである。

形態分類 実測図 実測図番号

１．３．６．７５．７７．２３６．２３７．２３９．３２５

小皿（Ａ） 豆二王三三７ 3８５．３８６．４２６．４２８

小皿（Ｂ） 三三三ﾆﾗ'
７０．２３０．２３１．２３３．２３５．２４０．２４１．２４２

３２７．３２８．４２５．４２７．４２９．４３０

７８．７９．８０．８１．８５．９０．１８３．１８４．２４３．２４６

坪（Ａ） ２４７．２４８．２５０．２５６．３８９２３９０．３９１

５．８６．８８．９２．９４．９５．１８２．１８５．２６０．２６２．２６３

坪（Ｂ） ２６７．２６８．２６９．２７０．２７１．３３１．３３２．３３３．３３６

４３１６４３３．４３４．４３５．４３６．４３７．４３９．４４０

第104表土師器分類表

この中で、Ⅲ郭から出土した土師器はほとんど杯で、小皿類は少量であった。一方、堀切Ⅲ

－Ａ．Ｂ・Ｃからの杯と小皿は形態的にラッパ状型の（Ｂ）タイプがほとんどで、（Ａ）タイ

プは極端に少なかった。 単位：ｃ、

器高

高
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第105表土師器皿・坪法量表
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２．青磁器
注（１）

（細蓮弁文碗）

建築杜ＳＢⅢ－２５（12)、Ⅱ郭(24)、Ⅲ郭(108.117)、堀切Ｉ－Ｃ（276)、堀切Ｉ－Ｄ（342）

から出土している。文様が線刻され、蓮弁の表現は全く形骸化しているのが特徴である。

このタイプについては、山梨・新巻本村、京都・同志社新町別館、沖縄・首里城京の西北側
注(２）注 (３）注（４）

下、および石jll・波佐谷出土のものが、１５世紀後半まで遡る可能性を持っているが、多くは１６
注（５）

世紀前半から中葉の間にあると考えられる。太宰府史跡第57次調査・金光寺跡、熊本．i賓の
注（６）

館跡、竹崎城腰曲輪郭南平場、奥野城跡なと§からの出土品がそうである。
注 (７）注( ８ ） 注 （ ９ ）

（稜花皿）

Ⅱ郭（42)、堀切１－Ａ・Ｂ（204.205)、堀切Ⅲ一Ａ。Ｂ・Ｃ（441)、から出土している。

一乗谷・朝倉氏遺跡第十五次調査、新潟・華報寺経沢出土品などから判る様に、青磁細蓮弁文
注(10） 注(11）

碗との共伴資料が多い。時期の限定できる青磁ではないが、１５世紀初めから16世紀中葉までの

長期に渡り、制作・使用きれたものと思われる。
注（１）

（雷文帯蓮弁文碗）

堀切Ｉ－Ｃ（275.277)、堀切Ⅲ一Ａ．Ｂ・Ｃ（443）から出土している。文献により、１６世

紀後半まで存続した事が確実な漬の館跡からは､最終期建物の下層土から同碗が出土しており、
注（７）

年代は16世紀より若干、遡ると推察される。

（基笥底皿）

Ⅲ郭（29）から出土した。大分県玖珠町・伐株山城跡から同類のものが出土し、同城跡出土
注(14）

の染付皿より、１５世紀後半から16世紀中葉の間に位置づけられている。

（同安窯系の櫛描文碗）

Ⅱ郭（２３．３１．３３．３７)、Ⅲ郭（１１１．１１４．１１５．１１８)、Ⅳ郭（186)、堀切Ｉ－Ｃ（279)、堀

切Ｉ－Ｄ（346)、堀切Ⅲ一Ａ．Ｂ・Ｃ（４４２．４４５．４６１．４６７）から出土している。生産のピー

クは、１３世紀中葉以前と見られ、１４世紀中葉を過ぎると伝世された状態で残っていくと解釈き

れる。
注(15）

（盤）

Ⅱ郭（44)、Ⅲ郭（９６．９７．１０３)、堀切Ｉ－Ｄ（337)、堀切Ⅲ－Ａ.Ｂ・Ｃ（479）から出土

している。同類の盤の出土例では、太宰府史跡・観音寺ＳＸ１２００から、元徳二年（1330）
注(16）

銘の卒塔婆共伴の陶磁器の中に見られる。同遺跡は14世紀前半期のものとして、現時点で質量

とも標識となる遺跡である。

３．明代白磁皿

①Ⅲ郭（113)、堀切Ｉ－Ｄ（343)、堀切Ⅲ一Ａ．Ｂ・Ｃ（４６４．４７２．４７３．４７５）から出土し

ている。小皿で、高台をアーチ状に挟った物もあり、白濁色の粕が体部中位まで掛けられた

-198-
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第106表古銭一覧表

タイプである。青森市後潟・尻八館跡から同類の皿が出土した。この館からは、１４世紀後半
注(17）

から15世紀中葉までの出土例が多い。高城跡の場合、同じ粕調で八角形のj不もⅢ郭（116）

から出土しており、尾道市土堂一丁目ＳＫＯ３０の出土例から、上記タイプと並行の時代関
注(18）

係にあると考えられる。

②Ⅱ郭（39）から出土している。口縁を端反りにした小皿で、波佐谷、新巻村、首里城など

から出土した｡これらの遺跡は１５世紀前半から16世紀前半に年代の中心があると考えられる。

③建築杜ＳＢⅢ－１６（16)、Ⅲ郭（123）から出土している。口縁が玉縁状にやや丸くなった

碗の破片で、太宰府史跡の出土品などから、１２世紀頃の物と考えられる。

４．備前・摺鉢・雲

Ⅲ郭の建築杜ＳＢⅢ－２から出土した播鉢(11）と堀切Ⅲ－Ａ。Ｂ・Ｃから出土した婆(538）

は、間壁忠彦・蔑子両氏の「備前焼研究ノート」に従えば、１６世紀中葉前から後半に位置づけ
注(19）

られる。

５．古銭

中国産のものが10枚出土したが､Ⅲ郭からが最も多く６枚を数え、Ⅱ郭からは３枚であった。

年代別には、北宋６枚、元１枚、南宋１枚、明２枚で、北宋の古銭の出土が目立った。

古銭の上限は11世紀初頭の淳化元賓であったが、遺跡の年代を考える上では、Ⅲ郭から出土

した下限の永楽通賓（15世紀初頭）が基準となり、さらに、Ⅲ郭の建築杜ＳＢⅢ-21から出土

した14世紀後半の洪武通賓あたりが参考となろう。

この他、国内産のものとして、江戸時代の寛永通賓が６枚、堀切Ｉ－Ｃから寛永鉄銭が１枚、

堀切１－Ａ。Ｂから重なりあった13枚のビタ銭が出土しいる。

銭貨名 年代 初鋳年(西暦） 出土地 占
ＪＯＣ、 枚 数

資元化淳 北宋 990 Ⅲ郭 1枚

祥 符通賓 北宋 1008 Ⅱ郭 1枚

皇宋通 賓 北宋 1039 Ⅱ郭 1枚

九； 豊通寅 北宋 1078 ＳＢⅡ－１０
Ⅱ郭

枚
枚

１
１

九； 祐通資 北宋 1086 Ⅲ郭 1枚

聖 九； 宗賓 元 llO1 ＳＢⅢ－２２ 1枚

嘉 定通賓 南宋 1208 ＳＢⅢ－１９ 1枚

洪武通賓 明 1368 ＳＢⅢ－２１ 1枚

永楽通賓 明 1408 Ⅲ郭 1枚

寛 永通賓 江 ﾉコ 1608 Ⅱ郭
堀切Ｉ－Ｃ

枚
枚

４
２

ビ タ銭 江 Ｐ 堀切１－Ａ・Ｂ 13枚

寛永鉄銭 江 Ｐ 堀切Ｉ－Ｃ 1枚



〔４〕高城跡の縄張りと自然地形及び地理的環境について

北東方向から南西方向に延びるシラス丘陵の一隅に築かれており、少なくとも８つの郭から

構成される丘城である。

郭の配列は連郭式で、主軸の向きはほぼ南北方向にある。長軸の向きや平場面積などから、

Ｉ～Ⅳ郭までが主郭で、Ｖ～Ⅷ郭が外郭と推定される。城域は南北に最大約360ｍ、東西に最

大約270ｍの範囲と考えられる。

城跡は自然地形に恵まれている。丘陵続きの北側背後は、一旦、大きくくびれて、迫地が丘

陵北縁下をぐるりと巡り、天然の堀切となっているのを初めとし、東西両側の丘陵斜面は急峻

である。南西側は、Ｉ郭の高台より約20ｍ程の大きな段落ちとなって、自然地形の仕切りがあ

る。丘陵は高城跡より南西方向に舌状形に延びて、約250ｍ先の丘陵端部に開けた合戦峰集落

と馬場道（通称）で繋がっている。250ｍという距離はあるものの、丘陵地の自然区画の中で

北東端の高台に城跡があり、南西端に集落が開ける格好となっている。両者は明らかにセット

関係にあると思われ、合戦峰集落は高城跡の麓集落と見なして差し支え無いものと思われる。

地理的に見た場合は、北方、山付きから南下する山江村山田の開析谷と人吉盆地の平野部と

が接する所の丘陵端部に合戦峰集落が開け、その北東側背後に城跡が存在することになる。

高城跡より、北西方向に約2.7km先には、開析谷の片方を形成する西側の山稜地帯に南北朝

時代の山田城跡（山城）が眺望される。

高城跡の存在意義は、このような自然地形や地理的な地の利にも一因しているものと思われ

る。

〔５〕高城跡の年代

出土遺物から推察するに、同安窯系の櫛描文碗・青磁の盤．白磁は、ともに伝世品と考えら

れ、他の青磁碗、白磁の碗．皿、備前の播鉢、莞などから城跡は１５世紀末から16世紀前半にか
性(20）

けて存続したものと思われる。全般的に堀切等の遺構が良く残る城跡であったが、調査対象と

なったⅡ～Ⅳ郭の平場における土層は総て撹乱層で、シラスやアカホヤ面でしか遺構を確認で

きなかった。それも上位部をカットされた状態であり、土層や遺構出土による遺物の共存関係

や前後関係がやや不明のまま終わった事が|昔しまれる。但し、それでも、城の存続期間が最大

幅10～20年ぐらいと考えられる事から、第104表に見る、糸切りの土師器皿・坪のような類の

ものの編年の資料には成り得えるものと思われる。

さらにまた、数多検出された簡易的な建築杜と火舎・捨鉢・土製の茶釜・砥石・引き臼等の

大量出土は、高城跡専門調査員である大三輪龍彦鶴見女子大学教授の「中世城跡は、非常時

のキャンプ地であり、建物は簡易で、風水害で崩壊したとしても、すぐさま建て直しがきいた

ものと思われる｡」との御示唆に沿った調査結果であったと思われる。
注(21）

但し、今回の発掘調査では、いくつかの疑問点が残る。
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〔６〕高城跡の疑問点

①シラスの丘陵をカットして築かれた城が、例え防災処置を行ったとしても、１０～20年間も

維持出来るであろうか。

②城の推定存続期間中に、城跡を含めた下球磨一帯で、高城のような大規模な城を必要とす

る様な戦が文献上からとらえられない。

近世の文献『南藤蔓綿録』からではあるが、地元では、下球磨を巻き込んだ大規模な内乱

は、上・下相良氏が滅亡した文安五年（1448）の戦を最後とすると伝えられている。

③下相良氏の根拠地である人吉城に隣接する矢黒城・赤池城・村山城などが、文献資料に頻

繁に所見するに対し、最も隣接地で、１６世紀の前半頃まで存続したと推測きれる高城跡につ

いて、何らの所見が無いのは、どの様な意味があるのか。

④中世の山田城主とされる永留氏が高城と関係があるかどうか。

⑤遺物の中では、染付けの碗や皿の類が一片も出土していない。

⑥瓦質の火舎が破片を含めれば、かなり出土しており、これをどう見るのか。

⑦Ⅱ郭から江戸時代初期の寛永通賓が６枚出土しており、さらに、周囲の堀からも寛永鉄銭

とビタ銭が出土した。報告書には未記載であるが、江戸時代初期の遺物も少量ながら出土し

ており、１６世紀前半の廃城後も何らかの形で高城の一部が利用されていた事は確実である。

これに関連して、Ⅱ郭から検出された建築杜ＳＢⅡ－９は、他のものとやや異なって、唯

一、庇を有し、柱穴の埋土も基本的には褐灰色土でありながら、他と比較して、やや軟らか

く褐色味の濃いものであった事を特筆したい。さらに、一個とはいえ、鉛の鉄砲玉が出土し

ていることも廃城後の高城跡の変遷を考える上で興味深い。

今後、これら疑問点の解明が大きな課題となろう。

〔７〕文献史学からのアプローチ

「高城跡」は、中世の文書・史料をはじめ後世の編纂物にその姿を現言ない。いわゆる「ま

ぼろしの中世城跡」である。にもかかわらず発掘調査の結果、数々の遺構や遺物の実在が明ら

かにきれ、大規模な城跡であることが判った。

文献上のまぼろしの城跡が、考古学からその実在が明らかにされた今、そのギャップをどの

ように埋めるか、そして、高城がまぼろしの城となったのには、それだけの理由があったのか

を考えなければならない。

高城が中世（鎌倉・南北朝・室町時代）においてどの所領に属し、誰によっていつ頃に築城

されたかはまったく不明である。ただ、周辺の歴史的背景から考察するに城跡を含めた一帯が

鎌倉・南北朝時代に永吉庄山田村に属し、平河氏から大宰小弐氏、その後、下相良氏が地頭で

支配していた事は明らかである。南北朝内乱では、隣接の山田城が合戦の舞台となっている。

このような状況の中で､山田城主は永留氏であったとする説がある。これは後世の編纂物『南
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藤蔓綿録』『求麻外史』などに拠るもので､中世の文書･史料上からは確認できない｡永留氏につい

ては､正平二十三年八月五日に下相良氏の惣領･相良前頼とその弟氏頼が｢なかとみとの」

に宛てて契状を出したのが唯一の史料である。この永留氏と関係あるかどうか不明であるが、

嘉暦二年に人吉庄永留名が争論対象となり、その時の手継文書として「頼季状、藤原氏状」が

所見し、頼季は下相良氏の相良頼俊の子であるとされ、永留名地頭戦はく相良頼俊一頼季一藤

原氏＞と相伝されている。しかし『南藤蔓綿録』所収「永留系図」と全く一致しない。

「永留系図」〈相良頼親一頼明一実重一長続〉系統の中で、文書・史料上から実在が確認で

きるのは実重～長続だけで、頼親が下相良氏・相良長頼の嫡子で頼俊の兄という形跡は認めら

れない。まして実重～長続については、文安五年の球磨郡内乱の中で初めて上・下相良氏と対

抗できる勢力として登場する。この内乱については、不思議なことに文書・史料は何一つ残き

れていない。しかし、その反面『南藤蔓綿録』『求麻外史』は多くを語り、山田城主の永留長

続が上・下相良氏を滅ぼし、人吉城に入城したとする。内乱自体は事実としても、後世の編纂

物を安易に信じることはできない。なぜならば勝者であるべき永留氏自身が伝来の文書を伝え

ず、系図の中で〈相良長頼一頼親＞を設定し、相良氏一族のような叙述を行っているのである。

『沙弥洞然長状』の意図的と思える錯誤・史料操作、編纂物での永留氏正統化に至るまでの事

実に注目したい。これらの意図物作為は、下相良氏の上相良氏に対する低い評価と上相良氏本

城鍋城の歴史的抹消と付合し、一部に消された歴史があることを知る。

永留氏の人吉城への入城後も、郡内では|日上相良氏系国人の勢力は侮り難いものがあり、永

里城・水面城・矢黒城などは協力せず、攻められ落城している。同様に木上岩城主の平河氏を

はじめ須恵・岡本氏も惣領が滅び、名のみが継承され、相良家臣団の中に組入られていく。

このように色濃く残存する旧国人一摸体制を打破し、対外的に薩摩の島津・菱刈氏や真幸院

の北原氏を警戒しながら、名和氏の本拠地八代まで攻略するのに約38年間を要した。これは、

旧国人勢力郡内に残しながらの芦北・八代郡への進出で、領土拡大する中で相良氏は国人奥

野・宮原氏を在地所領から切り離し、移住政策を行っている。この段階で初めて、郡内再統一

が実現したといえよう。

そのような政治的背景の中で､人吉城の支城として高城が築城された可能性は大いにあろう、

それは永留氏にとって支配体制の弱体を暴露することであり、決して名誉の事ではなかったと

思われる。このことが永留氏の支配体制の確立と共に、相良氏の一級史料と家史編纂物から高

城が消えた最大の原因ではなかろうか。

発掘の結果から、高城は15Ｃ末～16Ｃ前半にかけて存在した大規模造りの比較的近世の丘城

であることが判明した。にも関わらず文献未記載の城跡であることは、どう見ても偽政者の歴

史的改暫を考えざるを得ない。
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（２）総括

〔１〕はじめに

熊本県教育委員会による中世城跡及び居館跡の本格的調査は昭和47年度の久玉城跡に始ま

る。国道266号改良事業に伴なうもので、当時文化課が発足したばかりの時であった。路線は

すでに決定され、工事着手直前に発掘調査を行うというきわめて条件の悪い状況であった。し

かし、遺構の保存状態がきわめて良好であったため、地元牛深市、県土木部と協議を重ね、昭

和48年３月２日に県指定史跡にすることができた。その後、国道266号は久玉城を避ける大幅

な設計変更を行い昭和52年に完成した。
注(22）

その後、九州自動車道建設に伴なう竹崎城跡（下益城郡松橋町H召和48～49)、小野館（同郡
注（８） 注(23）

小川町昭和49年)、県立高校改築に伴なうi賓の館跡（上益城郡矢部町昭和４８．５０)、球磨川改修
注（７）

に伴なう蓮花寺跡・相良頼景館跡（49～50）なと脅の調査を実施した。しかしながら、本県にお
注(24）

ける中世城跡の分布状況がほとんど不明であって、各種の開発事業に対応できないのでは、文

化財保護行政の責任が果せないため、昭和50～52年度に国庫補助を受けて「熊本県の中世城跡」

の分布調査を実施した。調査着手前には約270箇所と予想していたが、最終年度には大幅に上
注(22）

まわる約450箇所に達した。その後も数箇所が確認されているので、県下では500箇所近くにな

ると予想される。この分布調査以降の発掘調査は若宮城跡（鹿本郡菊鹿町昭和53)、里の城（球
注(25）注(25）

磨郡多良木町昭和54）などの例があるが、いずれも部分的な発掘調査にとどまっていた。

本報告書で述べている高城跡調査は、城跡の大半が九州自動車道の道路敷に含まれたため、

従来の調査では把握できなかった事象が解明できたという点で、本県における中世城跡調査の

先駆的なものといえる。

〔２〕遺構

８郭からなる城跡のうちＩ郭とＶ～Ⅷ郭は幸いにして路線外になったが、Ⅱ郭から10棟、Ⅲ

郭から18棟、Ⅳから10棟、計38棟の建築杜を検出した。規模は小さく２間×２間が20棟、ｌ間

×２問が15棟で、しかも柱穴等の状態から比較的短期間に次々と建て替えられたと推測きれ、

おそらく簡易な兵舎や小規模な倉庫であったと考えられる。

空堀ではⅡ郭西側とⅣ郭東側裾部のものは深さ1.0ｍ、上場面2.0～3.0ｍ，下場面が0.7～

1.0ｍ、長さ27.5～30ｍ，丘陵裾部の中途を稜線に沿うように細長く掘り込む遺構が検出され

たが単なる空堀ではなく、散兵線の様相を呈すると思われる。その他、Ⅳ郭の北側斜面から検

出した蛸壷状の土砿も同様の戦闘的な施設と見ることができる。

〔３〕遺物

検出した遺物には土師器、青磁、白磁、備前焼、古銭等がある。

土師器は堀切Ｉ－Ｃを中心に、Ⅲ郭や堀切Ⅲから主として小皿と杯が出土し、青磁では16世

紀前半～中葉の細蓮弁文碗、１５世紀初～16世紀中葉の稜花皿などのほか、１３世紀中葉の同安窯
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であり、今後周辺の歴史的背景等を考慮に入れ、慎重に判断する必要があろう。

（３）出土遺物の２.青磁器～3.明代白磁器の考察については、亀井明徳「日本貿易陶・磁器史の研究」

同朋舎１９８６を基本的な参考資料にした。

小野正敏「山梨県東八代郡一宮町新巻本村出土の陶磁器」『貿易陶磁研究』

日本貿易陶磁研究会1981年

『同志社キャンパス内出土の遺構と遺物』同志社大学校地学術調査委員会1978年

伊東忠太・鎌倉芳太郎『南海古陶姿』賓雲社1937年

長谷部楽弼「石川県小松市波佐谷出土の古陶磁」『ＭＵＳＥＵＭ』2251972年

『太宰府史跡昭和53年度発掘調査概報』九州歴史資料館1979年

熊本県教育委員会『漬の館』熊本県文化財調査報告第21集1977年

熊本県教育委員会『竹崎城』熊本県文化財調査報告第17集1975年

熊本県教育委員会『奥野城跡』熊本県文化財調査報告第92集1988年

『一乗谷朝倉氏遺跡Ⅶ及びⅧ』朝倉氏遺跡資料館1976.1977年

川上貞雄「"茶怨記，'再考_l『水原郷土誌料』第10集1978年

大分県玖珠町教育委員会『伐株山城跡』1984年

ｌに同じ

『太宰府史跡昭和52年度発掘調査概報』九州歴史資料館1978年

岩本義雄・大橋凡士他『尻八館調査概要、第一次・第二次』

青森県立郷土館調査年報２．３１９７７．１９７８年

『尾道中世遺跡発掘調査概報一尾道市土堂一丁目所在一』草戸千軒遺跡調査所1977年

間壁忠彦・霞子「備前焼研究ノート」(1)～(3)『倉敷考古館研究集報』(1)(2)(5)1966年

備前の播鉢と喪の編年とは若干のずれがある。

調査現場での御示唆

熊本県教育委員会『熊本県の中世城跡』熊本県文化財調査報告第30集1978年

熊本県教育委員会『蓮花寺跡・相良頼景館跡』熊本県文化財調査報告第22集1977年

熊本県教育委員会「城館祉」『熊本県文化財ハンドブック』熊本県文化財調査報告1974年

熊本県教育委員会『里の城遺跡・若宮城跡・瀬戸口横穴群』熊本県文化財調査報告第51集1980年

注（１）

(２）

１
１
１
１
ｊ
ｊ
１
１
１
１
１
１
１

３
４
５
６
７
８
９
皿
皿
皿
過
皿
巧

く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
Ｉ
く

(16）

(17）

(18）

(19）

(20）

(21）

(22）

(23）
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系櫛描文碗、さらに明代の白磁などである。古銭は10世紀末の淳化元賓を最古とし、北宋６，

元１，南宋１，明２の計10枚の中国銭があり、その他、江戸時代の寛永通賓などが出土した。

〔４〕年代

出土遺物からみて、伝世品と考えられる同安窯系の櫛描文碗などを除けば、青磁碗、白磁の

碗・皿、備前焼等から、この城は１５世紀末～16世紀前半の、きわめて短期間の存続であったも

のと考えられる。なお、この高城跡は中世の文献には記載されていない「まぼろしの中世城跡」
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先土器・縄文時代

第１節遺跡と旧地形

中世城跡の調査はⅡ郭．Ⅲ郭．Ⅳ郭に於いて行われた。表土を剥いた後の郭ごとの中世遺構

確認面の最高所は､Ⅱ郭が標高157.000ｍ．Ⅲ郭が標高155.000ｍ．Ⅳ郭が標高156.000ｍであっ

た。高城跡のＩ郭（主郭）は幸いにして調査区外となっているため、そのままの姿を残してい

る。このＩ郭の標高は159,200ｍとなっており、Ⅱ郭との比高差は2.20ｍである。

これらの郭は総て独立した形式をとっており、いずれも上面を平場状にカットして、各郭の

外周を勾配の強い削り落としによって独立させており、各郭の間には削り落としを壁面とした

堀切が設けられている。各郭に残った土層に合わせてみると、各郭間を独立させている堀切は

総て壁面がシラスであるために当初は一連の丘陵であった事が明らかである。城域を構成する

馬の背状尾根線はＩ郭からⅡ郭の堀切近くを通り、Ⅳ郭を中心としたやや東南に延びる台形を

形成し、.その先端は馬場道を平行に走り、麓集落である合戦峯までなだらかに延びていたもの

と思われる。

第１図先土器･縄文時代の発掘調査区
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先土器時代

遺跡では、Ⅲ郭の東側に於いてのみ、Ｉ層からⅨ層の姶良カルデラを起源とする「入戸火砕

流」（シラス）を含む９枚の土層が確認できた。そこで、標準土層柱状図によって各層の状態

を示していきたい。

第１層表土層（耕作土）

第Ⅱ層黒色土 層

粒子の細かな黒ボク士で、しまりが無く軟弱な状態であり、中世の柱穴はこの層に

も掘り込まれている。

第Ⅲ層黄褐色土層

球磨地方に於いて「イモゴ」と呼ばれている層で、鬼界カルデラを起源とする火山

灰（アカホヤ）のことである。この層は下層のⅣ層と同一性質のものであるが、ここ

では風化によって出来たフカフカの状態で､縄文時代晩期の遺物包含層をⅢ層とした。

第Ⅳ層黄褐色土層

アカホヤ火山灰の固くしまった無遺物層の純粋層である。時として下層の遺物混入

がみられるが、これは自然作用によ

るものであろう。

第Ｖ層褐色土層

縄文時代早期の遺物包含層で、粒

子は細かく、やや粘質を帯び、しま

りのある層。

第Ⅵ層黒褐色土層

上位は縄文時代早期の遺物包含層

で､強い粘質を帯び､しまりのある層。

第Ⅶ層暗赤褐色粘質土層

無遺物層で、粒子は細かく、強い

粘質を帯び､非常にしまりのある塔。

第Ⅷ層灰黄褐色土層

Ⅸ層の黄みを帯びたシラス（ＡＴ）

の漸移層で､極細粒シラスを主とし、

灰色がかった層で非常に固くしまっ

ている。先土器時代の遺物包含増。

第Ⅸ層黄色シラス（ＡＴ）

表土（耕作土）

縄文時代晩期

アカホヤ

縄文時代早期

無遺物層

第２節層 位

シラス

第２図標準土層図
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1２

（１）遺物の出土状況

遺物包含層の殆どが後の城郭造成等によって失われており、先土器時代の調査はわずかに遺

物包合層を残すⅢ郭の狭い範囲だけに止まった。ただし、Ⅱ郭の中世遺構検出時に６点の先土

器時代の遺物が出土しており、先土器時代の範囲は確実にⅡ郭まで広がっていたことが明らか

である。

Ｔ－１５．１６区、Ｕ－１５．１６区からは先土器時代の遺物を層位的に検出することができた。遺

物はⅧ層から検出されたが、このことから、調査区は小さな谷部を形成していたと思われ、本

来Ⅷ層の下に定位置のⅨ層が存在すべきであるが、高城跡では問層がⅨ'層とⅨ”層に分層き

れた。

Ⅸ'層は黄色シラス・地山のブロックを含んだゴチゴチに固い黄褐色土層で、かなりの厚み

で堆積し、この層からも遺物が検出できた。その下層のⅨ，'層はさらに８層に細分される撹乱

的な土層であり、ここからも遺物が検出きれた。

1３

型
Ⅸ”層

①黄シラス混じりの粘質

を持った褐色層。

②フカフカの状態で締ま

りの無い肌色シラス。

③黄軽石を含む黄シラ

スｏ

④軽石の他、小豆大の操

を含む黄灰シラス。

⑤黄シラスを主として中

に褐色土や水性層を含む

黄褐色層。

⑥５よりも粒子が細か

く、汚れた黄暗灰褐色層。

⑦縞状に褐色土層や水性

層が堆積する明褐色層。

⑧やや粘質を持った、締

まりのある褐色層。

1０
Ⅲ
郭

1１

第３節先土器時代

1４

遮〃
、

調査区1５

1６

Ｐ’Ｑ’ Ｒ’Ｓ’ＴｌＵｌＶ

･は先土器時代遺物の出土地点を表わす。 ０ ５ １ ０ ｍ
ｌＥ

第３図先土器時代調査区
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（２）出土遺物

1．ナイフ形石器

ａ，切出形

層的な出土は、９．１２．１４．１６．１７の５点で、基部に挟入がある。９．１４．１６．１７は

不定形な剥片で、１２は横長の剥片から作り出されている。

ｂ・一側縁加工

刃部背面にのみ刃潰し加工を施した物で、５．６．７．８の４点である。すべて不定

形な剥片により作り出されている。

ｃ・部分加工

先端部の一部分にだけ刃潰し加工を施した物で、２．２１の２点である。２の石材は黒

耀石で、透明度があり外皮を残す。

。．基部加工

基部に加工を施した１０．１５と、縦長剥片の基部に僅かな加工と先端部背面に部分的な

加工を施した23の３点がある。

ｅ・尖頭器状

２２は、やや鋭角的に平坦剥離ぎみの加工が石器の両面に見られ、背部に稜線部を作り

出しているところから、尖頭器状ナイフ形石器とする。

２．三稜尖頭器

１３は黒耀石製で、外皮の残る部分を底部とし、断面三角形の上部稜線から交互剥離が施さ

れている。

３．クサビ形石器

１は黒耀石製で半分に欠損しているが、正面の側縁部と先端部に同角度の剥離が施され、

裏面の側縁部からも浅い角度の調整剥離が施されている。

４．二次加工

３．４．１１．１８の４点でいずれも横広の剥片を使用している。

５．たたき石

１９．２０の点で、１９は接合資料で砂岩製。先端部の両面にのみ敵打痕を残す。２０は半分に欠

損した砂岩の自然石で、先端部に敵打痕がある。

６．剥片・細片

剥片・細片は、約139点出土し、先土器時代遺物の約86％を占める。
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測
レベル(、）

値

４．１８

３．５４

1．７０

１．７２

2２チャート

２３黒色珪岩

０．９１

０．８４

１．７１

０．７８

○く=さ2１

<ﾐﾐﾆﾕ更、

出土地点

(6.70）
４．８０

１５４．６８０

１５１．８１０

１５３．０４３

１５２．６３７

１５１．８６０

１５２．８９７

１５３．４２８

１５２．４５３

２０砂岩

2 １チャート

△くさ ０ ５cｍ

長さ(cin）幅(c､）厚さ(c､）重さ（９）

第１表先土器時代遺物計測表

第７図先土器時代遺物実測図③
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叩
”
垂
、
咽
》
（
母
一
壷
叩
叩
〉
｛
“
〃
”
。
．
（
辱
叩
皿
叩
》
（
》
）
（
“
）
｛
唖
“
〃
ロ
ワ
ー
‐
《
●
叩
）
勺
■
■
Ⅱ
一
（
叩
〉
（
叩
）
（
恥
一
ｍ
叩
》
）
一
．
』
、
●
》
〉
〈
恥
叩
叩
叩
〉
（
叩
竺
、
四
〉
（
“
叩
叩
〉
〉
一
●
●
【
．
ｍ
）
一
『
■
■
■
《
〈
毎
一
（
叩
ｕ
〉
一
“
屋
、
聖
｝
〉
《
ハ
師
叩
ｗ
）
（
叩
叩
叩
〉
一
（
で
く
．
“
）
〔
”
”
〃
α
○
一
‐
【
．
“
〉
（
α
一
〔
叩
》
一
‘
屋
画
、
〉
一
吋
”
Ｊ
″
，
一
‐
烏
・
皿
）
一
“
”
〃
口
．
〈
“
叩
叩
”
）
《
犀
』
、
”
〉
（
皿
〃
″
《
］
《
症
言
屋
叩
叩
〉
（
函
）
（
一
叩
）

『
■
■
■
一
《
皿
》
『
望
》
【
”
”
〃
ロ
ワ
（
叩
く
画
皿
〉
（
、
一
〕
聖
》
〈
“
叩
叩
叩
〉
一
，
（
０
》
）
４
珂
如
↓
《
（
叩
“
『
廻
亜
）
一
（
五
二
、
皿
）
（
唾
【
叩
〉
勺
■
■
０
－
（
叩
）
（
ｕ
〉
｜
『
■
■
■
一
（
”
“
〃
み
］
（
恥
血
叩
叩
〉
《
恥
皿
『
望
》
“
、
知
↓
△
一
‐
【
、
“
）
“
勾
如
、
一
公
一
ｍ
画
く
、
四
〉
（
唖
〃
〃
０
．
《
座
【
叩
〉
〈
ｎ
ｍ
叩
》
》
一
．
』
、
辺
〉
（
、
｜
『
理
》
一
．
』
、
型
）
〈
、
叩
》
聖
》
一
．
』
、
》
〉
一
”
〃
び
り
０
勺
ロ
．
‐
○
一
（
皿
〉
（
叩
）
〔
”
“
β
四
。
『
ロ
ロ
０
０
一
一
．
』
や
．
》
〉
（
叩
室
、
、
）
一
’
《
●
、
〉
〔
唖
″
“
口
．
↓
．
■
‘
。
一
一
‘
屋
画
皿
）
〈
四
一
“
〃
《
〕
〈
叩
〉
（
一
皿
）
．
幻
麺
加
↓
』
〔
》
“
”
ｇ
０

●
●
●
●
一
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
一
●
●
●
●
●
●
●
》
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
幻
如
一
・
今
（
叩
々
〃
み
］
『
。
●
■
０
－
〈
皿
》
辺
》
（
叩
一
、
や
》
）
．
●
、
畑
『
ユ
（
叩
く
、
四
一
（
叩
“
″
《
］
（
叩
“
ベ
ロ
》
）
．
●
勾
如
一
●
《
（
叩
々
″
ハ
ー
（
叩
″
″
如
一
（
叩
空
へ
皿
〉
（
叩
”
ぺ
．
》
〉
（
叩
垂
、
四
〉
（
叩
“
〃
み
］
（
叩
“
へ
里
》
》
『
■
■
■
一
一
．
■
■
■
一
勺
■
■
■
《
（
叩
鍾
、
皿
〉
（
叩
″
〃
”
］
『
ロ
■
■
■
一
（
”
“
″
犀
］
『
■
■
■
一
己
、
●
０
日
一
〈
叩
竺
、
叩
〉
毎
．
口
０
日
一
（
叩
聖
へ
、
）
一
勺
■
■
■
一
一
ｍ
”
一
画
皿
〉
（
皿
〃
″
毎
】
４
ｍ
卵
一
言
今
‐
・
如
如
↓
今
一
‐
【
画
“
》
〔
》
〃
“
画
．
．
“
“
（
↓
△
（
唖
〉
（
一
叩
）
．
勾
釦
加
一
《
〈
叩
”
一
、
印
）
勺
■
■
■
一
一
．
●
島
国
皿
一
（
叩
″
〃
如
］
『
．
■
■
■
一

包
亘
０
０
１
－

計測値

,巽撫,,!/ベﾙ伽）No.石材

４
２
１
６
３
８
５
５
２
６
５
６
７
０
０
２
２
２
０
３
２
７
６
８
５
３
８
５
４
０
０
１
０
３
７
３
０
６
７
６
５
７
７
４

８
７
２
６
３
８
１
５
３
４
７
４
９
５
２
４
６
４
５
２
３
８
４
２
３
４
１
６
９
４
０
９
１
７
８
５
０
９
５
２
１
４
０
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
２
１
１
２
０
１
３
０
０
１
０
２
０
１
０
０
０
３
０
０
０
０
０
２
０
１
０
１
０
１
１
０
１
２
１
１
１
１
１
１
０

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ（９）

３
６
２
２
４
６
９
７
７
５
７
９
１
４
４
０
８
２
４
５
７
４
８
８
４
０
２
２
８
６
３
９
６
３
４
７
０
５
７
２
４
５
８
３

４
３
３
１
４
５
２
２
０
１
５
７
９
５
３
１
３
７
９
４
１
２
９
７
７
０
０
６
８
０
３
１
３
１
８
０
５
１
７
０
３
４
４
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
４
０
９
４
４
２
２
９
１
３
０
９
４
６
１
６
０
０
０
７
４
０
０
０
１
０
１
１
１
６
３
６
２
６
９
３
７
２
９
０
５
２
０

２
１
１
１
１
５
２
３
１
２
６
３
３
１
３
９
１
２

１

３

ト
ト

ト
ト
ト

ト
ト

ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト

岩
一
一
岩
岩
一
一
一
岩
岩
一
一
岩
岩
一
一
岩
一
一
一
岩
一
一
一
一
一
一
一
岩
一
一
一
一
岩
岩
岩
岩
岩
一
岩
一
一
一
一

ヤ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ヤ
ャ
板
ヤ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ャ
ャ

藤
チ
チ
砂
砂
チ
チ
チ
砂
砂
チ
チ
喋
粘
チ
チ
篠
チ
チ
チ
砂
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
砂
チ
チ
チ
チ
砂
砂
砂
喋
砂
チ
砂
チ
チ
チ
チ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅷ
Ⅱ
吃
賜
ｕ
略
陥
Ⅳ
肥
岨
加
皿
躯
朗
誕
妬
茄
〃
肥
別
別
Ⅲ
銘
銘
弘
弱
訪
訂
銘
釣
判
型
蛇
鳴
“

６１

｜
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃
″
″
″
″
″
″
〃
″
〃
″
″
〃
″
″
″
″
″
″
″
〃
″
″
″
″
″
〃
〃
〃
″
〃
″
″

Ｕ０
０
０
０
５
７
５
５
１
６
０
０
２
８
５
０
５
０
５
０
０
６
９
０
３
０
０
５
０
５
３
６
３
７
３
０
８
３
２
８
８
１
８
０

２
８
９
７
５
１
７
６
７
６
０
０
０
１
２
４
３
２
２
１
１
９
４
３
４
３
５
３
０
５
０
０
２
９
８
３
６
５
９
１
１
１
２
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
１
０
３
３
３
１
１
２
４
２
１
３
２
３
１
４
１
１
１
６
１
１
１
１
１
２
１
５
１
２
１
１
２
４
２
２
４
１
２
１
３
１
０

第２表剥片・細片計測表①

153.197

153.218

152.955

153.435

152.935

152.945

152.902

153.058

153.104

153.044

152.648

152.913

153.054

153.135

153.287

153.748

153.468

153.260

153.178

153.197

152.665

152.208

152.364

152.370

152.552

152.568

152.554

152.938

152.488

152.568

152.522

152.512

153.048

152.685

152.684

152.993

153.685

152.470

152.495

152.337

152.815

152.662

153.044

152.340

－２１５－



152.700

153.010

152.000

152.100

151.830

151.710

151.920

152.000

152.015

152.020

152.120

152.170

152.250

152.220

152.000

151.870

152.110

152.100

152.250

151.750

151.800

152.200

151.990

152.040

152.810

152.480

152.430

151.880

151.500

151.580

152.070

153.535

153.326

153.515

麓3.508

153.668

153､682

153.685

153.307

153.475

153.815

153.287

153.398

153.528

値計 測
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７
０
０
２
７
３
５
７
８
８
０
１
７
１
２
２
８
７
５
３
２
０
１
０
６
０
３
５
０
０
３
９
１
０
４
３
４
８
２
２
０
８
３
７

６
４
７
９
６
４
８
４
７
５
４
６
３
７
３
３
７
４
４
８
９
９
４
６
４
１
２
０
３
５
８
８
５
２
２
５
８
５
１
７
３
２
４
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
０
０
０
３
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
５
０
６
４
２
１
１
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
４
０
０

長さ(c､）幅(c､）厚き(c､）重さ（９）

６
７
６
０
５
１
７
２
０
７
９
７
９
１
６
９
４
５
７
８
８
３
６
９
３
０
６
８
１
３
７
５
２
９
５
６
０
１
３
６
９
８
２
４

１
３
６
９
１
９
６
９
８
６
８
９
４
５
４
６
５
１
７
３
６
３
０
３
０
６
８
２
９
３
９
３
３
２
２
９
３
２
２
４
６
０
９
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
８
３
１
２
１
０
１
３
０
１
０
３
０
０
３
１
１
３
１
９
１
２
１
６
８
２
９
３
８
５
１
０
０
１
１
３
０
１
０
１
０
１

０
１
２
２
６
３
９
６
１
１
４
８

１

７
８
１
３
２

ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト

ー
一
一
一
石
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
岩
一
岩
岩
一
一
一
岩
一
一
一
一
一
一
岩
一
一
一
岩
一
一

ヤ
ャ
ャ
ャ
耀
ヤ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ヤ
ャ

チ
チ
チ
チ
黒
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
操
チ
喋
喋
チ
チ
チ
砂
チ
チ
チ
チ
チ
チ
砂
チ
チ
チ
砂
チ
チ

６
６
１
１

｜
″
″
″
〃
″
″
″
〃
″
″
″
″
″
″
″
〃
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃
″
″
″
一
〃
″
″
〃
〃
〃
″
″
″
〃
″
″

Ｕ
Ｔ

７
０
９
０
９
７
３
５
５
３
９
７
２
４
５
０
５
０
８
４
６
４
７
０
５
０
７
０
６
０
０
２
４
０
０
７
２
９
５
８
５
０
７
９

４
０
７
７
６
１
８
５
２
９
６
６
７
４
６
５
４
５
４
１
８
０
２
３
０
７
６
６
１
１
５
４
０
２
３
９
３
２
１
８
１
７
４
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
３
２
１
３
４
１
４
２
３
１
１
３
１
１
２
２
２
２
３
４
２
２
２
５
９
５
４
４
４
２
２
１
１
１
２
３
１
２
２
８
１
１

１
１

１

５
９
０
１
３
２
８
０
０
２
４
７
３
５
５
１
０
３
０
４
３
３
１
０
４
０
５
５
０
２
０
８
７
８
７
５
５
０
８
３
１
４
６
３

８
３
２
３
４
９
３
５
２
３
２
８
９
５
１
６
３
２
５
１
２
８
２
８
２
６
７
９
９
１
２
２
２
９
８
７
８
８
４
９
９
４
４
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
３
２
１
１
５
１
２
２
３
１
０
１
１
１
２
１
１
２
３
２
１
７
１
７
４
４
３
２
５
２
１
０
０
１
０
１
１
０
０
５
１
１

第３表剥片・細片計測表②

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
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153.204

153.242

153.282

153.325

153.126

153.545

153.268

153.277

153.757

153.479

153.540

153.205

153.320

153.005

153.257

153.268

153.502

153.302

153.452

153.142

152.550

152.733

152.700

153.708

152.858

153.290

153.055

152.772

152.820

152.970

153.252

153.248

152.780

153.000

152.815

153.065

153.000

152.866

152.866

154.150

153.990

153.792

153.843

153.675

値計測
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ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
石
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
岩
一
一
一
一
一
一
岩
一
一
一
岩
岩
一
一
一
岩
一
一
一
一
一

ヤ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
耀
ヤ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ヤ
ャ
ャ
ャ
ャ

チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
黒
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
砂
チ
チ
チ
チ
チ
チ
砂
チ
チ
チ
砂
喋
チ
チ
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2．０６

３．２６

１７．７

１．７２

計 測値

,舞繍‘ﾙベﾙ(I､）N o. 石材

0.61

0.88

3.63

0.60

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ（９）

１．８３

５．３６

５４１．５０

０．９９

ト
ト
ト

ー
一
四
石
一

ヤ
ヤ
ヤ

チ
チ
篠
チ

133

134

135

136

153.250

152.397

153.102

151.707

1.56

2.37

6.14

1.18

（３）まとめ

遺跡の先土器時代の調査は、発掘区全体が中世城跡であった為に、先土器時代の包含層は城

郭造成時にカットされており、Ⅲ郭に残されたわずかな範囲での調査となった。

調査の結果、凹みを持つ谷部である事が判明し、大丸・藤ノ迫遺跡、狸谷遺跡とは異なる撹

乱的な層があり、そこからも遺物が出土している。明らかに定位包含層と下層の撹乱層から出

土した石器とは、土層の成立上からも、ある程度の時間差をつけなくてはならないだろうが、

遺物によって時間差を出す事ができなかった為に、一時期のものとして取りあげ、遺物の分布

状態を平面分布と縦断分布によって層的な差を表しておく（第４図)。

３遺跡（高城跡、大丸・藤ノ迫遺跡、狸谷遺跡）に於ける出土石器をあげてみると、高城跡

はナイフ形石器・三稜尖頭器・くさび形石器・敵石で、大丸・藤ノ迫遺跡はナイフ形石器・剥

片尖頭器・三稜尖頭器・台形石器・彫器・掻器・敵石があり、狸谷遺跡第Ⅱ期はナイフ形石

器・台形石器・剥片尖頭器・三稜尖頭器・彫器・掻器・削器・くさび形石器・磨石・敵石が見

られる。３遺跡で類似する点は、三稜尖頭器をそれぞれ保持していることと、ナイフ形石器に

おいて基部に挟入が施された物が有る点で、３遺跡は同時期と思われるが、高城跡は調査範囲

が狭く、谷部である事は考慮すべきであろう。

Ｔ－１５

Ｕ－１５

〃

〃

第５表剥片・細片計測表④
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●

（１）Ⅱ郭の縄文時代遺物出土状況

Ⅱ郭は大規模な城郭造成が行われており、Ⅱ郭の80％近くが地山のシラス面まで削られてい

た。西北側の先端部でＶ層を確認したが層序の残りが悪く、Ｖ層の下はすぐに地山層のシラス

であった。遺物は僅かであったが、Ｇ－６．７区、Ｈ－６．７区から手向山式土器を伴う土拡

９

覧出した。

４

５

17〔L一(1字１９１
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６

聖！

０
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第４節縄文時代
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(注）図中の番号は実狽

図番号である。
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第８図Ⅱ郭縄文時代遺物分布図

Ⅱ郭
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（２）Ⅱ郭土地

Ⅱ郭における縄文時代の包含層は、早期のＶ層が見られるだけで、その下はすぐにⅨ層の黄

シラス（ＡＴ）になっている。Ｇ－６．７区、Ｈ－６．７区から長径5,70ｍ、短径5,10ｍ、深

さ1,18ｍを測る楕円形の土土広が検出きれた。Ⅸ層の黄シラス面まで掘り込まれており、埋土に

も黄シラスのブロック土が含まれている。埋土は３層からなっており、（第９図）Ｉ層は灰褐

色土で固くしまりがあり、手向山式土器（57）が器面外側を下にした状態で出土した。Ⅱ層は

暗褐色土層でカーボンを含み黄シラスの細かいブロック土をわずかに混入する。Ｉ層よりやや

軟層である。Ⅲ層は黄シラスを多く含み、しまりが無くフカフカした感じの黄褐色土層である。

u心的

｡
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／ｉ
ｆＯ

』
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麓
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口

｡
口

｡

手向山式土器(57）
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第９図Ⅱ郭土砿実測図
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(注)●Ⅲ郭の外

調査時のも

●図中の番

号である
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線
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（３）Ⅲ郭の縄文時代遺物出土状況

Ⅲ郭全体が東谷部に傾斜しておりＴ－１０．１１区間に谷部の中心があった。ここでは層序の状

態も良好でⅡ層の黒ボク土から地山層のシラスまで確認することができた。Ⅱ．Ⅲ郭間の堀切

りに面した西側部においては、既に城郭造成の際に地山層のシラスまで削られていた。そのよ

うな状態で在ったために、遺物の分布は東側に片寄り、谷部を取り囲む出土であった。
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第10図Ⅲ郭縄文時代遺物分布図
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（４）縄文式土器

高城跡から検出きれた土器は、南東に位置する隣接丘陵の大丸・藤ノ迫遺跡に同一のものを

見ることができたが、塞ノ神式土器についての相違点は、貝殻条痕や貝殻頂部による押し引き

の施文が一片も出土しなかったことである。

塞ノ神式土器

沈線区画内に撚り糸文を施すものは２７．２８．２９．３６．３７．３８．３９．４７．４８．４９．５２．５３．

７５．７８である。条痕文だけが見られるものは45、押し引きによる刺突文が施されたものは３０．

３１．３４．３５．４０．４１．４３．４４，条痕文と刺突文が施されたものは２５．２６．３２．４０．４１．４３．４４

である。

手向山式土器

微隆起文79、菱形文80、羽状文74、波状文５８．７０．７２．７３．７７，条痕文６９．７１．７６．８１．８２、

山形文56、などが見られる。５７はⅡ郭土拡の壁際より出土したもので、「〈」の字に曲がる胴

部を境に上部を波状文、下部を山形文に施している。他に、５９は山形文を施した後、条痕文が

付けられている。また、上部に菱形文、下部に山形文が施されたものなど、２種類の文様が組

み合わされた土器も見られた。

押形文土器

楕円文５４．６２．６４．６５．６６．、山形文５５．６０．６１．６３．６７を挙げることができるが、山形文

の破片においては、手向山式土器との判断が困難である。

その他

縄文時代後期の三万田式土器の深鉢形84が出土している。
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羅
切
・
寵
蕊
型
判
墾

誰
料
精
樺
ｅ
糊

。
③
嘩
埜
恒
恒
／
割
騨
堀
農
厘
意
型
羅
釦
・
悌
蕊
型
判
墾

誰
判
禎
樺
ｅ
糊
。
③
鯉
醗
埜
渥
圧
や

判
騨
楓
築
腫
惹
起
濡
凹
・
越
騨
酵
母
／
築
幻
褐
や
騨
蕊
型
Ｈ
望

逢
獄
・
鯛
羅
・
塩
汁

。
卜
＋
遇
ｅ
測
需
巨
挨
鍵

《
今
誤
蝿
鵠
叩
一
吋
Ｈ
美
い
く
托
一
垣
任
〃
ト
ト
埜
垣
判
ｅ
但
匡
嘩
口

。
撰
揖
如
紫
糧
ｅ
終
④

〆
巡
拭
曇
や
揖
鍬
雲
ｅ
報
寸
・
卜
＋
い
く
埜
腫
匡
剖
厘
惹
ｅ
蕊
ロ

。
拭
渥
如
慨
隙
再
〃
巡
裡
今
獄
埋
如
蕊
農
呈
渥
尊
嘩
ロ

。
慨
逼
や
拭
米
蕊
呈
匡
画
凶
緊
農
ｅ
萎
叶
ン
判

侭
獣
喜
ｅ
報
［
叩
一
催
ｅ
岬
面
舗
衰
皇
議
〉
迷
叩
一
嘩
意
ｅ
蕊
ロ

。
拭
堤
や
拭
糸
轄
呈
便

画
凶
紫
鑓
ｅ
萎
齢
ン
型
逼
諒
・
ヤ
潅
卜
＋
知
喋
縦
型
渥
匡
垢
赴

。
料
埋
如
拭
米
謹
呈
匡
緊
漫
画
凶
ｅ
萎
緋
ン
／
巽
国
ｅ
葵

鍔
ｓ
桜
ｅ
器
［
塁
牒
但
ｅ
這
惹
諾
隈
〃
卜
＋
Ｓ
Ｅ
侭
鍵
逆
渥
便

。
拭
埋
ノ
く
縛
心
長

指
や
叫
引
葵
い
く
細
獄
獣
喜
ｅ
鞭
寸
／
ト
ト
型
腫
諒
匡
ｅ
嘩
口

◎

やく

離
宮
ｅ
報
寸
〃
卜
＋
い
く
ｅ
巨
快
塞
埜
逼
意
匡
剖
逼
判
ｅ
噂
ロ

。
中
暑
如
舗
票
ｅ
紫
漫
剖
皿
舗
哀
塁
厘
惹

。
竿
暑
如
舗
粟

ｅ
緊
漫
判
拭
部
喜
〆
ト
ト
禅
掛
ト
ｅ
巨
禄
謹
型
渥
惹
圧
ｅ
嘩
口

雷
終
や

ｅ
匡
換
細
蝿
醐
梢
醐
螺
な
卿
醗
糸
噛
侭
９
副
贈
郷
距
一
剛
剛
帆
職

。
拭
穏
く
巨
操
縛
心
倹
匡
侭
縄

築
拭
鍬
喜
ｅ
縦
》
Ⅷ
一
巡
ｅ
卜
十
型
渥
惹
〃
ト
ト
鍾
埜
匡
匡
嘩
口

。
拭
糸
捧
苓
垣
悟
〃
拭
礁
一
滑
桓
垣
判
型
響
や
蕊
鑓
型
厘
惹

。
拭
来
華
呈
国
凶
蕊
鑓

〃
拭
鍬
喜
呈
袈
陛
ｅ
簿
鍬
〃
卜
十
誕
岬
鵠
型
叫
Ｈ
萎
い
く
埜
巨
圧

。
拭
釆
謹
呈
画
凶
蝿
舗
型
緊
鑓
呈
渥
惹

。
ｓ
摂
逆
垣
卦
ｅ
来
華
繰
拭
来
繕
型
硬
画
凶
岬
舗
叩
一
蕊
濯
型
渥
惹

蓮
群
ｅ
澱
酸

。
岬
ヤ
璽
惹
〉
抽
拭
呈
霊
雲
廻
〃
Ｊ
異
埠
堅
や
垣
判
ｅ
嘩
口

。
汁
曜
埜
厘
判
ｅ
蕊
ロ

。
５
ｍ
．
［
ｌ
［
埜
幽
誌

。
蝿
圭
華
毎
龍
如
搾
獣
呈
悟
浬
論
綴

．
◎
之

》
函

ｍ
函

＠
国

』
函

函
函

⑦
函

つ
め

~

9Ｖう
函
、

雨
め 認

ゆ
め

や
、

↑
め

、
、

の
、



③
隙
眺
溌
粥
判
絹
侭
哩
淵
ト
脈
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碧
判
望

。
’
旨
扇
騨

Ｑ
ｌ
目
扇
寒

⑦
１
つ

ｓ
ｌ
の

胃
ｌ
』

自
１
。

涛
冒

唾
自
国
ｌ
め

三
１
。

。
ｌ
胃
扇
騨

哩
彦
目
Ｉ
↑

唾
』
ぬ
１
コ

睡
彦
②
ｌ
』

国
ｌ
↑

Ｈ
撫
涛
目

如
埠
一

趣睡
＞＝
０３

１

僧

榊
躍

誰
Ｈ
精
樺
ｅ
糊

。
③
鯉
僧
型
羅
切
・
騨
蕊
型
判
墾

誰
判
精
律
ｅ
側

。
③
鯉
埜
羅
③
・
縄
蕊
埜
判
浬

誰
判
精
羅
ｅ
蝋

。
割
蝉
瓶
埜
渥
圧
や
③
廻
皇
謂
苓
渥
章
型
需
釦
・
綿
蕊
型
Ｈ
聖

誰
判
精
拝
ｅ
鋼

。
⑧
廻
型
鴨
ｕ
・
騨
蕊
型
Ｈ
聖

誰
判
精
樺
ｅ
網
・
幽
馬
時
母
型
替
輩

。
釦
廻
埜
羅
釦
・
瓢
騨
砕
砕
苓
理
掲
や
騨
蕊
逆
判
墾

誰
Ｈ
精
樺
ｅ
糊

。
ｕ
墾
匿
埜
厘
便
／
釦
騨
枢
築
渥
惹
起
羅
剣
・
縄
蕊
型
Ｈ
聖

誰
料
預
樺
ｅ
糊

。
③
廻
型
羅
釦
・
騨
蕊
型
判
斐

誰
Ｈ
預
津
ｅ
糊

。
③
廻
型
腫
圧
や
釦
哩
塙
厘
惹
起
羅
釦
・
騨
蕊
型
Ｈ
空

誰
Ｈ
精
捧
ｅ
糊

。
③
騨
瓶
型
腫
匡
や
釦
駆
＆
獄
暴
巨
葦
邦
一
濡
釦
・
騨
璽
型
Ｈ
聖

誰
Ｈ
精
樺
ｅ
糊

。
③
哩
型
腫
匡
や
釦
鯉
築
腫
惹
起
羅
靭
・
縄
蕊
埜
判
墾

誰
判
禎
黛
ｅ
糊

。
③
騨
型
腫
住
や
釦
哩
暴
腫
惹
型
濡
釦
・
綿
蕊
埜
料
圭

。
剖
騨
堀
越
腫
圧
や
凹
騨
鴇
渥
惹
起
羅
釦
・
騨
蕊
型
判
墾

誰
判
精
拝
ｅ
網

。
③
躯
堀
越
羅
釦
・
騨
蕊
型
判
圭

誰
Ｈ
精
挿
ｅ
網

。
③
廻
瓶
型
腫
匡
や
③
騨
鶏
腫
諒
型
羅
凹
・
騨
蕊
型
Ｈ
聖

。
ｕ
唖
ら
謂
捕
一
厘
厘
や
釦
騨
苓
厘
意
型
羅
釦
・
騨
蕊
型
Ｈ
聖

。
③
騨
瓶
埜
羅
釦
・
綿
蕊
埜
料
圭

逢
拭
・
澱
寵
・
魂
汁

◎

やく

獣
喜
ｅ
報
南
呈
匡
」
〃
縦
［
叩
一
話
噂
ロ
〃
ト
ト
型
意
匠
ｅ
醗
口

。
拭
還

叩
一
悔
心
長
撰
如
獄
獣
雲
叩
一
巡
ｅ
卜
＋
い
く
ｅ
巨
嶺
軽
型
逼
諒
匡

。
拭
紫
鑓
ｅ
報
函
剖
拭
隠
喜
ｅ
巨
捜
鍵
ｅ
報
マ
リ
一

廷
意
〃
卜
十
躯
型
這
匡
〃
ト
ト
岬
舗
叩
一
嘩
引
葵
い
く
通
話
雌
ロ

。
拭
鍬
再
ｅ
報
、
呈
逼
意

。
皿
篭
寅
ｅ
報
国
塁
匡
惹
ｅ
論
隈
剖
嘩
ロ

。
拭
埋
細
蕊
漫

ｅ
萎
叶
ン
叩
一
請
嘩
ロ
・
巡
拭
埋
頬
蕊
鑓
ｅ
報
［
叩
一
厘
意
ｅ
話
綴

。
や
長

釦
鵡
畢
ｅ
判
葉
漫
判
拭
獣
一
汚
一
渥
惹
／
ト
ト
埜
渥
惹
匡
ｅ
嘩
口

。
拭
糸
轄
叩
一
厘
画
凶
蕊
漫
〆
全
長
型
腫
惹

。
卜
十
ｓ
誤
岬
鵠
叩
一
球
Ｈ
ｅ
葵
ふ
く
型
〉
当
頴
〃
萎
い
〃
く
埜
逼
圧

。
拭
糸
轄
呈
匡
画
凶
ｅ
萎
紳
ン
型
逗
諒
〃
ト
ト
誕
型
逼
匡

。
ｓ
鑓
や
や
鵠
裡
異
和
料
埋
や
ｓ
栂
当
今
暴
渥
誰
型
進
拭
・
国

凶
や
緊
鑓
ｅ
葵
、
牛
、
猟
頬
請
匹
畷
ｅ
獄
来
謹
に
画
凶
埜
渥
惹

。
拭
来
轄
呈
匡
画
凶
蕊
糧
ｅ
」
ｅ

岬
匝
舗
一
雨
ｓ
窯
ｅ
巨
嶺
蕊
呈
余
垢
岬
其
和
倶
導
判
悟
也
講
隔

。
拭
釆
華
型
逗
諒
〃
ト
ト
誕
型
渥
匡

。
拭
来
謹
呈
匡
固
凶
繋
農
型
逼
諒

。
拭
来
轄
呈
住
画
凶
紫
鑓
呈
渥
意

。
拭
垂
堤
厘
剥
埜
逗
惹

Ｊ
曇
や
獄
王
浬
ご
重
雲
露
は
口
参
獄
埋
ｅ
垂
浬
呈
鰭
判
ｅ
厘
匡

。
拭
逼
輯
桝
醸
ヨ
ュ

逼
意
封
顕
嘩
口
〃
卜
＋
ｅ
巨
練
蕊
型
垣
」
／
卜
十
埜
腫
匡
嘩
ロ

識
群
ｅ
漣
酸

。
汁
嘩
埜
諾
は
ロ

。
蝿
ヤ
昼
章
〉
抽
授
型
蕊
ロ

。
岬
や
塁
惹
〉
抽
芸
Ⅷ
一
種
繁
樫
Ｊ
異
埠
堅
や
任
蝋
型
嘩
ロ

。
仰
も
竺
呈
送
眠
削
匡
皇
苓
判
容
掛
〉
議
埜
垢
鐘

。
仰
暴
判
心
掛
〉
蕊
④
長
話
幽
埜
垢
鐘

。
蝿
る
竺
呈
巻
娘
創
匡
叩
一
長
逼
〃
言
桓
判
狸
掛
〉
懇
起
請
鐘

。
蝿
暴
判
報
掛
叩
一
巻
眼
馴
圧
砕
母
型
噂
ロ

。
岬
も
吾
亘
当
娘
遅
草
斗
砕
言
侭
判
報
伺
〉
零
越
嘩
ロ

ｄ
ｚ

つ
》

一

寸
画
》

雨
寺

マ
マ

叩
》

④
》

卜
》

四
》

①
》

つ
い

~

Lr。
園
の

、
の

》
ぬ

ぬ
い



◎
礁
俳
騒
粥
判
精
憾
鯉
陥
画
冊
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逓
碧
判
玉

画
』
⑦
’
一

匡
潟
判
ト
ー
。

祷
自

↑
’
○

鰹
ン
⑦
ｌ
』

趣
』
ロ
ー
畠

睡
彦
の
１
コ

⑦
１
コ

ト
ー
。

Ｈ
淵
添
目

迦
室
の
ｌ
』

唾
ン
①
ｌ
』

。
’
胃
扇
馨

。
Ｉ
自
扇
窪

四
ｌ
冒
扇
蝉

。
’
胃
扇
騨

榊
耀

。
“
蝉
堀
越
濡
凹
・
越
騨
砕
砕
や
線
薄
型
判
墾

誰
判
拭
ヨ
巨
朴

。
③
鯉
逆
濡
釦
・
岬
《
今
Ｐ
Ｃ
拙
潅
型
Ｈ
空

誰
Ｈ
領
ヨ
巨
朴

。
“
墾
型
需
釦
・
綿
蕊
埜
判
墾

誰
Ｈ
精
ヨ
巨
叶

。
③
廻
瓶
型
濡
⑧
。
悌
蕊
型
Ｈ
聖

誰
判
禎
ヨ
巨
叶

。
③
騨
瓶
型
濡
掴
・
悌
蕊
型
Ｈ
聖

↑
拭
肇
Ｊ
廷

。
③
蝉
楓
埜
濡
ｕ
・
縄
蕊
型
Ｈ
空

。
③
騨
型
濡
釦
・
騨
蕊
埜
判
狸

。
③
廻
埜
需
釦
・
悌
蕊
型
判
墾

（
料
匪
埋
）
誰
判
拭
醸
廷

。
ｕ
蝉
堀
型
濡
釦
・
騨
蕊
型
Ｈ
聖

（
料
匡
埋
）
誰
判
拭
選
辱

。
釦
騨
ｓ
謂
型
需
切
・
悌
蝿
型
判
墾

（
獄
圧
騨
）
誰
判
拭
酸
鼻

。
③
騨
型
濡
釦
・
騨
蕊
型
判
圭

。
⑧
蝉
瓶
型
濡
釦
・
騨
蕊
型
判
圭

誰
Ｈ
精
ヨ
匡
叶

。
⑧
騨
瓶
埜
濡
釦
・
騨
蕊
型
Ｈ
聖

料
喋
縦

。
③
騨
型
羅
凹
・
縄
薄
型
Ｈ
華

誰
判
精
ヨ
巨
叶

。
⑧
蝉
楓
埜
濡
ｕ
・
悌
蕊
逆
判
筆

誰
Ｈ
精
ヨ
匡
叶

。
③
鯉
《
今
獄
埜
濡
釦
・
騨
蕊
逗
判
空

鋒
獣
・
潮
躯
・
煙
峠

。
料
曇
ｅ
拭
選

ヨ
叩
一
厘
章
割
請
当
ｅ
渥
匡
・
留
鳥
型
ｙ
今
Ｏ
Ｕ
－
拭
曇
ｅ
話
噂
ロ

。
拭
這
や
拭
醸
ヨ
ュ
垢
悟
・
料
逼
ｅ
萎
竪
岬
判

叩
一
誕
逗
叩
一
厘
判
ｅ
論
毎
起
〃
喋
畷
鞭
虹
叩
一
諾
叫
〃
卜
十
型
厘
匡

。
黛
選
二

弾
長
埜
遥
拭
ｅ
渥
誰
・
獄
逼
頼
料
醍
ヨ
叩
一
厘
意
〃
卜
＋
邦
一
厘
厘

。
や
橿
如
紫
堤
ｅ
巨
禎
輝
旦
巡
拭

曇
如
拭
酸
ヨ
型
渥
惹
・
拭
漫
や
壁
ヨ
ュ
論
陣
ロ
判
垣
判
ｅ
恒
匡

。
拭
埋
ｅ
料
選
ヨ
〉
↑
一
長
叩
一
渥
惹
・
話
雌
ロ
心
倹
垣
判
ｅ
渥
匡

。
侭
曇
や
撰
醸
ヨ
ュ
渥
意

。
拭
逼
如
拭
醸
当
騨
選
匪
埋
呈
渥
意

。
獄
埋
知
料
醸
当
騨
醸
匡
蝉
埜
逼
惹
卜
＋
鋸
埜
巨
匡

。
鳶
に
ｅ
Ｅ
Ｅ
ｍ
哩
僅
叩
一
垣
判
嘩
口
・
料
埋
伽
拭
匪
埋
侭
当
黛
型

瞳
章
〃
拭
皿
舗
憲
Ｓ
Ｅ
練
蕊
型
垣
判
逼
厘
〃
卜
卜
輝
起
請
は
ロ

。
獄
酸
鼻
ｅ
王
埋
や
厘
惹
／
拭
匪
埋
呈
垣
判
厘
匡

。
獄
埋
如
料
庄
蝉
型
厘
惹
／
卜
十
鍾
埜
渥
匡

。
蝿
誤
築
環
当
穏
聖
〆
拭
醸
ヨ
Ⅷ
一
厘
意
論
華
・
卜
十
鍾
型
厘
匡

。
埋
幽
型
巨
誰
・
拭
逼
ｅ
拭
選
ヨ
叩
一
話
悟
ｅ

岬
／
Ｊ
禅
や
輝
拭
ｅ
萎
醸
淵
や
雲
堤
如
暑
如
ｓ
長
Ｅ
Ｓ
拭
肇
ヨ

。
以
喋
鞭
岬
ヤ
明
如
萎

竪
禅
長
母
蕊
叩
一
厘
挟
輝
埜
匡
意
・
ヤ
延
卜
＋
頬
拭
喋
縦
型
厘
匡

。
拭
醸
当
騨
ｅ
萎
堤
埜
厘
葦
／
ト
ト
揮
埜
渥
匡

。
遥
幽
型
腫
誰
・
拭
萎
署
Ｇ
Ｅ
禄
蕊

逆
匡
意
〆
拭
選
辱
ｅ
萎
竪
Ｓ
Ｅ
槙
誕
型
埋
判
〃
卜
十
蕊
埜
逗
匡

謹
奪
ｅ
趨
鴎

。
蝿
ろ
準
や
篭

俣
埜
話
畦
ロ
・
岬
箇
量
叩
一
巻
眼
伺
廻
①
茶
“
Ｊ
昼
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（５）縄文時代石器

石錐

２２点が出土した◎層的な出土は５点（８７．８８．９０．９６．１０３）である。２２点の分類は、正三

角石雛が８５．１０１の２点、凹基三角石雛が８６．８７．８８．８９．９３．９４．９５．９６．９９．１００．１０２．

１０３．１０４の13点、Ｕ基三等辺三角石雛が９７．１０５．１０６の３点で、９０．９１．９２．９８．は未完成品

である。

尖頭状石器

１０７．１０８．１０９の３点が出土したが、層的な出土はlO7の１点である。107は双方に尖頭部を

持ち、断面は凸レンズ状になる。１０８．１０９は一方に尖頭部を持ち、基部は両面から剥離が行わ

れて稜線を作り出し､断面は107と同じように凸レンズ状である｡クサビ形石器とも思われるが、

ここでは尖頭状石器として取り上げた。

石匙

１０点が出土したが、層的な出土は31の１点だけである。１０点の分類は、縦型が１１０．１１１．

１１３の３点で、いずれも裏面に断面を残し、基部両側にわずかな挟りがあり、側面に細かな刃

部を作り出す。三角形は112の１点、横型は114～119の６点である。

二次加工・スクレーパー

ニ次加工石器は、剥片の外形を変えることなく部分的に刃部加工を施したもので、２４点（１２０

～144）が出土し、層的な出土は４点（１２１．１２５．１３５．１４２）である。

スクレーパーは、剥片に何枚かの剥離を加えて器形を作り出し、後に刃部加工を施したもの

で、１４点（145～158）が出土し、層的な出土は５点（１４８．１４９．１５１．１５４．１５８）である。

石斧

磨製石斧が１点（159）と、打製石斧が２点（１６０．１６１）出土した。層的な出土は161の１点

のみである。159は安山岩製の磨製石斧で刃部のみである。正面部は凸レンズ状に丸みを持ち、

残存部総ての面が研磨されており、裏面は研磨前の剥離が残っている。主に刃部と側縁を研磨

したものと思われる。160は泥質砂岩製の打製石斧で完形品であろう。器形は寸づまりで、基

部は側縁部の両面剥離に鈍く尖らすような剥離を行っている。正面部と裏面部の稜線部の高ま

りに擦れたような研磨痕が見られるが、着柄時の痕跡と考えられる。161も泥質砂岩製の打製

石斧で刃部の方を欠損するが、両面に自然面を残し、両側面からの剥離が行われた後に基部先

端から両面が剥離されたものと思われる。正面部と裏面部の稜線部の高まりに160とおなじよ

うな着柄による摩擦痕がある。
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岩

ヤ
ャ
ャ
ャ
山
耀
ヤ
ャ
山

チ
チ
チ
チ
安
黒
石
チ
チ
安

尖頭器

〃

〃

107

108

109

チャート

チャート

チャート

1.71

2.56

3.20

3．９２

１．６１

２．４６

４
４
５
５
８
９
０
８
６
３

６
６
７
８
７
１
０
８
７
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
１
１
０
１
１

1５．９１

３５．６８

１５．８１

１１．０４

９．７８

１６．８５

１．６５

１．３９

３．３９

３．３６

４．７２

８．１２

４．６０

第11表縄文時代石器計測表②
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110石匙

1 11〃

112〃

11 3〃

114〃

115〃

116〃

117〃

118〃

119〃

(3.75）

(4.05）

４．６０

(5.03）

３．６７

２．６８

３．１２

(2.82）

５．１４

５．２５

工加次
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

一
一

堀切Ｉ－Ｃ

堀切Ｉ－Ｃ

Ｔ－１０Ⅳ層

Ⅱ郭北斜面

Ｔ－９

Ⅲ郭Ⅱ層

堀切Ⅲ一Ｂ

Ｉ郭

堀切Ⅲ－Ｂ

Ⅱ郭表土

１．６６

１．７６

４．３９

１．８４

３．３４

４．２６

５．１８

(5.10）

６．５３

１１．４２

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４．５０

３．３７

１４．１１

８．５６

７．９０

９．５８

１１．５４

１２．０９

４３．７５

４７．０３

１

７
３
６
２
６
５
８
０
２
５
８
３
８

８
８
５
５
０
６
２
９
０
７
６
４
２

、
●
。
●
。
●
●
●
●
●
●
。
●

２
５
３
４
２
３
１
２
３
２
２
２
３

！

ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト

ー
一
一
一
一
一
一
一
一
一
石
一
石

ヤ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
耀
ャ
耀

チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
黒
チ
黒

Ⅱ郭表土

Ｓ－ｌｌＶ層

表採

堀切Ｉ－Ｄ中位

Ⅱ郭表土

Ｒ－９Ｖ層

Ｇ－１１

Ⅱ郭表土

Ⅱ郭表土

Ⅲ郭東斜面

Ⅱ郭表土

Ⅳ郭Ⅱ層

Ⅲ郭表土

１

１
０
５
１
５
３
４
５
０
８
９
３
６

４
４
４
２
３
７
６
０
４
２
４
８
４

●
●
●
。
●
●
●
①
●
●
●
●
●

５
３
４
３
４
４
２
２
２
２
２
４
２

く

６
３
８
０
４
５
０
１
６
４
５
７
５

３
７
４
３
２
９
６
４
７
６
９
８
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０



１．６４

３．８７

１２．２５

１３．０７

１９．２６

１４．９１

１８．１６

９．０７

２６．３２

３２．４４

１０．９６６

１８．７１

２１．８１

１０．１１

値計 測
出土地点No.器種石材

０．６５

０．８４

０．９３

０．９８

１．０４

１．０２

１．００

０．６７

１．３７

１．４１

０．９２

１．０９

１．１８

０．７９１

長さ(cIn）幅(c､）厚さ(c､）重さ（９）

３
８
５
５
８
８
３
８
８
．
６
０
１
２
６

８
７
２
６
９
６
８
８
１
９
８
６
８
６

●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●

２
２
５
２
３
３
３
６
５
５
４
４
４
２

堀切Ｉ－Ｃ

Ｉ郭表土

Ｔ－１０

Ⅲ郭Ⅱ層

Ⅱ郭表土

Ⅳ郭東斜面

堀切Ｉ－Ｄ中位

Ⅲ郭Ⅱ層

堀切Ⅱ一Ｂ

Ｕ－１０

Ｇ－７Ｈ－７土拡

Ⅳ郭

３
４
４
０
０
４
０
８
７
４
５
９

９
１
２
７
４
２
７
９
２
４
４
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
９
７
４
６
２
８
２
１
４
９
２

１

２
１
１

０．６３

１．１３

１．１９

０．８０

０．７３

１．１９

０．６６

１．６７

１．１０

０．５５

１．０４

０．８５

ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
卜

一
一
一
四
石
一
一
一
一
一
一
一
一

ヤ
ャ
ャ
山
ヤ
ャ
ヤ
ャ
ヤ
ャ
ヤ
ャ

チ
チ
チ
安
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ

０
６
７
５
５
２
０
５
２
３
５
０

７
５
８
４
１
３
４
４
３
７
９
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
２
２
３
３
４
３
３
４
２
２
２

２
０
６
６
３
２
４
２
３
８
６
２

１
４
３
４
５
９
５
１
７
１
０
４

●
●
●
□
●
●
●
●
●
●
●
●

３
３
２
２
３
２
３
５
２
４
４
５

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

〃
″
〃
〃
″
〃
″
〃
″
〃
″
〃

安山岩

泥質砂岩

泥質砂岩

Ⅱ郭一括

ＳＸ－０２

Ⅱ郭Ⅱ層

Ｔ－８Ｖ層

Ｔ－ｌｌＶ層

堀切Ⅲ一Ａ

Ｓ－１０Ｖ層

表採

表採

Ｔ－１０Ｖ層

堀切Ｉ－Ｂ

Ⅲ郭東斜面

Ｕ－９一括

Ｔ－ｌ５Ⅳ層

ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト

石
一
一
岩
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

耀
ヤ
ャ
山
ヤ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ

黒
チ
チ
安
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ

４８．３０

２６７．５０

３３４．０７

８
０
０
４
２
２
２
９
４
５
５
７
５
７

０
０
１
１
９
５
７
０
８
３
５
２
４
０

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
２
４
３
３
４
２
３
３
２
４
３
５

磨製石斧

打製石斧

〃

１．６０

３．０５

４．０５

ｆノーレケ
／
〃
〃
″
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
″
〃

ス
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

５．８５

１１．２１

１０．００

堀切Ｉ－Ｃ下位

堀切Ｉ－Ｃ下位

Ｓ－ｌｌ

６．５８

６．４０

７．４４

159

160

161

磨石・敵石

３９点が出土した｡層的な出土は９点(１６５．１６６．１７３．１７８．１８３．１８７．１９１．１９７．１９８）・114）

であった。磨石・敵石はその用途によって２分類され、更に形状によって細分される。

第１類磨石や敵石として併用されている。

ａ・石器の形状は扇平で円形、もしくは楕円形を呈する。（162～171）

ｂ・石器の形状は厚みを持ち、楕円形を呈する。（172～179）

ｃ・石器の形状は厚みを持ち、楕円形。磨石の一面は丸みを持つように使用され、他

面はやや平坦になるように使用されている。（180～184）

第２類敵石や台石として併用されている。

ａ・石器の形状は球形・卵形を呈するもので、自然面を多く残すもの。（185～189）

第12表縄文時代石器計測表③
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ｂ・石器の形状は肩平で不定形。平坦部分は自然面で側縁部に敵打痕がある。

（190～192）

ｃ・石器の形状は縦長で、自然面を残し、両先端部と側縁の稜線部に強い敵打痕があ

る。（193～198）

。、石器の形状は縦に長く不定形で馬平。自然面を残す。（199.200）

磯器

５点（201～205）が出土した。層的な出土は202.205の２点である。

２０１．２０２は砂岩の自然石を用いており、敵石との併用石器である。201は先端と正面に剥離

を行い刃部を作り出している。202は側面中央に集中した敵打痕と裏面に一枚の大きな剥離が

ある◎２０３．２０４．２０５の３点は、自然面を持つ大きな剥片より作り出されたものである。203は

砂岩で寸詰まりの横長剥片を使用しており、右側面部に挟入状の剥離が見られ、片刃である。

先端部は両面とも細かな調整剥離によって両刃の刃部を作り出している。204は荒い粒子の砂

岩を用いており、敵石との併用石器で、上部に敵打痕が見られる。下部の篠面は両面に10枚以

上の剥離を行い両刃の刃部を作り出している。205も砂岩で、喋器として使用した後の欠損と

思われる。正面右側に両面の交互剥離、正面下部は両面に10枚以上の剥離により、鈍い両刃を

作り出している。

異形石器

どの石器にも分類できないような遺物が３点（２０６．２０７．２０８）あり、ここでは、異形石器

として取り上げる。206は安山岩で石雛と思われる。長さ2.20cm、幅4.95cmを測る。207も安山

岩で横長の剥片を使用した尖頭器と思われるが、側縁部に左右２づつの突起を持ち、先端に近

い突起から先端の尖りを作り出す。208は紫赤色の粘板岩で、層的な出土をした。全面の剥離

加工が行われ、後に両側縁に細かな剥離が施されている。正面先端部には長軸方向への研磨が

見られ、裏面先端部にも斜めの研磨が見られる。更に、先端の両側縁部にもわずかに研磨痕が

見られる。

石製垂飾品

４点（２０９．２１０．２１１．２１２）が出土した。層的な出土は210の一点である。209は紫赤色の

粘板岩を使用した楕円形の扇平な操である。中央に両面より穴を穿ち、上側縁のみをやや直的

になるように削り落としてある。210は滑石で石器の再製品である。正面にはラッパ状に中を

絞る穿孔があり、その穿孔口下部に直径１ｍｍほどの穴が途中まで穿かれて止まっている。これ

は中央の穿孔前のものと思われる。両側縁部は金属的な物で挟り取られたような削痕がある。

211は粘板岩製で、平坦部は両面とも削痕が見られる。厚みをそろえた後に周囲を削り、逆水

滴形を作り出している。穿孔は両面から３ケ所に穿かれ、穿孔後、外周の削りが行われたもの

と思われる。212は安山岩で、両面に剥離が見られる。板状に加工した後に穿孔されたもので
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あろう。正面穿孔口に花弁状の剥離が見られ、裏面の側縁四辺には削痕が見られる。

用途不明石器

垂飾品の穿孔前の一工程と思われるものは（２１３．２１４．２１５．２１７．２１９．２２１．２２２．２２３）の

８点である。いずれも粘板岩で、垂飾品の器面整形と同じと思われる痕跡が見られる。213は

正面の中央部に斜め方向の削痕が見られる。214は正面に自然面を残し、裏面は剥離によって

厚みを調整したと思われる。側縁は荒い削り落としで丸みを有する器形を作り出している。

215は紫赤色の粘板岩で、側縁には直角的な削痕が見られる。荒い削りを行った後に直角的な

削りで円を作り出したものと思われる。217は両面に様々な角度の削痕があり、丸みを持つ肩

部に成形きれている。外周に円形を意識したと思われる削痕が残る。219は３つの穿孔を持つ

211に外形が似かよっている。正面は左側に自然面を残し、長軸方向成形の削痕がある。裏面

は右下にやや固い節理が突起し、凹みを持つ削痕がみられるので、整形に砂を用いたと思われ

る。221は正面にのみ整形の痕跡がある。屍平喋の厚みの部分だけに剥離を施し、更に、斜め

方向への削痕が認められる。222は側縁が欠損している。正面右側縁にのみ縦方向への荒い削

痕があり、両面とも自然面を残している。223の側縁に見られる直角的な削痕は仕上げの工程

と思われる。裏面上部に斜め方向の平坦部成形の削痕が認められ、下半分は自然面であるころ

から、使用された原石は形の整った馬平喋であったと思われる。

その他、216は粘板岩で正面上部を欠損する。両面とも研磨され､横断面は凸レンズ状に丸

みを帯びている。両側縁は長軸方向の研磨が行われているが、石剣に見られるような刃部は作

り出されていない。218は砂岩の自然石で、上半分の総てに細かな削痕が見られる。220は粘板

岩で正面平坦部に丸みを持った研磨痕が見られる。裏面は殆ど自然面で下方肩部と右肩部にわ

ずかな面取りの削痕が見られる。弥生時代の石包丁的な石器であるが、刃部が存在しない。

石皿

224は砂岩製の石皿（凹石）である。使用度が高く、凹みがかなり深くなっている。中央部

あたりで破損したと思われ、半欠品である。底面及び四周の面は研磨が施されており、四角形

を呈していたものと思われる。

残存部分の長さ１１．５cm，高さ9.2cmを測る。
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０
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３
３
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４
４
４
４
４
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２
４
５
５
５
５
６
５
４
５
４
４
４
４
４
２
４
３
２
３
５
１
２
４
２
３
２
３

計測 値
No.器種石材 出土地点

2０９．０７

４６２．３６

２３６．０２

１８１．４６

73.30

709.84

347.18

544.36

678.74

788.46

157.12

125.20

170.25

590.08

360.78

499.09

827.99

630.92

261.82

225.29

475.33

503.06

361.34

150.１２

１０５．５６

１０５．５２

４２．９５

２２８．７９

１０７．３５

１８４．１５

３５３.１８

６３５．０３

１２４．４３

２２７．１３

４１９．４７

２１９.５１

２６９．２１

６８３．９５

６５９．５１

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ（９）
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ａ
ｂ
ｃ
ａ
ｂ
ｃ
ｄ

敵
類
類
類
類
類
類
類

石
１
ケ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
１
〃
〃
ク
ヶ
ヶ
ヶ
〃
１
〃
〃
〃
〃
２
〃
〃
〃
〃
２
〃
〃
２
ヶ
〃
〃
〃
〃
２
〃

磨
第
第
第
第
第
第
第

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

灰
板

砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
凝
砂
砂
砂
砂
砂
砂
粘
砂
砂
砂
砂
砂
砂

Ｇ－６Ⅳ層

堀切Ｉ－Ｄ中位

Ⅲ．Ⅳ郭間

Ｓ－１１Ⅳ層

Ｓ－１０Ｖ層

堀切Ⅲ－Ｂ

堀切Ｉ－Ｃ下位

Ⅱ．Ⅲ郭間

Ｇ－６Ⅳ層

Ⅱ郭Ⅱ層

表採

Ｕ－８Ｖ層

堀切Ｉ－Ｄ下位

Ⅱ郭Ⅳ層

堀切Ｉ－Ｃ

堀切Ⅱ‐Ａ

Ｆ－９Ｖ層

堀切’一Ｄ

堀切Ｉ－Ｃ

堀切Ｉ－Ｄ中位

Ⅱ郭東斜面

Ｓ-12Ⅳ層

Ⅱ郭表土

堀切Ｉ－Ｃ下位

堀切Ｉ－Ｄ

Ⅳ郭土拡

Ⅱ郭堀

堀切Ｉ－Ｇ

堀切Ｉ－Ｃ下位

Ｇ－６Ｖ層

堀切Ⅲ－Ｂ

堀切Ｉ－Ｃ下位

Ⅳ郭東斜面

堀切Ｉ－Ｃ下位

堀切Ｉ－Ｃ下位

Ｔ－１３

Ｔ－１１一括

堀切Ｉ－Ｃ

堀切Ｉ－Ｄ下位

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

７．４１

９．３５

８．０２

(4.83）

(5.93）

１０．３２

８．６３

８．９５

１０．８０

１２．９４

５．５０

(7.22）

(7.05）

９．３７

７．４２

８．８６

１２．３２

(8.77）

(8.58）

７．２２

(7.52）

９．９５

９．００

５．９５

４．８３

４．３７

３．１８

７．０８

５．２９

．７．０６

８．３６

１４．７５

１１．４６

１３．４８

１４．６２

(10.25）

１３．９４

１８．８７

２１．６６

８

１
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ｊ
１

１
１
１

３
１

２
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５
０
８
３
０
５
３
５
４
８
０
３
２
２
８
２
２
８
９
４
４
２
・
３
３
３
０
３
２
５
８
５
０
８
９
３
５

５
３
８
４
８
７
７
３
３
８
８
１
６
７
３
１
３
３
１
７
５
１
６
１
４
４
１
２
８
４
３
７
４
５
８
２
３
１
７

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
８
６
６
２
８
６
８
９
８
４
３
３
７
６
７
９
７
４
５
８
８
７
４
４
３
５
４
６
８
６
３
４
５
６
４
９
７

Ｉ
Ｉ

く
く

く
Ｉ
く

Ｉ

Ⅱ郭表土

Ｔ－９一括

堀切Ｉ－Ｂ

堀切Ｉ－Ｃ

Ｔ－１１Ⅳ層
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１７．１３

１２．１３

１３．９６

１６．５０

６．４１

四
石
四
石

〃
〃
″

喋
篠

１
２
３
４
５

０
０
０
０
０

２
２
２
２
２

砂
砂
砂
砂
砂

山
石
山
石
山
石
山
石
山
石

２．７１

３．６５

１．９８

２．４７

２．５８

６．１８

９．０６

９．８５

１１．０６

８．９１

5００．０６

５７４．９９

３１９．９２

７１３．４２

２２２．２１



３．３６

１５．９１

２９．２２

計 測 値
No.器種石 材 出土地点

ロ
叩

飾
器
垂
石

製
〃
〃
〃
明
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

石
不

長さ(c､）幅(c､）厚さ(c､）重さ（９）

岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

板
山
板
板
板
板
板
板
板
板
板
板
板

粘
滑
安
粘
粘
粘
粘
粘
粘
砂
粘
粘
粘
粘
粘

安山岩

安山岩

赤色粘板岩

異形石器

〃

〃

堀切Ｉ－Ｃ下位

表採

Ｓ－１４

４．９５

７．４５

１１．２８

２．２０

３．０７

３．１３

０．４８

０．８４

０．７４

５
３
８
６
２
６
６
４
７
４
０
８
０
０
１

３
４
２
２
５
４
１
１
４
７
７
１
６
０
９

●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
２
３
４
４
２
４
２
１
２
４
４
４
３

206

207

208

４
７
８
２
４
３
１
３
３
２
４
７
８
８
５

６
９
３
６
１
６
４
９
７
１
５
４
９
５
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
１
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０

５
６
０
７
９
２
７
０
４
５
４
１
１
５
４

３
４
７
２
９
６
８
６
２
４
８
５
１
７
７

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
８
３
０
５
７
２
０
８
５
７
５
８
２
２

１
３
１
２
２
２
１
１

Ⅲ郭

Ｓ－１３

堀切Ｉ－Ｄ下位

表採

表採

堀切Ｉ－Ｃ

Ⅱ郭表土

ⅡⅢ郭間

Ⅱ郭表土

堀切Ｉ－Ｄ中位

Ⅱ郭表土

Ｕ－５

Ⅱ郭Ⅱ層

表採

表採

８
７
４
３
０
０
０
２
９
０
１
８
７
７
８

１
８
３
５
６
３
２
８
７
５
６
７
９
８
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
２
３
３
４
４
２
４
２
８
３
２
４
３
３

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

（６）まとめ

縄文時代は、中世遺構の調査終了後、Ⅱ郭とⅢ郭に残された包含層に於いて調査を行った。

Ⅱ郭は西側に傾斜しており、包含層の残りも極めて悪く、Ｖ層の下はシラス層であった。Ⅲ郭

は東側に落ち込む谷部と見られ、東側中央部が凹状になって傾斜している状態であった。平面

確認時には谷部を囲むような弧状の形状となった。ここでは、東側からⅡ層～Ⅸ層（黄シラス

層）が確認できた。遺跡の本体はⅢ郭を中心に広がっていたと思われる。

遺構は、Ⅱ郭で手向山式土器を伴う土拡が一基だけ検出された。

遺物は、隣接台地の大丸・藤ノ迫遣跡で見られるような石器・垂飾品や、それに伴う押型文

系土器（山形文・楕円文)、塞ノ神式土器、手向山式土器の出土を見たが、それらの土器の土

層においての前後関係は明らかにできなかった。尚、土器において５６，６８，８２は壷型を呈する

もので手向山式土器系かと思われる。
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（付記）

高城跡の地山は、始良カルデラ起源の入戸火砕流であった。Ⅲ郭に於いて先土器時代調査後、

土層確認の為に遺物包含増の下部を深棚した結果、シラス（ＡＴ）中より炭化物が出土したの

で、’4Ｃ年代測定を京都産業大学理学部に依頼した。測定結果は下記の通りである。

液体シンチレーシヨンl4C年代測定結果報告書 京都産業大学理学部教授山田治

測定番号 試料名採取地 ｌ４Ｃ年代測定値

ＫＳＵ－１６７０ 高城跡Ⅲ郭・黄シラス中 ２４
， ４００±１８OＢＰ

（註）’4C年代測定値の表現法は、次のごとき国際的約束に基づいています。

①'4Cの半減期は5568年として計算します。

②ＢＰはBeforePresentの略です。ただしPresentはAD1950年に固定し、それから何年前かを示

します。

③測定誤差は、１標準偏差を用います。（真の値が１標準偏差の中にはいる確立は約68％です｡）

④測定値には必ず測定機関記号と測定番号をつけます。索引やデータの確認に必要ですから、引

用の際には必ずこの記号をつけておいて下さい。

⑤'4C年代測定値は世界共通です。そのためにＣ濃度の基準に世界共通の物質を使用しています。

その物質名は、アメリカ国立標準局から販売されているシユウ酸（通称ＮＢＳシユウ酸）です。
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あとがき

高城跡の発掘調査および、報告書作成時に際しては、日本道路公団福岡建設局人吉工事事務

所から多大な御配慮をいただきました。特に、小原明・村田文敏・古賀文雄・岩永一男・豊

永盛喜・石丸裕・藤田重幸の各氏に対し、心から厚く御礼を申し上げます。

さらに山江村は、この調査を後世に伝えるべく、昭和62年度に村の単独予算で、高城跡の発

掘調査区を中心とした周辺一帯の復元模型を作成されました事を特筆し､あとがきに代えます。

熊本県文化財調査報告第95集
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高 城跡
昭和63年３月３１日

熊本県教育委員会

諺862熊本市水前寺６丁目１８－１

缶熊本(096)３８３－１１１１(代）

文化課調査係⑲2906

中央印刷紙工株式会社

毎860熊本市田崎２丁目５－３８

念熊本(096)354-4191

ＦＡＸＯ９６－３５４－４１６５

(大田）

(注意）本報告書の全部または一部を、無断で複製・転載す

ることを禁止いたします。
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